
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
「
大
学
」
四
（
132
～
209
条
）

　
　
　
　

傳
七
章
釋
正
心
修
身
（
承
前
）

132
条

　

問
。
忿
懥
、
恐
懼
、
憂
患
、
好
樂
、
皆
不
可
有
否
。
曰
。
四
者
豈
得
皆
無
。
但

要
得
其
正
耳
、
如
中
庸
所
謂
喜
怒
哀
樂
發
而
中
節
者
也
。　

去
僞

〔
校
勘
〕

○�

朝
鮮
古
写
本
に
は
、記
録
者
名「
去
僞
」の
後
に
、以
下
の
双
行
小
注
が
有
る
。「
○�

案
謨
録
同�

○�

人
傑
録
亦
同
而
畧
云
忿
懥
（
右
上
、士
。
ウ
冠
下
、是
の
日
が
田
）

恐
懼
憂
患
好
樂
不
謂
皆
無
但
毎
要
得
其
正
如
中
庸
所
謂
喜
怒
哀
樂
發
而
中
節
是

也
。」　

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
忿
懥
、
恐
懼
、
憂
患
、
好
樂
は
、
ど
れ
も
有
っ
て
は
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
は
言
わ
れ
た
。「
こ
の
四
者
は
、
ど
れ
も
無
い
な
ど
と
い

う
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
。
た
だ
、（
こ
れ
ら
の
情
が
発
動
し
た
時
に
）
心
の
正

し
さ
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。『
中
庸
』の『
喜
怒
哀
樂
發
し
て
節
に
中
る
』

の
こ
と
だ
。」　

金
去
僞
録

〔
注
〕

（
１
）�「
四
者
豈
得
皆
無
。但
要
得
其
正
耳
」　
『
大
学
章
句
』伝
七
章
に
、「
蓋
是
四
者
、

皆
心
之
用
、
而
人
所
不
能
無
者
。
然
一
有
之
而
不
能
察
、
則
欲
動
情
勝
、
而

其
用
之
所
行
、
或
不
能
不
失
其
正
矣
。」
と
あ
る
。

（
２
）�「
喜
怒
哀
樂
發
而
中
節
」　
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
謂

之
中
。
發
而
皆
中
節
、
謂
之
和
。」
朱
熹
の
注
は
「
喜
怒
哀
樂
、
情
也
。
其

未
發
、
則
性
也
、
無
所
偏
倚
、
故
謂
之
中
。
發
皆
中
節
、
情
之
正
也
、
無
所

乖
戾
、
故
謂
之
和
」。

133
条

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

�

宇
佐
美
文
理
小
笠
智
章
・
田
訪
・
陳
佑
真
・
中
純
夫
・
福
谷
彬
・
松
葉
久
美
子
・
廖
明
飛

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

一
九



　

心
有
喜
怒
憂
樂
、
則
不
得
其
正
、
非
謂
全
欲
無
此
、
此
乃
情
之
所
不
能
無
。
但

發
而
中
節
、
則
是
。
發
不
中
節
、
則
有
偏
而
不
得
其
正
矣
。　

端
蒙

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
に
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

　
「
心
に
喜
怒
憂
楽
の
情
が
有
れ
ば
、
心
は
正
し
さ
を
得
ら
れ
な
い
」
と
は
、
こ

れ
ら
の
情
を
全
く
な
く
そ
う
と
言
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
情
と
し
て

無
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
な
の
だ
。
た
だ
、
情
が
発
動
し
て
も
（
過
不
及
の

な
い
）
節
度
に
中
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
発
動
し
て
節
度
に
中
ら
な
け
れ
ば
、
情
に

偏
り
が
あ
っ
て
心
の
正
し
さ
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。　

程
端
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
心
有
喜
怒
憂
樂
、則
不
得
其
正
」　
『
大
学
或
問
』
に
「
或
問
。
人
之
有
心
、

本
以
應
物
。
而
此
章
之
傳
以
爲
有
所
喜
怒
憂
懼
、便
爲
不
得
其
正
。」と
あ
り
、

続
け
て
答
え
を
示
し
て「
唯
其
事
物
之
來
、有
所
不
察
、應
之
既
或
不
能
無
失
。

且
又
不
能
不
與
倶
往
、
則
其
喜
怒
憂
懼
必
有
動
乎
中
者
、
而
此
心
之
用
始
有

不
得
其
正
者
耳
。
傳
者
之
意
、
固
非
以
心
之
應
物
、
便
爲
不
得
其
正
、
而
必

如
枯
木
死
灰
、
然
後
乃
爲
得
其
正
也
。」
と
あ
る
。

（
２
）�

情
の
「
中
節
」
と
「
偏
」
に
つ
い
て
は
、
本
巻
一
三
二
条
の
注
（
２
）、
ま

た
一
二
五
条
の
注
（
11
）
を
参
照
。

134
条

　

好
、
樂
、
憂
、
懼
四
者
、
人
之
所
不
能
無
也
、
但
要
所
好
所
樂
皆
中
理
。
合
當

喜
、
不
得
不
喜
。
合
當
怒
、
不
得
不
怒
。　

節

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本　

本
条
冒
頭
に
「
在
正
心
有
非
是
無
」
の
七
字
有
り
。

〔
訳
〕

　

好
（
好
む
）、
楽
（
望
む
）、
憂
（
憂
え
る
）、
懼
（
恐
れ
る
）
の
四
つ
は
、
人

に
は
無
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
好
む
こ
と
望
む
こ
と
が

み
な
理
に
適
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。喜
ぶ
べ
き
は
喜
ば
ざ
る
を
得
な
い
し
、

怒
る
べ
き
は
怒
ら
ざ
る
を
得
な
い
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
樂
」　
『
大
學
章
句
』
傳
七
章
「
有
所
好
樂
」
の
朱
注
に
「
好
、
樂
、
並
去

聲
。」
と
あ
る
。『
論
語
』「
雍
也
」「
子
曰
、知
者
樂
水
、仁
者
樂
山
。
知
者
動
、

仁
者
靜
。
知
者
樂
、
仁
者
壽
。」
朱
注
に
「
樂
、
上
二
字
並
五
教
反
。
下
一

字
音
洛
。」
と
あ
り
、「
樂
水
」「
樂
山
」
に
つ
い
て
「
樂
、喜
好
也
」
と
す
る
。

好
む
、
願
う
、
望
む
と
い
っ
た
意
。

（
２
）�「
合
當
喜
、
不
得
不
喜
。
合
當
怒
、
不
得
不
怒
」　
「
合
當
」
は
二
字
で
、
当

然
～
す
べ
き
で
あ
る
。『
語
類
』
の
用
例
は
、
巻
六
二
、一
四
三
条
、
林
虁
孫

録
（
Ⅳ1516
）「
問
和
。
曰
。
只
是
合
當
喜
、
合
當
怒
。
如
這
事
合
喜
五
分
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

二
〇



自
家
喜
七
八
分
、
便
是
過
其
節
。
喜
三
四
分
、
便
是
不
及
其
節
。」
な
ど
。

（
３
）�
本
条
の
内
容
に
関
し
て
は
、以
下
も
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
二
上
「
善
則
理
當
喜
、…
惡
則
理
當
惡
（
原
注
「
一
作
怒
」）。」
ま
た
『
河

南
程
氏
文
集
』
巻
二
、
明
道
「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」「
聖
人
之
喜
、
以
物

之
當
喜
、
聖
人
之
怒
、
以
物
之
當
怒
。
是
聖
人
之
喜
怒
、
不
繫
於
心
、
而
繫

於
物
也
。
是
則
聖
人
豈
不
應
於
物
哉
。」

135
条

　

四
者
人
所
不
能
無
也
、
但
不
可
為
所
動
。
若
順
應
將
去
、
何
不
得
其
正
之
有
。

如
顏
子
不
遷
怒
、
可
怒
在
物
、
顏
子
未
嘗
為
血
氣
所
動
而
移
於
人
也
。
則
豈
怒
而

心
有
不
正
哉
。　

端
蒙

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
に
こ
の
条
無
し
。

〔
訳
〕

　
（
忿
懥
、
恐
懼
、
好
楽
、
憂
患
の
）
四
つ
は
人
に
無
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
た
だ
、（
こ
れ
ら
に
心
が
）
動
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
情
に
順
応
し
て
ゆ
く
な
ら
、
ど
う
し
て
「
心
の
正
し
さ
を
得
ら
れ
な
い
」
こ
と

な
ど
あ
ろ
う
か
。
顔
回
の
「
怒
り
を
遷
さ
ず
」
の
例
は
、
怒
る
べ
き
は
物
事
に
あ

り
、
顔
回
は
（
怒
っ
て
も
）
己
の
血
気
に
動
か
さ
れ
て
他
人
に
（
そ
の
怒
り
の
矛

先
を
）
向
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
怒
れ
ば
心
が
正
し
く
な
く
な

る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
あ
ろ
う
か
。　

程
端
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
若
順
應
將
去
」　
「
～
將
去
」
は
、
～
し
て
い
く
。「
順
應
將
去
」
は
、
順

応
し
て
い
く
。「
將
」
は
「
以
」
に
同
じ
。「
順
應
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
二
、明
道
「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」「
所
謂
定
者
、

動
亦
定
、
静
亦
定
。
…
君
子
之
學
、
莫
若
廓
然
而
大
公
、
物
來
而
順
應
。」

（
２
）�「
顏
子
不
遷
怒
」　

出
典
は
『
論
語
』「
雍
也
」「
哀
公
問
。
弟
子
孰
爲
好
學
。

孔
子
對
曰
。
有
顏
回
者
好
學
、
不
遷
怒
、
不
貳
過
。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也

則
亡
、
未
聞
好
學
者
也
。」
朱
熹
集
注
「
怒
於
甲
者
、
不
移
於
乙
。」

（
３
）�「
可
怒
在
物
」　

本
巻
一
三
四
条
の
注（
３
）に
引
く『
河
南
程
氏
文
集
』巻
二
、

明
道
「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」
を
参
照
。
ま
た
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八

「
問
。
不
遷
怒
、不
貳
過
、何
也
。
語
録
有
怒
甲
不
遷
乙
之
說
、是
否
。
曰
。
是
。

曰
。
若
此
則
甚
易
、
何
待
顏
氏
而
後
能
。
曰
。
只
被
說
得
粗
了
、
諸
君
便
道

易
、此
莫
是
最
難
。
須
是
理
會
得
因
何
不
遷
怒
。
如
舜
之
誅
四
凶
、怒
在
四
凶
、

舜
何
與
焉
。
蓋
因
是
人
有
可
怒
之
事
而
怒
之
。
聖
人
之
心
、
本
無
怒
也
。
…

若
聖
人
、
因
物
而
未
嘗
有
怒
。」、
同
巻
二
三
「
小
人
之
怒
在
己
、
君
子
之
怒

在
物
。
小
人
之
怒
、
出
於
心
、
作
於
氣
、
形
於
身
、
以
及
於
物
、
以
至
無
所

不
怒
、是
所
謂
遷
也
。
若
君
子
之
怒
、如
舜
之
去
四
凶
。」
ま
た
、『
二
程
粋
言
』

巻
下
「
子
曰
。
顔
子
之
怒
在
物
而
不
在
己
、
故
不
遷
。」『
二
程
外
書
』
巻
三

「
喜
怒
在
事
、
則
理
之
當
喜
怒
也
。
不
在
血
氣
、
則
不
遷
。」
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
注
（
２
）
に
引
い
た
『
論
語
』「
雍
也
」
の
条
の
朱
熹
集
注
に
「
程
子
曰
」

と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

二
一



136
条

　

正
心
、
却
不
是
將
此
心
去
正
那
心
。
但
存
得
此
心
在
這
裏
、
所
謂
忿
懥
、
恐
懼
、

好
樂
、
憂
患
自
來
不
得
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
在
這
裏
」
の
「
裏
」　

萬
曆
本
、和
刻
本
は
「
裡
（
左
、し
め
す
偏
）」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
心
を
正
す
」
と
は
、
こ
の
心
で
あ
の
心
を
正
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た

だ
こ
の
心
を
し
っ
か
り
と
保
っ
て
い
ら
れ
れ
ば
、
所
謂
「
忿
懥
、
恐
懼
、
好
楽
、

憂
患
」
は
自
ず
と
起
こ
り
得
な
い
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
將
此
心
去
正
那
心
」　
「
將
」は「
以
」に
同
じ
。「
將
…
去
―
」は「
…
で（
を
）

―
す
る
」。
な
お
、
心
を
「
此
」「
那
」
な
ど
と
分
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
、次
を
参
照
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
七
「
觀
心
説
」、「
或
問
。

佛
者
有
觀
心
説
、
然
乎
。
曰
。
夫
心
者
、
人
之
所
以
主
乎
身
者
也
。
一
而
不

二
者
也
。
為
主
而
不
為
客
者
也
。
命
物
而
不
命
於
物
者
也
。
…
心
則
一
也
。

以
正
不
正
而
異
其
名
耳
。
…
非
以
道
為
一
心
、
人
為
一
心
、
而
又
有
一
心
以

精
一
之
也
。
夫
謂
操
而
存
者
、
非
以
彼
操
此
而
存
之
也
。
舍
而
亡
者
、
非
以

彼
舍
此
而
亡
之
也
。
心
而
自
操
則
亡
者
存
、
舍
而
不
操
則
存
者
亡
耳
。
…
釋

氏
之
學
、
以
心
求
心
、
以
心
使
心
、
如
口
齕
口
、
如
目
視
目
、
其
機
危
而
迫
、

其
途
險
而
塞
、其
理
虚
而
其
勢
逆
。
蓋
其
言
雖
有
若
相
似
者
而
其
實
之
不
同
、

蓋
如
此
也
。」

（
２
）�「
在
這
裏
」　

こ
こ
で
は
上
の
動
作
の
確
実
さ
を
言
う
。（
三
浦
國
雄
『「
朱

子
語
類
」
抄
』、
五
十
頁
を
参
照
。）

（
３
）�「
自
來
不
得
」　
「
來
不
得
」
は
既
出
。「
動
詞�

不
得
」
は
、
そ
の
動
作
が

不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。『
語
類
』
巻
一
二
、七
一
条
、
董
銖
録
（
Ⅰ
、

207

）「
所
以
程
先
生
説
敬
字
、
只
是
謂
我
自
有
一
箇
明
底
物
事
在
這
裏
。
把

箇
敬
字
抵
敵
、
常
常
存
箇
敬
在
這
裏
、
則
人
欲
自
然
來
不
得
。」
な
ど
。

137
条

　

問
。
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
、
皆
以
有
所
為
言
、
則
是
此
心
之
正
不
存
、

而
是
四
者
得
以
為
主
於
内
。
曰
。
四
者
人
不
能
無
、
只
是
不
要
它
留
而
不
去
。
如

所
謂
有
所
、
則
是
被
他
為
主
於
内
、
心
反
為
它
動
也
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○�

「
以
為
主
於
内
。
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
内
」
と
「
曰
」
と
の
間
に
、「
吾
身

不
得
而
主
宰
矣
、
然
是
四
者
固
心
之
所
發
、
而
人
所
不
能
無
、
惟
在
於
誠
其
意
、

使
私
情
邪
念
不
入
于
中
、
則
四
者
自
不
爲
吾
心
之
累
」
の
四
十
八
字
が
有
る
。

○
「
只
是
不
要
它
留
」
の
「
留
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
畱
」
に
作
る
。

〇�

「
只
是
不
要
它
留
」「
心
反
為
它
動
也
」
の
「
它
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
に
作
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

二
二



������������������������������������������������

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「（『
大
学
』
で
は
）
忿
懥
、恐
懼
、好
樂
、憂
患
は
、す
べ
て
『
有
所
』

（
具
体
的
に
対
象
が
あ
る
）
と
表
現
し
て
い
ま
す
か
ら
、（
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
）

こ
の
心
の
正
し
さ
は
な
く
、（
こ
れ
ら
の
）
四
者
が
心
の
内
の
主
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
は
言
わ
れ
た
。「
こ
の
四
つ
は
人
に
無
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
、
た
だ
こ
れ
ら
を
心
中
に
と
ど
め
て
し
ま
っ
て
は
い

け
な
い
。『
有
所
』
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
心
の
内
の
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

心
が
逆
に
そ
れ
ら
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
の
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
以
有
所
為
言
」　
『
大
学
章
句
』伝
七
章
で
は
、「
身
有
所
忿
懥
、則
不
得
其
正
。

有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
。
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。
有
所
憂
患
、
則
不

得
其
正
。」
と
、
四
者
に
つ
い
て
す
べ
て
「
有
所
～
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、

朱
熹
は
「
身
有
所
」
の
「
身
」
を
「
心
」
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
本
巻
一
三
九
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）�「
為
、主
於
内
」��

心
の
主
と
な
る
。
程
頤
（
伊
川
）
の
「
主
一
無
適
」「
主
敬
」

の
説
を
襲
っ
て
い
る
。
伊
川
は
、
一
事
が
主
と
な
れ
ば
思
慮
が
紛
擾
す
る
憂

い
は
な
い
。
そ
の
一
は
敬
で
あ
り
、
敬
を
主
と
す
れ
ば
心
は
何
も
の
に
も
奪

わ
れ
な
い
（
適ゆ

く
こ
と
な
し
）
と
し
て
、「
主
敬
」
の
修
養
法
を
説
い
た
。『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
人
心
不
能
不
交
感
萬
物
、
亦
難
爲
使
之
不
思
慮
。

若
欲
免
此
、
唯
是
心
有
主
。
如
何
爲
主
。
敬
而
已
矣
。
有
主
則
虚
、
虚
謂
邪

不
能
入
。
無
主
則
實
、
實
謂
物
來
奪
之
。
今
夫
瓶
甖
、
有
水
實
内
、
則
雖
江

海
之
浸
、
無
所
能
入
、
安
得
不
虚
。
無
水
於
内
、
則
停
注
之
水
、
不
可
勝
注
、

安
得
不
實
。
大
凡
人
心
、
不
可
二
用
、
用
於
一
事
、
則
他
事
更
不
能
入
者
、

事
爲
之
主
也
。
事
爲
之
主
、
尚
無
思
慮
紛
擾
之
患
、
若
主
於
敬
、
又
焉
有
此

患
乎
。
所
謂
敬
者
、
主
一
之
謂
敬
。
所
謂
一
者
、
無
適
之
謂
一
。
且
欲
涵
泳

主
一
之
義
、
一
則
無
二
三
矣
。」（
こ
の
条
は
『
近
思
録
』
存
養
篇
に
採
録
さ

れ
て
い
る
。）

　
　

�

ま
た
、
こ
こ
に
見
え
る
伊
川
の
「
有
主
則
虚
」「
無
主
則
實
」
と
い
う
と
ら

え
方
は
、
本
巻
一
三
一
条
に
も
窺
え
る
。

（
３
）�「
只
是
不
要
它
留
而
不
去
」　

本
巻
一
三
一
条
の
「
只
是
不
可
留
滯
而
不
消

化
。」
と
同
意
。

（
４
）�「
被
」　

受
身
を
表
す
。「
被
―
～
」
で
「
―
に
～
さ
れ
る
」。

138
条

　

大
學
七
章
、
看
有
所
二
字
。
有
所
憂
患
、
憂
患
是
合
當
有
、
若
因
此
一
事
而
常

留
在
胸
中
、
便
是
有
。
有
所
忿
懥
、
因
人
之
有
罪
而
撻
之
、
才
撻
了
、
其
心
便
平
、

是
不
有
。
若
此
心
常
常
不
平
、
便
是
有
。
恐
懼
、
好
樂
亦
然
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
二
字
」　

和
刻
本
は
「
一
字
」
に
作
る
。

○
「
常
留
在
胸
中
」
の
「
留
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
畱
」
に
作
る
。

○�

「
常
留
在
胸
中
」
の
「
胸
」��

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
胷
」

に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

二
三



○�
「
若
此
心
常
常
不
平
」　
「
常
常
」
を
伝
経
堂
本
以
外
の
諸
本
は
全
て
「
常
又
」

に
作
る
。
賀
瑞
麟
「
朱
子
語
類
正
譌
」「
常
常
不　

原
作
又
、
非
。」。

〔
訳
〕

　
『
大
学
』（
伝
）
七
章
で
は
、「
有
所
」
の
二
字
を
読
み
取
り
な
さ
い
。「
憂
患
す

る
所
有
れ
ば
」（
憂
え
る
こ
と
が
有
れ
ば
）
と
は
、
憂
え
る
こ
と
は
有
っ
て
当
然

な
の
だ
が
、
も
し
も
そ
の
一
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
い
つ
ま
で
も
そ
れ
が
胸
中
に

留
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
（
憂
い
が
心
に
）「
有
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。「
忿
懥
す
る
所
有
れ
ば
」
と
は
、
人
に
罪
が
あ
る
か
ら
と
彼
を

撻
（
む
ち
う
ち
）
の
刑
に
す
る
と
し
て
、
そ
の
刑
が
終
わ
る
や
否
や
そ
の
心
が
平

ら
か
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、（
怒
り
の
情
は
）「
無
く
な
っ
た
」
の
だ
。
も
し
も
心

が
い
つ
ま
で
も
平
ら
か
で
な
い
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
つ
ま
り
（
怒
り
の
情
が
）「
有

る
」
と
い
う
こ
と
だ
。「
恐
懼
」「
好
楽
」
も
、
や
は
り
同
様
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
才
…
…
便
―
―
」��

呼
応
し
て
用
い
ら
れ
て
、「
…
…
す
る
や
否
や
す
ぐ
―

―
だ
」
の
意
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
四
九
頁
参
照
。
こ
こ
で
は
、

「
少
し
で
も
…
…
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
―
―
だ
」
の
意
。

（
２
）�「
有
罪
而
撻
之
」　
『
周
禮
』
地
官
、胥
「
凡
有
罪
者
撻
戮
而
罰
之
。」
に
よ
る
。

（
３
）�

記
録
者「
泳
」　

湯
泳
、字
は
叔
永
。「
湯
泳
字
叔
永
。
丹
陽
人
。
乙
卯
所
聞
。

池
録
三
三
。」（「
朱
子
語
録
姓
氏
」）。
同
名
の
記
録
者
「
胡
泳
」
の
場
合
に

の
み
、姓
を
冠
し
て
区
別
す
る
。（
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』。『
田

中
謙
二
著
作
集
』
巻
三
、二
八
八
頁
、
汲
古
書
院
、
平
成
一
三
年
二
月
六
日
）。

ま
た
、
陳
榮
捷
『
朱
子
門
人
』
二
三
九
頁
。
巻
一
四
、三
四
条
注
（
２
）、
同
、

一
三
一
条
注
（
３
）
を
参
照
。

139
条

　

心
有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
。
忿
懥
已
自
粗
了
。
有
事
當
怒
、
如
何
不
怒
。
只

是
事
過
、
便
當
豁
然
、
便
得
其
正
。
若
只
管
忿
怒
滯
留
在
這
裏
、
如
何
得
心
正
。

心
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。
如
一
箇
好
物
色
到
面
前
、
真
箇
是
好
、
也
須
道
是

好
。
或
留
在
這
裏
、
若
將
去
了
、
或
是
不
當
得
他
底
、
或
偶
然
不
得
他
底
、
便
休
。

不
可
只
管
念
念
著
他
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
自
粗
」の「
粗
」��

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は「
麄
」に
作
る
。朝
鮮
整
版
本
は「
麤
」

に
作
る
。

○
「
只
管
」
の
「
管
」��

二
箇
所
と
も
、
萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
留
在
這
裏
」
の
「
留
」　

二
箇
所
と
も
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
畱
」
に
作
る
。

○�

「
留
在
這
裏
」
の
「
裏
」　

二
箇
所
と
も
、
萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
裡
（
左
、
し

め
す
偏
）」
に
作
る
。

○�
「
箇
」　

二
箇
所
と
も
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
个
」
に
作
る
。

○�
「
念
念
著
」
の
「
著
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
着
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

二
四



　
「
心
に
忿
懥
す
る
（
怒
る
）
こ
と
が
あ
れ
ば
、
心
は
正
し
さ
を
得
ら
れ
な
い
」

に
つ
い
て
。
怒
り
は
そ
れ
自
体
、
粗
雑
だ
。
怒
る
べ
き
事
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て

怒
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
事
が
過
ぎ
れ
ば
、
す
ぐ
に
心
は
ひ
ろ
び
ろ
晴
れ

晴
れ
と
な
る
は
ず
で
、
そ
れ
で
す
ぐ
さ
ま
心
の
正
し
さ
を
得
ら
れ
る
。
も
し
も
ひ

た
す
ら
怒
り
が
心
の
内
に
滞
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
心
は
正
し
い
あ

り
方
で
い
ら
れ
よ
う
か
。

　
「
心
に
好
楽
す
る
（
好
み
望
む
）
こ
と
が
有
れ
ば
、
心
は
正
し
さ
を
得
ら
れ
な

い
」
に
つ
い
て
。
も
し
よ
好
い
物
が
目
の
前
に
や
っ
て
来
た
と
し
て
、
そ
れ
が
本

当
に
好
い
物
な
ら
、
や
は
り
「
こ
れ
は
好
い
」
と
言
う
べ
き
だ
。（
そ
れ
を
）
心

に
留
め
て
好
み
望
み
続
け
て
い
て
も
、
も
し
そ
れ
を
誰
か
が
持
ち
去
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
手
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
た

ま
た
ま
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
（
そ
う
と
割
り
切

っ
て
）
良
し
だ
。（
逆
に
）
ひ
た
す
ら
そ
れ
を
思
い
続
け
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
心
有
所
忿
懥
」　

朱
子
は
、
程
頤
の
説
に
従
っ
て
「
身
」
を
「
心
」
に
改

め
て
い
る
。『
大
学
章
句
』
伝
第
七
章
の
朱
注
に
「
程
子
曰
、
身
有
之
身
、

當
作
心
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
河
南
程
氏
經
説
』
巻
五
「
伊
川
先
生
改

正
大
學
」
の
「
身
有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
」
の
「
身
」
に
、「
當
作
心
」

と
の
原
注
が
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
。

（
２
）�「
忿
懥
已
自
粗
了
」　
「
忿
懥
」は
そ
れ
だ
け
で
既
に
粗
大
な
感
情
で
あ
る
。「
已

自
」
は
、
す
で
に
。「
粗
」
は
粗
大
の
意
で
、「
精
細
」
の
対
概
念
。
繊
細
微

妙
な
あ
り
方
に
対
し
て
、
単
純
明
快
で
分
か
り
や
す
い
あ
り
方
を
「
粗
」
と

表
現
し
た
。『
語
類
』
巻
三
〇
、三
一
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅲ�767

）「
或
問
。

顔
子
工
夫
、
只
在
克
己
上
。
不
遷
不
貳
、
乃
是
克
己
效
驗
。
或
曰
。
不
遷
不

貳
、
亦
見
得
克
己
工
夫
即
在
其
中
。
曰
。
固
是
。
然
克
己
亦
非
一
端
。
如
喜

怒
哀
樂
、
皆
當
克
。
但
怒
是
粗
而
易
見
者
耳
。」（「
克
己
」
は
『
論
語
』「
顏

淵
」、「
不
遷
不
貳
」
は
『
論
語
』「
雍
也
」）、『
語
類
』
巻
七
八
、二
〇
九
条
、

黄
義
剛
録
（
Ⅴ�2013

）「
天
下
之
物
、
精
細
底
便
難
見
、
麄
底
便
易
見
。
飢

渴
寒
煖
、
是
至
麄
底
。
雖
至
愚
之
人
、
亦
知
得
。
若
以
較
細
者
言
之
、
如
利

害
、
則
禽
獸
已
有
不
能
知
者
。
若
是
義
理
、
則
愈
是
難
知
。
這
只
有
些
子
不

多
。
所
以
説
人
之
所
以
異
於
禽
獸
者
、
幾
希
、
言
所
争
也
不
多
。」
を
参
照
。

（
３
）�「
只
是
事
過
、
便
當
豁
然
」　
「
豁
然
」
は
、
広
々
と
開
け
て
い
る
様
。

　

 　

�「
豁
然
」
は
、「
格
物
致
知
」「
窮
理
」
の
文
脈
で
は
後
に
「
貫
通
」「
有
覺

處
」
な
ど
が
続
く
こ
と
が
多
く
、そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、か
ら
り
と
悟
る
、

ほ
ど
の
意
に
解
さ
れ
る
。「
一
旦
豁
然
貫
通
焉
」（『
大
学
章
句
』
伝
五
章
）、

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
、（
伊
川
語
）「
今
人
欲
致
知
、
須
要
格
物
。
物

不
必
謂
事
物
然
後
謂
之
物
也
、自
一
身
之
中
、至
萬
物
之
理
、但
理
會
得
多
、

相
次
自
然
豁
然
有
覺
處
。」
な
ど
。
次
の
「
脱
然
」
の
用
例
が
こ
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
よ
く
表
し
て
い
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
「
人
要
明
理
、
若

止
一
物
上
明
之
、
亦
未
濟
事
、
須
是
集
衆
埋
、
然
後
脱
然
自
有
悟
處
。
然

於
物
上
理
會
也
得
、
不
理
會
也
得
。」
混
乱
や
迷
い
な
ど
か
ら
す
っ
き
り
と

抜
け
出
る
様
、
の
意
で
あ
る
。

　

 　

�

本
条
で
は
、
広
々
と
開
け
、
胸
中
が
晴
れ
晴
れ
と
し
て
わ
だ
か
ま
り
の
な

い
様
を
表
す
。「
廓
然
而
大
公
」（
広
々
と
し
て
私
意
が
な
い
）（『
河
南
程

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

二
五



氏
文
集
』
巻
二
、
明
道
「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」）
が
し
ば
し
ば
「
豁
然
而

大
公
」「
擴
然
而
大
公
」
と
も
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
豁
然
」（huòrán

）

は
「
廓
然
」（kuòrán

）「
擴
（
拡
）
然
」（kuòrán

）
に
通
ず
る
。『
語

類
』
巻
九
四
、一
九
三
条
、陳
淳
録
（
Ⅵ�2406

）「
豁
然
絕
無
一
物
之
累
。」、

巻
六
二
、一
四
条
、
輔
廣
録
（
Ⅳ�1482

）「
豁
然
而
大
公
、
便
是
不
自
私
。

物
來
而
順
應
、
便
是
不
用
智
。」、
巻
九
五
、一
一
一
条
、
輔
廣
録
（
Ⅵ�

2443

）「
若
能
豁
然
而
大
公
、
則
上
不
陷
於
空
寂
、
下
不
累
於
物
欲
。」、
巻

九
五
、一
〇
八
条
、
沈
僩
録
（
Ⅵ�2443

）「
擴
然
而
大
公
、
是
寂
然
不
動
。

物
來
而
順
應
、
是
感
而
遂
通
。」、
巻
九
五
、一
〇
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅵ�

2442

）「
第
能
於
怒
時
遽
忘
其
怒
而
觀
理
之
是
非
。
遽
忘
其
怒
、
是
應
廓
然

而
大
公
。
而
觀
理
之
是
非
、
是
應
物
來
而
順
應
。」
を
参
照
。

　

 　

�（
参
考
）
因
み
に
程
顥
（
明
道
）
の
「
廓
然
而
大
公
」
は
、
次
の
よ
う
な
考

え
方
を
背
景
と
す
る
。「
夫
人
之
情
、
易
發
而
難
制
者
、
惟
怒
為
甚
。
第
能

於
怒
時
遽
忘
其
怒
而
觀
理
之
是
非
、
亦
可
見
外
誘
之
不
足
惡
、
而
於
道
亦

思
過
半
矣
。」（『
河
南
程
氏
文
集
』巻
二
、明
道
文
集「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」）

（
４
）�「
在
這
裏
」　

こ
こ
で
は
「
こ
の
心
に
在
る
」
の
意
に
解
し
た
。

（
５
）�「
物
色
」　

い
ろ
い
ろ
な
も
の
、万
象
。『
文
心
雕
龍
』
巻
一
〇
、「
物
色
」「
春

秋
代
序
、
陰
陽
惨
舒
、
物
色
之
動
、
心
亦
揺
焉
。」『
語
類
』
で
は
他
に
次
の

用
例
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
、八
〇
条
、
輔
廣
録
（
Ⅰ172

）「
為
學
讀

書
、
須
是
耐
煩
細
意
去
理
會
、
切
不
可
粗
心
。
若
曰
何
必
讀
書
、
自
有
箇
捷

徑
法
、
便
是
誤
人
底
深
坑
也
。
未
見
道
理
時
、
恰
如
數
重
物
色
包
裹
在
裏
許
、

無
緣
可
以
便
見
得
。
須
是
今
日
去
了
一
重
、
又
見
得
一
重
。
明
日
又
去
了
一

重
、
又
見
得
一
重
。
去
盡
皮
、
方
見
肉
。
去
盡
肉
、
方
見
骨
、
去
盡
骨
、
方

見
髓
。
使
粗
心
大
氣
不
得
。」（『
朱
子
語
類
』
訳
注�

巻
十
～
十
一�

読
書
法
、

汲
古
書
院
、
興
善
宏
・
木
津
祐
子
・
斎
藤
希
史
訳
注
、
一
〇
二
頁
～
一
〇
四
頁
）

（
６
）�「
將
去
」�（
誰
か
が
）持
ち
去
る
。『
五
燈
會
元
』巻
十
一
、「
檗
回
頭
見
師
空
手
、

乃
問
。
钁
在
何
處
。
師
曰
。
有
一
人
將
去
了
也
。
檗
曰
。
近
前
來
共
汝
商
量

箇
事
。」
本
巻
一
三
五
条
注（
１
）、
同
・
一
三
六
条
注
（
１
）
を
参
照
。

（
７
）�「
或
是
不
當
得
他
底
、或
偶
然
不
得
他
底
」　

い
ず
れ
の「
他
」も
上
文
の「
一

箇
好
物
色
」
を
指
す
。

（
８
）�「
便
休
」　

そ
れ
で
終
わ
り
。
そ
れ
で
良
い
。
こ
こ
で
は
、
自
分
の
「
好
楽
」

（
望
む
情
動
）
に
関
し
て
、
事
は
終
わ
っ
た
（
自
分
の
関
与
す
る
範
囲
で
は

な
く
な
っ
た
）
こ
と
を
言
う
。『
語
類
』
巻
一
四
、一
一
三
条
注（
３
）、
巻

一
五
、一
条
注
（
15
）、
ま
た
、
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
九
頁
。��

（
９
）�「
念
念
」　
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
、
一
六
一
条
「
人
之
於
患
難
、
只
有
一
箇

處
置
、
盡
人
謀
之
後
、
却
須
泰
然
處
之
。
有
人
遇
一
事
、
則
心
心
念
念
不
肯

舍
、
畢
竟
何
益
。
若
不
會
處
置
了
放
下
、
便
是
無
義
無
命
也
。」
ま
た
、『
碧

巌
録
』
八
十
本
則
「
念
念
不
停
流
。」

（
10
）�「
不
可
只
管
念
念
著
他
」　

本
巻
一
三
七
条
「
只
是
不
要
它
留
而
不
去
」、同
、

一
四
〇
の
「
不
可
常
留
在
心
」
を
参
照
。

140
条

　

問
。
伊
川
云
、
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
、
人
所
不
能
無
者
、
但
不
以
動
其

心
。
既
謂
之
忿
懥
、
憂
患
、
如
何
不
牽
動
他
心
。
曰
。
事
有
當
怒
當
憂
者
、
但
過

了
則
休
、
不
可
常
留
在
心
。
顏
子
未
嘗
不
怒
、
但
不
遷
耳
。
因
舉
樓
中
果
、
怒
在

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

二
六



此
、
不
可
遷
之
於
彼
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
常
留
在
心
」
の
「
留
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
畱
」
に
作
る
。

○�

「
因
舉
樓
中
」
の
「
樓
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
す
べ
て
「
柈
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
「
樓
」
に
作
る
。

������������

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
程
伊
川
は
『
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
は
、
人
に
は
無
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
も
の
だ
が
、
た
だ
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
心
を
動
か
し
て
は
い
け
な

い
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
怒
り
と
か
憂
い
と
か
言
う
か
ら
に
は
、
ど
う
し

て
そ
の
人
の
心
を
引
き
動
か
さ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
は
言
わ
れ
た
。「
事
に

は
怒
っ
て
当
然
の
こ
と
、
憂
え
て
当
然
の
こ
と
が
あ
る
が
、
た
だ
過
ぎ
て
し
ま
え

ば
終
わ
る
の
だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
心
に
留
め
て
い
て
は
い
け
な
い
。
顔
回
で
さ

え
怒
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
自
分
の
怒
り
を
他
人
に
向
け
な
か
っ
た

だ
け
だ
。」
そ
こ
で
先
生
は
鉢
の
果
物
を
手
に
取
っ
て
、「（
も
し
）
自
分
に
（
こ

の
よ
う
に
）怒
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の
怒
り
を
他
人
に
向
け
て
は
い
け
な
い
。」

　

廖
德
明
録

〔
注
〕

（
１
）�「
伊
川
云
」
以
下　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
「
問
、
有
所
忿
懥
、
恐
懼
、

憂
患
、
心
不
得
其
正
。
是
要
無
此
數
者
、
心
乃
正
乎
。
曰
、
非
是
謂
無
。
只

是
不
以
此
動
一
本
作
累
。
其
心
。
學
者
未
到
不
動
處
、須
是
執
持
其
志
。」同
、

二
二
上
「
棣
問
、
禮
記
言
、
有
忿
懥
、
憂
患
、
恐
懼
、
好
樂
、
則
心
不
得
其

正
。
如
何
得
無
此
數
端
。
曰
、非
言
無
、只
言
有
此
數
端
則
不
能
以
正
心
矣
。」

（
２
）�「
事
有
當
怒
當
憂
者
、
但
過
了
則
休
、
不
可
常
留
在
心
。」��

本
巻
一
三
四
条

の
「
合
當
喜
、
不
得
不
喜
。
合
當
怒
、
不
得
不
怒
。」
及
び
注
（
２
）、
同
、

一
三
九
条
「
有
事
當
怒
、如
何
不
怒
。
只
是
事
過
、便
當
豁
然
、便
得
其
正
。」

（
３
）�「
因
舉
樓
中
果
」　

校
勘
を
参
照
。
呂
留
良
本
、傳
經
本
は
「
樓
」
に
作
る
が
、

他
の
諸
本
は
「
柈
」
に
作
る
。
今
、「
樓
」
で
は
理
解
し
難
く
、「
柈
」
と
し

て
解
し
た
。「
柈
」
は
、「
は
ち
、
た
ら
い
」
の
意
。「
盤
」
に
同
じ
。
ま
た
、

「
因
舉
柈
中
果
」
を
一
句
と
し
、「
果
」
を
果
物
と
解
し
た
。「
果
」
は
「
菓
子
」

か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、南
宋
の
劉
昌
詩
撰
『
蘆
浦
筆
記
』
巻
一
〇
、「
胡

藏
之
」に「
故
藏
之
以
詩
取
知
於
山
谷
。
嘗
侍
燕
席
、以
柈
中
果
子
分
題
賦
詩
。

藏
之
得
藕
云
…
…
」と
あ
る
。「
藕
」は
蓮
根
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、訳
者
は「
因

舉
柈
中
果
」
を
、朱
熹
が
、自
身
の
講
説
の
合
間
に
身
近
に
あ
っ
た
果
物
（
果

子
）
を
怒
り
の
対
象
（
有
所
忿
懥
）
に
見
立
て
、
弟
子
た
ち
に
今
に
も
投
げ

つ
け
よ
う
と
し
た
（
怒
り
を
他
人
に
向
け
る
）、
と
解
し
た
。

141
条

　

心
不
可
有
一
物
。
喜
怒
哀
樂
固
欲
得
其
正
、然
過
後
須
平
了
。
且
如
人
有
喜
心
、

若
以
此
應
物
、
便
是
不
得
其
正
。　

人
傑

〔
校
勘
〕　

○
諸
本
異
同
な
し
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

二
七



〔
訳
〕

　

心
中
に
物
が
一
つ
有
っ
て
（
そ
れ
に
心
が
占
め
ら
れ
て
）
は
い
け
な
い
。
喜
怒

哀
楽
の
（
情
の
）
発
動
時
に
は
も
と
よ
り
心
が
正
し
く
あ
る
よ
う
に
と
望
む
の
だ

が
、
し
か
し
そ
の
事
が
過
ぎ
た
後
に
は
、
心
は
平
ら
か
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
し
か
り
に
、
心
中
喜
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
し
て
、
も
し
も
（
そ
の

人
が
）
そ
の
心
の
ま
ま
に
物
事
に
応
じ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
う
心
の
正
し
さ
を

得
ら
れ
な
い
の
だ
。　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）�「
心
不
可
有
一
物
」　

心
が
特
定
の
事
象
に
占
拠
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本

巻
一
三
七
条
の
注
（
２
）「
為
主
於
内
」
を
参
照
。

（
２
）�「
喜
心
」　
『
禮
記
』
樂
記
「
其
喜
心
感
者
、
其
聲
發
以
散
。
其
怒
心
感
者
、

其
聲
粗
以
厲
。」

142
条

　

看
心
有
所
喜
怒
説
、
曰
。
喜
怒
哀
樂
固
欲
中
節
、
然
事
過
後
便
須
平
了
。
謂
如

事
之
可
喜
者
、
固
須
與
之
喜
。
然
別
遇
一
事
、
又
將
此
意
待
之
、
便
不
得
其
正
。

蓋
心
無
物
、
然
後
能
應
物
。
如
一
量
稱
稱
物
、
固
自
得
其
平
。
若
先
自
添
著
些
物

在
上
、
而
以
之
稱
物
、
則
輕
重
悉
差
矣
。
心
不
可
有
一
物
、
亦
猶
是
也
。　

〔
校
勘
〕

○
「
添
著
」
の
「
著
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「（『
大
学
の
』）
心
に
喜
ん
だ
り
怒
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
（
心
の
正
し
さ

は
得
ら
れ
な
い
）」
と
い
う
説
を
読
ん
だ
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
喜
怒
哀
楽

の
情
は
、
も
と
よ
り
節
度
に
ぴ
っ
た
り
中
た
る
こ
と
を
望
む
が
、
し
か
し
事
が
過

ぎ
た
後
に
は
、
す
ぐ
さ
ま
心
は
平
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
う
に
、

喜
ん
で
よ
い
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
を
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

と
は
異
な
る
事
に
遭
遇
し
て
、
ま
た
（
先
に
喜
ん
だ
の
と
）
同
じ
心
で
対
応
し
た

の
で
は
、
そ
れ
で
も
う
心
の
正
し
さ
は
得
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
心
に
何
も
無

い
か
ら
こ
そ
、
も
の
ご
と
に
対
応
で
き
る
の
だ
。
た
と
え
る
な
ら
、
秤
で
物
を
量

れ
ば
、
当
然
の
こ
と
平
衡
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
も
し
自
分
か
ら
少
し
で

も
何
が
し
か
の
物
を
秤
に
添
え
て
お
い
て
、そ
れ
で
物
の
重
さ
を
量
る
の
な
ら
ば
、

軽
重
は
全
て
違
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。
心
に
一
物
が
有
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の

も
、
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。」　

黃

録

〔
注
〕

（
１
）�「
一
量
稱
稱
物
」　

秤
で
物
を
計
量
す
る
。「
量
」
は
「
稱
」（
秤
）
の
量
詞

と
解
し
た
。「
稱
物
」
は
『
易
』
謙
、
象
傳
「
地
中
有
山
、
謙
。
君
子
以
裒

多
益
寡
、
稱
物
平
施
。」
な
お
、「
心
」
に
つ
い
て
「
稱
物
平
施
」
を
喩
え
に

用
い
た
例
に
は
、『
語
類
』
巻
一
四
、一
四
一
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ�279

）「
安

而
慮
、
便
如
自
家
金
物
都
自
在
這
裏
、
及
人
來
問
自
家
討
甚
金
物
、
自
家
也

須
將
上
手
審
一
審
、
然
後
與
之
。
慮
而
得
、
則
稱
停
輕
重
、
皆
相
當
矣
。」、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
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同
・
巻
二
七
、一
六
条
、
廖
德
明
録
（
Ⅱ�671

）「
主
於
內
為
忠
、
見
於
外
為

恕
。
忠
是
無
一
毫
自
欺
處
、
恕
是
稱
物
平
施
處
。」
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）�「
心
不
可
有
一
物
」　

本
巻
一
四
一
条
注
（（
１
）、本
巻
一
三
七
条
の
注
（
２
）

「
為
主
於
内
」
を
参
照
。

143
条

　

四
者
心
之
所
有
、
但
不
可
使
之
有
所
私
爾
。
才
有
所
私
、
便
不
能
化
、
梗
在
胸

中
。
且
如
忿
懥
、
恐
懼
、
有
當
然
者
。
若
定
要
他
無
、
直
是
至
死
方
得
、
但
不
可

先
有
此
心
耳
。

　

今
人
多
是
才
忿
懥
、
雖
有
可
喜
之
事
、
亦
所
不
喜
。
才
喜
、
雖
有
當
怒
之
事
亦

不
復
怒
。
便
是
蹉
過
事
理
了
、
便
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
了
。

蓋
這
物
事
才
私
、
便
不
去
、
只
管
在
胸
中
推
盪
、
終
不
消
釋
。
設
使
此
心
如
太
虛

然
、
則
應
接
萬
務
、
各
止
其
所
、
而
我
無
所
與
、
則
便
視
而
見
、
聽
而
聞
、
食
而

真
知
其
味
矣
。
看
此
一
段
、
只
是
要
人
不
可
先
有
此
心
耳
。
譬
如
衡
之
為
器
、
本

所
以
平
物
也
、
今
若
先
有
一
物
在
上
、
則
又
如
何
稱
。

　

頃
之
、
復
曰
、
要
之
、
這
源
頭
却
在
那
致
知
上
。
知
至
而
意
誠
、
則
如
好
好
色
、

如
惡
惡
臭
、
好
者
端
的
是
好
、
惡
者
端
的
是
惡
。
某
常
云
、
此
處
是
學
者
一
箇
關
。

過
得
此
關
、
方
始
是
實
。

　

又
曰
、
某
常
謂
此
一
節
甚
異
。
若
知
不
至
、
則
方
說
惡
不
可
作
、
又
有
一
箇
心

以
為
為
之
亦
無
害
。
以
為
善
不
可
不
為
、
又
有
一
箇
心
以
為
不
為
亦
無
緊
要
。
譬

如
草
木
、
從
下
面
生
出
一
箇
芽
子
、
這
便
是
不
能
純
一
。
這
便
是
知
不
至
之
所
為
。

　

或
問
公
私
之
別
。
曰
、今
小
譬
之
、譬
如
一
事
、若
係
公
衆
、便
心
下
不
大
段
管
。

若
係
私
己
、
便
只
管
橫
在
胸
中
、
念
念
不
忘
。
只
此
便
是
公
私
之
辨
。　

道
夫�

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○�

「
才
有
所
私
」　

成
化
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
才
」を「
纔
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
直
是
至
死
方
得
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本

は
「
至
」
を
「
用
」
に
作
る
。
伝
経
堂
本
は
「
至
」
に
作
る
。
賀
瑞
麟
「
朱
子

語
類
正
譌
」
は
「
是
至
死
、
原
作
用
、
非
。」
と
言
う
。

○�

「
此
處
是
學
者
一
箇
關
」　

萬
暦
本
、和
刻
本「
箇
」を「
个
」に
作
る
。以
下
同
じ
。

○�

「
某
常
謂
此
一
節
甚
異
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
「
常
」
を
「
嘗
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
忿
懥
、
好
楽
、
恐
懼
、
憂
患
の
四
者
は
心
に
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
に
心

を
占
有
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
ず
か
で
も
占
有
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
も
う
消
し

去
る
こ
と
が
で
き
ず
、
胸
中
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
。
た
と
え
ば
忿
懥
、
恐
懼
に
は
、

あ
っ
て
当
然
の
も
の
も
あ
る
。
も
し
無
理
に
な
く
そ
う
と
す
る
と
死
ぬ
よ
り
他
な

い
の
で
あ
り
、
た
だ
あ
ら
か
じ
め
こ
の
心
（
忿
懥
、
好
楽
、
恐
懼
、
憂
患
）
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

今
の
人
の
多
く
は
、
わ
ず
か
で
も
忿
懥
す
る
と
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
も

喜
ば
ず
、
わ
ず
か
で
も
喜
ぶ
と
、
怒
っ
て
当
然
の
こ
と
で
も
怒
ら
な
く
な
る
。
つ

ま
り
、
事
物
の
理
を
見
逃
し
て
い
る
と
、『
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
聴
け
ど
も
聞
こ

え
ず
、
食
ら
え
ど
も
其
の
味
を
知
ら
ず
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

思
う
に
、
こ
れ
が
わ
ず
か
で
も
心
を
占
有
し
て
し
ま
う
と
居
座
っ
て
そ
こ
を
去
ら

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）
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ず
、
ひ
た
す
ら
胸
中
で
揺
れ
動
い
て
、
最
後
ま
で
消
え
去
ら
な
い
。
も
し
こ
の
心

が
空
っ
ぽ
同
然
だ
っ
た
ら
、
万
事
に
取
り
組
ん
で
も
、
相
応
し
い
状
態
に
止
ま
っ

て
、
自
分
自
身
は
こ
れ
に
関
与
せ
ず
、『
視
て
は
見
え
、
聴
き
て
は
聞
こ
え
、
食

ら
い
て
は
真
に
其
の
味
を
知
る
』
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
一
段
（
伝
第
七

章
）
を
見
る
に
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
心
（
忿
懥
、
好
楽
、
恐
懼
、
憂
患
）
を
持
っ

て
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
れ
ば
、
秤
の
道
具
と
し
て
の
役
割

は
、
本
来
、
物
を
平
衡
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
今
も
し
あ
ら
か
じ
め
物
が
秤
の

上
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
ど
う
し
て
重
さ
を
量
れ
る
だ
ろ
う
。」

　

し
ば
ら
く
し
て
ま
た
仰
っ
た
。「
要
す
る
に
、
こ
の
根
源
は
あ
の
致
知
の
方
に

こ
そ
あ
る
ん
だ
。
知
が
至
っ
て
、
意
は
誠
で
あ
れ
ば
好
色
を
好
み
、
悪
臭
を
悪
む

よ
う
に
、
善
い
も
の
は
切
実
に
善
く
、
悪
い
も
の
は
切
実
に
悪
く
思
わ
れ
る
の
だ
。

私
は
い
つ
も
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
（
誠
意
章
）
は
学
者
の
一
つ
の
関
門
だ
。
こ

の
関
門
を
ぬ
け
ら
れ
て
始
め
て
『
実
』
な
ん
だ
。」

　

ま
た
仰
っ
た
。「
私
は
い
つ
も
思
う
ん
だ
が
、
こ
の
一
節
は
特
別
だ
。
も
し
知

が
至
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
悪
を
な
し
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
た
ば
か
り
で
も
、
も

う
一
つ
の
心
が
こ
れ
（
悪
事
）
を
な
し
て
も
害
は
な
い
と
し
、
善
を
為
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
も
う
一
つ
の
心
が
為
さ
な
く
て
も
問
題
な
か

ろ
う
、
と
す
る
。
草
木
に
例
え
る
な
ら
、
下
の
方
か
ら
も
う
一
本
の
芽
が
出
て
き

た
ら
、
こ
れ
は
も
う
純
一
で
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
は
ま
た
知
が
至

っ
て
い
な
い
た
め
に
そ
う
な
る
の
だ
。」

　

あ
る
者
が
公
私
の
違
い
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
仰
っ
た
。「
今
少
し
例

え
ば
、
あ
る
事
柄
が
も
し
公
衆
に
関
わ
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の
心
は
あ
ま
り
気
に

と
め
な
い
。
も
し
私
自
身
に
関
わ
っ
て
い
れ
ば
、
心
の
片
隅
で
気
に
か
か
っ
て
、

片
時
も
忘
れ
な
い
。
こ
れ
が
公
私
の
違
い
だ
。」��

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
四
者
心
之
所
有
、
但
不
可
使
之
有
所
私
爾
」　

四
つ
の
感
情
が
心
に
お
い

て
占
有
し
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
こ
の
内
容
と
近
い
も
の

と
し
て
は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
巻
、
一
三
七
条
、
楊
道
夫
録
「
曰
、
四

者
人
不
能
無
、
只
是
不
要
它
留
而
不
去
。
如
所
謂
有
所
、
則
是
被
他
為
主
於

內
、
心
反
為
它
動
也
。」
な
お
、
現
行
の
章
句
は
以
下
の
よ
う
に
説
く
。「
蓋

是
四
者
、
皆
心
之
用
、
而
人
所
不
能
無
者
。
然
一
有
之
而
不
能
察
、
則
欲
動

情
勝
、
而
其
用
之
所
行
、
或
不
能
不
失
其
正
矣
。」

（
２
）�「
梗
在
胸
中
」�「
妨
げ
と
な
る
、
ふ
さ
ぐ
」『
語
類
』
卷
六
五
、一
六
条
、
周

謨
録
（
Ⅳ1604

）「
凡
此
等
處
、
皆
須
各
隨
文
義
所
在
、
變
通
而
觀
之
。
才

拘
泥
、
便
相
梗
、
說
不
行
。」�������

（
３
）�「
定
要
…
」　
「
無
理
に
、
是
が
非
で
も
…
し
よ
う
と
す
る
」『
語
類
』
巻

一
六
、一
〇
六
条
に
既
出
。

（
４
）�「
直
是
至
死
方
得
」　

死
ぬ
よ
り
他
な
い
。「
直
是
」
は
、
た
だ
。『
宋
元
語

言
詞
典
』（506

頁
）「
直
是�

只
是
。」「
直
是
～
方
得
」
は
、「
た
だ
～
し
て

こ
そ
よ
い
」、「
た
だ
～
で
あ
っ
て
こ
そ
よ
い
。」『
語
類
』
巻
一
四
、一
六
四
条
、

楊
道
夫
録
「
若
要
得
其
所
止
、
直
是
能
慮
方
得
。」
同
、
巻
一
一
六
、四
〇
条
、

記
録
者
名
欠
（
Ⅶ2800

）「
又
曰
。
戰
戰
兢
兢
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
、
而

今
而
後
、
吾
知
免
夫
小
子
。
直
是
恁
地
用
功
方
得
。」

（
５
）�「
便
是
蹉
過
事
理
了
」　
「
蹉
過
」
は
「
見
逃
す
、
誤
る
」。『
語
類
』
巻

一
二
一
、三
二
条
、周
必
大
録（
Ⅷ2927

）「
學
者
講
學
、多
是
不
疑
其
所
當
疑
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
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而
疑
其
所
不
當
疑
。
不
疑
其
所
當
疑
、
故
眼
前
合
理
會
處
多
蹉
過
。」

（
６
）�「
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
」　
『
大
学
』
伝
七
章
「
心
不
在

焉
、
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。」
章
句
「
心
有
不
存
、
則

無
以
檢
其
身
、
是
以
君
子
必
察
乎
此
而
敬
以
直
之
、
然
後
此
心
常
存
而
身
無

不
脩
也
。」

（
７
）�「
蓋
這
物
事
才
私
」　

こ
こ
で
の
「
私
」
は
定
性
書
に
い
う
「
廓
然
而
大
公
」

と
正
反
対
の
あ
り
方
。『
二
程
文
集
』巻
二
、明
道
文
集「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」

「
所
謂
定
者
、動
亦
定
、静
亦
定
。
…
夫
天
地
之
常
、以
其
心
普
萬
物
而
無
心
。

聖
人
之
常
、
以
其
情
順
萬
事
而
無
情
。
君
子
之
學
、
莫
若
廓
然
而
大
公
、
物

來
而
順
應
。」『
語
類
』
巻
二
六
、二
一
条
、
鄭
南
升
録
（
Ⅱ645

）「
問
。
惟

仁
者
能
好
人
、
能
惡
人
。
好
善
而
惡
惡
、
天
下
之
同
情
。
若
稍
有
些
子
私
心
、

則
好
惡
之
情
發
出
來
便
失
其
正
。
惟
仁
者
心
中
渾
是
正
理
、
見
人
之
善
者
則

好
之
、
見
不
善
者
則
惡
之
。
或
好
或
惡
、
皆
因
人
之
有
善
惡
、
而
吾
心
廓
然

大
公
、
絕
無
私
係
、
故
見
得
善
惡
十
分
分
明
、
而
好
惡
無
不
當
理
、
故
謂
之

能
好
能
惡
。
曰
。
程
子
之
言
約
而
盡
。
公
者
、
心
之
平
也
。
正
者
、
理
之
得

也
。
一
言
之
中
、
體
用
備
矣
。」

（
８
）�「
只
管
在
胸
中
推
盪
」　
「
推
盪
」は
こ
こ
で
は「
揺
れ
動
く
」の
意
。『
語
類
』

巻
一
五
、一
一
一
条
（
Ⅰ304

）
に
既
出
。

（
９
）�「
終
不
消
釋
」　
「
消
釋
」
は
「
消
え
去
る
」『
語
類
』
巻
八
三
、六
六
条
、
黄

義
剛
録
（
Ⅵ2160

）「
此
其
母
子
之
間
雖
能
如
此
、
而
其
私
欲
固
未
能
瑩
然

消
釋
。」

（
10
）�「
設
使
此
心
如
太
虚
然
」　
「
設
使
」
は
、「
も
し
」。　

（
11
）�「
各
止
其
所
」��『
大
学
』「
大
學
之
道
、在
明
明
德
、在
親
民
、在
止
於
至
善
。」

章
句
「
止
者
、必
至
於
是
而
不
遷
之
意
。
至
善
、則
事
理
當
然
之
極
也
。」『
易

経
』「
艮
」「
彖
曰
。
艮
、止
也
。
…
象
曰
。
兼
山
艮
。
君
子
以
思
不
出
其
位
。」

王
弼
注
「
各
止
其
所
、
不
侵
害
也
。」

（
12
）�「
這
源
頭
却
在
那
致
知
上
」��

「
源
頭
」
は
、「
根
源
」、「
根
本
」。
誠
意
の

根
本
は
格
物
致
知
に
あ
る
、
と
い
う
見
解
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
巻

一
五
、九
六
条
、
董
銖
録
（
Ⅰ300

）「
呉
仁
甫
問
。
誠
意
在
致
知
格
物
後
、

如
何
。
曰
。
源
頭
只
在
致
知
。
知
至
之
後
、
如
從
上
面
放
水
來
、
已
自
迅
流

湍
決
、
只
是
臨
時
又
要
略
略
撥
剔
、
莫
令
壅
滯
爾
。」
同
、
巻
一
五
、九
七
条
、

記
録
者
名
欠
（
Ⅰ301

）「
問
。
誠
意
莫
只
是
意
之
所
發
、制
之
於
初
否
。
曰
。

若
説
制
、
便
不
得
。
須
是
先
致
知
、
格
物
、
方
始
得
。
…
致
知
、
格
物
是
源

頭
上
工
夫
。
看
來
知
至
便
自
心
正
、
不
用
誠
意
兩
字
也
得
。」

（
13
）�「
好
者
端
的
是
好
、
惡
者
端
的
是
惡
」　
「
端
的
」
は
「
切
実
に
」
の
意
。
本

巻
、
五
九
条
「
周
問
大
學
補
亡
、
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
。
曰
。
只
是
理
徹

了
、
見
善
、
端
的
如
不
及
。
見
不
善
、
端
的
如
探
湯
。
好
善
、
便
端
的
如
好

好
色
。
惡
不
善
、
便
端
的
如
惡
惡
臭
。」

（
14
）�「
此
處
是
學
者
一
箇
關
」　

誠
意
章
が
學
者
に
と
っ
て
の
関
門
で
あ
る
こ

と
を
言
う
が
、
よ
り
詳
細
な
も
の
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
第

一
五
、八
六
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅰ299

）「
致
知
、
誠
意
、
是
學
者
兩
箇
關
。

致
知
乃
夢
與
覺
之
關
、
誠
意
乃
惡
與
善
之
關
。
透
得
致
知
之
關
則
覺
、
不
然

則
夢
。
透
得
誠
意
之
關
則
善
、
不
然
則
惡
。」�

（
15
）�「
不
為
亦
無
緊
要
」��

「
緊
要
」
は
「
重
要
な
、
重
要
な
こ
と
」。『
語
類
』
巻

一
四
、一
二
四
条
に
既
出
。

（
16
）�「
從
下
面
生
出
一
箇
芽
子
、
這
便
是
不
能
純
一
」　

心
が
純
一
で
は
な
い
あ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）
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り
方
を
草
木
の
根
か
ら
芽
が
出
て
枝
分
か
れ
す
る
様
で
喩
え
た
も
の
。

（
17
）�「
或
問
公
私
之
別
」　

公
私
の
区
別
に
つ
い
て
、
朱
子
は
本
条
で
は
気
に
と

め
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
し
て
説
明
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
例

は
他
に
見
ら
れ
ず
、「
天
理
」
か
ら
発
す
る
も
の
を
「
公
」、「
人
欲
」
か
ら

発
す
る
も
の
を
「
私
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
。『
語
類
』
巻
一
三
、

沈
僩
録
（
Ⅰ228
）「
將
天
下
正
大
底
道
理
去
處
置
事
、
便
公
。
以
自
家
私

意
去
處
之
、
便
私
。」

（
18
）�「
便
心
下
不
大
段
管
」　
「
心
下
」
は
上
の
「
心
中
」
と
同
じ
く
、心
の
う
ち
、

心
中
。「
大
段
」
は
、
大
い
に
、
非
常
に
。「
管
」
は
、
か
ま
う
、
か
か
わ
り

あ
う
、
気
に
か
け
る
。
巻
一
四
、四
二
条
に
既
出
。

（
19
）�「
橫
在
胸
中
」��

「
心
の
片
隅
で
留
意
す
る
」
の
意
。『
語
類
』
巻

一
五
、一
三
八
条
で
既
出
。

（
20
）�「
念
念
不
忘
」��「
念
念
」
は
「
一
瞬
も
忘
れ
な
い
」　

本
巻
、
八
条
に
既
出
。

〔
参
考
〕

　

な
お
、
本
条
の
内
容
は
、
以
下
の
朱
子
の
黄

に
与
え
た
書
簡
（
黄
子
耕
は
、

諱
は

）の
内
容
・
表
現
が
多
く
重
な
る
の
で
参
照
。『
朱
文
公
文
集
』巻
五
一「
答

黄
子
耕
」
第
七
書

　

近
脩
大
學
此
章
或
問
頗
詳
。
今
謾
録
去
、
可
以
示
斯
遠
也
。

　

或
問
。
喜
怒
憂
懼
、
人
心
之
所
不
能
無
也
。
而
曰
。
有
是
一
者
、
則
心
不
得
正

而
身
不
可
脩
、
何
哉
。
人
之
心
、
湛
然
虚
明
、
以
爲
一
身
之
主
者
、
固
其
本
體
、

而
喜
怒
憂
懼
、
隨
感
而
應
者
、
亦
其
用
之
所
不
能
無
者
也
。
然
必
知
至
意
誠
、
無

所
私
係
、
然
後
物
之
未
感
、
則
此
心
之
體
寂
然
不
動
、
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
。

物
之
既
感
、
則
其
妍
媸
高
下
、
隨
物
以
應
、
皆
因
彼
之
自
爾
、
而
我
無
所
與
。
此

心
之
體
用
所
以
常
得
其
正
而
能
爲
一
身
之
主
也
。
以
此
而
視
、
其
視
必
明
。
以
此

而
聽
、
其
聽
必
聰
。
以
此
而
食
、
食
必
知
味
。
身
有
不
脩
者
哉
。

144
条

　

忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
、
這
四
者
皆
人
之
所
有
、
不
能
無
。
然
有
不
得
其

正
者
、
只
是
應
物
之
時
不
可
夾
帶
私
心
。
如
有
一
項
事
可
喜
、
自
家
正
喜
、
驀
見

一
可
怒
底
事
來
、
是
當
怒
底
事
、
却
以
這
喜
心
處
之
、
和
那
怒
底
事
也
喜
了
、
便

是
不
得
其
正
。
可
怒
事
亦
然
。
惟
誠
其
意
、
真
箇
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、
妍
媸

高
下
、
隨
物
定
形
、
而
我
無
與
焉
、
這
便
是
正
心
。

　

因
說
、
前
在
漳
州
、
見
屬
官
議
一
事
、
數
日
不
決
、
却
是
有
所
挾
。
後
忽
然
看

破
了
、
道
這
箇
事
不
可
如
此
。
一
向
判
一
二
百
字
、
盡
皆
得
這
意
思
。
此
是
因
事

上
見
這
心
親
切
。　

賀
孫
錄
別
出�

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
道
這
箇
事
不
可
如
此
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
忿
懥
、好
楽
、恐
懼
、憂
患
の
四
つ
の
感
情
は
全
て
人
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
、

無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
『
其
の
正
を
得
ず
』
と
い
う
の
は
、
事
物
に

応
接
す
る
際
に
私
心
を
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
も
し

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

三
二



一
つ
の
喜
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
、
自
分
が
ち
ょ
う
ど
喜
ん
で
い
る
時
に
、
不
意

に
一
つ
の
怒
る
べ
き
事
が
出
来
す
る
の
を
見
た
ら
、
こ
れ
は
怒
る
の
が
正
し
い
の

に
、
こ
の
喜
ん
で
い
る
気
持
ち
で
、
こ
れ
に
対
処
す
る
と
、
そ
の
怒
る
べ
き
事
ま

で
喜
ば
し
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
が
『
其
の
正
を
得
ず
』
と
い
う
こ
と
だ
。

怒
る
べ
き
事
の
場
合
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
の
意
を
誠
に
し
て
、
そ
れ
が
本
当

に
鏡
の
よ
う
に
空
虚
で
、
秤
の
よ
う
に
平
衡
で
、
美
醜
や
軽
重
（
秤
の
高
下
）
が

事
物
に
随
応
し
て
形
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
自
分
自
身
は
そ
れ
に
関
与
し
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
つ
ま
り
『
正
心
』
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」

　

こ
れ
と
関
連
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
以
前
漳
州
に
い
た
時
、
属
官
に
会
っ
て

一
つ
の
こ
と
を
議
論
し
て
、
数
日
結
論
が
出
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
何

ら
か
の
感
情
に
支
配
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
後
に
な
っ
て
突
然
見
破
っ
て
、『
こ

れ
は
こ
の
よ
う
で
は
い
け
な
い
』
と
言
っ
た
よ
。
一
気
に
一
、二
百
字
の
判
決
文

を
書
い
た
と
こ
ろ
、
こ
と
ご
と
く
こ
の
意
味
を
理
解
し
た
。
こ
れ
は
物
事
に
取
り

組
む
こ
と
を
通
じ
て
こ
の
心
を
見
る
こ
と
が
切
実
で
あ
っ
た
と
い
う
経
験
だ
。」��

葉
賀
孫
録
は
別
出
。

〔
注
〕

（
１
）�「
忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
、
這
四
者
皆
人
之
所
有
、
不
能
無
。」��『
文
集
』

巻
五
〇
、
答
周
舜
弼
書
「
忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
、
人
之
所
不
能
無
者
。

然
有
一
于
此
、
則
心
不
得
其
正
何
哉
。」

（
２
）�「
不
可
夾
帶
私
心
」　
「
夾
帶
」
は
「
持
ち
込
む
」

（
３
）「
一
項
」　

項
目
に
分
け
た
事
物
を
数
え
る
量
詞
。

（
４
）「
驀
見
一
可
怒
底
事
來
」　
「
驀
」
は
突
然
。

（
５
）�「
和
那
怒
底
事
也
喜
了
」　
「
和
」
は
、「
…
さ
え
」
現
代
中
国
語
の
「
連
」

と
同
じ
。「
和
…
也
」
は
、「
…
さ
え
も
ま
た
」。

（
６
）�「
真
箇
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
」　
「
真
箇
」
は
「
本
当
に
」
の
意
。『
語
類
』

巻
一
四
、一
六
六
条
に
既
出
。
ま
た
、
こ
の
条
の
「
心
」
に
対
す
る
説
明
に

近
い
表
現
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』
上
「
曰
、
人
之
一
心
、

湛
然
虛
明
、
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、
以
爲
一
身
之
主
者
、
固
其
眞
體
之
本

然
。
而
喜
怒
憂
懼
隨
感
而
應
、
妍
蚩
俯
仰
因
物
賦
形
者
、
亦
其
用
之
所
不
能

無
者
也
。」

（
７
）�「
前
在
漳
州
」��

朱
子
は
紹
煕
元
年
四
月
（
一
一
九
〇
年
）
か
ら
紹
煕
二
年

二
月
（
一
一
九
一
年
）
ま
で
、
知
漳
州
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
本
条
の
回
想

は
こ
の
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
朱
子
の
事
績
に
関

わ
る
記
録
は
『
語
類
』
巻
一
〇
六
、
外
任
に
詳
し
い
。

（
８
）�「
一
向
判
一
二
百
字
」　
「
一
向
」
は
こ
こ
で
は
、
一
気
に
、
一
息
に
、
す
ぐ

に
、
の
意
。

（
９
）「
親
切
」��「
切
実
に
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、三
六
条
に
既
出
。

（
10
）�「
別
出
」　
「
別
出
」
と
は
、
本
条
の
次
条
の
一
四
五
条
を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
一
四
五
条
以
外
に
も
、
本
条
の
内
容
に
近
い
も
の
と
し
て
は

以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
二
八
、二
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ

3068

）「
某
在
漳
州
要
理
會
某
事
、集
諸
同
官
商
量
、皆
逡
巡
泛
泛
、無
敢
向
前
。

如
此
、
幾
時
得
了
。
於
是
即
取
紙
來
、
某
自
先
寫
起
、
教
諸
同
官
各
隨
所
見

寫
出
利
害
、
只
就
這
裏
便
見
得
分
明
、
便
了
得
此
一
事
。
少
間
若
更
有
甚
商

量
、
亦
只
是
就
這
上
理
會
、
寫
得
在
這
裏
定
了
、
便
不
到
推
延
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

三
三



145
条

　

先
之
問
。
心
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。

　

曰
、
在
這
一
事
、
不
可
又
夾
帶
那
一
事
。
若
自
家
喜
這
一
項
事
了
、
更
有
一
事

來
、
便
須
放
了
前
一
項
、
只
平
心
就
後
一
項
理
會
、
不
可
又
夾
帶
前
喜
之
之
心
在

這
裏
。
有
件
喜
事
、
不
可
因
怒
心
來
、
忘
了
所
當
喜
處
。
有
件
怒
事
、
不
可
因
喜

事
來
、
便
忘
了
怒
。

　

且
如
人
合
當
行
大
門
出
、
却
又
有
些
回
避
底
心
夾
帶
在
裏
面
、
却
要
行
便
門
出
。

雖
然
行
向
大
門
出
、
念
念
只
有
箇
行
便
門
底
心
在
這
裏
、
少
刻
或
自
拗
向
便
門
去
。

學
者
到
這
裏
、
須
是
便
打
殺
那
要
向
便
門
底
心
、
心
如
何
不
會
端
正
。
這
般
所
在
、

多
是
因
事
見
得
分
明
。

　

前
在
漳
州
、
有
一
公
事
、
合
恁
地
直
截
斷
。
緣
中
間
情
有
牽
制
、
被
他
撓
數
日
、

忽
然
思
量
透
、
便
斷
了
、
集
同
官
看
、
覺
當
時
此
心
甚
正
。
要
知
此
正
是
正
心
處
。

　

賀
孫�

〔
校
勘
〕

○�

「
只
有
箇
行
便
門
底
心
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。

○
「
心
在
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
前
在
漳
州
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
漳
州
」
を
「
潭
州
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

黄
卓
が
、「
心
に
好
楽
す
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
正
を
得
ず
」
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

　

先
生
が
仰
っ
た
。「
あ
る
一
事
に
お
い
て
、
別
の
一
事
を
持
ち
込
ん
で
は
な
ら

な
い
。
も
し
自
分
が
こ
の
こ
と
で
喜
ん
だ
ら
、
更
に
も
う
一
つ
の
事
が
来
た
際
に

は
、
前
の
事
を
捨
て
置
い
て
心
を
平
静
に
し
て
か
ら
、
後
の
事
に
取
り
組
む
べ
き

で
、
先
ほ
ど
の
喜
び
の
気
持
ち
を
こ
ち
ら
に
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。
あ
る
喜

ば
し
い
事
が
あ
っ
た
ら
、
腹
立
た
し
い
気
持
ち
が
生
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
喜
ん
で

当
然
の
こ
と
を
忘
れ
去
っ
て
は
い
け
な
い
。あ
る
腹
立
た
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

喜
ば
し
い
事
柄
が
生
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
怒
っ
て
当
然
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　

も
し
人
が
正
門
を
通
っ
て
出
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
少
し
だ
け
避

け
て
い
き
た
い
気
持
ち
も
心
に
持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
通
用
門
を
通
っ
て
い
こ

う
と
す
る
。
正
門
に
向
か
っ
て
出
発
し
て
も
、
わ
ず
か
で
も
通
用
門
を
通
っ
て
出

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
心
に
あ
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
す
る
と
自
然
と
曲
が
っ
て
通

用
門
へ
向
か
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
学
ぶ
者
は
こ
こ
に
お
い
て
、

あ
の
通
用
門
を
通
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
心
を
打
ち
消
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う

す
れ
ば
ど
う
し
て
心
は
端
正
で
な
い
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
は
、
多
く
は
事
物
に
応
接
す
る
中
で
よ
く
わ
か
る
も
の
な
の
だ
。」

　
「
私
が
以
前
漳
州
に
赴
任
し
て
い
た
時
、
あ
る
事
案
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

直
截
に
断
ず
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
た
だ
途
中
で
心
に
お
い
て
情
に
と
ら
わ
れ
て
、

そ
れ
に
数
日
か
き
回
さ
れ
た
が
、
あ
る
と
き
忽
然
と
考
え
が
透
徹
し
、
た
ち
ま
ち

判
断
し
、
同
僚
を
集
め
て
検
討
し
て
、
そ
の
時
の
私
の
こ
の
気
持
ち
が
甚
だ
正
し

い
と
思
っ
た
も
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
が
、『
心
を
正
す
』
の
と
こ
ろ
だ
と
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。」　

葉
賀
孫
録

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号
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〔
注
〕

（
１
）�「
先
之
」　

黄
卓
、
字
は
先
之
。『
経
義
考
』
巻
二
八
四
「
承
師
」
は
黄
卓
を

南
平
県
の
人
と
す
る
。

（
２
）「
不
可
又
夾
帶
那
一
事
」��「
夾
帶
」
は
「
持
ち
込
む
」

（
３
）「
有
件
喜
事
」��「
件
」
は
「
事
」
の
量
詞
。

（
４
）「
行
向
大
門
出
」��「
向
」
は
方
向
を
表
す
助
字
。

（
５
）�「
念
念
只
有
箇
行
便
門
底
心
」��
「
念
念
」
は
「
わ
ず
か
で
も
」。
本
巻
、
八

条
に
既
出
。「
便
門
」
は
正
門
と
は
異
な
る
通
用
門
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で

の
「
便
」
の
用
法
は
以
下
を
参
照
。『
漢
書
』
巻
六
、武
帝
本
紀
「（
建
元
六
年
）

夏
四
月
壬
子
、
高
園
便
殿
火
。」
顔
師
古
注
「
凡
言
便
殿
、
便
室
、
便
坐
者
、

皆
非
正
大
之
處
、
所
以
就
便
安
也
。」

（
６
）「
少
刻
或
自
拗
向
便
門
去
」　
「
少
刻
」
は
し
ば
ら
く
し
て
。

（
７
）�「
便
打
殺
那
要
向
便
門
底
心
」　
「
打
殺
」
は
「
打
ち
殺
す
」、「
打
ち
消
す
」�

『
語
類
』
巻
四
四
、一
四
条
、
周
必
大
録
（
Ⅲ1118

）「
曰
、
克
己
者
、
一
似

家
中
捉
出
箇
賊
、
打
殺
了
便
沒
事
。」

（
８
）�「
這
般
所
在
」　
「
這
般
」は
、「
こ
の
よ
う
な
」。「
…
般
」は「
…
の
よ
う
な
」。

（
９
）�「
前
在
漳
州
」　

知
漳
州
任
官
時
の
出
来
事
の
事
を
回
想
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
の
文
字
に
つ
い
て
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
漳
州
」

の
部
分
を
「
潭
州
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
記

録
の
回
想
は
、朱
子
が
知
潭
州
に
任
じ
ら
れ
た
紹
煕
四
年
十
二
月（
一
一
九
三

年
）
か
ら
紹
煕
五
年
四
月
（
一
一
九
四
年
）
の
こ
と
と
な
る
。

（
10
）�「
有
一
公
事
」��

「
公
事
」
は
こ
こ
で
は
「
事
件
」、「
案
件
」��

『
語
類
』
巻
三
、

四
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ
44
）「
如
漳
州
一
件
公
事
。
婦
殺
夫
、
密
埋
之
。

後
為
崇
、
事
才
發
覺
、
當
時
便
不
為
祟
。」

146
条

　

敬
之
問
、
正
心
章
云
、
人
之
心
要
當
不
容
一
物
。

　

曰
、
這
說
便
是
難
。
才
説
不
容
一
物
、
却
又
似
一
向
全
無
相
似
。
只
是
這
許
多

好
樂
、
恐
懼
、
忿
懥
、
憂
患
、
只
要
從
無
處
發
出
、
不
可
先
有
在
心
下
。

　

看
來
非
獨
是
這
幾
項
如
此
、
凡
是
先
安
排
要
恁
地
、
便
不
得
。
如
人
立
心
要
恁

地
嚴
毅
把
捉
、
少
間
只
管
見
這
意
思
、
到
不
消
恁
地
處
也
恁
地
、
便
拘
逼
了
。
有

人
立
心
要
恁
地
慈
祥
寬
厚
、
少
間
只
管
見
這
意
思
、
到
不
消
恁
地
處
也
恁
地
、
便

流
入
於
姑
息
苟
且
。

　

如
有
心
於
好
名
、
遇
著
近
名
底
事
、
便
愈
好
之
。
如
有
心
於
為
利
、
遇
著
近
利

底
事
、
便
貪
欲
。　

賀
孫�

〔
校
勘
〕

○�

「
才
説
不
容
一
物
」
　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版「
才
」を「
纔
」に
作
る
。

○
「
便
流
入
於
姑
息
苟
且
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
去
」
字
有
り
。

○�
「
遇
著
近
名
底
事
」　

朝
鮮
古
写
本
「
著
」
を
「
者
」
に
作
る
。
万
暦
、
成
化
、

和
刻
「
着
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

黄
顕
子
が
質
問
し
た
。「
正
心
章
で
『
人
の
心
は
当
に
一
物
も
容
れ
ざ
る
べ
き

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

三
五



を
要
す
』
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
仰
っ
た
。「
そ
の
説
は
難
し
い
。『
一
物
も
容
れ
ず
』と
言
う
だ
け
で
は
、

ひ
た
す
ら
全
く
（
好
楽
、
恐
懼
、
忿
懥
、
憂
患
の
感
情
の
）
こ
の
類
が
な
い
と
い

う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
こ
の
好
楽
、
恐
懼
、
忿
懥
、
憂
患
と
い
う
感

情
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
発
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
心
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
だ
け
だ
。

　

思
う
に
、
こ
れ
ら
の
事
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
お
お
よ
そ
全
て
の

こ
と
に
関
し
て
、
予
め
あ
れ
こ
れ
計
ら
っ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
お
こ
う
、
と
い
う

の
で
は
駄
目
だ
。も
し
人
が
決
意
し
て
こ
の
よ
う
に
厳
格
に
制
御
し
よ
う
と
し
て
、

少
し
の
閒
こ
の
気
持
ち
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
に
す
る
必
要
の
な
い
場

面
に
な
っ
て
も
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
窮
屈
だ
ろ
う
。
ま
た
人
が
決
意
し
て
穏
や

か
で
寛
大
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
少
し
の
間
こ
の
気
持
ち
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
よ
う
で
あ
る
必
要
が
な
い
場
面
に
な
っ
て
も
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ

の
場
し
の
ぎ
に
流
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

も
し
心
が
名
誉
を
好
む
な
ら
、
た
ま
た
ま
名
誉
に
近
づ
く
機
会
に
出
く
わ
し
て

い
る
と
、
す
ぐ
に
ま
す
ま
す
好
む
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
心
が
利
益
を
得
よ

う
と
す
る
こ
と
に
あ
れ
ば
、
利
益
に
近
づ
く
機
会
に
出
く
わ
し
て
い
る
と
、
す
ぐ

に
貪
欲
に
な
る
だ
ろ
う
。��

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
敬
之
」　

朱
在
と
黄
顕
子
の
二
人
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
朱
在

は
、
字
は
敬
之
ま
た
は
叔
敬
で
、
朱
子
の
三
男
。
巻
一
四
、五
〇
条
、
巻

一
五
、一
二
五
条
に
既
出
。「
敬
之
」
に
つ
い
て
は
、
朱
在
の
他
に
、『
語
類
』

巻
一
二
〇
、二
三
条
、
徐

録
（
Ⅶ2888

）
に
「
敬
之
」
に
注
し
て
「
黃
、

名
顯
子
」
と
記
す
も
の
が
あ
る
。
葉
賀
孫
の
記
録
に
は
「
朱
敬
之
」
と
記

す
も
の
（
巻
十
四
、五
〇
条
、
Ⅰ258

）
と
、「
黄
敬
之
」
と
記
す
も
の
（
巻

一
二
〇
、六
条
、
Ⅶ2889

）
の
両
方
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
条

の
「
敬
之
」
が
い
ず
れ
を
指
す
か
は
に
わ
か
に
は
断
定
し
が
た
い
。
黃
顯
子

は
字
が
敬
之
で
温
州
永
嘉
の
人
で
、
本
条
の
記
録
者
で
あ
る
葉
賀
孫
と
は
同

郷
。『
朱
子
実
紀
』
巻
八
、『
考
亭
淵
源
録
』
巻
十
四
な
ど
に
伝
が
あ
る
。

（
２
）�「
正
心
章
云
、
人
之
心
要
當
不
容
一
物
」　

現
行
の
『
大
学
章
句
』
に
は
こ

の
文
言
は
見
え
な
い
。
な
お
「
不
容
一
物
」
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
大

学
或
問
』「
曰
。
然
則
所
謂
敬
者
、
又
若
何
而
用
力
耶
。
曰
。
程
子
於
此
嘗

以
主
一
無
適
言
之
矣
、
嘗
以
整
齊
嚴
肅
言
之
矣
。
至
其
門
人
謝
氏
之
說
、
則

又
有
所
謂
常
惺
惺
法
者
焉
、
尹
氏
之
說
則
又
有
所
謂
其
心
收
斂
不
容
一
物

者
焉
。
觀
是
數
說
、
足
以
見
其
用
力
之
方
矣
。」『
語
類
』
巻
一
七
、一
八
条
、

沈
僩
録（
Ⅱ373

）「
問
。
尹
氏
其
心
收
歛
不
容
一
物
之
說
。
曰
。
心
主
這
一
事
、

不
為
他
事
所
亂
、
便
是
不
容
一
物
也
。」

（
３
）�「
却
又
似
一
向
全
無
相
似
」��「
似
…
相
似
」
は
「
如
…
相
似
」
と
同
じ
で
「
…

の
よ
う
で
あ
る
。」
ま
た
「
一
向
」
は
「
ひ
た
す
ら
、
も
っ
ぱ
ら
」。

（
４
）「
看
來
非
獨
是
這
幾
項
如
此
」　
「
看
來
」
は
、
思
う
に
。

（
５
）�「
凡
是
先
安
排
要
恁
地
」　
「
安
排
」
は
、
あ
れ
こ
れ
は
か
ら
う
、
手
を
か
け

る
、
準
備
す
る
。『
語
類
』
一
四
、一
六
条
、
葉
賀
孫
録
に
既
出
。

（
６
）�「
嚴
毅
把
捉
」��「
嚴
毅
」は「
厳
格
に
」『
語
類
』卷
九
三
、三
六
条
、沈
僩
録（
Ⅵ

2355
）「
子
張
是
箇
務
外
底
人
、
子
游
是
箇
高
簡
、
虛
曠
、
不
屑
細
務
底
人
、

子
夏
是
箇
謹
守
規
矩
、
嚴
毅
底
人
。」「
把
捉
」
は
「
制
御
す
る
、
捉
え
る
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

三
六



摑
む
」『
語
類
』
巻
一
四
、一
二
七
条
に
既
出
。�

（
７
）「
意
思
」��「
こ
こ
ろ
」、「
気
持
ち
」。
巻
一
四
、二
〇
条
に
既
出
。

（
８
）「
不
消
」��「
…
す
る
必
要
が
無
い
」『
語
類
』
巻
一
四
、七
条
に
既
出
。

（
９
）「
有
人
立
心
」　
「
立
心
」
は
「
決
意
す
る
」
の
意
。

（
10
）�「
慈
祥
寬
厚
」　
「
穏
や
か
で
寛
大
」『
語
類
』
巻
一
〇
、六
三
条
、
萬
人
傑
録

（
Ⅰ185

）「
看
文
字
先
有
意
見
、
恐
只
是
私
意
。
謂
如
粗
厲
者
觀
書
、
必
以

勇
果
強
毅
為
主
。
柔
善
者
觀
書
、
必
以
慈
祥
寬
厚
為
主
、
書
中
何
所
不
有
。」

な
お
こ
の
条
の
内
容
は
、
虚
心
で
物
事
に
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
本

条
の
内
容
と
も
表
裏
す
る
。�

（
11
）�「
姑
息
苟
且
」��

「
姑
息
」
は
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」。『
語
類
』
巻
四
、四
〇
条
、

黄

録
（
Ⅰ65

）「
但
若
惻
隱
多
、
便
流
為
姑
息
柔
懦
。」「
苟
且
」
は
「
か

り
そ
め
の
、
い
い
加
減
な
」
巻
一
五
、九
四
条
に
既
出
。

（
12
）�「
遇
著
近
名
底
事
」　
「
著
」
は
動
作
の
持
続
を
表
す
助
字
。
巻
一
四
、五
九

条
に
既
出
。「
近
名
」
は
、
名
誉
を
求
め
る
こ
と
。『
荘
子
』
養
生
主
篇
「
為

善
无
近
名
、
為
惡
無
近
刑
」

147
条

　

人
心
如
一
箇
鏡
、
先
未
有
一
箇
影
象
、
有
事
物
來
、
方
始
照
見
妍
醜
。
若
先
有

一
箇
影
象
在
裏
、
如
何
照
得
。
人
心
本
是
湛
然
虛
明
、
事
物
之
來
、
隨
感
而
應
、

自
然
見
得
高
下
輕
重
。
事
過
便
當
依
前
恁
地
虛
、
方
得
。
若
事
未
來
、
先
有
一
箇

忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
之
心
在
這
裏
、
及
忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
之
事

到
來
、
又
以
這
心
相
與
滾
合
、
便
失
其
正
。
事
了
、
又
只
苦
留
在
這
裏
、
如
何
得

正
。　

賀
孫　

�

〔
校
勘
〕

○�

「
人
心
如
一
箇
鏡
」
萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
影
象
在
裏
」
萬
暦
本
、
和
刻
本
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
如
何
得
正
」
萬
暦
本
、
和
刻
本
「
正
」
を
「
平
」
に
作
る
。

○�

「
又
以
這
心
相
與
滾
合
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
「
滾
」
を
「
袞
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

人
の
心
は
一
枚
の
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
は
な
ん
の
映
像
も

な
く
、
事
物
が
や
っ
て
き
て
始
め
て
美
醜
を
映
し
出
す
の
だ
。
も
し
最
初
か
ら
何

か
の
映
像
が
鏡
の
中
に
あ
る
な
ら
、
ど
う
や
っ
て
事
物
を
照
ら
し
出
す
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。
人
の
心
は
本
来
ひ
っ
そ
り
と
透
き
通
っ
て
、事
物
が
や
っ
て
く
る
と
、

そ
の
働
き
か
け
に
従
っ
て
自
然
と
事
物
の
高
下
や
軽
重
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。

事
物
が
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
、
そ
こ
で
以
前
の
よ
う
な
さ
っ
ぱ
り
し
た
状
態
に
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。
も
し
事
物
が
来
る
よ
り
先
に
、
あ
ら
か
じ
め

忿
懥
、
好
楽
、
恐
懼
、
憂
患
の
感
情
が
ど
れ
か
ひ
と
つ
で
も
心
の
中
に
あ
れ
ば
、

忿
懥
、
好
樂
、
恐
懼
、
憂
患
の
事
が
や
っ
て
き
た
時
に
、
ま
た
こ
の
心
と
混
ざ
り

合
っ
て
、
正
し
い
状
態
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
。
事
が
済
ん
で
も
、
更
に
無
理
に

心
に
留
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
正
し
い
状
態
で
い
ら
れ
よ
う
。　

葉
賀
孫

録

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

三
七



〔
注
〕

（
１
）�「
人
心
如
一
箇
鏡
」　
『
語
類
』
巻
九
四
、一
九
一
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅵ

2406

）「
問
。
一
是
純
一
靜
虛
、
是
此
心
如
明
鑑
止
水
、
無
一
毫
私
欲
填
於

其
中
。
故
其
動
也
、
無
非
從
天
理
流
出
、
無
一
毫
私
欲
撓
之
。
靜
虛
是
體
、

動
直
是
用
。
曰
。
也
是
如
此
。」

（
２
）�「
湛
然
虛
明
」�「
水
を
た
た
え
た
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
」�

本
巻
、
八
条

に
既
出
。『
大
學
或
問
』「
曰
、
人
之
一
心
、
湛
然
虛
明
、
如
鑑
之
空
、
如
衡

之
平
、
以
爲
一
身
之
主
者
、
固
其
眞
體
之
本
然
。」

（
３
）�「
隨
感
而
應
」　

郭
象
『
荘
子
注
』「
原
序
」「
夫
心
無
為
、
則
隨
感
而
應
。」

（
４
）�「
滾
合
」　
「
混
ざ
り
合
う
」　
『
語
類
』
巻
九
四
、一
六
条
、
周
謨
録
（
Ⅵ

2367

）「
五
行
陰
陽
、
七
者
滾
合
、
便
是
生
物
底
材
料
。」

148
条

　

葉
兄
又
問
忿
懥
章
。
曰
。
這
心
之
正
、
却
如
稱
一
般
。
未
有
物
時
、
稱
無
不
平
、

才
把
一
物
在
上
面
、
便
不
平
了
。
如
鏡
中
先
有
一
人
在
裏
面
了
、
別
一
箇
來
、
便

照
不
得
。
這
心
未
有
物
之
時
、
先
有
箇
主
張
說
道
、
我
要
如
何
處
事
、
才
遇
著
事
、

便
以
是
心
處
之
、
便
是
不
正
。

　

且
如
今
人
說
我
做
官
、
要
抑
強
扶
弱
、
及
遇
著
當
強
底
事
、
也
去
抑
他
、
這
便

也
是
不
正
。　

卓

〔
校
勘
〕

○�

「
曰
。
這
心
之
正
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
曰
」
を
「
先
生
云
」
に
作
る
。

○�

「
却
如
稱
一
般
」　

劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本
の
み
「
稱
」
に
作
る
以
外
は
「
秤
」
に

作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
才
把
一
物
在
上
面
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
才
」を「
纔
」

に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
如
鏡
中
先
有
一
人
在
裏
面
了
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
裏
」を「
裡
」に
作
る
。

○�

「
別
一
箇
來
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

（
朝
鮮
古
写
本
の
み
、
以
下
同
じ
）

○�

「
才
遇
著
事
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○
「
我
做
官
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
下
に
「
大
」
あ
り
。

○
「
這
便
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
下
に
「
他
」
あ
り
。

〔
訳
〕

　

葉
賀
孫
は
ま
た
「
忿
懥
」
の
章
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
の
お
答
え
「
こ
の

心
の
正
し
さ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
秤
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ま
だ
物
が
な
い
時
に
、
秤

は
平
衡
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
何
か
が
秤
の
上
に
在
る
と
、
す
ぐ
平
衡
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
鏡
の
中
に
あ
ら
か
じ
め
そ
こ
に
一
人
の
姿
が
あ
っ
て
、
別
の

誰
か
が
來
る
と
、
も
う
そ
の
姿
を
映
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
も
の
だ
。

心
は
ま
だ
事
物
が
な
い
時
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
『
私
は
ど
の
よ
う
に
事
に
処
す
る

べ
き
だ
ろ
う
か
。』
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
事
に
遭
遇
す
る
や
否
や
、
す
ぐ
そ

の
心
を
以
て
こ
れ
に
対
処
す
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
不
正
な
の
だ
。

　

た
と
え
ば
今
の
人
は
『
私
は
官
途
に
つ
い
た
ら
、
強
き
を
抑
え
弱
き
を
扶
く
。』
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と
い
い
、
強
く
あ
っ
て
然
る
べ
き
も
の
に
遭
遇
す
る
事
態
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
を

抑
え
に
か
か
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
も
ま
た
不
正
な
の
だ
。」　

黄
卓

録〔
注
〕

（
１
）�「
葉
兄
」　

葉
賀
孫
、
字
は
味
道
か
。
黄
卓
と
葉
賀
孫
は
同
時
期
に
朱
門
に

あ
っ
て
同
席
記
録
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。『
朱
門
弟
子
師
事
年

攷
』
一
七
七
、一
九
六
頁
。

（
２
）�「
如
～
一
般
」　

～
と
お
な
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
一
般
」
は
「
同
じ
」。

巻
一
四
、二
七
条
、
三
六
条
、
一
四
二
条
。

（
３
）�「
鏡
中
先
有
一
人
在
裏
面
了
、
別
一
箇
來
、
便
照
不
得
」　

心
を
鏡
に
喩
え

る
例
は
、
一
四
七
条
既
出
。

（
４
）�「
才
遇
著
事
」　
「
著
」
は
動
作
の
持
続
を
表
す
助
字
、
巻
一
五
、二
四
条
、

注
（
11
）
参
照
。「
遇
著
」
は
、
巻
一
五
、一
四
四
条
に
既
出
。

（
５
）「
且
如
」　

た
と
え
ば
。
巻
一
五
、五
二
条
、
注
（
３
）
参
照
。

（
６
）�「
抑
強
扶
弱
」　
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
二
年
「
求
亡
妻
者
使
復
其
所
使
游

氏
勿
怨
。」
杜
預
注
「
鄭
國
不
討
專
殺
之
人
所
以
抑
強
扶
弱
臨
時
之
宜
。」

149
条

　

喜
怒
憂
懼
、
都
是
人
合
有
底
、
只
是
喜
所
當
喜
、
怒
所
當
怒
、
便
得
其
正
。
若

欲
無
這
喜
怒
憂
懼
、
而
後
可
以
為
道
、
則
無
是
理
。
小
人
便
只
是
隨
這
喜
怒
憂
懼

去
、
所
以
不
好
了
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
、
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

喜
怒
憂
懼
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
に
有
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
、
た
だ
喜
ぶ

べ
き
と
こ
ろ
を
喜
び
、
怒
る
べ
き
と
こ
ろ
を
怒
れ
ば
、
正
し
さ
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
こ
の
喜
怒
憂
懼
の
無
い
状
態
を
追
い
求
め
て
、
そ
れ
で
初
め
て
道
と

な
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
道
理
は
無
い
。
小
人
は

た
だ
こ
の
喜
怒
憂
懼
の
感
情
の
赴
く
ま
ま
で
あ
り
、
だ
か
ら
だ
め
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）�「
喜
怒
憂
懼
、
都
是
人
合
有
底
」　
「
合
」
は
「
当
」
と
同
じ
、「
ま
さ
に
～

す
べ
し
」。「
合
有
底
」
は
、
有
っ
て
然
る
べ
き
も
の
、
無
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
も
の
。
巻
一
六
、一
三
一
条
、
注
参
照
。

（
２
）�「
可
以
為
道
」　
『
中
庸
章
句
』
一
三
章
「
子
曰
、
道
不
遠
人
。
人
之
爲
道
而

遠
人
、
不
可
以
爲
道
。」

（
３
）「
只
是
」　

た
だ
ひ
た
す
ら

150
条

　

問
忿
懥
章
。
曰
。
只
是
上
下
有
不
恰
好
處
、
便
是
偏
。　

可
學

『
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〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し

〔
訳
〕

　
「
忿
懥
」
の
章
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
の
お
答
え
「
少
し
で
も
そ
の
場
に

お
い
て
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
こ
れ
は
偏

向
な
の
だ
。」　

鄭
可
学
録

〔
注
〕

（
１
）「
上
下
」　

こ
こ
で
は
具
体
的
な
上
下
で
は
な
く
、
場
面
を
指
す
。

（
２
）�「
不
恰
好
」
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
な
い
。『
語
類
』
巻
八
四
、二
二
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅵ　

2184

）「
惟
是
聖
人
之
心
與
天
合
一
、
故
行
出
這
禮
、
無
一
不
與

天
合
。
其
間
曲
折
厚
薄
淺
深
、
莫
不
恰
好
」。「
恰
好
」
は
、
丁
度
、
丁
度
い

い
。
巻
一
四
、一
四
七
条
、
注
（
３
）
参
照
。

151
条

　

問
忿
懥
。
曰
。
是
怒
之
甚
者
。
又
問
。
忿
懥
比
恐
懼
、
憂
患
、
好
樂
三
者
、
覺

得
忿
懥
又
類
過
於
怒
者
。
曰
。
其
實
也
一
般
。
古
人
既
如
此
說
、
也
不
須
如
此
去

尋
討
。　

履
孫

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し

〔
訳
〕

　

忿
懥
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
の
お
答
え
「
怒
の
甚
だ
し
い
の
が
忿
懥
だ
。」

ま
た
質
問
し
た
。「
忿
懥
は
恐
懼
、
憂
患
、
好
樂
の
三
つ
と
比
べ
、
忿
懥
は
や
は

り
怒
の
度
を
越
し
た
類
い
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。」
先
生
の
お

答
え
「
実
の
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
古
人
は
既
に
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
詮
索
す
る
必
要
は
な
い
。」　

潘
履
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
古
人
既
如
此
說
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
の
本
文
に
は
、「
身
有
所
忿
懥
、

則
不
得
其
正
、
身
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
、
身
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
、

身
有
所
憂
患
、則
不
得
其
正
。」
と
あ
り
、「
忿
懥
」「
恐
懼
」「
憂
患
」「
好
樂
」

の
四
者
が
並
記
さ
れ
る
。

（
２
）�「
尋
討
」
探
し
求
め
る
。『
語
類
』
巻
一
三
、五
二
条
、
黄
榦
録
（
Ⅰ　

229

）

「
所
謂
道
、
不
須
別
去
尋
討
、
只
是
這
箇
道
理
。」

152
条

　

問
。
喜
怒
憂
懼
、
人
心
所
不
能
無
、
如
忿
懥
乃
戾
氣
、
豈
可
有
也
。

　

曰
。
忿
又
重
於
怒
心
。
然
此
處
須
看
文
勢
大
意
。
但
此
心
先
有
忿
懥
時
、
這
下

面
便
不
得
其
正
。
如
鏡
有
人
形
在
裏
面
、
第
二
人
來
便
照
不
得
。
如
稱
子
釘
盤
星

上
加
一
錢
、
則
稱
一
錢
物
便
成
兩
錢
重
了
。
心
若
先
有
怒
時
、
更
有
當
怒
底
事
來
、
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便
成
兩
分
怒
了
、
有
當
喜
底
事
來
、
又
減
却
半
分
喜
了
。
先
有
好
樂
、
也
如
此
、

先
有
憂
患
、
也
如
此
。
若
把
忿
懥
做
可
疑
、
則
下
面
憂
患
、
好
樂
等
皆
可
疑
。

　

問
。
八
章
謂
、
五
者
有
當
然
之
則
、
如
敖
惰
之
心
、
則
豈
可
有
也
。

　

曰
。
此
處
亦
當
看
文
勢
大
意
。
敖
惰
、
只
是
一
般
人
所
為
得
人
厭
棄
、
不
起
人

敬
畏
之
心
。
若
把
敖
惰
做
不
當
有
、
則
親
愛
、
敬
畏
等
也
不
當
有
。　

淳　

錄

略〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
、「
問
八
章
謂
」
以
下
を
徐

録
と
し
て
収
録
す
る
。

○
「
如
鏡
有
人
形
在
裏
面
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○�

「
稱
子
釘
盤
星
上
加
一
錢
、則
稱
一
錢
物
便
成
兩
錢
重
了
」　

劉
氏
伝
経
堂
叢
書

本
以
外
は
「
稱
子
」
を
「
秤
子
」
に
作
る
。「
稱
一
錢
」
は
諸
本
異
同
な
し
。

○
「
問
八
章
謂
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
八
章
」
を
「
修
身
章
」
に
作
る
。

○
「
則
豈
可
有
也
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
也
」
字
な
し
。

○
「
所
為
得
人
厭
棄
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
棄
」
を
「
弃
」
に
作
る
。

○
「
不
起
人
敬
畏
之
心
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
之
」
字
な
し
。

○
「
親
愛
敬
畏
等
也
不
當
有
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
等
」
字
な
し
。

○
「

録
略
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「

○
淳
同
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
喜
怒
憂
懼
は
、
人
の
心
に
無
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

す
が
、
忿
懥
の
よ
う
な
邪
悪
な
氣
が
、
ど
う
し
て
心
に
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。」

　

先
生
の
お
答
え
「
忿
も
ま
た
怒
心
よ
り
強
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
い
っ

た
所
は
必
ず
文
脈
や
大
意
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
こ
の
心
に
あ
ら
か

じ
め
忿
懥
が
あ
る
時
に
は
、
そ
の
後
そ
の
正
し
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

れ
は
例
え
ば
、
鏡
に
人
の
姿
が
そ
の
中
に
有
れ
ば
、
二
人
目
の
姿
は
映
す
事
が
出

来
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
秤
の
零
位
の
星
印
に
一
銭
の
重
さ
を
加
え
れ
ば
、

秤
の
一
銭
の
物
は
二
銭
分
の
重
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
心
に
も
し
あ
ら
か
じ
め
怒
り
が
あ
る
時
に
、
さ
ら
に
怒
る
べ
き
出
来
事
が
有

れ
ば
、
た
や
す
く
怒
り
は
二
倍
に
な
り
、
喜
ぶ
べ
き
出
来
事
が
有
っ
て
も
、
喜
び

は
半
分
に
減
少
し
て
し
ま
う
。
あ
ら
か
じ
め
心
に
好
樂
が
あ
る
場
合
も
、
同
様
で

あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
心
に
憂
患
が
あ
る
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。
も
し
忿
懥
を
疑

わ
し
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
憂
患
と
好
樂
な
ど
も
皆�

疑
わ
し
い
も

の
に
な
る
。」

　

質
問
し
た
。「
八
章
に
『
五
者�

當
然
の
則
有
り
。』
と
言
い
ま
す
が
、
敖
惰
の

心
の
如
き
は
、
ど
う
し
て
心
に
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」

　

先
生
の
お
答
え
「
こ
う
い
っ
た
所
も
ま
た
必
ず
文
脈
や
大
意
を
見
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
敖
惰
と
い
う
も
の
は
、た
だ
あ
る
種
の
人
が
そ
の
行
い
を
嫌
わ
れ
た
り
、

畏
敬
の
心
を
持
た
れ
た
り
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
敖
惰
を
心
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
の
な
ら
ば
、
親
愛
や
敬
畏
な
ど
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

に
な
る
。」　　

陳
淳
録　

徐

の
記
録
は
略

〔
注
〕

（
１
）�「
喜
怒
憂
懼
、
人
心
所
不
能
無
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
身
有
所
忿
懥
、

則
不
得
其
正
、
身
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
、
身
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

四
一



身
有
所
憂
患
、
則
不
得
其
正
」、
章
句
「
蓋
是
四
者
、
皆
心
之
用
、
而
人
所

不
能
無
者
。」
同
巻
一
四
四
条
参
照
。

（
２
）�「
戾
氣
」
邪
悪
な
気
。『
語
類
』
巻
四
、五
九
条
、
勝
璘
録
（
Ⅰ　

59

）「
若

是
日
月
昏
暗
、
寒
暑
反
常
、
皆
是
天
地
之
戾
氣
、
人
若
稟
此
氣
、
則
為
不
好

底
人
。」

（
３
）�「
文
勢
」
文
章
の
勢
い
。
巻
十
五
、一
四
一
条
に
既
出
。

（
４
）�「
如
稱
子
釘
盤
星
上
加
一
錢
」　
「
稱
子
」
は
、
竿さ
お

秤ば
か
り。『

字
海
便
覧
』
巻
二

に
は
「
秤
子
ト
ハ
、
チ
キ
リ
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。「
ち
ぎ
り
（
杠
秤
）」

も
竿
秤
を
意
味
す
る
。「
釘
盤
星
」
は
「
定
盤
星
」
に
同
じ
。
定
盤
星
は
『
近

代
漢
語
大
詞
典
』
に
「
称
杆
上
作
為
起
点
的
一
顆
星
。」
と
あ
る
。「
錢
」
は

重
さ
の
単
位
で
、
一
錢
は
約
４
ｇ
。
こ
こ
で
い
う
秤
と
は
、
い
わ
ゆ
る
竿
秤

の
こ
と
で
（
写
真
参
照
）、
右
端
の
皿
に
計
り
た
い
物
を
載
せ
、
左
に
つ
る

し
た
分
銅
を
移
動
さ
せ
平
衡
に
な
る
位
置
の
目
盛
り
で
重
さ
を
計
測
す
る
。

（
５
）�「
下
面
憂
患
、
好
樂
等
皆
可
疑
」　
「
下
面
」
は
時
間
的
な
後
を
指
し
、
こ
こ

で
は
順
序
に
お
け
る
後
ろ
と
い
う
意
味
。『
大
学
章
句
』
伝
七
章
（
同
条
、

注
（
１
）
参
照
）
に
、「
忿
懥
」
の
後
に
続
け
て
「
恐
懼
」「
好
樂
」「
憂
患
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
６
）�「
八
章
謂
、
五
者
有
當
然
之
則
」　
『
大
学
章
句
』
伝
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在

脩
其
身
者
、
人
之
其
所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬

而
辟
焉
、
之
其
所
哀
矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
」、
章
句
「
五
者
、

在
人
本
有
當
然
之
則
」

（
７
）�「
敖
惰
之
心
、
則
豈
可
有
也
」　

敖
惰
の
よ
う
な
兇
徳
へ
の
当
然
の
則
が
、

心
に
本
来
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
、
と
い
う
疑

問
に
つ
い
て
は
、
同
巻
、
一
七
六
条
～
一
八
三
条
、
及
び
『
大
学
或
問
』
の

以
下
の
議
論
を
参
照
。「
親
愛･

賤
惡･

畏
敬･

哀
矜
、
固
人
心
之
所
宜
有
。

若
夫
敖
惰
、
則
凶
德
也
。
曾
謂
本
心
而
有
如
是
之
則
哉
。
曰
、
敖
之
爲
凶
德

也
、
正
以
其
先
有
是
心
、
不
度
所
施
而
無
所
不
敖
爾
。
若
因
人
之
可
敖
而
敖

之
、
則
是
常
情
所
宜
有
、
而
事
理
之
當
然
也
。
今
有
人
焉
。
其
親
且
舊
未
至

於
可
親
而
愛
也
、
其
位
與
德
未
至
於
可
畏
而
敬
也
、
其
窮
未
至
於
可
哀
、
而

萬暦戥子〔明〕
丘光明編『中国歴代度量衡考』484 ～ 485 頁（科学出版社、1992 年）より転載
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其
惡
未
至
於
可
賤
也
。
其
言
無
足
去
取
、
而
其
行
無
足
是
非
也
、
則
視
之
泛

然
如
塗
之
人
而
已
爾
。
又
其
下
者
則
夫
子
之
取
瑟
而
歌
、孟
子
之
隱
几
而
臥
、

蓋
亦
因
其
有
以
自
取
、而
非
吾
故
有
敖
之
之
意
。
亦
安
得
而
遽
謂
之
凶
德
哉
。

又
況
此
章
之
指
、
乃
爲
慮
其
因
有
所
重
而
陷
於
一
偏
者
發
。
其
言
雖
曰
有
所

敖
惰
、
而
其
意
則
正
欲
人
之
於
此
更
加
詳
審
。
雖
曰
所
當
敖
惰
、
而
猶
不

敢
肆
其
敖
惰
之
心
也
、
亦
何
病
哉
。」
ま
た
、
島
田
虔
次
著
『
大
学
・
中
庸
』

伝
八
章
、
に
詳
し
い
。

153
条

　

劉
圻
父
說
正
心
章
、
謂
不
能
存
之
、
則
四
者
之
來
、
反
動
其
心
。

　

曰
。
是
當
初
說
時
添
了
此
一
節
、
若
據
經
文
、
但
是
說
四
者
之
來
、
便
撞
翻
了

這
坐
子
耳
。

　

又
曰
。
只
爭
箇
動
不
動
。

　

又
曰
。
若
當
初
有
此
一
節
時
、
傳
文
須
便
說
在
那
裏
了
。
他
今
只
恁
地
說
、
便

是
無
此
意
。
却
是
某
於
解
處
、
說
絮
著
這
些
子
。」　

義
剛

〔
校
勘
〕

○�

「
反
動
其
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
心
」
を
「
中
」
に
作
る
。

○�

「
只
爭
箇
動
不
動
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
箇
」を「
个
」に
作
る
。

○�

「
若
當
初
有
此
一
節
時
」　

萬
暦
本
は
「
節
」
を
「

」
に
作
る
。）

○�

「
傳
文
須
便
說
在
那
裏
了
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○�

「
說
絮
著
這
些
子
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を

「
着
」
に
作
る
。

○
朝
鮮
古
写
本
は
、「
義
剛
」
の
下
に
、「
按
虁
孫
録
同
而
畧
」
の
語
あ
り
。

〔
訳
〕

　

劉
子
寰
は
「
正
心
」
の
章
の
、「
心
を
存
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、

四
つ
の
感
情
は
、
反
っ
て
心
を
動
か
す
。」
に
つ
い
て
言
っ
た
。

　

先
生
「
最
初
説
明
す
る
と
き
に
は
そ
の
一
節
を
添
え
て
い
た
が
、
經
文
に
依
拠

す
る
と
、
し
か
し
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
四
つ
の
感
情
は
、
た
だ
ち
に
椅
子
を
突

き
倒
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」

　

ま
た
劉
子
寰
「
た
だ
心
が
動
く
か
否
か
を
争
う
（
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
）。」

　

ま
た
先
生
「
最
初
の
よ
う
に
そ
の
一
節
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
傳
文
は
そ
こ
に

説
明
し
て
い
る
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
何
処
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
傳
文
は
今
こ

の
よ
う
に
説
明
す
る
だ
け
な
の
だ
か
ら
、
こ
こ
は
そ
の
一
節
の
よ
う
な
意
味
で
は

な
い
。
そ
れ
な
の
に
わ
た
し
は
解
釈
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と

書
い
て
し
ま
っ
た
。」　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）�「
劉
圻
父
」　

劉
子
寰
、
字
は
圻
父
。
巻
一
五
、四
八
条
。

（
２
）�「
不
能
存
之
、則
四
者
之
來
、反
動
其
心
。」　
『
大
学
章
句
』伝
七
章
、章
句「
心

有
不
存
、
則
無
以
檢
其
身
。
是
以
君
子
必
察
乎
此
、
而
敬
以
直
之
、
然
後
此

心
常
存
而
身
無
不
脩
也
」。『
語
類
』
巻
一
一
八
、四
七
条
、
周
明
作
録
（
Ⅶ

　

2849

）「
把
心
不
定
、喜
怒
憂
懼
四
者
皆
足
以
動
心
」。
巻
一
五
、一
一
九
条
、

参
照
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

四
三



（
３
）�「
便
撞
翻
了
這
坐
子
」　

椅
子
を
突
き
倒
す
と
は
、根
本
を
覆
す
と
い
う
こ
と
。

『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
坐
字
、猶
言
地
位
也
。
翻
破
應
物
、本
然
之
則
、

而
失
其
正
。」
と
す
る
。

（
４
）�「
便
是
」　

よ
く
「
た
と
え
～
で
も
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
「
是
」
に
同
じ
。
巻
一
四
、八
六
条
、
注
（
３
）
参
照
。

（
５
）�「
說
絮
著
這
些
子
」　

說
絮
は
、
く
ど
く
ど
と
言
う
の
意
。『
語
類
』
巻

一
〇
一
、五
八
条
、包
揚
録（
Ⅶ　

2566

）曾
恬
天
隱
嘗
問
上
蔡
云
云
、上
蔡
曰
、

用
得
底
便
是
。
以
其
說
絮
、
故
答
以
是
。

154
条

　

今
不
是
就
靜
中
動
將
去
、
却
是
就
第
二
重
動
上
動
將
去
、
如
忿
懥
、
好
樂
之
類
。

　

德
明

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し

〔
訳
〕

　

静
中
の
動
に
よ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
は
な
く
て
、
ま
さ
に
第
二
重
の
動
上
の
動

に
よ
っ
て
い
く
、
忿
懥
、
好
樂
の
類
の
こ
と
で
あ
る
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）�「
今
不
是
就
靜
中
動
將
去
」　
「
將
去
」
は
、「
～
し
て
い
く
」、
巻
一
四
、六

条
、
注
（
４
）
参
照
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
に
は
、「
此
非
於
未
發
之
前
、

便
有
四
者
之
病
。
却
於
此
心
既
動
之
後
、
便
有
四
者
之
病
。
所
以
謂
動
將
去

而
不
得
其
正
。
上
條
只
争
動
不
動
者
即
此
也
。」
と
あ
り
、「
未
發
」
の
状
態

の
心
に
、
四
つ
の
感
情
の
害
は
な
い
が
、
本
条
の
「
就
第
二
重
動
上
動
將
去
」

の
よ
う
な
、
既
に
動
い
た
状
態
の
心
に
生
じ
る
四
つ
の
感
情
の
動
に
問
題
が

あ
る
の
だ
と
す
る
。

155
条

　

敬
之
問
、
心
有
所
好
樂
則
不
得
其
正
章
云
、
心
不
可
有
一
毫
偏
倚
。
才
有
一
毫

偏
倚
、
便
是
私
意
、
便
浸
淫
不
已
。
私
意
反
大
似
身
己
、
所
以
視
而
不
見
、
聽
而

不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。

　

曰
。
這
下
是
說
心
不
正
不
可
以
修
身
、
與
下
章
、
身
不
修
不
可
以
齊
家
、
意
同
、

故
云
、
莫
知
其
子
之
惡
、
莫
知
其
苗
之
碩
、
視
聽
是
就
身
上
說
。
心
不
可
有
一
物
、

外
面
醻
酢
萬
變
、
都
只
是
隨
其
分
限
應
去
、
都
不
關
自
家
心
事
。

　

才
係
於
物
、
心
便
為
其
所
動
、
其
所
以
係
於
物
者
有
三
。
或
是
事
未
來
、
而
自

家
先
有
這
箇
期
待
底
心
。
或
事
已
應
去
了
、
又
却
長
留
在
胸
中
不
能
忘
。
或
正
應

事
之
時
、
意
有
偏
重
、
便
只
見
那
邊
重
、
這
都
是
為
物
所
係
縛
。
既
為
物
所
係
縛
、

便
是
有
這
箇
物
事
、
到
別
事
來
到
面
前
、
應
之
便
差
了
、
這
如
何
會
得
其
正
。

　

聖
人
之
心
、瑩
然
虛
明
、無
纖
毫
形
迹
。一
看
事
物
之
來
、若
小
若
大
、四
方
八
面
、

莫
不
隨
物
隨
應
、
此
心
元
不
曾
有
這
箇
物
事
。
且
如
敬
以
事
君
之
時
、
此
心
極
其

敬
、
當
時
更
有
親
在
面
前
、
也
須
敬
其
親
。
終
不
成
說
敬
君
但
只
敬
君
、
親
便
不

須
管
得
。
事
事
都
如
此
。
聖
人
心
體
廣
大
虛
明
、
物
物
無
遺
。」
賀
孫
。
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〔
校
勘
〕

○�

「
心
不
可
有
一
毫
偏
倚
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
才
有
一
毫
偏
倚
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」
を
「
纔
」

に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
而
自
家
先
有
這
箇
期
待
底
心
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」

を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
或
事
已
應
去
了
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
應
」
の
下
に
「
過
」
あ
り
。

○
「
既
為
物
所
係
縛
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
係
」
を
「
繋
」
に
作
る
。

〇
「
親
便
不
須
管
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
須
」
を
「
消
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

黄
顯
子
は
質
問
し
た
。「
心
に
好
樂
す
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
正
を
得
ず
。」

の
章
は
、「
心
に
些
か
も
か
た
よ
り
が
有
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ほ
ん
の
僅
か
で
も

か
た
よ
り
が
有
る
こ
と
、
つ
ま
り
こ
れ
が
私
意
な
の
で
あ
り
、
た
ち
ま
ち
心
を
侵

食
し
て
止
ま
な
い
。
私
意
と
い
う
の
は
身
体
の
機
能
を
上
回
る
の
で
、だ
か
ら『
視

れ
ど
も
見
え
ず
、
聽
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
食
ら
え
ど
も
其
の
味
を
し
ら
ず
』
な
の

だ
。」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

先
生
の
お
答
え
「
こ
の
後
に
言
う
、
心
が
不
正
な
ら
ば
修
身
で
き
な
い
と
い
う

の
は
、
次
の
八
章
の
『
身
修
ま
ら
ざ
れ
ば
以
て
家
を
齊
う
可
か
ら
ず
。』
の
意
味

と
同
じ
で
あ
り
、
だ
か
ら
『
其
の
子
の
惡
を
知
る
も
の
莫
く
、
其
の
苗
の
碩
い
な

る
を
知
る
も
の
莫
し
。』
と
言
う
の
で
あ
り
、
こ
の
視
た
り
聽
い
た
り
の
話
は
身

体
に
即
し
て
言
っ
た
も
の
だ
。
心
に
は
何
か
し
ら
物
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
外
面

で
は
移
り
変
わ
る
物
事
に
応
対
し
、
専
ら
個
々
の
事
物
に
対
応
し
て
い
く
の
で
あ

り
、
ま
っ
た
く
自
分
の
心
に
は
関
わ
ら
な
い
の
だ
。

　

ち
ょ
っ
と
物
に
と
ら
わ
れ
る
だ
け
で
、
心
は
す
ぐ
に
動
く
も
の
だ
が
、
そ
の
よ

う
に
物
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
理
由
は
三
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
ま
だ
起
こ
っ
て
も

い
な
い
事
物
な
の
に
、自
分
の
心
に
あ
ら
か
じ
め
期
待
す
る
気
持
ち
が
あ
る
場
合
。

ひ
と
つ
は
す
で
に
対
処
し
て
し
ま
っ
た
事
物
な
の
に
、
ま
だ
長
い
間
胸
中
に
留
め

て
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
。
ひ
と
つ
は
今
ま
さ
に
事
物
に
対
処
せ
ん
と
す

る
時
に
、
意
識
に
か
た
よ
り
が
あ
り
、
そ
ち
ら
の
偏
重
し
て
い
る
も
の
だ
け
を
視

て
し
ま
う
場
合
。
こ
れ
ら
は
み
な
物
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
物
に
縛

ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
こ
の
事
物
が
有
る
と
こ
ろ
に
、
別
の
事
物
が
面
前
に
来
る

と
、
こ
れ
に
対
処
し
て
も
す
ぐ
に
誤
っ
た
対
処
を
し
て
し
ま
う
、
こ
れ
で
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
正
し
さ
を
得
ら
れ
る
と
い
う
の
か
。

　

聖
人
の
心
は
、
明
る
く
澄
み
切
っ
て
い
て
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
も
痕
跡
が
な
い
。

ひ
と
た
び
事
物
が
や
っ
て
く
る
の
を
み
れ
ば
、
小
事
で
あ
ろ
う
と
大
事
で
あ
ろ
う

と
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
、
物
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
く
の
で
、
心
に
全
く
そ
の
物

事
は
な
い
。
た
と
え
ば
敬
に
よ
っ
て
君
に
お
仕
え
す
る
時
に
は
、
心
は
そ
の
敬
を

極
め
、
同
時
に
さ
ら
に
両
親
を
前
に
し
て
も
、
両
親
を
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
局
君
を
敬
す
る
場
合
に
は
た
だ
君
を
敬
し
、
両
親
に
関
し
て
は
放
っ
て
お
い
て

そ
れ
で
よ
い
と
は
い
え
な
い
の
だ
。
す
べ
て
の
事
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
聖
人
の

心
體
は
澄
み
切
っ
て
い
て
広
大
で
あ
り
、
す
べ
て
の
物
を
漏
ら
さ
な
い
。」　

葉
賀

孫
録

〔
注
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

四
五



（
１
）�「
敬
之
」　

朱
在
と
、
黄
顯
子
の
二
人
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
巻

一
六
、一
四
六
条
、
注　

参
照
。

（
２
）「
偏
倚
」　

か
た
よ
り
。
巻
一
六
、一
二
六
条
、
注
参
照
。

（
３
）「
一
毫
」　

些
か
。
巻
一
四
、六
六
条
に
既
出
。

（
４
）�「
私
意
」　

巻
一
六
、一
二
五
条
に
は
、「
私
意
」
は
、
意
が
ま
だ
誠
で
な
い

状
態
の
こ
と
と
あ
る
。私
意
に
よ
っ
て
心
は
不
正
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

巻
一
五
、一
一
六
条
、
一
二
〇
条
を
参
照
。

（
５
）「
身
己
」　

身
体
。　

巻
一
六
、五
七
条
、
注
参
照
。

（
６
）�「
這
下
是
說
心
不
正
不
可
以
修
身
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
、
章
句
「
然
後

此
心
常
存
而
身
無
不
脩
也
。」

（
７
）�「
身
不
修
不
可
以
齊
家
」　
『
大
学
章
句
』
伝
八
章
「
此
謂
身
不
修
不
可
以
齊

其
家
」

（
８
）�「
莫
知
其
子
之
惡
、莫
知
其
苗
之
碩
」　
『
大
学
章
句
』
伝
八
章
「
故
諺
之
曰
、

人
莫
知
其
子
之
惡
、
莫
知
其
苗
之
碩
」

（
９
）�「
醻
酢
萬
變
」　
「
醻
酢
」
は
、対
応
す
る
。『
周
易
』
繫
辭
上
「
顯
道
神
德
行
。

是
故
可
與
酬
酢
」。『
語
類
』巻
一
三
、一
一
九
条
、萬
人
傑
録（
Ⅰ　

240
）「
問
。

待
人
接
物
、
隨
其
情
之
厚
薄
輕
重
、
而
為
酬
酢
邪
。」

（
10
）�「
心
不
可
有
一
物
、
外
面
醻
酢
萬
變
、
都
只
是
隨
其
分
限
應
去
、
都
不
關
自

家
心
事
。」

　

 　

�『
二
程
文
集
』
巻
二
、
明
道
「
答
横
渠
先
生
定
性
書
」、「
所
謂
定
者
、
動
亦

定
、
靜
亦
定
、
無
將
迎
、
無
内
外
。
苟
以
外
物
爲
外
、
牽
己
而
從
之
、
是

以
己
性
爲
有
内
外
也
。
且
以
性
爲
隨
物
於
外
、
則
當
其
在
外
時
、
何
者
爲

在
内
。
是
有
意
於
絕
外
誘
、
而
不
知
性
之
無
内
外
也
。
旣
以
内
外
爲
二
本
、

則
又
烏
可
遽
語
定
哉
。
夫
天
地
之
常
、以
其
心
普
萬
物
而
無
心
、聖
人
之
常
、

以
其
情
順
萬
事
而
無
情
。故
君
子
之
學
、莫
若
廓
然
而
大
公
、物
來
而
順
應
」。

『
語
類
』巻
一
一
六
、一
六
条
、襲
蓋
卿
録（
Ⅶ　

2791

）「
善
乎
明
道
之
言
曰
、

學
者
全
體
此
心
．
學
雖
未
盡
、若
事
物
之
來
、不
可
不
應
、但
隨
分
限
應
之
、

雖
不
中
不
遠
矣
」。『
遺
書
』
巻
二
上
、
一
三
条
、「
學
者
全
體
此
心
、
學
雖

未
盡
、
若
事
物
之
來
、
不
可
不
應
。
但
隨
分
限
應
之
、
雖
不
中
不
遠
矣
」

（
11
）「
自
家
」　

一
人
称
を
表
す
。　

巻
一
五
、六
六
条
、
注
（
６
）
参
照
。

（
12
）�「
而
自
家
先
有
這
箇
期
待
底
心
」　
『
語
類
』
巻
五
二
、一
五
四
条
、
廖
徳
明

録
（
Ⅳ　

1267

）「
問
。
預
期
其
效
如
何
。
曰
。
集
義
於
此
、自
生
浩
然
之
氣
、

不
必
期
待
他
。」

（
13
）�「
聖
人
之
心
、瑩
然
虛
明
」　
「
瑩
」
は
き
ら
き
ら
と
し
た
様
子
。「
虛
明
」
は
、

澄
み
切
っ
て
い
る
こ
と
。
類
似
表
現
に
「
瑩
徹
」、
巻
一
四
、一
〇
七
条
、
注

（
６
）
参
照
。『
語
類
』
一
三
〇
巻
、
八
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ　

3117

）「
聖

人
之
心
、
如
青
天
白
日
、
更
無
些
子
蔽
翳
．」

（
14
）�「
形
迹
」　
『
語
類
』
巻
二
九
、一
三
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ　

757

）「
這
只

是
天
理
自
合
如
此
。
如
老
者
安
之
、
是
他
自
帶
得
安
之
理
來
。
朋
友
信
之
、

是
他
自
帶
得
信
之
理
來
、
少
者
懷
之
、
是
他
自
帶
得
懷
之
理
來
。
聖
人
為
之
、

初
無
形
迹
。

（
15
）�「
四
方
八
面
」
各
方
面
、
す
べ
て
の
方
角
。
巻
一
五
、一
〇
一
条
、
注
（
７
）、

一
四
五
条
、
注
（
13
）
参
照
。

（
16
）�「
此
心
元
不
曾
有
這
箇
物
事
」　
『
語
類
』
巻
一
二
、四
九
条
、萬
人
傑
録
（
Ⅰ

　

205
）「
人
之
一
心
、
當
應
事
時
、
常
如
無
事
時
、
便
好
」

（
17
）「
且
如
」　

た
と
え
ば
。
巻
一
五
、五
二
条
、
注
（
３
）。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

四
六



（
18
）�「
不
成
說
～
」　

ま
さ
か
～
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
巻
一
五
、一
二
五

条
、
注
（
２
）

（
19
）�「
廣
大
虛
明
」　
「
虛
明
」
は
、
澄
み
切
っ
て
い
る
こ
と
、
巻
一
五
、五
三
条
、

注
（
１
）。

156
条

　

正
叔
見
先
生
、言
明
心
、定
心
等
說
、因
言
心
不
在
焉
、則
視
而
不
見
、聽
而
不
聞
、

食
而
不
知
其
味
。
曰
。
這
箇
、
三
歲
孩
兒
也
道
得
、
八
十
翁
翁
行
不
得
。
伯
羽
。

〔
校
勘
〕

○�

「
這
箇
三
歲
孩
兒
也
道
得
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
箇
」を「
个
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

余
大
雅
は
先
生
に
お
目
に
か
か
り
、
明
心
や
定
心
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
、
そ

れ
に
ち
な
ん
で
『
心
焉
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
聽
け
ど
も
聞

こ
え
ず
、
食
ら
え
ど
も
其
の
味
を
し
ら
ず
』
と
言
っ
た
。
先
生
の
お
答
え
「
こ
れ

は
、
三
歲
の
子
供
で
も
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
八
十
才
の
老
人
で
も
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
。」　

童
伯
羽
録
。

〔
注
〕

（
１
）「
正
叔
」　

余
大
雅　
『
朱
子
弟
子
師
事
年
攷
』
五
五
頁
。

（
２
）�「
明
心
」��

明
心
見
性
。『
達
磨
大
師
悟
性
論
』（X

63　

5C09

）「
上
上
智
之

人
內
照
圓
寂
。
明
心
即
佛
。
不
待
心
而
得
佛
智
。」『
語
類
』巻
一
八
、一
四
条
、

黄
義
剛
録
（
Ⅱ　

393

）「
問
、
陸
先
生
不
取
伊
川
格
物
之
說
、
若
以
為
隨
事

討
論
、則
精
神
易
弊
、不
若
但
求
之
心
、心
明
則
無
所
不
照
、其
說
亦
似
省
力
。」

（
３
）�「
定
心
」　
『
語
類
』巻
三
〇
、一
五
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅲ　

764

）「
若
果
能
居
敬
、

則
理
明
心
定
、
自
是
簡
。」『
二
程
外
書
』
巻
一
〇
「
心
定
者
、
其
言
重
以
舒
。

不
定
者
其
言
輕
以
疾
。」

（
４
）�「
心
不
在
焉
、則
視
而
不
見
、聽
而
不
聞
、食
而
不
知
其
味
。」　
『
大
学
章
句
』

伝
七
章
の
本
文
。

（
５
）�「
三
歲
孩
兒
也
道
得
、
八
十
翁
翁
行
不
得
」　
『
景
德
傳
燈
録
』
卷
四
、
鳥
窠

道
林
「
元
和
中
、
白
居
易
出
守
茲
郡
。
因
入
山
禮
謁
、
乃
問
師
曰
『
禪
師
住

處
甚
危
險
。』
師
曰
『
太
守
危
險
尤
甚
。』
曰
『
弟
子
位
鎮
江
山
、何
險
之
有
。』

師
曰
『
薪
火
相
交
、識
性
不
停
。
得
非
險
乎
。』
又
問
『
如
何
是
佛
法
大
意
。』

師
曰
『
諸
惡
莫
作
、
衆
善
奉
行
。』
白
曰
『
三
歳
孩
兒
也
解
恁
麼
道
。』
師

曰
『
三
歳
孩
兒
雖
道
得
、
八
十
老
人
行
不
得
。』
白
遂
作
禮
。」『
語
類
』
巻

一
二
、四
六
条
、
黄
榦
（
Ⅰ　

204

）「
持
養
之
説
、
言
之
則
一
言
可
盡
、
行

之
則
終
身
不
窮
。」

157
条

　

黄
丈
云
、
舊
嘗
問
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
只
是
説
知
覺
之
心
、
却
不
及
義
理

之
心
。
先
生
曰
、
才
知
覺
、
義
理
便
在
此
、
才
昏
、
便
不
見
了
。　

方
子
。
學
蒙

録
別
出

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

四
七



〔
校
勘
〕

○
「
視
而
不
見
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
上
に
「
心
不
在
焉
」
四
字
が
あ
る
。

○
「
聽
而
不
聞
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
聽
」
を
「
聴
」
に
作
る
。

○
「
義
理
便
在
此
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
才
昏
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
昏
」を「
昬
」に
作
る
。

○
「
學
蒙
録
別
出
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
五
字
が
欠
落
。

〔
訳
〕

　

黄
氏
が
言
っ
た
。「
以
前
『
視
る
も
見
え
ず
、
聴
く
も
聞
こ
え
ず
』
と
い
う
の

は
、
た
だ
知
覚
の
心
に
つ
い
て
説
く
だ
け
で
義
理
の
心
に
は
関
わ
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。（
そ
の
時
）
先
生
は
、
知
覚
さ

え
し
て
い
れ
ば
義
理
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
少
し
で
も
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
れ

ば
（
義
理
は
）
も
う
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
」
李
方

子
録
。
林
学
蒙
録
は
別
掲

〔
注
〕

（
１
）�「
黄
丈
云
」　

次
の
一
五
八
條
に
見
え
る
「
直
卿
」、す
な
わ
ち
黄
榦
で
あ
る
。

（
２
）�「
舊
嘗
問
」　

一
五
八
條「
直
卿
云
」に
つ
い
て
、『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』は「
此

れ
直
卿
旧
時
の
問
答
の
語
を
追
述
し
て
学
蒙
之
れ
を
記
す
」
と
し
て
朱
子
の

回
答
を
含
む
全
部
分
が
黄
榦
に
よ
る
回
想
で
あ
る
と
す
る
。
本
条
に
於
い
て

も
こ
れ
に
従
う
。

（
３
）�「
視
而
不
見
聽
而
不
聞
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
心
不
在
焉
、視
而
不
見
、

聴
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。」

（
４
）�「
知
覺
之
心
」　
「
知
覚
」
に
つ
い
て
は
、
人
欲
に
根
ざ
し
た
も
の
及
び
義
理

に
根
ざ
し
た
も
の
が
想
定
さ
れ
る
。
知
覚
と
義
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
、『
二

程
遺
書
』
巻
二
上
に
「
醫
家
以
不
認
痛
癢
謂
之
不
仁
、
人
以
不
知
覺
不
認
義

理
爲
不
仁
、
譬
最
近
。」
と
い
う
語
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

謝
良
佐
は
知
覚
は
義
理
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
朱
子
は
そ

れ
に
反
対
す
る
。『
語
類
』
巻
三
三
、八
七
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅲ851

）「
問
、

遺
書
中
取
醫
家
言
仁
。又
一
段
云
、醫
家
以
不
識
痛
癢
爲
不
仁
。又
以
不
知
覺
、

不
認
義
理
爲
不
仁
、
又
却
從
知
覺
上
説
。
曰
、
覺
是
覺
於
理
。
問
、
與
上
蔡

説
同
異
。
曰
、
異
。
上
蔡
説
覺
、
纔
見
此
心
耳
。
問
、
南
軒
云
、
上
蔡
説
覺
、

與
佛
家
不
同
、
如
何
。
曰
、
上
蔡
云
、
自
此
心
中
流
出
、
與
佛
亦
不
大
段
異
。

今
説
知
痛
癢
、
能
知
覺
、
皆
好
。
只
是
説
得
第
二
節
、
説
得
用
。
須
當
看
、

如
何
識
痛
癢
。
血
脈
從
何
而
出
、
知
覺
從
何
而
至
。
某
云
、
若
不
究
見
原
本
、

却
是
不
見
理
、
只
説
得
氣
。
曰
、
然
。
伊
川
言
穀
種
之
性
一
段
、
最
好
。」

（
５
）�「
義
理
之
心
」　
『
語
類
』
巻
七
八
、一
八
八
条
、
林
学
蒙
録
（
Ⅴ2009

）「
或

問
人
心
、
道
心
之
別
。
曰
、
只
是
這
一
箇
心
、
知
覺
從
耳
目
之
欲
上
去
、
便

是
人
心
。
知
覺
從
義
理
上
去
、
便
是
道
心
。」

158
条

　

直
卿
云
、
舊
嘗
問
視
之
不
見
、
聽
之
不
聞
處
、
此
是
收
拾
知
覺
底
心
、
收
拾
義

理
底
心
。
先
生
曰
、
知
覺
在
、
義
理
便
在
、
只
是
有
深
淺
。　

學
蒙

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

四
八



〔
校
勘
〕

○
「
視
之
不
見
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
上
に
「
大
學
正
心
章
」
五
字
が
あ
る
。

○�

「
聽
之
不
聞
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
聽
」
を
「
聴
」
に
、「
處
」
を
「

」

に
作
る
。

○�

「
此
是
收
拾
知
覺
底
心
收
拾
義
理
底
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
是
」
字
が
欠
落
。

ま
た
、「
收
拾
知
覺
」
以
下
十
二
字
を
双
行
と
す
る
。

○�

「
收
拾
知
覺
底
心
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
收
」
を

「
収
」
に
作
る
。

○
「
收
拾
義
理
底
心
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
收
」
を
「
収
」
に
作
る
。

○
「
義
理
便
在
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○�

「
只
是
有
深
淺
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
乕
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

黄
榦
が
言
っ
た
。「
以
前『
之
れ
を
視
る
も
見
え
ず
、之
れ
を
聴
く
も
聞
こ
え
ず
』

と
い
う
の
は
知
覚
の
心
を
対
象
に
収
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
義
理
の
心
を
対
象
に

収
め
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
、
知
覚
が

あ
れ
ば
、
同
時
に
義
理
も
あ
る
。（
そ
の
両
者
の
間
に
は
）
た
だ
深
浅
の
差
が
あ

る
だ
け
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
」
林
学
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
直
卿
云
」　

黄
榦
、
字
は
直
卿
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。
ま
た
、『
朱

子
語
類
考
文
解
義
』
は
本
条
は
全
体
が
黄
榦
に
よ
る
回
想
で
あ
り
、
そ
れ
を

林
学
蒙
が
記
録
し
た
も
の
と
す
る
。
上
一
五
七
条
「
舊
嘗
問
」
注
参
照
。

（
２
）�「
收
拾
」　
「
対
象
に
収
め
る
、集
中
さ
せ
る
」。『
語
類
』巻
一
一
五
、三
二
条
、

欠
名
録
（
Ⅶ2779

）「
亦
是
他
見
人
要
多
慮
、
且
教
人
収
拾
此
心
耳
。
初
学

亦
当
如
此
。」「
収
拾
Ａ
収
拾
Ｂ
」
は
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
下
に
助
詞
を
伴
わ
ず
に

Ａ
か
そ
れ
と
も
Ｂ
か
、
と
い
う
選
択
疑
問
文
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
疑
問
句
、
選
択
疑
問
（406

）
参
照
。

（
３
）�「
知
覺
在
義
理
便
在
」　
『
北
渓
大
全
集
』
巻
四
〇
、
答
陳
伯
澡
問
弁
諸
丈
人

心
道
心
之
論
「
所
謂
知
覺
在
理
義
便
在
、
只
有
淺
深
、
縁
知
覺
則
惺
惺
不
昏

昧
、
理
義
便
都
在
其
中
、
若
冥
然
不
省
、
則
禮
義
何
在
邪
。
如
人
叫
則
便
應
、

其
知
覺
之
淺
處
。
見
孺
子
將
入
井
便
怵
惕
、
其
知
覺
之
深
處
。
理
義
隨
深
淺

呈
露
爾
。」

��������������������������

159
条

　

夜
來
説
、
心
有
喜
怒
不
得
其
正
、
如
某
夜
間
看
文
字
、
要
思
量
改
甚
處
、
到
上

床
時
擦
脚
心
、
都
忘
了
數
。
天
明
擦
時
、
便
記
得
。
蓋
是
早
間
未
有
一
事
上
心
、

所
以
記
得
。

　

孟
子
説
、
平
旦
之
氣
、
其
好
惡
與
人
相
近
者
幾
希
。
幾
希
、
不
遠
也
。
言
人
都

具
得
此
、
但
平
日
不
曾
養
得
、
猶
於
夜
間
歇
得
許
多
時
不
接
於
事
、
天
明
方
惺
、

便
恁
地
虚
明
光
静
。
然
亦
只
是
些
子
發
出
來
、
少
間
又
被
物
欲
梏
亡
了
。

　

孟
子
説
得
話
極
齊
整
當
對
。
如
這
處
、
他
一
向
説
後
去
、
被
後
人
來
就
幾
希
字

下
注
開
了
、
便
覺
意
不
連
。　

賀
孫

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

四
九



〔
校
勘
〕

○
「
夜
來
説
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
改
甚
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
都
忘
了
數
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
數
」
を
「
数
」
に
作
る
。

○
「
便
記
得
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
蓋
是
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
所
以
記
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
事
」
字
が
あ
る
。

○
「
其
好
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「
賽
」
に
作
る
。

○
「
者
幾
希
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
上
に
「
也
」
字
が
あ
る
。

○�

「
虚
明
光
静
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
虚
」
を
「
虗
」
に
作
る
。
成
化
本
、
呂

留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
「
静
」
を
「
靜
」
に
作
る
。

○
「
他
一
向
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
他
」
を
誤
っ
て
「
池
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

昨
晩
は
「
心
に
喜
怒
有
れ
ば
其
の
正
を
得
ず
」
と
言
っ
た
が
、
た
と
え
ば
私
が

夜
に
文
章
を
読
ん
で
、も
し
そ
の
中
の
ど
こ
か
を
正
そ
う
と
思
索
し
た
と
し
て
も
、

寝
る
時
間
に
な
っ
て
足
の
裏
を
こ
す
っ
て
い
る
と
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
そ
れ
が
夜
が
そ
ろ
そ
ろ
明
け
る
と
い
う
時
間
に
な
る
と
思
い
出
す
。
つ
ま

り
こ
れ
は
朝
の
時
間
は
ま
だ
何
事
も
心
の
中
に
生
じ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
思

い
出
す
の
だ
。

　

孟
子
は「
平
旦
の
気
、其
の
好
悪
人
と
相
ひ
近
き
者
は
幾
ど
希
な
り
」と
言
っ
た
。

こ
の
「
幾
ん
ど
希
」
と
い
う
の
は
、「
遠
か
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
人
は
皆
こ
れ
（
＝
良
心
）
を
備
え
て
い
る
の
で
、
日
頃
全
く
修
養
を
積
ん
で
い

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
夜
に
長
い
時
間
休
ん
で
外
物
と
接
触
し
な
い
で
い

れ
ば
、
空
が
明
る
く
な
っ
て
丁
度
目
が
覚
め
る
頃
に
は
こ
の
よ
う
に
透
き
通
っ
て

清
純
な
状
態
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
た
だ
（
良
心
の
兆
し
が
）
僅
か
に
垣
間

見
え
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
少
し
す
れ
ば
再
び
物
欲
に
囚
わ
れ

失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

孟
子
の
言
っ
た
話
は
大
変
整
っ
て
い
て
ぴ
っ
た
り
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
部
分

な
ど
は
、
一
気
に
（
下
文
ま
で
通
し
て
）
話
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
後
世

の
人
に
よ
っ
て
「
幾
希
」
字
の
下
で
注
釈
を
入
れ
て
間
を
あ
け
ら
れ
た
の
で
、
そ

れ
で
意
味
が
切
れ
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
夜
間
」　

夜
。

（
２
）「
上
床
」　

眠
る
。

（
３
）�「
擦
脚
心
」　
『
東
坡
続
集
』
巻
八
、
養
生
訣
「
毎
夜
以
子
後
、
披
衣
起
、
面

東
或
南
、
…
…
然
後
以
左
右
手
熱
摩
両
脚
心
、
…
…
熟
寝
至
明
。」
就
寝
前

に
行
う
健
康
法
で
あ
る
。

（
４
）�「
天
擦
明
時
」　

こ
こ
の
「
Ａ
擦
」
は
「
擦
Ａ
」
と
言
う
に
同
じ
。
Ａ
あ
た
り
。

夜
が
そ
ろ
そ
ろ
明
け
る
頃
。

（
５
）「
早
間
」　

朝
。

（
６
）「
上
心
」　

心
に
生
じ
る
。

（
７
）「
記
得
」　

思
い
出
す
。

（
８
）�「
平
旦
之
氣
其
好
惡
與
人
相
近
者
幾
希
」　
『
孟
子
集
注
』
告
子
章
句
上
「
其

日
夜
之
所
息
、
平
旦
之
氣
、
其
好
惡
與
人
相
近
也
者
幾
希
、
則
其
旦
晝
之
所

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

五
〇



爲
、
有
梏
亡
之
矣
。」
朱
注
「
平
旦
之
氣
、
謂
未
與
物
接
之
時
清
明
之
氣
也
。

好
惡
與
人
相
近
、
言
得
人
心
之
所
同
然
也
。
幾
希
、
不
多
也
。」

（
９
）「
歇
」　

休
む
。

（
10
）「
發
出
來
」　

出
て
く
る
こ
と
。「
出
来
」
は
動
作
の
方
向
を
示
す
補
語
。

（
11
）�「
齊
整
當
對
」　
「
齊
整
」
は
整
っ
て
い
る
こ
と
、「
当
対
」
は
ぴ
っ
た
り
と

的
確
で
あ
る
こ
と
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
、『
語
類
』
巻
五
九
、八
三
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1398

）「
牛
山
之
木
、
譬
人
之
良
心
、
句
句
相
對
、
極
分
明
。」

を
引
き
、「
此
の
当
対
な
る
者
は
疑
ふ
ら
く
は
亦
た
相
対
設
譬
の
意
か
」
と

す
る
。

（
12
）�「
被
後
人
來
就
幾
希
字
下
注
開
了
」　

四
部
叢
刊
本
（
宋
刻
大
字
本
）・
台
北

故
宮
博
物
院
蔵
元
覆
宋
刻
本
な
ど
趙
岐
注
の
諸
宋
本
は
「
幾
希
」
の
下
に
趙

岐
注
が
挿
入
さ
れ
る
。
一
方
、
朱
熹
は
『
孟
子
集
注
』
に
於
い
て
下
文
「
是

豈
人
之
情
也
哉
」
ま
で
正
文
を
つ
な
げ
て
い
る
。

160
条

　

問
、
誠
意
、
正
心
二
段
、
只
是
存
養
否
。
曰
、
然
。　

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○��

「
誠
意
正
心
二
段
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
段
」
を

「
叚
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
誠
意
・
正
心
の
二
段
は
、
ひ
た
す
ら
存
養
の
話
で
し
ょ
う
か
。」

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
う
だ
。」
徐

録

〔
注
〕

（
１
）�「
正
心
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
右
傳
之
七
章
、
釋
正
心
脩
身
」
朱
注

「
蓋
意
誠
則
真
無
惡
而
實
有
善
矣
、
所
以
能
存
是
心
以
檢
其
身
」
と
、「
存
心
」

が
修
養
の
方
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

161
条

　

説
心
不
得
其
正
章
曰
、
心
、
全
德
也
。
欠
了
些
箇
、
德
便
不
全
、
故
不
得
其
正
。

又
曰
、
心
包
體
用
而
言
。
又
問
、
意
與
情
如
何
。
曰
、
欲
爲
這
事
、
是
意
。
能
爲

這
事
、
是
情
。　

子
蒙

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
こ
の
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
全
德
也
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
德
」
を
「
徳
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
欠
了
些
箇
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
德
便
不
全
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
欲
爲
這
事
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
能
爲
這
事
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

五
一



〔
訳
〕

　
「
心
其
の
正
を
得
ず
」
章
を
説
明
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
心
と
は
徳
性
全
体
の

こ
と
で
あ
る
。
も
し
い
く
ら
か
で
も
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
徳
性

は
完
全
で
な
く
、
そ
の
た
め
そ
の
正
し
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
心
は
体
（
本
体
）
と
用
（
作
用
）
と
を
包
括
し
た
呼

び
名
で
あ
る
。」
ま
た
お
尋
ね
し
た
。「
意
と
情
と
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。」
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
の
こ
と
を
行
お
う
と
望
む
の
は
意
だ
。
こ
の
こ
と
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
情
だ
。」
林
子
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
心
不
得
其
正
章
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
、
身

有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
。
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
。
有
所
好
樂
、
則
不

得
其
正
。
有
所
憂
患
、
則
不
得
其
正
。」

（
２
）�「
心
全
德
也
」　
「
全
徳
」に
つ
い
て
、『
論
語
集
注
』顔
淵「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、

克
己
復
禮
爲
仁
」
朱
注
「
仁
者
、
本
心
之
全
德
。
…
…
爲
仁
者
、
所
以
全
其

心
之
德
也
。
蓋
心
之
全
德
莫
非
天
理
、
而
亦
不
能
不
壞
於
人
欲
。
故
爲
仁
者

必
有
以
勝
私
欲
而
復
於
禮
」
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）��「
欠
了
些
箇
」　
「
些
箇
」
は
少
し
ば
か
り
の
分
量
を
表
す
。『
語
類
』
巻

二
四
、一
四
〇
条
、
黄
榦
録
（
Ⅱ598

）「
所
損
也
只
損
得
這
些
箇
、
所
益
也

只
益
得
這
些
箇
、
此
所
以
百
世
可
知
也
。」

（
４
）�「
心
包
體
用
而
言
」　
『
近
思
録
』
巻
一
に
引
く
張
載
の
語
、「
心
、
統
性
情

者
也
。」
と
類
似
す
る
表
現
。
心
に
於
い
て
は
性
が
体
、
情
が
用
に
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
。『
語
類
』
巻
五
、六
五
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ91

）「
蓋
心
便
是
包

得
那
性
情
、
性
是
體
、
情
是
用
。」

（
５
）�「
欲
爲
這
事
是
意
、
能
爲
這
事
是
情
」　

意
欲
や
意
志
を
抱
い
て
あ
る
事
柄

を
為
そ
う
と
す
る
の
は
「
意
」
の
は
た
ら
き
、
強
固
な
意
志
を
抱
く
ま
で
も

な
く
心
の
赴
く
ま
ま
に
自
然
と
あ
る
事
柄
を
為
し
得
る
の
は
「
情
」
の
は
た

ら
き
、
と
の
趣
旨
か
。
以
下
の
例
で
も
、
意
識
的
意
志
的
な
行
為
か
自
然
な

行
為
か
を
以
て
「
意
」
と
「
情
」
が
説
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。『
北
渓
大
全

集
』
巻
三
〇
「
答
梁
伯
翔
」
第
二
書
「
心
是
以
全
體
言
。
意
是
就
心
上
發
念

處
言
、
有
思
量
運
用
之
義
。
凡
發
見
於
外
、
思
量
要
恁
地
底
、
皆
是
。
…
…

情
是
心
裏
面
自
然
發
動
、
改
頭
換
面
出
來
底
。
…
如
接
物
時
、
在
内
主
宰
者
、

是
心
。
動
出
來
、
或
喜
或
怒
、
是
情
。
思
量
要
喜
那
人
、
要
怒
那
人
、
或
輕

或
重
、
是
意
。」

〔
参
考
〕

　

本
条
の
「
欲
爲
這
事
是
意
、
能
爲
這
事
是
情
」
を
、
朝
鮮
の
宋
時
烈
は
記
録
者

の
誤
り
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。『
宋
子
大
全
』卷
一
三
〇「
朱
子
言
論
同
異
攷
」

（
影
印
標
点
韓
国
文
集
叢
刊
、
一
一
二
冊
）「
語
類
論
大
學
正
心
章
。
問
。
意
與
情

如
何
。
曰
。
欲
爲
這
事
是
意
。
能
爲
這
事
是
情
。
此
與
先
生
前
後
議
論
、
全
然
不

同
。
蓋
喜
怒
哀
樂
闖
然
發
出
者
、
是
情
。
是
最
初
由
性
而
發
者
。
意
是
於
喜
怒
哀

樂
發
出
後
、因
以
計
較
商
量
者
。
先
生
前
後
論
此
不
翅
丁
寧
。
而
於
此
相
反
如
此
。

必
是
記
者
之
誤
也
。
大
抵
語
類
如
此
等
處
甚
多
。
不
可
不
審
問
而
明
辨
之
也
。」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

五
二



　
　
　

傳
八
章
釋
修
身
齊
家

〔
校
勘
〕

○�

「
修
身
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
修
」を「
脩
」に
作
る
。

162
条

　

忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
皆
不
能
無
、
而
親
愛
、
畏
敬
、
哀
矜
、
敖
惰
、
賤

惡
亦
有
所
不
可
無
者
。
但
此
心
不
爲
四
者
所
動
、
乃
得
其
正
、
而
五
者
皆
無
所
偏
、

斯
足
以
爲
身
之
修
也
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
皆
不
能
無
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
親
愛
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

○
「
賤
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「
賽
」
に
作
る
。

○�

「
不
爲
四
者
所
動
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
爲
」を「
為
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
身
之
修
也
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

忿
懥
、
恐
懼
、
好
楽
、
憂
患
と
い
っ
た
も
の
は
ど
れ
も
無
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
親
愛
、
畏
敬
、
哀
矜
、
敖
惰
、
賎
悪
も
や
は
り
無
く
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
心
が
（
前
の
）
四
つ
の
も
の
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
な

く
な
っ
た
な
ら
、
そ
れ
で
そ
の
正
を
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
（
後
の
）

五
つ
の
も
の
が
ど
れ
も
偏
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
も
う
そ
れ
で
身
が
修

ま
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
万
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）�「
親
愛
畏
敬
哀
矜
敖
惰
賤
惡
」　
『
大
学
章
句
』
伝
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在
脩

其
身
者
、
人
之
其
所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬
而

辟
焉
、
之
其
所
哀
矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。
故
好
而
知
其
惡
、
惡

而
知
其
美
者
、
天
下
鮮
矣
。」
朱
注
「
五
者
在
人
、
本
有
當
然
之
則
。
然
常

人
之
情
惟
其
所
向
而
不
加
審
焉
、
則
必
陷
於
一
偏
而
身
不
脩
矣
。」

（
２
）�「
但
…
…
乃
」　
「
但
」
は
「
只
要
」
に
同
じ
。「
乃
」
と
呼
応
す
る
。「
但
Ａ

乃
」
は
、Ａ
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
連
詞
、

限
定
（341

）
参
照
。

163
条

　

或
問
。
正
心
章
説
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
、
修
身
章
説
親
愛
、
賤
惡
、
畏

敬
、
哀
矜
、
敖
惰
、
如
何
。

　

曰
。
是
心
卓
然
立
乎
此
數
者
之
外
、
則
平
正
而
不
偏
辟
、
自
外
來
者
必
不
能
以

動
其
中
、
自
内
出
者
必
不
至
於
溺
於
彼
。

　

或
問
。
畏
敬
如
何
。

　

曰
。
如
家
人
有
嚴
君
焉
、
吾
之
所
當
畏
敬
者
也
。
然
當
不
義
則
争
之
、
若
過
於

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

五
三



畏
敬
而
從
其
令
、
則
陷
於
偏
矣
。
若
夫
賤
惡
者
固
當
賤
惡
、
然
或
有
長
處
、
亦
當

知
之
。
下
文
所
謂
好
而
知
其
惡
、
惡
而
知
其
美
者
、
天
下
鮮
矣
。
此
是
指
點
人
偏

處
、
最
切
當
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○�

「
修
身
章
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
上
に
「
與
夫
」
二
字
が
あ
る
。
成
化
本
、萬

暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」
に
作
る
。

○
「
親
愛
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

○
「
賤
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「
賽
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
自
外
來
者
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

○
「
不
能
以
動
其
中
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。

○�

「
然
當
不
義
則
争
之
」　

成
化
本
、呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
争
」

を
「
爭
」
に
作
る
。

○�

「
則
陷
於
偏
矣
」　
「
陷
」
を
成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「

」
に
、

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

○�

「
若
夫
賤
惡
者
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
賤
」
を
「
賎
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
或
有
長
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
惡
而
知
其
美
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
美
」

を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
お
尋
ね
し
た
。「
正
心
章
で
は
忿
懥
、
恐
懼
、
好
楽
、
憂
患
に
つ
い

て
述
べ
、
修
身
章
で
は
親
愛
、
賎
悪
、
畏
敬
、
哀
矜
、
敖
惰
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
れ
は
つ
ま
り
心
が
超
然
と
し
て
こ
の
い
く
つ
か
の
外
に

立
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
正
し
く
て
偏
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
外
か
ら
來
た
も
の
は
決

し
て
そ
の
内
側
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
内
か
ら
出
て
来
る
も
の
は
決
し

て
そ
れ
（
い
く
つ
か
の
も
の
）
に
溺
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。」

　

あ
る
人
が
お
尋
ね
し
た
。「
畏
敬
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
も
し
家
の
中
に
厳
格
な
家
長
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

私
た
ち
が
畏
敬
す
る
べ
き
対
象
だ
ね
。
し
か
し
、（
家
長
に
）
不
義
の
行
い
が
あ

っ
た
な
ら
ば
必
ず
争
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
畏
敬
の
心
が
強
す
ぎ
て
そ

の
命
令
に
盲
従
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
偏
り
に
陥
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
例

の
賎
悪
な
ど
は
勿
論
ち
ゃ
ん
と
賎
悪
し
な
い
と
い
け
な
い
も
の
だ
が
、
し
か
し
或

い
は
長
所
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
（
そ
の
長

所
を
）
わ
か
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
文
に
は
『
好
み
て
其
の
悪
を
知

り
、
悪
み
て
其
の
美
を
知
る
者
は
、
天
下
鮮
し
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
の
偏
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
指
し
示
し
て
い
て
非
常
に
適
切
だ
。」
万
人
傑
録

〔
注
〕　

（
１
）「
卓
然
」　

超
然
と
し
て
い
る
さ
ま
。

（
２
）�「
則
平
正
而
不
偏
辟
」　
『
大
学
章
句
』
に
於
い
て
、
人
は
「
親
愛
」
等
の
五

者
に
偏
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
六
二
条
「
親
愛
畏
敬
哀
矜

敖
惰
賤
惡
」
注
参
照
。

（
３
）�「
家
人
有
嚴
君
焉
」　
『
周
易
』
下
経
、
家
人
卦
、
彖
伝
「
家
人
有
嚴
君
焉
、

父
母
之
謂
也
。」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

五
四



（
４
）�「
當
不
義
則
争
之
」　
『
孝
経
』
諌
争
章
「
父
有
爭
子
、
則
身
不
陷
於
不
義
。

…
…
故
當
不
義
則
爭
之
。
從
父
之
令
、
又
焉
得
爲
孝
乎
。」

（
５
）「
指
點
」　

指
さ
し
て
示
す
こ
と
。

（
６
）�「
切
當
」　

ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
こ
と
。『
語
類
』
巻
八
一
、九
四
条
、

黄

録
（
Ⅵ2117
）「
四
牡
之
詩
古
注
云
、
無
公
義
、
非
忠
臣
也
、
無
私
情
、

非
孝
子
也
。
此
語
甚
切
當
。」

164
条

　

心
須
卓
立
在
八
九
者
之
外
、（
原
注
「
謂
忿
懥
之
類
。」）
而
勿
陷
於
八
九
者
之
中
、

方
得
其
正
。
聖
人
之
心
、
周
流
應
變
而
不
窮
、
只
爲
在
内
而
外
物
入
不
得
、
及
其

出
而
應
接
、
又
不
陷
於
彼
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
而
勿
陷
於
八
九
者
之
中
」　
「
陷
」
を
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本

は
「

」
に
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
應
變
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
變
」
を
「
変
」
に
作
る
。

○
「
只
爲
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。

○
「
夔
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
賜
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

心
は
必
ず
九
つ
の
も
の
の
外
に
し
っ
か
り
と
立
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
（
原

注
「
忿
懥
の
類
を
い
う
。」）、
九
つ
の
も
の
の
中
に
陥
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
、

そ
れ
で
は
じ
め
て
そ
の
正
を
得
る
と
い
え
る
の
だ
。
聖
人
の
心
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
を
巡
っ
て
柔
軟
に
変
化
し
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
そ
の

内
面
に
つ
い
て
は
外
物
が
入
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
に
向
か
っ
て
出
て
ゆ

く
に
当
た
っ
て
は
そ
れ
（
九
つ
の
も
の
）
に
陥
る
こ
と
が
な
い
か
ら
な
の
だ
。
林

夔
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
八
九
者
」　
「
八
九
」
は
「
九
」
と
言
う
に
同
じ
。
本
巻
一
一
九
条
「
四
五
」

注
を
参
照
。

（
２
）�「
聖
人
之
心
周
流
應
變
而
不
窮
」　
『
語
類
』
巻
七
一
、六
一
条
、周
謨
録
（
Ⅴ

1795

）「
論
復
見
天
地
之
心
。
程
子
曰
、
聖
人
無
復
、
故
未
嘗
見
其
心
。
且

堯
舜
孔
子
之
心
、
千
古
常
在
。
聖
人
之
心
、
周
流
運
行
、
何
往
而
不
可
見
。」

（
３
）�「
夔
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
記
録
者
名
を
「
賜
」
に
作
る
（
本
条
校
勘
参
照
）。

す
な
わ
ち
林
賜
で
あ
る
。
林
賜
は
慶
元
二
年
と
五
年
に
二
度
に
亘
っ
て
朱
子

に
師
事
し
て
お
り
、林
夔
孫
に
つ
い
て
は
『
朱
子
語
録
姓
氏
』
に
「
丁
巳
（
慶

元
二
年
）
以
後
所
聞
」
と
あ
る
。
田
中
謙
二
『
朱
子
弟
子
師
事
年
攷
』
は
林

賜
の
同
席
者
に
林
夔
孫
の
名
を
挙
げ
る
（76

）。

165
条

　

問
、
七
章
、
八
章
頗
似
一
意
、
如
何
。
曰
、
忿
懥
之
類
、
心
上
理
會
。
親
愛
之

類
、
事
上
理
會
。
心
上
理
會
者
、
是
見
於
念
慮
之
偏
。
事
上
理
會
者
、
是
見
於
事

爲
之
失
。　

去
僞

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

五
五



〔
校
勘
〕

○
「
七
章
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
上
に
「
大
學
」
二
字
が
あ
る
。

○
「
親
愛
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

○
「
念
慮
之
偏
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
偏
」
を
誤
っ
て
「
徧
」
に
作
る
。

○
「
事
爲
之
失
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。

○
「
去
僞
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
僞
」
を
「
偽
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
七
章
と
八
章
と
は
ど
う
も
一
つ
の
意
味
で
あ
る
よ
う
に
思
う

の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
忿
懥
の
類
は
心
に
於
い

て
取
り
組
む
も
の
だ
。
親
愛
の
類
は
事
柄
に
於
い
て
取
り
組
む
も
の
だ
。
心
に
於

い
て
取
り
組
む
、
と
い
う
の
は
、
念
慮
の
偏
り
の
中
に
現
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

事
柄
に
於
い
て
取
り
組
む
、
と
い
う
の
は
、
行
為
の
誤
り
の
中
に
現
れ
る
、
と
い

う
こ
と
だ
。」
金
去
偽
録

〔
注
〕

（
１
）�「
忿
懥
之
類
心
上
理
會
」　

次
条
に
「
正
心
是
就
心
上
説
」
と
あ
る
。

（
２
）�「
親
愛
之
類
事
上
理
會
」　

次
条
に
「
修
身
是
就
應
事
接
物
上
説
」
と
あ
る
。

166
条

　

正
卿
問
、
大
學
傳
正
心
、
修
身
、
莫
有
深
淺
否
。

　

曰
、
正
心
是
就
心
上
説
、
修
身
是
就
應
事
接
物
上
説
。
那
事
不
從
心
上
做
出
來
。

如
修
身
、
如
絜
矩
、
都
是
心
做
得
出
。
但
正
心
是
萌
芽
上
理
會
。
若
修
身
及
絜
矩

等
事
、
却
是
各
就
地
頭
上
理
會
。　

恪

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
正
心
修
身
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」
に
作
る
。

○
「�

莫
有
深
淺
否
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
乕
」

に
作
る
。

○
「
修
身
是
就
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
做
出
來
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

○
「
却
是
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

林
学
蒙
が
お
尋
ね
し
た
。「『
大
学
』
の
伝
の
正
心
、
修
身
に
は
深
浅
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
正
心
と
い
う
の
は
心
に
つ
い
て
言
う
の
だ
。
修
身
と
い
う

の
は
事
柄
に
対
処
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
う
の
だ
。
一
体
ど
の
事
柄
は
心
か
ら
作

り
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
修
身
や
絜
矩
も
す
べ
て
心
が
作
り
出

し
て
い
る
の
だ
。
た
だ
、正
心
と
い
う
の
は
（
心
が
）
兆
す
時
に
取
り
組
む
の
だ
。

修
身
と
絜
矩
な
ど
の
事
は
、
す
べ
て
各
々
の
場
面
に
於
い
て
取
り
組
む
の
だ
。」

林
恪
録

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

五
六



〔
注
〕

（
１
）�「
正
卿
」　

林
学
蒙
、
字
正
卿
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）�「
正
心
修
身
莫
有
深
淺
否
」　

正
心
と
修
身
と
の
深
浅
に
つ
い
て
は
〔
参
考
〕

を
参
照
。「
莫
Ａ
否
」
は
、Ａ
で
は
な
い
か
。
巻
一
五
、一
三
二
条
等
に
既
出
。

（
３
）�「
那
事
不
從
心
上
做
出
來
」　
「
那
」は
ど
ん
な
、ど
の
。
現
代
中
国
語
の「
哪
」

に
同
じ
。

（
４
）�「
絜
矩
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而

民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民
不
倍
、
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道

也
。」
朱
注
「
絜
、度
也
。
矩
、所
以
爲
方
也
。」
巻
一
五
、一
三
二
条
に
既
出
。

（
５
）「
地
頭
」　

地
点
、
場
所
、
立
場
、
場
面
。
巻
一
五
、一
三
二
条
に
既
出
。

〔
参
考
〕

　

王
星
賢
点
校
本
に
は
、「
此
條
已
見
十
五
巻
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
伝
経
堂

本
に
は
こ
の
注
記
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
朱
子
語
類
記
疑
」
に
「
正
卿
條
重
出
見

十
五
巻
、
作
或
問
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
本
条
は
巻
一
五
、一
三
二
条
、
欠
名
録
（
Ⅰ

307

）
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
原
文
を
掲
出
す
る
。

　
「
或
問
。
正
心
、
修
身
、
莫
有
淺
深
否
。
曰
。
正
心
是
就
心
上
説
、
修
身
是
就

應
事
接
物
上
説
。
那
事
不
自
心
做
出
來
。
如
修
身
、
如
絜
矩
、
都
是
心
做
出
來
。

但
正
心
、
却
是
萌
芽
上
理
會
。
若
修
身
與
絜
矩
等
事
、
都
是
各
就
地
頭
上
理
會
。」

167
条

　

問
、
正
心
章
既
説
忿
懥
四
者
、
修
身
章
又
説
之
其
所
親
愛
之
類
、
如
何
。

　

曰
、
忿
懥
等
是
心
與
物
接
時
事
、
親
愛
等
是
身
與
物
接
時
事
。　

廣

〔
校
勘
〕

○
「
忿
懥
四
者
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
矣
而
」
二
字
が
あ
る
。

○�

「
修
身
章
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」

に
作
る
。

○
「
親
愛
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
如
何
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
上
に
「
是
」
字
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
正
心
章
で
既
に
忿
懥
等
の
四
つ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
い

て
、
修
身
章
で
ま
た
『
其
の
親
愛
す
る
所
に
之お

い
て
』
の
類
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
忿
懥
な
ど
は
心
が
事
物
と
接
触
す
る
際
の
こ
と
で
、
親
愛

な
ど
は
身
体
が
事
物
と
接
触
す
る
際
の
こ
と
だ
。」
輔
広
録

〔
注
〕

（
１
）�「
忿
懥
等
是
心
與
物
接
時
事
」　

一
六
五
条
に
「
忿
懥
之
類
、
心
上
理
會
」

と
あ
る
。　
　

（
２
）�「
親
愛
等
是
身
與
物
接
時
事
」　

一
六
五
条
に
「
親
愛
之
類
、
事
上
理
會
」

と
あ
る
。

168
条

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

五
七



　

正
心
、
修
身
、
今
看
此
段
大
概
差
錯
處
皆
未
在
人
欲
上
。
這
箇
皆
是
人
合
有
底

事
、
皆
恁
地
差
錯
了
。
況
加
之
以
放
辟
邪
侈
、
分
明
是
官
街
上
錯
了
路
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
正
心
修
身
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」

に
作
る
。

○�

「
此
段
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
此
」
を
「
兩
」
に
作
る
。
成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝

鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
段
」
を
「
叚
」
に
作
る
。

○�

「
大
概
」　

萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
概
」
を
「
槩
」
に
作
る
。

○
「
差
錯
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

○�

「
這
箇
皆
是
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○�

「
況
加
之
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
況
」

を
「
况
」
に
作
る
。

○
「
分
明
是
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
「
明
」
を
「
朙
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

正
心
章
や
修
身
章
に
つ
い
て
は
今
こ
れ
を
見
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
そ
こ
に
見

ら
れ
る
誤
り
と
い
う
の
は
ど
れ
も
ま
だ
人
欲
と
は
関
わ
り
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
ど

れ
も
人
に
と
っ
て
あ
っ
て
当
然
の
事
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
に
誤
っ
て

し
ま
う
。
ま
し
て
や
こ
の
上
や
り
た
い
放
題
が
加
わ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か

に
大
通
り
で
道
を
間
違
え
る
よ
う
な
も
の
だ
。
葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
差
錯
」　

誤
る
こ
と
。

（
２
）�「
這
箇
皆
是
人
合
有
底
事
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
所
謂
脩
身
在
正
其
心

者
、
身
有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
、
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
、
有
所
好
樂
、

則
不
得
其
正
、有
所
憂
患
、則
不
得
其
正
。」
朱
注
「
蓋
是
四
者
、皆
心
之
用
、

而
人
所
不
能
無
者
。」
ま
た
、『
大
學
章
句
』
傳
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在
脩
其

身
者
、
人
之
其
所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬
而
辟

焉
、
之
其
所
哀
矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。
故
好
而
知
其
惡
、
惡
而

知
其
美
者
、
天
下
鮮
矣
。」
朱
注
「
五
者
在
人
、
本
有
當
然
之
則
。」

（
３
）�「
放
辟
邪
侈
」　
『
孟
子
』
梁
恵
王
章
句
上
「
苟
無
恒
心
、
放
辟
邪
侈
、
無
不

爲
已
。」

（
４
）�「
官
街
」　

大
通
り
。『
語
類
』
巻
一
三
八
、五
〇
条
、包
揚
録
（
Ⅷ3283

）「
唐

宮
殿
制
度
正
當
甚
好
。
官
街
皆
用
墻
、
居
民
在
墻
内
、
民
出
入
處
皆
有
坊
門
、

坊
中
甚
窄
。」

（
５
）「
錯
了
路
」　

道
を
間
違
え
る
。

169
条

　

子
升
問
。
修
身
齊
家
章
所
謂
親
愛
、
畏
敬
以
下
、
説
凡
接
人
皆
如
此
、
不
特
是

一
家
之
人
否
。
曰
。
固
是
。

　

問
。
如
何
修
身
、却
專
指
待
人
而
言
。
曰
。
修
身
以
後
、大
概
説
向
接
物
待
人
去
、

又
與
只
説
心
處
不
同
。
要
之
、
根
本
之
理
則
一
、
但
一
節
説
闊
一
節
去
。　

木
之

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

五
八



〔
校
勘
〕

○�

「
子
升
問
修
身
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
修
」
を
「
脩
」

に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
問
如
何
修
身
」　

萬
暦
本
は
「
問
」
を
「
明
」
に
誤
る
。

○�

「
却
專
指
待
人
而
言
」　

劉
氏
伝
経
堂
本
は「
却
」を「
卻
」に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
大
概
」　

底
本
は
「
大
概
」
に
作
り
、
成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
本
、
劉
氏
伝
経

堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
大
槩
」
に
作
る
。

○�

「
又
與
只
説
心
處
不
同
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。（
以

下
同
じ
）

○�

「
但
一
節
説
闊
一
節
去
」　

萬
暦
本
、
呂
本
、
和
刻
本
は
「
闊
」
を
「
濶
」
に
作

り
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
節
」
を
「

」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

〔
訳
〕

　

子
升
が
質
問
し
た
。「
修
身
斉
家
章
の
い
わ
ゆ
る
「
親
愛
」「
畏
敬
」
以
下
に
つ

い
て
、
一
般
的
に
人
々
と
接
す
る
際
は
す
べ
て
こ
の
よ
う
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、

た
だ
家
族
の
人
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
も

ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
だ
。」

　

質
問
し
た
。「
ど
う
し
て
修
身
な
の
に
、
か
え
っ
て
専
ら
人
と
接
す
る
こ
と
を

指
す
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
修
身
の
後
は
、
だ
い
た
い
人
と
接
す
る
こ
と
と

事
柄
に
対
応
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
き
、
心
し
か
説
か
な
い
と
こ
ろ
と
は
違
う
。

要
す
る
に
、
根
本
的
な
道
理
は
同
じ
だ
が
、（『
大
学
』
に
お
い
て
）
一
節
ご
と
に

内
容
の
幅
が（
実
践
工
夫
の
順
番
に
よ
っ
て
）漸
進
的
に
廣
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。」

　

銭
木
之
録

〔
注
〕

（
１
）「
子
升
」　

本
巻
、
五
七
条
既
出
。

（
２
）「
接
人
」「
待
人
」　
「
人
と
接
す
る
」
の
意
。

（
３
）�「
接
物
待
人
」　
「
待
人
接
物
」、「
接
人
待
物
」
と
も
い
う
。『
語
類
』
巻

一
三
、一
一
九
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅰ　

240

）「
問
。
待
人
接
物
、
隨
其
情
之

厚
薄
輕
重
而
為
酬
酢
邪
。
一
切
不
問
而
待
之
以
厚
邪
。
曰
。
知
所
以
處
心
持

己
之
道
、
則
所
以
接
人
待
物
、
自
有
準
則
。」

（
４
）�「
又
與
只
説
心
處
不
同
」　
「
只
説
心
處
」
は
『
大
学
』
伝
七
章
（
正
心
）
の

こ
と
を
指
す
。
原
文「
所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
、身
有
所
忿
懥
、則
不
得
其
正
。

有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
。
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。
有
所
憂
患
、
則
不

得
其
正
。」
朱
注
「
程
子
曰
。
身
有
之
身
當
作
心
。」「
盖
是
四
者
、
皆
心
之

用
、
而
人
所
不
能
無
者
」
云
々
。『
語
類
』
本
巻
、
一
六
六
条
、
林
恪
録
（
Ⅱ

　

350

）「
正
卿
問
。
大
學
傳
正
心
、
修
身
、
莫
有
深
淺
否
。
曰
。
正
心
是
就

心
上
說
、
修
身
是
就
應
事
接
物
上
說
。」

（
５
）�「
但
一
節
説
闊
一
節
去
」　

こ
の
表
現
は
や
や
理
解
し
に
く
い
が
、
以
下
の

よ
う
な
用
例
が
あ
る
。『
語
類
』巻
一
四
、二
一
条
、鄭
可
学
録（
Ⅰ　

252

）「
大

抵
大
學
、
一
節
一
節
恢
廓
展
布
將
去
、
然
必
到
於
此
而
後
進
。
既
到
而
不
進
、

固
不
可
。
未
到
而
求
進
、
亦
不
可
。
且
如
國
既
治
、
又
却
絜
矩
、
則
又
欲
其

四
方
皆
準
之
也
。
此
一
卷
書
甚
分
明
、不
是
滚
作
一
塊
物
事
。」「
大
抵
大
學
、

一
節
一
節
恢
廓
展
布
將
去
」
以
下
、『
大
学
』
が
為
学
工
夫
の
階
梯
を
段
階

的
漸
進
的
に
説
く
書
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。「
恢
廓
展
布
」
は
「
修
身

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

五
九



→
齊
家
→
治
國
→
平
天
下
」
と
実
践
の
場
が
同
心
円
状
に
拡
大
し
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
か
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注
』
巻
十
四
、三
十
頁
参
照
。
本
条
の
「
一

節
説
闊
一
節
去
」
と
「
一
節
一
節
恢
廓
展
布
將
去
」
と
の
意
味
は
ほ
ぼ
同
じ

だ
ろ
う
。
ま
た
、『
語
類
』
巻
一
五
、八
五
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ　

298

）「
格

物
是
夢
覺
關
、
誠
意
是
善
惡
關
。
過
得
此
二
關
、
上
面
工
夫
卻
一
節
易
如
一

節
了
。
到
得
平
天
下
處
、
尚
有
些
工
夫
。
只
為
天
下
闊
、
須
著
如
此
點
檢
。」

『
語
類
』
巻
一
五
、一
一
五
条
、林
夔
孫
録
（
Ⅰ　

305

）「
須
去
了
自
欺
之
意
、

意
誠
則
心
正
。
誠
意
最
是
一
段
中
緊
要
工
夫
、下
面
一
節
輕
一
節
。」『
語
類
』

巻
一
五
、一
一
八
条
、
孫
自
修
録
（
Ⅰ　

305

）「
致
知
、
誠
意
兩
節
、
若
打

得
透
時
、已
自
是
箇
好
人
。
其
它
事
一
節
大
如
一
節
、病
敗
一
節
小
如
一
節
。」

な
お
、
こ
の
「
節
」
は
竹
の
節
の
比
喩
で
あ
る
。
本
巻
、
一
八
九
条
、
李
壮

祖
録
（
Ⅱ　

355

）「
問
正
心
修
身
章
後
注
云
「
此
亦
當
通
上
章
推
之
、
蓋
意

或
不
誠
、
則
無
能
實
用
其
力
以
正
其
心
者
」
云
云
。
曰
。
大
學
所
以
有
許
多

節
次
、
正
欲
學
者
逐
節
用
工
、
非
如
一
無
節
之
竹
、
使
人
才
能
格
物
、
則
便

到
平
天
下
也
。」

170
条

　

第
八
章
。
人
謂
衆
人
。
之
猶
於
也
、
之
其
亦
如
於
其
人
、
即
其
所
向
處
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　
『
大
学
』
伝
八
章
（
の
注
）
に
「
人
は
衆
人
を
謂
ふ
。
之
は
猶
ほ
於
（
お
い
て
）

の
如
き
な
り
」、「
之
其
」
は
ま
た
「
其
の
人
に
於
い
て
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、

つ
ま
り
、（
人
の
情
の
）
向
か
う
対
象
の
こ
と
で
あ
る
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
泳
」　

本
巻
、
一
五
条
既
出
。

（
２
）�「
人
謂
衆
人
。
之
猶
於
也
」　
『
大
学
』
伝
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在
修
身
者
、

人
之
其
所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬
而
辟
焉
、
之

其
所
哀
矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。
故
好
而
知
其
惡
、
惡
而
知
其
美

者
、
天
下
鮮
矣
。」
朱
注
「
人
謂
衆
人
。
之
猶
於
也
。」

（
３
）�「
即
其
所
向
處
」　
『
大
学
』
伝
八
章
の
朱
注
「
然
常
人
之
情
惟
其
所
向
而
不

加
審
焉
。」

171
条

　

之
其
所
親
愛
之
之
猶
往
也
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
「
之
其
所
親
愛
」
の
上
に
「
大
學
」
の
二
字
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　
「
其
の
親
愛
す
る
所
に
之
き
」
の
「
之
」
は
こ
の
場
合
、「
往
く
」
の
意
味
で
理

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

六
〇



解
で
き
る
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）�「
之
猶
往
也
」　

現
行
の
朱
子
『
大
学
章
句
』
に
は
「
之
猶
於
也
」
と
い
う
。

『
語
類
』
本
條
の
「
之
猶
往
也
」
の
解
釈
は
、「
大
学
」
の
こ
の
部
分
に
對
す

る
鄭
玄
注
「
之
、
適
也
」
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
猶
」
は

近
似
を
示
す
詞
で
あ
る
。
朱
子『
大
学
章
句
』に
は
、し
ば
し
ば「
某
猶
某
也
」

と
の
訓
詁
を
加
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
知
猶
識
也
」「
物
猶
事
也
」
や
本

章
（
伝
八
章
）
の
朱
注
「
辟
猶
偏
也
」
な
ど
は
こ
れ
で
あ
る
。

172
条

　

問
。
大
學
譬
音
改
僻
、
如
何
。
曰
。
只
緣
人
心
有
此
偏
僻
。

　

問
。
似
此
、
恐
於
修
身
在
正
其
心
處
相
類
否
。
曰
。
略
相
似
。　

〔
校
勘
〕

○
「
譬
音
改
僻
」
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
音
」
の
字
が
あ
る
。

○�

「

」（
記
録
者
名
）
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
○
按
／
砥
銅
同
」
の
四
字
小
注

が
あ
る
。「
銅
」
は
「
録
」
の
誤
字
と
思
わ
れ
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「『
大
学
』
伝
八
章
の
「
譬
」
の
音
を
「
僻
」
に
改
め
た
の
は
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
た
だ
人
間
の
心
に
は
こ
の
よ
う
な
偏
り
が
あ
る
か

ら
だ
。」

　
（
更
に
）
質
問
し
た
。「
そ
う
で
あ
れ
ば
、
思
う
に
（
伝
七
章
の
）「
身
を
修
む

る
は
其
の
心
を
正
し
く
す
る
に
在
り
」
の
と
こ
ろ
と
似
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

先
生
「
ほ
ぼ
似
て
い
る
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）�「
大
學
譬
音
改
僻
」　
『
大
学
』
伝
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在
修
身
者
、
人
之
其

所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬
而
辟
焉
、
之
其
所
哀

矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。」
朱
注
「
辟
、
讀
爲
僻
。」「
辟
、
猶
偏

也
。」
こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
玄
注
は
「
譬
猶
喩
也
」、
釈
文
は
「
而
辟
、
音

譬
、
下
及
注
同
、
謂
譬
喩
也
」
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
「
辟
」
に
つ
い
て
の

朱
子
の
解
釈
は
早
年
と
晩
年
の
区
別
が
あ
り
、『
章
句
』
の
ほ
う
が
晩
年
の

定
論
と
思
わ
れ
る
。
李
氏
朝
鮮
の
朱
子
学
者
で
あ
る
韓
元
震
（
一
六
八
二

～
一
七
五
一
）
の
『
朱
子
言
論
同
異
攷
』
巻
二
「
大
学
」（
保
景
文
化
社
、

二
〇
〇
八
年
五
月
、
二
九
頁
）
は
、「
答
許
順
之
書
以
大
學
「
之
所
譬
焉
」

作
「
譬
」
字
説
、與
章
句
不
同
。（
原
注
：
定
論
又
見
答
張
敬
夫
、呂
伯
恭
書
）」

と
指
摘
し
て
い
る
。「
作
譬
字
説
」
と
い
う
の
は
、
先
述
の
鄭
玄
の
注
に
基

づ
く
解
釋
で
あ
る
。
当
該
の
「
答
許
順
之
書
」
と
は
「
答
許
順
之
」
第
十
二

書
（『
朱
子
文
集
』
巻
三
九
）
の
こ
と
で
、
こ
の
書
簡
は
朱
子
三
十
八
歳
の

も
の
（
陳
來
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』、下
同
）
で
あ
る
。
ま
た
当
該
の
「
答

呂
伯
恭
書
」
は
「
答
呂
伯
恭
」
第
四
十
二
書
（『
朱
子
文
集
』
巻
三
三
）
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
は
朱
子
四
十
六
歳
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
答
張

敬
夫
書
」
は
「
答
敬
夫
孟
子
説
疑
義
」（『
朱
子
文
集
』
巻
三
一
）
を
指
し
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

六
一



こ
の
書
簡
は
朱
子
四
十
七
歳
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
朱
子
は

三
十
八
歳
の
頃
は
い
ま
だ
鄭
玄
注
の
説
に
従
い
、
四
十
六
、七
歳
の
時
点
で

自
分
の
説
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
２
）�「
只
緣
人
心
有
此
偏
僻
」　
「
只
緣
」
は
現
代
語
の
「
只
因
為
」
の
意
。「
人

心
有
此
偏
僻
」
に
つ
い
て
、
本
章
の
親
愛
以
下
の
五
者
と
前
章
の
忿
懥
以
下

の
四
者
の
こ
と
を
指
す
。『
語
類
』
本
巻
、
一
六
三
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅰ　

350

）「
或
問
。
正
心
章
說
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
、
修
身
章
說
親
愛
・

賤
惡
・
畏
敬
・
哀
矜
・
敖
惰
、
如
何
。
曰
。
是
心
卓
然
立
乎
此
數
者
之
外
、

則
平
正
而
不
偏
辟
。」『
語
類
』
本
巻
、
一
六
四
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ　

350

）

「
心
須
卓
立
在
八
九
者
之
外
（
原
注
：
謂
忿
懥
之
類
）、
而
勿
陷
於
八
九
者
之

中
、
方
得
其
正
。」「
八
九
者
」
と
い
う
も
の
は
伝
七
章
の
「
四
者
」
と
伝
八

章
の
「
五
者
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
朱
子
は
前

後
二
章
を
結
び
つ
け
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
３
）�「
恐
於
修
身
在
正
其
心
處
相
類
否
」　
『
大
学
』
伝
七
章
「
所
謂
修
身
在
正
其

心
者
…
此
謂
修
身
在
正
其
心
」
と
あ
る
。

（
４
）�「
略
相
似
」　

伝
七
章
の
下
に
朱
注
「
此
亦
承
上
章
以
起
下
章
」
と
し
伝
七

章
と
伝
八
章
を
關
連
さ
せ
て
理
解
し
よ
う
と
し
、
ま
た
『
大
学
或
問
』
で
は

伝
八
章
に
つ
い
て
、「
此
章
之
意
、
實
承
上
章
。
其
立
文
命
意
、
大
抵
相
似
。」

と
言
い
、
伝
八
章
の
内
容
が
伝
七
章
の
意
を
承
け
て
い
る
も
の
と
言
う
。
朱

子
が
伝
八
章
の
「
譬
」
の
音
を
「
僻
」
に
改
め
る
の
は
、「
僻
」
の
音
な
ら

ば
「
偏
」
の
意
味
と
な
り
、
前
章
の
「
不
得
其
正
」
の
部
分
と
意
味
が
近
い

も
の
と
な
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。「
答
呂
伯
恭
」
第
四
十
二

書
に
は
「
近
讀
大
學
、疑
「
人
之
其
所
親
愛
而
辟
焉
」、只
合
讀
爲
「
僻
」
字
、

則
與
上
章
同
體
。」「
答
敬
夫
孟
子
説
疑
義
」「
據
此
辟
字
、
只
合
讀
作
「
僻
」

字
。
蓋
此
言
常
人
於
其
好
惡
之
私
、
常
有
所
偏
而
失
其
正
…
又
與
上
章
文
勢

正
相
似
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
章
に
対
す
る
朱
注
は
書
き
方
の
構
造

が
似
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
朱
子
が
伝
七
章
と
伝
八
章
の
内

容
を
關
連
さ
せ
て
解
釋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
七
章
の
朱
注
「
盖
是

四
者
、
皆
心
之
用
而
人
所
不
能
無
者
、
然
一
有
之
而
不
能
察
、
則
欲
動
情
勝
、

而
其
用
之
所
行
、
或
不
能
不
失
其
正
矣
。」
伝
八
章
の
朱
注
「
五
者
、
在
人

本
有
當
然
之
則
、
然
常
人
之
情
惟
其
所
向
而
不
加
察
焉
、
則
必
陷
於
一
偏
而

身
不
脩
矣
。」。

173
条

　

問
。
古
注
辟
作
譬
、
似
窒
礙
不
通
。
曰
。
公
亦
疑
及
此
。
某
正
以
他
説
之
其
所

敖
惰
而
譬
焉
、
敖
惰
非
美
事
、
如
何
譬
得
。
故
今
只
作
僻
字
説
、
便
通
。
況
此
篇

自
有
僻
字
、
如
辟
則
爲
天
下
僇
矣
之
類
是
也
。　

大
雅

〔
校
勘
〕

○�

「
問
」
と
「
古
注
辟
作
譬
」
の
間
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
大
學
言
人
之
其
所
好
樂

而
辟
焉
」
の
十
二
字
が
あ
る
。

○
「
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
答
曰
」
に
作
る
。

○�

「
之
其
所
敖
惰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
惰
」
を
「
隋
」
に
誤
る
。

○
「
便
通
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○�

「
況
此
篇
自
有
僻
字
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版

京
都
府
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学
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術
報
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本
、
和
刻
本
は
「
況
」
を
「
况
」
に
作
る
。

○�

「
如
辟
則
爲
天
下
僇
矣
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。（
以

下
同
じ
）

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
古
注
に
は
「
辟
」
を
「
譬
」
に
作
っ
て
い
ま
す
が
、
前
後
の
つ

な
が
り
が
惡
く
通
じ
な
い
よ
う
で
す
。」
先
生
「
君
も
こ
れ
を
疑
う
ね
。
私
は
ま

さ
に
思
う
ん
だ
が
、
彼
（
鄭
玄
）
が
「
其
の
敖
惰
す
る
所
に
之
き
て
譬
ふ
」
と
い

っ
て
い
た
が
、
敖
惰
す
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
は
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
譬
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
だ
か
ら
今
は
た
だ
「
僻
」
の
字
と
し
て
説
け
ば
、
そ
れ
で

通
じ
よ
う
。
ま
し
て
や
、
こ
の
篇
に
は
も
と
も
と
「
僻
」
と
い
う
意
味
の
文
字
が

あ
り
、
た
と
え
ば
（
伝
十
章
の
）「
辟か
た
よれ
ば
則
ち
天
下
の
僇
と
為
る
」
と
い
う
の

は
そ
れ
だ
。」　

余
大
雅
録

〔
注
〕

（
１
）�「
窒
礙
」　
「
流
れ
が
滞
る
こ
と
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
一
、七
六
条
、
葉
賀

孫
録
（
Ⅰ　

186

）「
某
向
時
與
朋
友
説
讀
書
、
也
教
他
去
思
索
、
求
所
疑
。

近
方
見
得
、
讀
書
只
是
且
恁
地
虛
心
就
上
面
熟
讀
、
久
之
自
有
所
得
、
亦
自

有
疑
處
。
蓋
熟
讀
後
、
自
有
窒
礙
不
通
處
、
是
自
然
有
疑
、
方
好
較
量
。
今

若
先
去
尋
箇
疑
、
便
不
得
。」「
滞
礙
」
と
も
い
う
。『
語
類
』
巻
三
四
、五
五

条
、
林
恪
録
（
Ⅲ　

866

）「
如
禮
樂
射
御
書
數
、
一
件
事
理
會
不
得
、
此
心

便
覺
滯
礙
。
惟
是
一
一
去
理
會
、
這
道
理
脈
絡
方
始
一
一
流
通
、
無
那
箇
滞

礙
。」『『
朱
子
語
類
』
訳
注
』
巻
一
一
、一
九
六
頁
参
照
。

（
２
）�「
公
亦
疑
及
此
」　
「
公
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
質
問
者
で
あ
り
、
二
人

称
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
八
七
頁
参
照
。

（
３
）�「
某
正
以
他
説
之
其
所
敖
惰
而
譬
焉
」　

鄭
玄
の
注
は
「
辟
」
を
「
譬
」
に

作
る
の
で
、
こ
の
「
他
」
は
鄭
玄
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
前
文
の
二
人

称
で
あ
る
「
公
」
に
對
し
て
、
こ
の
「
某
」
は
一
人
称
。

（
４
）�「
敖
惰
非
美
事
」　
「
美
事
」（「
好
事
」
と
も
い
う
）
は
「
良
い
こ
と
」
の
意
。

『
春
秋
繁
露
』「
同
類
相
動
」「
美
事
召
美
類
、
惡
事
召
惡
類
、
類
之
相
應
而

起
也
。」『
語
類
』
巻
一
三
二
、二
四
条
、
包
揚
録
（
Ⅷ　

3171

）「
胡
邦
衡
尚

號
為
有
知
識
者
、
一
日
以
書
與
范
伯
達
云
、
某
解
得
易
、
魏
公
為
作
序
。
解

得
春
秋
、
鄭
億
年
為
作
序
。
以
為
美
事
。」

（
５
）�「
如
辟
則
爲
天
下
僇
矣
之
類
是
也
」　

こ
の
語
は
『
大
学
』
伝
十
章
「
詩
云
。

節
彼
南
山
、
維
石
巖
巖
、
赫
赫
師
尹
、
民
具
爾
瞻
。
有
國
者
不
可
以
不
慎
、

辟
則
為
天
下
僇
矣
。」
に
基
づ
く
。
こ
の
部
分
に
對
し
て
朱
注
は
「
辟
、
讀

爲
僻
。」「
辟
、
偏
也
。
言
在
上
者
人
所
瞻
仰
、
不
可
不
謹
。
若
不
能
絜
矩
而

好
惡
殉
於
一
己
之
偏
、
則
身
弑
國
亡
、
爲
天
下
之
大
戮
矣
。」
と
注
す
る
。

伝
十
章
の
こ
の
部
分
に
基
づ
い
て
八
章
の
「
辟
」
を
「
僻
」
の
意
味
と
し
て

読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
『
朱
子
文
集
』
巻
三
一
「
答
敬
夫
孟
子
説

疑
義
」
で
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
且
此
篇
惟
有
此
五
「
辟
」
字
、卒
章
有
「
辟

則
爲
天
下
僇
」、「
辟
」
字
亦
讀
爲
「
僻
」、
足
以
相
明
。」
伝
十
章
の
こ
の
部

分
に
対
し
て
鄭
玄
注
は
「
言
民
皆
視
其
所
行
而
則
之
、
可
不
慎
其
德
乎
。
邪

辟
失
道
則
有
大
刑
。」
と
し
て
お
り
、鄭
玄
注
は
、伝
八
章
の
「
辟
」
を
「
譬
」、

伝
十
章
の
「
辟
」
を
「
偏
」（「
邪
辟
」）
の
意
味
と
す
る
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
解
釋
す
る
。
一
方
、朱
注
は
こ
の
二
章
の
「
辟
」
を
と
も
に
「
偏
」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

六
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の
意
味
で
解
釈
し
、
一
貫
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
朱
子
経
書
解
釈
の
特
色
の

一
つ
と
言
え
よ
う
。
一
七
二
條
と
本
條
と
は
「
辟
」
を
「
偏
」
の
意
味
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『
大
学
或
問
』
に
「
或

問
。
八
章
之
辟
舊
讀
為
譬
、
而
今
讀
為
僻
、
何
也
。
曰
。
舊
音
舊
説
、
以
上

章
例
之
而
不
合
也
、
以
下
文
逆
之
而
不
通
也
。
是
以
間
者
竊
以
類
例
文
意
求

之
、而
得
其
説
如
此
。」
と
あ
る
。『
語
類
』
の
一
七
二
條
の
内
容
は
、『
或
問
』

の
「
上
章
を
以
て
之
れ
を
例
と
す
る
も
、合
わ
ざ
る
な
り
」
の
こ
と
を
説
き
、

本
條
の
内
容
は
、『
或
問
』
の
「
下
文
を
以
て
之
れ
に
逆
ふ
る
も
、
通
ぜ
ざ

る
な
り
」
の
こ
と
を
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

174
条

　

親
愛
、
賤
惡
、
畏
敬
、
哀
矜
、
敖
惰
、
各
自
有
當
然
之
則
、
只
不
可
偏
。
如
人

飢
而
食
、
只
合
當
食
、
食
纔
過
些
子
、
便
是
偏
。
渴
而
飲
、
飲
才
過
些
子
、
便
是

偏
。
如
愛
其
人
之
善
、
若
愛
之
過
、
則
不
知
其
惡
、
便
是
因
其
所
重
而
陷
於
所
偏
。

惡
惡
亦
然
。

　

下
面
説
人
莫
知
其
子
之
惡
、
莫
知
其
苗
之
碩
、
上
面
許
多
偏
病
不
除
、
必
至
於

此
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
賤
惡
」�

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「
賽
」
に
作
る
。（
以
下
同
じ
）

○
「
下
面
」「
上
面
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
下
靣
」「
上
靣
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

親
愛
、
賎
悪
、
畏
敬
、
哀
矜
、
敖
惰
の
五
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
そ
う
あ
る

べ
き
道
理
が
あ
る
の
だ
が
、
た
だ
偏
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
た
と
え
ば
、
人
は

飢
え
れ
ば
食
べ
、
食
べ
る
べ
き
だ
が
、（
食
べ
る
と
き
に
）
少
し
で
も
食
べ
す
ぎ

た
ら
そ
れ
が
偏
り
と
い
う
こ
と
で
、
渇
け
ば
飲
み
、
少
し
で
も
飲
み
す
ぎ
た
ら
そ

れ
が
偏
り
と
い
う
こ
と
だ
。
か
り
に
そ
の
人
の
善
を
愛
し
て
も
、愛
し
過
ぎ
た
ら
、

そ
の
人
の
悪
の
面
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
そ
の
相
手
を
重
ん

ず
る
あ
ま
り
偏
り
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
人
の
悪
を
悪
む
場
合
も
同
様
だ
。

　

後
文
の
「
人
は
其
の
子
の
惡
を
知
る
も
の
莫
く
、
其
の
苗
の
碩
い
な
る
を
知
る

も
の
莫
し
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
前
文
が
説
く
多
く
の
偏
り
の
病
害
を
取
り

除
い
て
い
な
か
っ
た
ら
、
必
ず
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
親
愛
、賤
惡
、畏
敬
、哀
矜
、敖
惰
、各
自
有
當
然
之
則
、只
不
可
偏
」　
『
大
学
』

伝
八
章
の
朱
注
「
五
者
、
在
人
本
有
當
然
之
則
、
然
常
人
之
情
惟
其
所
向
而

不
加
審
焉
、
則
必
陷
於
一
偏
而
身
不
修
矣
。」「
當
然
之
則
」
に
つ
い
て
、『
大

学
或
問
』
経
一
章
に
「
至
於
天
下
之
物
、
則
必
各
有
所
以
然
之
故
、
與
其
所

當
然
之
則
、
所
謂
理
也
。」
と
あ
る
。

（
２
）�「
飢
而
食
」「
渴
而
飲
」　
『
大
戴
禮
記
』「
王
言
」「
其
禮
可
守
、
其
信
可
復
、

其
跡
可
履
。
其
於
信
也
、
如
四
時
春
秋
冬
夏
。
其
博
有
萬
民
也
、
如
飢
而
食
、

如
渴
而
飮
。」『
語
類
』
巻
六
二
、七
二
条
、沈
僩
録
（
Ⅳ　

1496

）「
飢
而
食
、

渴
而
飲
、
日
出
而
作
、
日
入
而
息
、
其
所
以
飲
食
作
息
者
、
皆
道
之
所
在
也
。」

『
語
類
』
巻
一
五
、四
五
条
、
潘
時
擧
録
（
Ⅰ　

291

）「
如
孩
提
之
童
知
愛
其
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親
、
及
其
長
也
知
敬
其
兄
、
以
至
於
飢
則
知
求
食
、
渴
則
知
求
飲
、
是
莫
不

有
知
也
。」

（
３
）�「
食
纔
過
些
子
、便
是
偏
」「
飲
才
過
些
子
、便
是
偏
」　
「
纔
（
才
）
…
便
―
」

と
呼
応
し
、「
…
す
る
や
否
や
す
ぐ
―
だ
」。「
些
子
」は「
少
し
」あ
る
い
は「
少

し
の
も
の
」。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
四
九
頁
、六
七
頁
参
照
。『
抱

朴
子
内
篇
』「
極
言
」「
是
以
養
生
之
方
、
唾
不
及
遠
、
行
不
疾
步
、
耳
不
極

聽
、
目
不
久
視
、
坐
不
至
久
、
卧
不
及
疲
。
先
寒
而
衣
、
先
熱
而
解
。
不
欲

極
飢
而
食
、
食
不
過
飽
。
不
欲
極
渇
而
飲
、
飲
不
過
多
。
凡
食
過
則
結
積
聚
、

飲
過
則
成
痰
癖
。」
こ
こ
に
「
食
纔
過
些
子
、
便
是
偏
」「
飲
才
過
些
子
、
便

是
偏
」
と
い
う
の
は
、
養
生
理
論
に
基
づ
い
て
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。

（
４
）�「
合
當
」　

当
然
、
す
べ
き
で
あ
る
（
俗
語
）
の
意
。
田
中
謙
二
『
朱
子
語

類
外
任
篇
訳
注
』
一
四
八
頁
参
照
。

（
５
）�「
如
愛
其
人
之
善
、
若
愛
之
過
、
則
不
知
其
惡
、
便
是
因
其
所
重
而
陷
於
所

偏
、
惡
惡
亦
然
」　
『
大
学
或
問
』
に
「
蓋
曰
。
人
之
常
情
於
此
五
者
、
一
有

所
向
、
則
失
其
好
惡
之
平
、
而
陷
於
一
偏
。
是
以
身
有
不
修
、
不
能
齊
其
家

耳
。
蓋
偏
於
愛
、
則
溺
焉
而
不
知
其
惡
矣
、
偏
於
惡
、
則
阻
焉
而
不
知
其
善

矣
。
是
其
身
之
所
接
、
好
惡
取
舍
之
間
、
將
無
一
當
於
理
者
。」「
又
况
此
章

之
旨
、
乃
為
慮
其
因
有
所
重
而
陷
於
一
偏
者
發
、
其
言
雖
曰
有
所
敖
惰
、
而

其
意
則
正
欲
人
之
於
此
更
加
詳
審
。
雖
曰
所
當
敖
惰
、
而
猶
不
敢
肆
其
敖
惰

之
心
也
、
亦
何
病
哉
。」
と
あ
る
。

（
６
）�「
下
面
説
人
莫
知
其
子
之
惡
、
莫
知
其
苗
之
碩
」　
『
大
学
』
伝
八
章
「
故
好

而
知
其
惡
、
惡
而
知
其
美
者
、
天
下
鮮
矣
。
故
諺
有
之
曰
、
人
莫
知
其
子
之

惡
、莫
知
其
苗
之
碩
。」
朱
注
「
諺
、俗
語
也
。
溺
愛
者
不
明
、貪
得
者
無
厭
、

是
則
偏
之
為
害
、
而
家
之
所
以
不
齊
也
。」

175
条

　

人
之
其
所
親
愛
而
僻
焉
、
如
父
子
是
當
主
於
愛
、
然
父
有
不
義
、
子
不
可
以
不

爭
。
如
爲
人
父
雖
是
止
於
慈
、
若
一
向
僻
將
去
、
則
子
有
不
肖
、
亦
不
知
責
而
教

焉
、
不
可
。

　

人
之
其
所
賤
惡
而
僻
焉
、
人
固
自
有
一
種
可
厭
者
、
然
猶
未
至
於
可
賤
惡
處
、

或
尚
可
教
。
若
一
向
僻
將
去
、
便
賤
惡
他
、
也
不
得
。

人
之
其
所
畏
敬
而
僻
焉
、
如
事
君
固
是
畏
敬
、
然
説
大
人
則
藐
之
、
又
不
甚
畏
敬
。

孟
子
此
語
雖
稍
粗
、
然
古
人
正
救
其
惡
、
與
陳
善
閉
邪
、
責
難
於
君
、
也
只
管
畏

敬
不
得
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
人
之
其
所
畏
敬
而
僻
焉
」　

朝
鮮
整
版
本
に
は
「
其
」
字
が
無
い
。

○
「
如
事
君
固
是
畏
敬
」
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
他
」
字
が
あ
る
。

○
「
又
不
甚
畏
敬
」
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
也
」
字
が
あ
る
。

○�
「
稍
粗
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
粗
」
を
「
麄
」
に
作
り
、
朝
鮮
整
版
本

は
「
粗
」
を
「
麤
」
に
作
る
。

○
「
然
古
人
正
救
其
惡
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
正
」
を
「
匡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
人
其
の
親
愛
す
る
所
に
之
て
僻
る
」
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
父
子
関
係

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

六
五



に
お
い
て
愛
を
主
と
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
父
に
不
義
が
あ
れ
ば
、
子
は
父
を
諫

め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
父
と
し
て
慈
（
愛
）
に
止
ま
っ
て
も
、
も
し
ひ
た

す
ら
慈
（
愛
）
し
て
偏
っ
て
い
け
ば
、
子
に
不
肖
な
行
い
が
あ
っ
て
も
、
叱
っ
て

教
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
れ
で
は
駄
目
だ
。

　
「
人
其
の
賤
惡
す
る
所
に
之
て
僻
る
」
と
い
う
の
は
、
人
に
は
も
と
も
と
他
者

に
嫌
悪
感
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
者
が
い
る
が
、
賎
悪
す
べ
き
ほ
ど
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
た
ぶ
ん
ま
だ
教
え
導
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
ひ
た
す
ら
偏

っ
て
い
き
、
彼
を
賎
悪
し
て
し
ま
っ
た
ら
や
は
り
駄
目
だ
。

　
「
人
其
の
畏
敬
す
る
所
に
之
て
僻
る
」
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
君
主
に
仕

え
る
場
合
は
當
然
畏
敬
す
べ
き
だ
が
、（
孟
子
が
）「
大
き
人
に
説
く
に
は
こ
れ
を

藐
ん
ぜ
よ
」
と
言
っ
た
の
も
、
畏
敬
し
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
孟
子
の
こ
の

言
葉
は
や
や
粗
雑
で
あ
る
が
、古
人
が
そ
の
（
君
主
の
）
悪
を
正
し
た
こ
と
と
、「
善

を
陳
ね
て
邪
を
閉
ぎ
」、「
難
き
こ
と
を
君
に
責
め
」
た
こ
と
と
は
、
や
は
り
ひ
た

す
ら
畏
敬
す
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
だ
。　

葉
賀
孫
録
。

〔
注
〕

（
１
）�「
如
父
子
是
當
主
於
愛
」　
『
孝
経
』「
士
章
」「
子
曰
。
資
於
事
父
以
事
母
、

其
愛
同
。
資
於
事
父
以
事
君
、
其
敬
同
。
故
母
取
其
愛
而
君
取
其
敬
、
兼
之

者
父
也
。」『
左
伝
』
隠
公
三
年
「
君
義
、
臣
行
、
父
慈
、
子
孝
、
兄
愛
、
弟

敬
、
所
謂
六
順
也
。」『
説
文
』
に
「
慈
、
愛
也
。」

（
２
）�「
然
父
有
不
義
、
子
不
可
以
不
爭
」　
『
孝
経
』「
諫
諍
章
」「
父
有
爭
子
、
則

身
不
陥
於
不
義
。
故
當
不
義
、
則
子
不
可
以
不
爭
於
父
、
臣
不
可
以
不
爭
於

君
、
不
爭
則
非
忠
孝
、
故
當
不
義
則
爭
之
。
從
父
之
令
、
又
焉
得
為
孝
乎
。」

（
３
）�「
如
爲
人
父
雖
是
止
於
慈
」　
『
大
学
』
伝
三
章
「
詩
云
。
穆
穆
文
王
、
於
緝

熙
敬
止
。
為
人
君
止
於
仁
、
為
人
臣
止
於
敬
、
為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止

於
慈
、
與
國
人
交
止
於
信
。」

（
４
）�「
不
肖
」　
『
礼
記
』「
雑
記
」
下
「
主
人
對
曰
。
某
之
子
不
肖
、
不
敢
辟
誅
、

敢
不
敬
須
以
俟
命
。」
鄭
玄
注
「
肖
、
似
也
。
不
似
、
言
不
如
人
。」

（
５
）�「
説
大
人
則
藐
之
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
説
大
人
則
藐
之
、

勿
視
其
巍
巍
然
。」
朱
注
「
趙
氏
曰
。
大
人
、當
時
尊
貴
者
也
。
藐
、輕
之
也
。

巍
巍
、富
貴
髙
顯
之
貌
。
藐
焉
而
不
畏
之
、則
志
意
舒
展
、言
語
得
盡
也
。」『
語

類
』巻
六
一
、六
六
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅵ　

1474

）「
敬
之
問
説
大
人
則
藐
之
章
。

曰
。
這
為
世
上
有
人
把
大
人
許
多
崇
高
富
貴
當
事
、
有
言
不
敢
出
口
、
故
孟

子
云
爾
。
集
注
説
自
分
明
。
論
語
説
畏
大
人
、
此
卻
説
藐
大
人
。
大
人
固
當

畏
、
而
所
謂
藐
者
、
乃
不
是
藐
他
、
只
是
藐
他
許
多
「
堂
高
數
仞
、
榱
題
數

尺
」
之
類
。」
ま
た
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
、
楊
遵
道
録
「（
鄧
文
孚
）

又
問
。
孟
子
書
中
有
不
是
處
否
。
曰
。
只
是
門
人
録
時
、錯
一
兩
字
、如
「
説

大
人
則
藐
之
」。
夫
君
子
毋
不
敬
、
如
有
心
去
藐
他
人
、
便
不
是
也
。」

（
６
）�「
孟
子
此
語
雖
稍
粗
」　
『
語
類
』
巻
一
〇
〇
、三
四
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅶ　

2549

）「
性
者
道
之
形
體
、心
者
性
之
郛
郭
、身
者
心
之
區
宇
、物
者
身
之
舟
車
。

此
語
雖
説
得
粗
、畢
竟
大
概
好
。」「
粗
」
は
「
細
」（
精
）
の
対
概
念
で
あ
る
。

『
語
類
』
巻
一
二
九
、二
一
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅷ　

3090

）「
如
范
文
正
公
作

子
陵
祠
堂
記
云
。
先
生
之
心
、
出
乎
日
月
之
上
、
光
武
之
器
、
包
乎
天
地
之

外
。
微
先
生
、
不
能
成
光
武
之
大
。
微
光
武
、
豈
能
遂
先
生
之
高
。
胡
文
定

父
子
極
喜
此
語
。
大
抵
前
輩
議
論
粗
而
大
、
今
日
議
論
細
而
小
、
不
可
不
理

會
。」『
語
類
』
巻
三
、一
一
条
、楊
道
夫
録
（
Ⅰ　

35

）「
世
間
萬
事
皆
此
理
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号
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但
精
粗
小
大
之
不
同
爾
。」

（
７
）�「
然
古
人
正
救
其
惡
」　
「
正
救
」
は
「
正
す
こ
と
」「
な
お
す
こ
と
」
の
意
。

も
と
も
と
は
「
匡
救
」
と
い
い
、避
諱
の
た
め
「
匡
」（
宋
太
祖
趙
匡
胤
の
名
）

を
「
正
」
に
作
っ
て
い
る
。『
毛
詩
』「
詩
譜
序
」「
論
功
頌
德
、
所
以
將
順

其
美
。
剌
過
譏
失
、
所
以
匡
救
其
惡
。」『
語
類
』
巻
四
二
、八
六
条
、
葉
賀

孫
録
（
Ⅲ　

1091

）「
世
上
有
此
等
人
、
專
以
大
意
氣
加
人
。
子
張
平
日
是

這
般
人
、
故
孔
子
正
救
其
病
。」

（
８
）�「
陳
善
閉
邪
」「
責
難
於
君
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
故
曰
。
責
難
於
君
謂

之
恭
、
陳
善
閉
邪
謂
之
敬
、
吾
君
不
能
謂
之
賊
。」
朱
注
「
范
氏
曰
。
人
臣

以
難
事
責
於
君
、
使
其
君
為
堯
舜
之
君
者
、
尊
君
之
大
也
。
開
陳
善
道
以
禁

閉
君
之
邪
心
、
惟
恐
其
君
或
陷
於
有
過
之
地
者
、
敬
君
之
至
也
。
謂
其
君
不

能
行
善
道
而
不
以
告
者
、
賊
害
其
君
之
甚
也
。」

176
条

　

問
。
齊
家
段
、
辟
作
僻
。

　

曰
。
人
情
自
有
偏
處
。
所
親
愛
莫
如
父
母
、
至
於
父
母
有
當
幾
諫
處
、
豈
可
以

親
愛
而
忘
正
救
。
所
敬
畏
莫
如
君
父
、
至
於
當
直
言
正
諫
、
豈
可
專
持
敬
畏
而
不

敢
言
。
所
敖
惰
處
、
如
見
那
人
非
其
心
之
所
喜
、
自
懶
與
之
言
、
即
是
忽
之
之
意
。

　

問
。
敖
惰
、
惡
德
也
、
豈
君
子
宜
有
。

　

曰
。
讀
書
不
可
泥
、
且
當
看
其
大
意
。
縱
此
語
未
穩
、
亦
一
兩
字
失
耳
。
讀
書

專
留
意
小
處
、
失
其
本
領
所
在
、
最
不
可
。　

〔
校
勘
〕

○�

「
豈
可
以
親
愛
而
忘
正
救
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
忘
」
を
「

」
に
作
り
、「
正
」

を
「
匡
」
に
作
る
。

○�

「
至
於
當
直
言
正
諫
」
の
「
於
」
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
所
」
字
が
あ
る
。

○
「
敢
言
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
二
字
を
割
注
に
作
る
。

○�

「
讀
書
專
留
意
小
處
」　

呂
本
、劉
氏
伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
留
」を「
畱
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

斉
家
章
の
「
辟
」
を
「
僻
」
に
作
る
こ
と
に
つ
い
て
、
質
問
し
た
。

　

先
生
「
人
情
に
は
も
と
も
と
偏
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
。（
人
間
は
）
親
愛

す
る
相
手
は
父
母
よ
り
甚
だ
し
い
も
の
は
い
な
い
が
、
父
母
に
婉
曲
に
諫
め
る
べ

き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
親
愛
の
た
め
正
す
こ
と
を
忘
れ
て
よ
い
だ
ろ
う

か
。
敬
畏
す
る
相
手
は
主
君
よ
り
も
甚
だ
し
い
も
の
は
い
な
い
が
、
主
君
に
直
言

し
て
諫
め
る
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
専
ら
畏
敬
の
心
を
保
持
し
て
主
君

に
忠
告
し
よ
う
と
し
な
く
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
敖
惰
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
た
と
え

ば
、
他
人
が
自
分
の
心
に
と
っ
て
好
ま
し
く
思
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
自
ず
と
物

憂
く
て
相
手
と
話
す
の
も
面
倒
く
さ
く
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
相
手

を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

　

質
問
し
た
。「
敖
惰
と
は
、
悪
德
で
す
が
、
ど
う
し
て
君
子
に
あ
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
か
」。

　

先
生
「
読
書
に
お
い
て
は
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
禁
物
だ
。
そ
の
大
筋
を
捉
え
る

の
が
大
切
な
の
だ
。
た
と
え
こ
の
言
葉
が
穏
当
で
は
な
い
と
し
て
も
、
一
、二
文

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）
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字
の
ミ
ス
に
す
ぎ
な
い
。
読
書
は
細
か
い
と
こ
ろ
を
注
意
す
る
ば
か
り
で
、
結
局

そ
の
一
番
大
切
な
と
こ
ろ
を
失
っ
て
し
ま
う
の
が
も
っ
と
も
駄
目
だ
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）�「
至
於
父
母
有
當
幾
諫
處
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
子
曰
。
事
父
母
幾
諫
、
見

志
不
從
、又
敬
不
違
、勞
而
不
怨
。」
朱
注
「
此
章
與
内
則
之
言
相
表
裏
。
幾
、

微
也
。
微
諫
、
所
謂
父
母
有
過
、
下
氣
怡
色
、
柔
聲
以
諌
也
。」

（
２
）�「
至
於
當
直
言
正
諫
」　
『
戦
国
策
』「
齊
策
」
四
「（
宣
王
）
曰
。
寡
人
奉
先

君
之
宗
廟
、
守
社
稷
、
聞
先
生
直
言
正
諫
不
諱
。
王
斗
對
曰
。
王
聞
之
過
、

斗
生
於
亂
世
、事
亂
君
、焉
敢
直
言
正
諫
。
宣
王
忿
然
作
色
、不
説
。」
実
際
、

士
大
夫
と
し
て
の
朱
子
は
「
直
言
正
諫
」
の
人
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
紹

興
三
十
二
年
八
月
、
孝
宗
が
即
位
し
た
直
後
、
朱
子
は
詔
に
応
じ
て
封
事
を

た
て
ま
つ
っ
た
。
こ
の
上
奏
文
い
わ
ゆ
る
「
壬
午
應
詔
封
事
」（『
朱
子
文
集
』

巻
一
一
）
に
は
、「
直
言
正
諫
」
の
人
と
し
て
の
朱
子
の
真
面
目
が
現
れ
て

い
る
。

（
３
）�「
敢
言
」　
「
あ
え
て
直
言
す
る
こ
と
」「
押
し
切
っ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
」

の
意
、
特
に
政
治
上
の
場
合
。『
国
語
』「
魯
語
」
下
「
夫
外
朝
、
子
將
業
君

之
官
職
焉
。
内
朝
、
子
將
庀
季
氏
之
政
焉
。
皆
非
吾
所
敢
言
也
。」

（
４
）�「
自
懶
與
之
言
」　

本
巻
、一
八
〇
条
に「
令
人
懶
去
接
他
、是
謂
敖
惰
」。『
四

書
大
全
』「
大
学
章
句
」「
北
溪
陳
氏
曰
。
敖
只
是
簡
於
為
禮
、
惰
只
是
懶
於

為
禮
。
有
一
等
人
、
上
非
可
愛
、
次
非
可
敬
、
只
是
平
平
人
、
接
之
自
令
人

簡
慢
。」

（
５
）�「
敖
惰
、
惡
德
也
、
豈
君
子
宜
有
」　
『
論
語
』「
学
而
」「
人
不
知
而
不
慍
、

不
亦
君
子
乎
。」
朱
注
「
君
子
、
成
德
之
名
。」「
君
子
」
は
、
徳
に
お
い
て

完
璧
な
人
で
あ
る
か
ら
、「
惡
徳
」は
な
い
は
ず
だ
、と
の
意
。「
惡
德
」は「
凶

德
」
と
も
い
う
。『
大
学
或
問
』「
曰
。
親
愛
、
賤
惡
、
畏
敬
、
哀
矜
、
固
人

心
之
所
宜
有
。
若
夫
敖
惰
、
則
凶
德
也
、
曽
謂
本
心
而
有
如
是
之
則
哉
。
曰
。

敖
之
為
凶
德
也
、
正
以
其
先
有
是
心
、
不
度
所
施
、
而
無
所
不
敖
爾
。
若
因

人
之
可
敖
而
敖
之
、
則
是
常
情
所
宜
有
、
而
事
理
之
當
然
也
。」

（
６
）�「
讀
書
不
可
泥
」　
「
泥
」
は
「
な
ず
む
」「
と
ら
わ
れ
る
」
の
意
。『
語
類
』

巻
一
一
、一
一
三
条
、陳
淳
録（
Ⅰ　

192

）「
凡
讀
書
、須
看
上
下
文
意
是
如
何
、

不
可
泥
著
一
字
。」

（
７
）「
且
當
看
其
大
意
」　
「
且
當
」
は
現
代
語
の
「
該
当
」「
応
当
」
に
近
い
。

（
８
）�「
縱
此
語
未
穩
」　
「
穩
」
は
こ
の
場
合
、「
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
」、「
穏
当
」

の
意
。『
語
類
』
巻
一
四
、四
五
条
、
陳
淳
録
（
Ⅰ　

257

）「
問
。
大
學
解
已

定
否
。
曰
。
據
某
而
今
自
謂
穩
矣
、
只
恐
數
年
後
又
見
不
穩
、
這
箇
不
由
自

家
。」『
語
類
』
巻
一
三
六
、五
九
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅷ　

3247

）「
問
。
胡
氏

管
見
斷
武
后
於
高
宗
非
有
婦
道
、
合
稱
高
祖
太
宗
之
命
、
數
其
九
罪
、
廢
為

庶
人
而
賜
之
死
。
竊
恐
立
其
子
而
殺
其
母
、
未
為
穩
否
。」

（
９
）�「
讀
書
專
留
意
小
處
、失
其
本
領
所
在
、最
不
可
」　
「
本
領
」
は
「
主
旨
」「
一

番
大
切
な
と
こ
ろ
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
五
、五
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ　

292

）「
學
者
要
緊
在
求
其
放
心
。若
收
拾
得
此
心
存
在
、已
自
看
得
七
八
分
了
。

如
此
、
則
本
領
處
是
非
善
惡
、
已
自
分
曉
。
惟
是
到
那
變
處
方
難
處
、
到
那

裏
便
用
子
細
研
究
。」

177
条
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問
。
章
句
曰
、
人
於
五
者
本
有
當
然
之
則
、
然
敖
之
與
惰
、
則
氣
習
之
所
爲
、

實
爲
惡
德
。
至
若
哀
矜
之
形
、
正
良
心
苗
裔
。
偏
於
哀
矜
、
不
失
爲
仁
德
之
厚
、

又
何
以
爲
身
不
修
而
不
可
以
齊
其
家
者
乎
。

　

曰
。
敖
惰
、
謂
如
孔
子
之
不
見
孺
悲
、
孟
子
不
與
王
驩
言
。
哀
矜
、
謂
如
有
一

般
大
姦
大
惡
、
方
欲
治
之
、
被
它
哀
鳴
懇
告
、
却
便
恕
之
。
道
夫
云
。
這
只
是
言

流
爲
姑
息
之
意
。
曰
。
這
便
是
哀
矜
之
不
得
其
正
處
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○�

「
問
章
句
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
又
問
人
之
其
所
親
愛
賤
惡
畏
敬
哀
矜
敖
惰
而

辟
焉
章
句
曰
」
に
作
る
。

○�

「
然
敖
之
與
惰
」
の
上
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
竊
謂
則
之
爲
言
法
也
性
之
所
固
有

事
之
所
當
然
而
不
可
易
也
」
の
二
三
字
が
あ
る
。

○�

「
實
爲
惡
德
」
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
非
性
之
所
有
若
比
之
四
者
而
言
則
是

性
有
善
惡
」
の
一
八
字
が
あ
る
。

○�

「
被
它
哀
鳴
懇
告
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
它
」
を
「
他
」

に
作
る
。
成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
懇
」

を
「

」
に
作
り
、
呂
本
、
劉
氏
伝
経
堂
本
は
底
本
と
同
じ
。

○�

「
道
夫
」　

記
録
者
名
の
「
道
夫
」
を
萬
暦
本
、和
刻
本
は
正
文
と
同
じ
く
大
字

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「『
章
句
』
に
は
「
人
の
五
者
に
於
け
る
に
本
よ
り
當
然
の
則
有
り
」

と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
敖
と
惰
と
は
、
気
質
や
習
慣
に
よ
る
も
の
で
、

実
は
悪
德
で
す
。
哀
矜
の
発
現
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ま
さ
に
良
心
の
苗
裔
で
す
。

た
と
え
哀
矜
に
偏
っ
て
も
、
仁
德
が
厚
い
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
に
、
ど
う

し
て
（『
大
学
』
に
）
さ
ら
に
「
身
修
ま
ら
ざ
れ
ば
以
て
其
の
家
を
齊
う
可
か
ら
ず
」

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
敖
惰
と
は
、
た
と
え
ば
、
孔
子
が
孺
悲
に
会
わ
ず
、
孟
子
が
王
驩
と
話

さ
な
い
こ
と
が
そ
れ
だ
。
哀
矜
と
は
、
た
と
え
ば
、
あ
る
一
種
の
大
姦
大
悪
の
人

に
対
し
て
、
ち
ょ
う
ど
処
罰
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
哀
し
げ
に
懇
願
さ
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
そ
の
人
を
許
し
て
し
ま
う
な
場
合
を
言
う
。」
道
夫
が
言

っ
た
。「
こ
れ
は
た
だ
一
時
の
し
の
ぎ
に
流
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」

先
生
「
こ
れ
は
つ
ま
り
哀
矜
の
正
し
さ
を
得
な
か
っ
た
も
の
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
章
句
曰
、
人
於
五
者
本
有
當
然
之
則
」　

現
行
本
『
大
学
章
句
』
伝
八
章

の
朱
注
は
「
五
者
、
在
人
本
有
當
然
之
則
」
と
す
る
。
従
っ
て
、『
語
類
』

に
引
か
れ
る
「
章
句
曰
」
は
朱
子
の
旧
注
で
あ
ろ
う
。

（
２
）�「
氣
習
之
所
爲
」　
「
氣
習
」
は
「
気
質
」「
習
慣
」
の
意
。『
語
類
』
巻
七
、

一
七
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ127

）「
小
童
添
炭
、
撥
開
火
散
亂
。
先
生
曰
。

可
拂
殺
了
、
我
不
愛
人
恁
地
、
此
便
是
燒
火
不
敬
。
所
以
聖
人
教
小
兒
灑
掃

應
對
、
件
件
要
謹
。
某
外
家
子
姪
、
未
論
其
賢
否
如
何
、
一
出
來
便
齊
整
、

緣
是
他
家
長
上
元
初
教
誨
得
如
此
。只
一
人
外
居
、氣
習
便
不
同
。」ま
た
、「
之

所
爲
」
の
用
例
と
し
て
以
下
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
三
、七
三
条
、
李
壮
祖
録

（
Ⅰ　

51

）「
曰
。
有
此
物
、
便
有
此
鬼
神
、
蓋
莫
非
陰
陽
之
所
爲
也
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

六
九



（
３
）�「
良
心
苗
裔
」　　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
雖
存
乎
人
者
、豈
無
仁
義
之
心
哉
。

其
所
以
放
其
良
心
者
、亦
猶
斧
斤
之
於
木
也
、旦
旦
而
伐
之
、可
以
為
美
乎
。」

朱
注
「
良
心
者
、本
然
之
善
心
、即
所
謂
仁
義
之
心
也
。」『
楚
辞
』「
離
騒
」「
帝

高
陽
之
苗
裔
兮
、朕
皇
考
曰
伯
庸
。」
朱
注
「
苗
裔
、遠
孫
也
。」『
朱
子
文
集
』

巻
七
三
「
胡
子
知
言
疑
義
」「（
知
言
）
曰
、
齊
王
見
牛
而
不
忍
殺
、
此
良
心

之
苗
裔
、
因
利
欲
之
間
而
見
者
也
。」

（
４
）�「
哀
鳴
懇
告
」　

岡
島
冠
山
『
字
海
便
覧
』
に
「
哀
鳴
懇
告
ト
ハ
カ
ナ
シ
ミ

告
ゲ
テ
コ
ト
ハ
リ
ヲ
云
フ
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
５
）�「
又
何
以
爲
身
不
修
而
不
可
以
齊
其
家
者
乎
」　
『
大
学
』伝
八
章
の
末
に「
此

謂
身
不
修
不
可
以
齊
其
家
。」

（
６
）�「
謂
如
」　
「
猶
如
」「
例
如
」「
譬
如
」
と
同
じ
、「
た
と
え
ば
」
の
意
。『
語

類
』
巻
四
、一
一
条
、
黄

録
（
Ⅰ　

58

）「
問
。
氣
質
有
昏
濁
不
同
、
則
天

命
之
性
有
偏
全
否
。
曰
。
非
有
偏
全
、
謂
如
日
月
之
光
、
若
在
露
地
、
則
盡

見
之
。
若
在
蔀
屋
之
下
、
有
所
蔽
塞
、
有
見
有
不
見
。」

（
７
）�「
孔
子
之
不
見
孺
悲
、
孟
子
不
與
王
驩
言
」　
『
論
語
』「
陽
貨
」「
孺
悲
欲
見

孔
子
、孔
子
辭
以
疾
。
將
命
者
出
戸
、取
瑟
而
歌
、使
之
聞
之
。」
朱
注
「
孺
悲
、

魯
人
、
嘗
學
士
喪
禮
於
孔
子
。
當
是
時
、
必
有
以
得
罪
者
、
故
辭
以
疾
、
而

又
使
知
其
非
疾
、以
警
教
之
也
。」『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
下
「
孟
子
為
卿
於
齊
、

出
弔
於
滕
、
王
使
蓋
大
夫
王
驩
為
輔
行
。
王
驩
朝
暮
見
、
反
齊
滕
之
路
、
未

嘗
與
之
言
行
事
也
。公
孫
丑
曰
。齊
卿
之
位
不
為
小
矣
、齊
滕
之
路
不
為
近
矣
、

反
之
而
未
嘗
與
言
行
事
、何
也
。
曰
。
夫
既
或
治
之
、予
何
言
哉
。」
朱
注
「
王

驩
蓋
攝
卿
以
行
、
故
曰
齊
卿
。
夫
既
或
治
之
、
言
有
司
已
治
之
矣
。
孟
子
之

待
小
人
、
不
惡
而
嚴
如
此
。」『
大
学
或
問
』
に
「
又
其
下
者
、
則
夫
子
之
取

瑟
而
歌
、
孟
子
之
隱
几
而
臥
。
蓋
亦
因
其
有
以
自
取
、
而
非
吾
故
有
敖
之
之

意
、
亦
安
得
而
遽
謂
之
凶
德
哉
。」
と
あ
る
。

（
８
）�「
大
姦
大
惡
」　

心
が
ね
じ
け
て
悪
い
さ
ま
、
特
に
政
治
的
な
こ
と
を
指
す
。

『
管
子
』「
明
法
」「
故
明
法
曰
。
佼
衆
譽
多
、
外
内
朋
黨
、
雖
有
大
姦
、
其

蔽
主
多
矣
。」『
朱
子
文
集
』
巻
九
五
下
「
張
公
行
狀
」
下
「
乃
復
奏
曰
。

…
…
或
者
竊
儒
爲
姦
、
不
知
經
史
之
心
、
切
切
焉
利
禄
是
圖
、
而
有
以
欺
惑

陛
下
之
聽
也
。
又
其
甚
則
大
姦
大
惡
、
挾
虜
懐
貳
、
以
自
封
殖
其
家
、
簧
鼓

曲
説
、
愚
弄
天
下
、
敢
畢
陳
之
。」

（
９
）�「
却
便
」　
「
す
ぐ
に
」
の
意
。『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
上
海
教
育
出
版
社
、

一
九
九
七
年
、
三
一
三
頁
）
に
「
却
」
が
「
即
、
便
。
副
詞
」
と
あ
る
。
こ

の
「
却
便
」
は
「
同
義
復
詞
」
で
あ
ろ
う
。『
語
類
』
巻
一
一
、一
三
五
条
、

陳
芝
録
（
Ⅰ　

196

）「
且
如
東
晉
以
後
、
有
許
多
小
國
夷
狄
姓
名
、
頭
項
最

多
。
若
是
看
正
史
後
、
却
看
通
鑑
、
見
他
姓
名
、
却
便
知
得
他
是
某
國
人
。」

（
10
）�「
流
爲
姑
息
」　
「
姑
息
」は「
一
時
し
の
ぎ
」の
意
。『
礼
記
』「
檀
弓
」上「
曾

子
曰
。
爾
之
愛
我
也
不
如
彼
。
君
子
之
愛
人
也
以
德
、
細
人
之
愛
人
也
以
姑

息
。」
鄭
玄
注
「
息
、
猶
安
也
、
言
苟
容
取
安
也
。」『
語
類
』
巻
四
、四
〇
条
、

黄

録
（
Ⅰ　

64

）「
天
命
之
性
、
本
未
嘗
偏
。
但
氣
質
所
稟
、
卻
有
偏
處
。

氣
有
昏
明
厚
薄
之
不
同
。
然
仁
義
禮
智
、
亦
無
闕
一
之
理
。
但
若
惻
隱
多
、

便
流
為
姑
息
柔
懦
。
若
羞
惡
多
、
便
有
羞
惡
其
所
不
當
羞
惡
者
。」

（
11
）�「
不
得
其
正
」　
「
不
得
其
正
」
は
伝
七
章
の
文
（「
身
有
所
忿
懥
、
則
不
得

其
正
…
」）
を
踏
ま
え
る
。
朱
子
は
こ
の
「
不
得
其
正
」
と
伝
八
章
の
「
辟
」

（
朱
注
「
辟
猶
偏
也
」）
の
意
味
と
同
じ
と
考
え
る
。
本
巻
、
一
七
二
条
の
注

（
２
）（
４
）
参
照
。
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條

　

或
問
。
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。

　

曰
。
親
者
則
親
愛
之
、
賢
者
則
畏
敬
之
、
不
率
者
則
賤
惡
之
、
無
告
者
則
哀
矜

之
。
有
一
般
人
、
非
賢
非
親
、
未
見
其
爲
不
率
、
又
不
至
於
無
告
、
則
是
泛
然
沒

緊
要
底
人
、
見
之
豈
不
敖
惰
。
雖
聖
賢
亦
有
此
心
。
然
亦
豈
可
一
向
敖
惰
他
。
一

向
敖
惰
、
便
是
辟
了
。
畏
敬
、
親
愛
、
賤
惡
、
哀
矜
莫
不
皆
然
。

　

故
下
文
曰
愛
而
知
其
惡
、
惡
而
知
其
美
。
如
所
敖
惰
之
人
、
又
安
知
其
無
善
之

可
愛
敬
。
所
謂
敖
惰
者
、
只
是
闊
略
過
去
。　

高

〔
校
勘
〕

○�

朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
見
之
豈
不
敖
惰
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
見
」
を
「
貝
」
に
誤
る
。

○�

「
只
是
闊
略
過
去
」　

萬
暦
本
、呂
本
、和
刻
本
は
「
闊
」
を
「
濶
」
に
作
り
、「
略
」

を
「
畧
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
「
其
の
敖
惰
す
る
所
に
之
て
辟
る
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

先
生
「
親
し
い
人
に
対
し
て
親
愛
し
、
賢
人
に
対
し
て
畏
敬
し
、
命
令
に
従
わ

な
い
人
に
対
し
て
賎
悪
し
、
無
告
の
人
に
対
し
て
哀
矜
す
る
の
だ
。
あ
る
一
種
の

人
は
、
賢
人
で
は
な
く
、
親
し
い
人
で
も
な
く
、
命
令
に
従
わ
な
い
人
と
も
言
え

な
く
、
無
告
の
境
涯
に
ま
で
も
な
く
、
た
だ
凡
庸
で
つ
ま
ら
な
い
人
間
な
の
だ
。

そ
ん
な
人
に
出
会
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
敖
惰
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
聖
賢
と
言
え
ど

も
こ
の
気
持
が
あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
ひ
た
す
ら
彼
を
敖
惰

し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ひ
た
す
ら
敖
惰
し
た
ら
、
偏
り
に
陥
っ
て
し
ま
う
。（
ほ

か
の
）
畏
敬
、
親
愛
、
賎
悪
、
哀
矜
の
四
者
も
す
べ
て
一
緒
だ
。

　

だ
か
ら
、
後
文
に
は
「
愛
し
て
而
も
其
の
惡
を
知
り
、
惡
ん
で
而
も
其
の
美
を

知
る
」
と
述
べ
る
の
だ
。
た
と
え
敖
惰
さ
れ
た
人
で
も
、
ど
う
し
て
そ
の
人
に
は

愛
敬
さ
れ
る
善
が
な
い
と
分
か
ろ
う
か
。
敖
惰
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
蔑
ろ
に
し

て
い
く
こ
と
な
の
だ
。」　

舒
高
録

〔
注
〕

（
１
）�「
不
率
者
則
賤
惡
之
」　
「
不
率
」
は
「
従
わ
ず
」
の
意
。『
左
伝
』
宣
公

一
二
年
「
隨
季
對
曰
。
昔
平
王
命
我
先
君
文
侯
曰
。
與
鄭
夾
輔
周
室
、
毌
廢

王
命
。
今
鄭
不
率
。」
杜
預
注
「
率
、
遵
也
」『
語
類
』
巻
七
八
、一
三
三
条
、

沈
僩
録
（
Ⅴ　

2000

）「
扑
作
教
刑
、此
一
項
學
官
之
刑
、猶
今
之
學
舍
夏
楚
。

如
習
射
、
習
藝
、
春
秋
教
以
禮
樂
、
冬
夏
教
以
詩
書
。
凡
教
人
之
事
有
不
率

者
、
則
用
此
刑
扑
之
、
如
侯
明
、
撻
記
之
類
是
也
。」

（
２
）�「
無
告
者
則
哀
矜
之
」　
「
無
告
」
は
「
自
分
の
苦
し
み
を
訴
え
る
と
こ
ろ
を

持
た
な
い
こ
と
」
の
意
。『
書
経
』「
大
禹
謨
」「
稽
于
衆
、
舍
己
從
人
、
不

虐
無
告
、
不
廢
困
窮
、
惟
帝
時
克
。」
孔
疏
「
不
苛
虐
鰥
寡
孤
獨
無
所
告
者
、

必
哀
矜
之
。」『
孟
子
』「
梁
恵
王
」
下
「
老
而
無
妻
曰
鰥
、
老
而
無
夫
曰
寡
、

老
而
無
子
曰
獨
、
幼
而
無
父
曰
孤
、
此
四
者
、
天
下
之
窮
民
而
無
告
者
。」

（
３
）�「
則
是
泛
然
沒
緊
要
底
人
」　
「
泛
然
」
は
「
凡
庸
」「
普
通
」
の
意
。『
語
類
』

巻
二
五
、一
〇
一
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ　

626

）「
問
。
尹
氏
謂
君
使
臣
以
禮
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

七
一



則
臣
事
君
以
忠
、此
恐
只
是
説
泛
然
之
臣
、若
任
重
之
臣
、恐
不
當
如
此
説
。」

『
語
類
』
巻
三
二
、五
五
条
、
甘
節
録
（
Ⅲ　

818

）「
問
。
敬
鬼
神
而
遠
之
、

如
天
地
山
川
之
神
與
夫
祖
先
、
此
固
當
敬
。
至
如
世
間
一
種
泛
然
之
鬼
神
、

果
當
敬
否
。」『
大
学
或
問
』「
今
有
人
焉
、
其
親
且
舊
未
至
於
可
親
而
愛
也
、

其
位
與
德
未
至
於
可
畏
而
敬
也
、
其
窮
未
至
於
可
哀
、
而
其
惡
未
至
於
可
賤

也
、
其
言
無
足
去
取
、
而
其
行
無
足
是
非
也
、
則
視
之
泛
然
如
途
之
人
而
已

爾
。」

（
４
）「
沒
緊
要
」　

重
要
で
は
な
い
。
次
の
条
に
あ
る
「
沒
要
緊
」
と
も
い
う
。

（
５
）�「
愛
而
知
其
惡
、
惡
而
知
其
美
」　
『
大
学
』
伝
八
章
の
原
文
に
は
「
愛
」
で

は
な
く
、「
好
」
に
作
る
。

（
６
）�「
只
是
闊
略
過
去
」　
「
闊
略
」
は
、「
等
閑
に
す
る
さ
ま
」「
な
げ
や
り
に
す

る
さ
ま
」
の
意
。『
語
類
』
巻
二
六
、一
一
〇
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅱ　

666

）「
問
。

如
禮
何
一
句
、
從
來
諸
先
生
都
説
得
費
力
。
今
説
讓
是
禮
之
實
、
則
此
句
尤

分
明
。
曰
。
前
輩
於
這
般
處
也
自
闊
略
、才
被
説
得
定
了
、便
只
是
是
也
。」『
語

類
』
巻
一
〇
四
、一
八
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ　

2615

）「
某
舊
時
讀
書
、
專
要

揀
好
處
、
看
到
平
平
泛
泛
處
、
多
闊
略
、
後
多
記
不
得
、
自
覺
也
是
一
箇
病
。」

「
動
詞+

過
去
」
と
い
う
よ
う
な
用
例
、
た
と
え
ば
「
看
過
去
」「
説
過
去
」

「
解
過
去
」
な
ど
が
あ
り
、「
過
去
」
は
「
し
て
い
く
」
の
意
。『
語
類
』
巻

二
七
、二
一
条
、楊
道
夫
録
（
Ⅱ　

672

）「
忠
恕
只
是
體
用
、便
是
一
箇
物
事
、

猶
形
影
、
要
除
一
箇
除
不
得
。
若
未
曉
、
且
看
過
去
。
卻
時
復
潛
玩
、
忠
與

恕
不
可
相
離
一
步
。」『
語
類
』
巻
三
六
、一
三
二
条
、陳
淳
録
（
Ⅲ　

978

）「
大

學
之
説
、
自
是
大
學
之
意
。
論
語
之
説
、
自
是
論
語
之
意
。
論
語
只
是
説
過

去
、
尾
重
則
首
輕
、
這
一
頭
低
、
那
一
頭
昂
。」『
語
類
』
巻
一
一
、四
一
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅰ　

182

）「
若
只
逐
段
解
過
去
、
解
得
了
便
休
、
也
不
濟
事
。」

179
条

　

問
敖
惰
。
曰
。
大
抵
是
一
種
沒
要
緊
底
、
半
上
落
下
底
人
。
且
如
路
中
撞
見
如

此
等
人
、
是
不
足
親
愛
畏
敬
者
、
不
成
強
與
之
相
揖
、
而
致
其
親
愛
畏
敬
。
敖
惰

是
人
之
所
不
能
無
者
。

　

又
問
。
敖
惰
二
字
、
恐
非
好
事
。
曰
。
此
如
明
鑑
之
懸
、
妍
者
自
妍
、
醜
者
自

醜
、
隨
所
來
而
應
之
。
不
成
醜
者
至
前
、
須
要
換
作
妍
者
。
又
敖
惰
是
輕
、
賤
惡

是
重
。
既
得
賤
惡
、
如
何
却
不
得
敖
惰
。
然
聖
人
猶
戒
其
僻
、
則
又
須
點
檢
、
不

可
有
過
當
處
。　

履
孫

〔
校
勘
〕

○
「
問
敖
惰
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
の
上
に
「
先
生
」
の
二
字
が
あ
る
。

○
「
大
抵
是
一
種
沒
要
緊
底
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
底
」
の
下
に
「
人
」
が
あ
る
。

○
「
而
致
其
親
愛
畏
敬
」
の
下
に
朝
鮮
古
写
本
は
「
則
是
」
の
二
字
が
あ
る
。

○
「
敖
惰
二
字
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
二
」
を
「
一
」
に
誤
る
。

○
「
須
要
換
作
妍
者
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
又
敖
惰
是
輕
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
輕
」
を
「
軽
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
敖
惰
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
だ
い
た
い
あ
る
一
種
の
つ
ま
ら
な
く

て
中
途
半
端
な
人
、
か
り
に
道
端
で
こ
の
よ
う
な
人
に
会
っ
た
ら
、
親
愛
し
畏
敬

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

七
二



す
る
必
要
な
ど
な
い
の
に
、
ま
さ
か
無
理
に
そ
の
人
と
拱
手
し
て
挨
拶
し
、
親
愛
・

畏
敬
を
表
す
の
か
ね
。
敖
惰
と
い
う
の
は
、
人
と
し
て
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
だ
。」

　

ま
た
質
問
し
た
。「『
敖
惰
』
の
二
字
は
、
恐
ら
く
よ
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
」。
先
生
「
こ
の
「
敖
惰
」
と
は
、
た
と
え
ば
、
掛
け
ら
れ
て
い
る
明
鏡
は
、

美
し
い
も
の
が
来
た
ら
そ
の
ま
ま
美
し
く
映
す
、
醜
い
も
の
が
来
た
ら
そ
の
ま
ま

醜
く
映
す
よ
う
に
、
来
た
も
の
に
よ
っ
て
対
應
す
る
の
だ
。
ま
さ
か
醜
い
も
の
が

来
た
の
に
、
ど
う
し
て
美
し
い
も
の
に
換
え
よ
う
と
す
る
の
か
ね
。
さ
ら
に
、
敖

惰
と
い
う
こ
と
は
輕
く
、賤
惡
と
い
う
こ
と
は
重
い
。
賤
惡
が
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、

ど
う
し
て
か
え
っ
て
敖
惰
し
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
聖
人
は

そ
の
敖
惰
の
偏
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

適
切
な
程
度
を
超
え
て
は
駄
目
だ
。」　

潘
履
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
半
上
落
下
」　
「
中
途
半
端
」
の
意
。
留
守
友
信
『
語
録
訳
義
』
に
「
半
バ

路
ヲ
ノ
ボ
リ
行
ソ
レ
ヨ
リ
落
下
ル
コ
ト
、
事
ヲ
シ
ト
ゲ
ヌ
コ
ト
」
と
あ
る
。

（
２
）「
且
如
」　
「
只
如
」
と
同
じ
、「
か
り
に
」「
た
と
え
ば
」
の
意
。

（
３
）「
撞
見
」　

現
代
語
の
「
遇
見
」
と
同
じ
、「
出
会
う
」
の
意
。

（
４
）�「
不
成
」　
「
ま
さ
か
…
…
も
な
る
ま
い
」「
ま
さ
か
…
…
と
い
う
わ
け
ゆ
く

ま
い
」
の
意
。
宋
元
俗
語
で
は
句
頭
に
用
い
る
。
現
代
語
の
「
難
道
…
…
不

成
」。
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
注
』
九
〇
、一
二
五
頁
参
照
。

（
５
）「
相
揖
」　

拱
手
し
て
挨
拶
す
る
こ
と
。

（
６
）�「
敖
惰
是
人
之
所
不
能
無
者
」　
『
語
類
』
本
巻
、一
六
二
条
、萬
人
傑
録
（
Ⅱ

　

350

）「
忿
懥
、
恐
懼
、
好
樂
、
憂
患
皆
不
能
無
、
而
親
愛
、
畏
敬
、
哀
矜
、

敖
惰
、
賤
惡
亦
有
所
不
可
無
者
。
但
此
心
不
為
四
者
所
動
、
乃
得
其
正
、
而

五
者
皆
無
所
偏
、
斯
足
以
為
身
之
修
也
。」

（
７
）�「
此
如
明
鑑
之
懸
、
妍
者
自
妍
、
醜
者
自
醜
、
隨
所
來
而
應
之
」　
『
語
類
』

巻
一
一
、一
三
二
条
、李
杞
録
（
Ⅰ　

195

）「
凡
讀
書
、先
讀
語
孟
、然
後
觀
史
、

則
如
明
鑑
在
此
、
而
妍
醜
不
可
逃
。」『
語
類
』
本
巻
、
一
四
四
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅱ　

346

）「
惟
誠
其
意
、
真
箇
如
鑑
之
空
、
如
衡
之
平
、
妍
媸
高
下
、

隨
物
定
形
、而
我
無
與
焉
、這
便
是
正
心
。」
邵
雍
『
伊
川
擊
壤
集
』
序
に
「
如

鑑
之
應
形
、
如
鍾
之
應
聲
。」
と
あ
る
。

（
８
）�「
須
要
」　
「
ど
う
し
て
も
…
…
し
よ
う
と
す
る
。」
太
田
辰
夫
『
新
訂　

中

國
歴
代
口
語
文
』（
朋
友
書
店
、
一
九
九
八
年
）
九
九
頁
参
照
。『
語
類
』
巻

八
、四
四
条
、
襲
蓋
卿
録
（
Ⅰ　

135

）「
今
人
做
工
夫
、
不
肯
便
下
手
、
皆

是
要
等
待
。
如
今
日
早
間
有
事
、
午
間
無
事
、
則
午
間
便
可
下
手
、
午
間
有

事
、
晚
間
便
可
下
手
、
却
須
要
待
明
日
。」

（
９
）�「
又
敖
惰
是
輕
、
賤
惡
是
重
」　

某
事
軽
・
某
事
重
の
例
と
し
て
、『
語
類
』

巻
九
、一
条
、
李
閎
祖
録
（
Ⅰ　

148

）「
知
行
常
相
須
、
如
目
無
足
不
行
、

足
無
目
不
見
。
論
先
後
、
知
為
先
、
論
輕
重
、
行
為
重
。」
ま
た
、
朱
子
は

経
書
の
某
字
軽
・
某
字
重
も
し
ば
し
ば
口
に
す
る
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注
』

巻
一
四
、一
七
〇
頁
参
照
。

（
10
）�「
點
檢
」　

検
討
す
る
こ
と
、
吟
味
す
る
こ
と
。「
檢
點
」
と
も
い
う
。
留
守

友
信
『
語
録
訳
義
』（
一
九
三
頁
）
に
「
檢
點
、
一
ツ
一
ツ
吟
味
ス
ル
コ
ト
、

便
云
ア
ラ
タ
メ
吟
味
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
一
六
、四
五
条
、

記
録
者
名
欠
（
Ⅶ　

2801

）「
公
浙
中
一
般
學
、
是
學
為
英
雄
之
學
、
務
為

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

七
三



跅
弛
豪
縱
、
全
不
點
檢
身
心
。
某
這
裏
須
是
事
事
從
心
上
理
會
起
、
舉
止
動

步
、
事
事
有
箇
道
理
。
一
毫
不
然
、
便
是
欠
闕
了
他
道
理
。」

180
条

　

蔡
問
敖
惰
之
説
。
曰
。
有
一
般
人
、
上
未
至
於
可
親
愛
、
下
未
至
於
可
賤
惡
、

只
是
所
爲
也
無
甚
好
處
、
令
人
懶
去
接
他
、
是
謂
敖
惰
。
此
敖
惰
、
不
是
惡
德
。

　

淳　

文
蔚
録
云
。
非
如
常
人
傲
忽
惰
慢
、
只
是
使
人
見
得
他
懶
些
。

〔
校
勘
〕

〇
「
蔡
問
敖
惰
之
説
」　

成
化
本
は
「
説
」
を
「
個
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
有
一
般
人
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
般
」
を
「
夢
」
に
作
る
。

〇
「
上
未
至
於
可
親
愛
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

〇�

「
下
未
至
於
可
賤
惡
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
惡
」を「
賽
」に
作
る
。以
下
同
じ
。

〇�

「
也
無
甚
好
處
」　

和
刻
本
は
「
甚
」
を
「
其
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、和
刻
本
は

「
處
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
此
敖
惰
、
不
是
惡
德
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
此
敖
惰
」
の
三
字
な
し
。

〇
「
淳
」　

伝
經
堂
本
は
「
湻
」
に
作
る
。（
宋
光
宗
の
名
趙
惇
を
忌
む
。）

〇�

「
文
蔚
録
云
、
非
如
常
人
傲
忽
惰
慢
、
只
是
使
人
見
得
他
懶
些
」　

朝
鮮
古
写
本

に
は
こ
の
二
十
一
字
な
し
。
呂
留
良
本
、
伝
經
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
録
」

を
「
錄
」
に
作
る
。
和
刻
本
は
「
常
」
を
「
當
」
に
誤
る
。

〔
訳
〕

　

蔡
氏
が
敖
惰
の
説
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
あ
る
種

類
の
人
は
、
上
は
親
愛
す
べ
き
と
こ
ろ
に
ま
で
至
ら
ず
、
下
は
賤
悪
す
べ
き
と
こ

ろ
に
ま
で
至
ら
な
い
。
た
だ
そ
の
行
為
に
も
ど
ん
な
良
い
と
こ
ろ
も
な
い
か
ら
、

彼
と
接
す
る
こ
と
が
面
倒
だ
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
敖
惰
と
い
う
。
こ
の

敖
惰
は
悪
徳
で
は
な
い
」。　

陳
淳
録　

陳
文
蔚
の
記
録
に
「
普
通
の
人
の
よ
う

に
傲
忽
怠
慢
に
振
る
舞
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
他
者
の
目
に
は
、
彼
が
そ
の
人

に
対
し
て
少
し
面
倒
臭
そ
う
に
接
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と

だ
。」

〔
注
〕

（
１
）�「
蔡
」　
『
語
類
』
に
現
れ
る
朱
氏
の
弟
子
の
中
に
、「
蔡
」
と
い
う
姓
の

人
は
蔡
渊
（
字
伯
靖
）、
蔡
念
誠
（
字
元
思
）、
蔡
沉
（
字
仲
黙
）、
蔡
惥

（
字
行
夫
）
な
ど
が
い
る
が
、
こ
こ
は
蔡
念
誠
の
で
あ
ろ
う
。『
語
類
』
巻

十
五
、一
四
四
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ310

）「
蔡
元
思
問
。
大
學
八
者
條
目
、

若
必
待
行
得
一
節
了
、
旋
進
一
節
、
則
沒
世
窮
年
、
亦
做
不
徹
。
看
來
日
用

之
間
、
須
是
隨
其
所
在
而
致
力
。
遇
著
物
來
面
前
、
便
用
格
。
知
之
所
至
、

便
用
致
。
意
之
發
、
便
用
誠
。
心
之
動
、
便
用
正
。
身
之
應
接
、
便
用
修
。

家
便
用
齊
、
國
便
用
治
、
方
得
。」『
語
類
』
巻
三
十
、四
八
条
、
陳
淳
録
（
Ⅲ

775

）「
蔡
元
思
問
、
好
學
論
似
多
頭
項
。
曰
、
伊
川
文
字
都
如
此
多
頭
項
、

不
恁
纏
去
、
其
實
只
是
一
意
。
如
易
傳
包
荒
便
用
馮
河
、
不
遐
遺
便
朋
亡
、

意
只
是
如
此
。
他
成
四
項
起
、
不
恁
纏
説
、
此
論
須
做
一
意
纏
看
。
其
本
也

真
而
靜
、
是
説
未
發
。
真
、
便
是
不
雜
、
無
人
偽
。
靜
、
便
是
未
感
。
覺
者

約
其
情
、
使
合
於
中
、
正
其
心
、
養
其
性
、
方
是
大
綱
説
。
學
之
道
、
必
先
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明
諸
心
、
知
所
往
、
然
後
力
行
以
求
至
、
便
是
詳
此
意
。
一
本
作
知
所
養
、

恐
往
字
為
是
、
往
與
行
字
相
應
。」

（
２
）�「
上
未
至
於
可
親
愛
、
下
未
至
於
可
賤
惡
」　

朱
子
は
、
親
愛
・
畏
敬
・
哀
矜
・

敖
惰
・
賤
惡
の
五
つ
の
中
、
親
愛
が
最
も
よ
く
、
賤
悪
が
最
も
悪
い
と
考
え

た
こ
と
が
伺
え
る
。

（
３
）�「
悪
德
」　

巻
一
六
、一
七
六
条
の
注
を
参
照
。
ま
た
、『
語
類
』
巻
四
、六
五

条
、林
夔
孫
録
（
Ⅰ71

）「
又
問
。
人
生
氣
稟
、理
有
善
惡
云
云
、善
固
性
也
、

然
惡
亦
不
可
不
謂
之
性
也
。
看
來
善
固
性
也
、
固
是
、
若
云
惡
亦
不
可
不
謂

之
性
、
則
此
理
本
善
、
因
氣
而
鶻
突
。
雖
是
鶻
突
、
然
亦
是
性
也
。
曰
。
它

原
頭
處
都
是
善
、
因
氣
偏
、
這
性
便
偏
了
。
然
此
處
亦
是
性
。
如
人
渾
身
都

是
惻
隱
而
無
羞
惡
、
都
羞
惡
而
無
惻
隱
、
這
箇
便
是
惡
德
。
這
箇
喚
做
性
邪

不
是
。
如
墨
子
之
心
本
是
惻
隱
、
孟
子
推
其
弊
、
到
得
無
父
處
、
這
箇
便
是

惡
、
亦
不
可
不
謂
之
性
也
。」
参
照
。

（
４
）�「
傲
忽
惰
慢
」　

傲
慢
に
振
る
舞
う
こ
と
。「
惰
慢
」
と
同
じ
。『
語
類
』
巻

十
二
、一
四
条
、
黄
升
卿
録
（
Ⅰ200

）「
今
人
心
聳
然
在
此
、
尚
無
惰
慢

之
氣
、
況
心
常
能
惺
惺
者
乎
。
故
心
常
惺
惺
、
自
無
客
慮
。」『
語
類
』
巻

四
十
四
、一
二
八
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅲ1146

）「
亞
夫
問
。
程
先
生
説
修
己
以
敬
、

因
及
聰
明
睿
知
皆
由
此
出
、
不
知
如
何
。
曰
。
且
看
敬
則
如
何
不
會
聰
明
。

敬
則
自
是
聰
明
。
人
之
所
以
不
聰
不
明
、
止
縁
身
心
惰
慢
、
便
昏
塞
了
。
敬

則
虚
靜
、
自
然
通
達
。
賀
孫
因
問
。
周
子
云
、
靜
虚
則
明
、
明
則
通
、
是
此

意
否
。
曰
。
意
亦
相
似
。」

（
５
）�「
只
是
使
人
見
得
他
懶
些
」　

難
解
だ
が
、使
役
動
詞
の
主
語
及
び
「
他
」
を
、

敖
惰
の
気
持
ち
を
抱
く
人
（
訳
で
は
「
彼
」）、「
懶
」
の
目
的
語
を
、
敖
惰

の
気
持
ち
を
抱
か
し
め
る
人
（
訳
で
は
「
そ
の
人
」、
陳
淳
録
に
い
う
「
一

般
人
」）、「
人
」
を
第
三
者
、
と
し
て
解
釈
し
た
。

181
条

　

或
問
。
敖
惰
是
凶
德
、
而
曰
有
當
然
之
則
、
何
也
。
曰
。
古
人
用
字
不
如
此
。

敖
惰
、
未
至
可
賤
可
惡
、
但
見
那
一
等
沒
緊
要
底
人
、
自
是
恁
地
。
然
一
向
去
敖

惰
他
、
也
不
可
如
此
。

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
条
な
し
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
お
尋
ね
し
た
。
敖
惰
は
凶
徳
で
す
が
、「
当
然
の
則
有
り
」
と
い
う

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
古
人
は
そ
ん
な
意
味
で
「
敖

惰
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
で
は
な
い
。
敖
惰
は
賤
悪
す
べ
き
段
階
に
ま
で
は

至
ら
な
い
が
、
あ
る
種
の
つ
ま
ら
な
い
人
を
見
れ
ば
、
自
然
に
こ
の
よ
う
に
敖
惰

な
振
る
舞
い
を
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ひ
た
す
ら
敖
惰
に
振
る
舞
う
の
は
や
は

り
駄
目
だ
。」　

記
録
者
名
欠

〔
注
〕

（
１
）「
凶
德
」　

悪
徳
と
同
じ
。
本
巻
一
七
六
条
の
注
を
参
照
。

（
２
）「
當
然
之
則
」　

本
巻
一
七
四
条
に
既
出
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

七
五



（
３
）�「
一
等
」　

一
種
。『
語
類
』
巻
十
、七
九
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ172

）「
看
文

字
有
兩
般
病
。
有
一
等
性
鈍
底
人
、
向
來
未
曾
看
、
看
得
生
、
卒
急
看
不
出
、

固
是
病
。
又
有
一
等
敏
銳
底
人
、
多
不
肯
子
細
、
易
得
有
忽
略
之
意
、
不
可

不
戒
。」

（
４
）「
恁
地
」　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
。
巻
十
四
、一
八
条
に
既
出
。

182
条

　

問
。
君
子
亦
有
敖
惰
於
人
者
乎
。
曰
、
人
自
有
苟
賤
可
厭
棄
者
。　

德
明

〔
校
勘
〕

〇�

「
問
君
子
亦
有
敖
惰
於
人
者
乎
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
君
子
亦
有
敖
惰
於
人
者

乎
」
の
上
に
「
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
」
の
八
字
有
り
。

〇
「
可
厭
棄
者
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
棄
」
を
「
弃
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。君
子
で
も
敖
惰
に
人
と
接
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
先
生
は
）

言
わ
れ
た
。「
人
の
中
に
は
そ
も
そ
も
、
賎
し
く
て
厭
い
棄
て
る
に
値
す
る
人
と

い
う
の
が
い
る
も
の
な
の
だ
。」　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）�「
苟
賤
」　

卑
賤
だ
。『
史
記
』巻
七
一「
甘
茂
伝
」「
夫
史
舉
、下
蔡
之
監
門
也
、

大
不
為
事
君
、
小
不
為
家
室
、
以
苟
賤
不
廉
聞
於
世
、
甘
茂
事
之
順
焉
。」

183
条

　

問
敖
惰
。
曰
、
敖
便
是
惰
、
敖
了
便
惰
。
敖
了
都
不
管
它
、
便
是
惰
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

〇�

「
都
不
管
它
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
它
」を「
他
」に
作
る
。

〇
「
敖
便
是
惰
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

敖
惰
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
敖
は
つ
ま
り
惰
で
、

敖
に
な
れ
ば
つ
ま
り
惰
に
な
っ
て
し
ま
う
。
敖
に
な
っ
て
相
手
を
完
全
に
無
視
す

る
な
ら
、
惰
に
な
る
の
だ
。」　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）�「
不
管
它
」　

相
手
を
捨
て
置
く
、
放
置
す
る
、
無
視
す
る
。『
語
類
』
巻

十
三
、五
七
条
、
楊
與
立
録
（
Ⅰ230

）「
人
未
説
為
善
、
先
須
疾
惡
。
能
疾

惡
然
後
能
為
善
。
今
人
見
不
好
事
、都
只
恁
不
管
他
。
民
之
秉
彝
、好
是
懿
德
、

不
知
這
秉
彝
之
良
心
做
那
裏
去
、也
是
可
怪
。」
な
お
現
代
中
国
語
で
は
「
它
」

は
無
生
物
を
指
す
代
名
詞
と
し
て
用
い
る
が
、『
語
類
』
の
当
時
に
は
「
它
」

と
「
他
」
の
区
別
は
な
い
。

184
条
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因
學
者
問
大
學
敖
惰
處
而
曰
。
某
嘗
説
、
如
有
人
問
易
不
當
爲
卜
筮
書
、
詩
不

當
去
小
序
、
不
當
叶
韻
、
及
大
學
敖
惰
處
、
皆
在
所
不
答
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇�

「
不
當
爲
卜
筮
書
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
爲
」を「
為
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇�

「
及
大
學
敖
惰
處
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
及
」
を
「
反
」
に
作
る
。

朝
鮮
古
写
本
も
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
皆
在
所
不
答
」　

成
化
本
は
「
答
」
を
「
荅
」
に
作
る
。

〇
「
僩
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

学
ぶ
者
が
『
大
学
』
の
敖
惰
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
し
て
、（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
私
は
以
前
話
し
た
。
も
し
、
易
は
卜
筮
の

書
物
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
詩
は
小
序
を
取
り
去

る
べ
き
で
は
な
い
、「
叶
韻
」（
韻
を
合
わ
せ
る
こ
と
）
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
、
及
び
大
学
の
敖
惰
の
こ
と
に
つ
い
て
問
う
人
が
い
る
な
ら

ば
、
す
べ
て
答
え
な
い
こ
と
と
す
る
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）�「
因
…
」　

…
を
き
っ
か
け
に
し
て
。
三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』

三
三
六
頁
参
照
。

（
２
）�「
易
不
當
爲
卜
筮
書
」　

朱
子
が
易
は
卜
筮
の
書
だ
と
考
え
た
こ
と
に
つ
い

て
、三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「『
周

易
本
義
』
や
『
語
類
』
や
手
紙
の
な
か
で
、『
易
』
と
い
え
ば
す
ぐ
朱
子
の

口
を
つ
い
て
出
て
く
る
の
が
「
易
は
も
と
卜
筮
の
書
な
り
」
と
い
う
言
葉
で

あ
っ
た
。
こ
の
発
言
は
『
易
』
解
釈
史
の
な
か
で
ほ
と
ん
ど
革
命
的
な
意
味

を
も
っ
て
お
り
、
い
ま
こ
れ
を
詳
説
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
簡
単
に
い

え
ば
、
朱
子
は
『
易
』
を
い
っ
た
ん
原
初
の
姿
に
も
ど
す
と
い
う
ア
ナ
ク
ロ

ニ
ズ
ム
を
敢
え
て
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
く
思
索
と
倫
理
の
書
と
し
て

回
生
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。」（『「
朱
子
語
類
」抄
』二
八
〇
頁
）。

（
３
）�「
詩
不
當
去
小
序
」　
『
詩
』
の
小
序
は
す
べ
て
取
り
去
る
べ
き
だ
と
い
う
朱

子
の
主
張
に
つ
い
て
、『
朱
子
入
門
』
は
朱
子
の
『
詩
伝
遺
説
』
を
引
用
し

て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
熹
、
二
十
歳
の
時
よ
り
、
詩
を
読
ん
で

す
な
は
ち
小
序
の
意
義
な
き
を
覚
え
、
す
な
は
ち
小
序
を
去
っ
て
詩
辞
を
玩

味
す
る
に
及
ん
で
、
却
っ
て
ま
た
道
理
の
貫
徹
す
る
を
覚
え
た
り
。
当
時
初

め
亦
た
嘗
て
こ
れ
を
郷
先
生
に
質
問
せ
し
に
、
皆
云
ふ
序
は
廃
す
べ
か
ら
ず

と
。
し
か
も
熹
の
疑
、
終
に
釈
く
能
は
ず
。
そ
の
後
断
然
小
序
は
漢
人
の
作

る
所
に
出
で
、そ
の
謬
戻
た
る
や
勝
げ
て
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
云
々
」

（『
朱
子
入
門
』
所
収
、
目
加
田
誠
「
朱
熹
と
詩
」、
明
徳
出
版
社
、
昭
和

四
十
九
年
、
二
三
五
頁
）。
ま
た
、『
語
類
』
巻
八
十
、三
七
条
、（
Ⅵ2074

）

記
録
者
名
欠
「
詩
小
序
全
不
可
信
、
如
何
定
知
是
美
刺
那
人
。
詩
人
亦
有
意

思
偶
然
而
作
者
。
又
其
序
與
詩
全
不
相
合
、
詩
詞
理
甚
順
、
平
易
易
看
、
不

如
序
所
云
。
且
如
葛
覃
一
篇
、
只
是
見
葛
而
思
歸
寧
、
序
得
卻
如
此
。
毛
公

全
無
序
解
、
鄭
間
見
之
。
序
是
衛
宏
作
。」

（
４
）�「
叶
韻
」　
「
協
韻
」
と
も
。
朱
子
は
『
毛
詩
』
を
解
釈
す
る
際
に
、「
叶
韻
説
」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

七
七



を
唱
え
た
。
つ
ま
り
「
響
き
の
不
調
和
な
箇
所
が
出
て
来
る
と
、
人
々
は
そ

の
箇
所
の
文
字
の
読
み
方
を
、
前
後
と
脚
韻
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
臨
時
に

変
化
さ
せ
て
吟
唱
し
た
。」（
木
下
鉄
矢『
清
朝
考
証
学
と
そ
の
時
代
』創
文
社
、

一
九
九
六
年
、
一
〇
八
頁
）。
ま
た
、『
語
類
』
巻
八
十
、五
〇
条
、
李
閎
祖

録
（
Ⅵ2079
）「
叶
韻
恐
當
以
頭
一
韻
為
準
。
且
如
華
字
叶
音
敷
、
如
有
女

同
車
是
第
一
句
、
則
第
二
句
顏
如
舜
華
、
當
讀
作
敷
字
。
然
後
與
下
文
佩
玉

瓊
琚
、
洵
美
且
都
、
皆
叶
。
至
如
何
彼
穠
矣
、
唐
棣
之
華
是
第
一
韻
、
則
當

依
本
音
讀
、
而
下
文
王
姬
之
車
、
却
當
作
尺
奢
反
。
如
此
方
是
。
今
只
從
吳

才
老
舊
說
、
不
能
又
創
得
此
例
。
然
楚
辭
紛
余
既
有
此
內
美
兮
、
又
重
之
以

修
能
。
能
音
耐
、
然
後
下
文
紉
秋
蘭
以
為
佩
叶
。
若
能
字
只
從
本
音
、
則
佩

字
遂
無
音
。
如
此
則
又
未
可
以
頭
一
韻
為
定
也
。」

（
５
）�「
在
所
」　

あ
る
範
囲
に
属
す
る
。『
語
類
』
巻
十
八
、三
四
条
、
程
端
蒙
録

（
Ⅱ399

）「
程
子
云
。
天
地
之
所
以
高
厚
、
一
物
之
所
以
然
、
學
者
皆
當
理

會
。
只
是
舉
其
至
大
、
與
其
至
細
者
、
言
學
者
之
窮
理
、
無
一
物
而
在
所
遺

也
。」
巻
十
八
、一
一
七
条
、
徐

録
（
Ⅱ420

）「
問
。
致
知
自
粗
而
推
至

於
精
、
自
近
而
推
至
於
遠
。
不
知
所
推
之
事
、
如
世
間
甚
事
。
曰
。
自
無
穿

窬
之
心
、
推
之
至
於
以
不
言
餂
之
類
、
自
無
欲
害
人
之
心
、
推
之
舉
天
下
皆

在
所
愛
。
至
如
一
飯
以
奉
親
、
至
於
保
四
海
、
通
神
明
、
皆
此
心
也
。」

185
条

　

或
問
。
之
其
所
親
愛
、
哀
矜
、
畏
敬
而
辟
焉
、
莫
是
君
子
用
心
過
於
厚
否
。

　

曰
。
此
可
將
來
觀
過
知
仁
處
説
、
不
可
將
來
此
説
。
蓋
不
必
論
近
厚
、
近
薄
。

大
抵
一
切
事
、
只
是
才
過
便
不
得
。
觀
過
知
仁
、
乃
是
因
此
見
其
用
心
之
厚
、
故

可
知
其
仁
、
然
過
則
終
亦
未
是
也
。

　

大
凡
讀
書
、
須
要
先
識
認
本
文
是
説
箇
甚
麼
。
須
全
做
不
曾
識
他
相
似
、
虚
心

認
他
、
字
字
分
明
。
復
看
數
過
、
自
然
會
熟
、
見
得
分
明
。
譬
如
與
人
乍
相
見
、

其
初
只
識
其
面
目
、
再
見
則
可
以
知
其
姓
氏
、
鄕
貫
、
又
再
見
則
可
以
知
其
性
行

如
何
。
只
恁
地
識
認
、
久
後
便
一
見
理
會
得
。

　

今
學
者
讀
書
、
亦
且
未
要
便
懸
空
去
思
他
。
中
庸
云
、
博
學
之
、
審
問
之
、
方

言
慎
思
之
。
若
未
學
未
問
、
便
去
思
他
、
是
空
勞
心
耳
。

　

又
云
、
切
須
記
得
識
認
兩
字
。　

時
舉

〔
校
勘
〕

〇�

「
此
可
將
來
觀
過
知
仁
處
説
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版

本
、
和
刻
本
は
「
將
」
を
「
将
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇�

「
乃
是
因
此
見
其
用
心
之
厚
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、呂
留
良
本
、和
刻
本
は「
見
」

を
「
是
」
に
作
る
。
伝
経
堂
本
は
「
是
」
に
改
め
た
の
で
、
朝
鮮
古
写
本
と
朝

鮮
整
版
本
と
一
致
し
て
い
る
。『
朱
子
語
類
正
僞
』「
巻
十
六
三
十
七
版
因
此
見

原
作
是
、
非
」
と
あ
る
。

〇�

「
先
識
認
本
文
是
説
箇
甚
麼
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を

「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
認
」
を
「
誠
」
に
作
り
、「
本

文
」
の
上
に
「
他
」
の
字
有
り
。

〇�

「
不
曾
識
他
相
似
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
曾
」
を
「
讖�

」
に
作
る
。

〇
「
虚
心
認
他
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
虚
」
を
「
虗
」
に
作
る
。

〇
「
復
看
數
過
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
看
」
の
上
に
「
更
」
の
字
有
り
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号
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八



〇
「
自
然
會
熟
」　

萬
暦
本
は
「
熟
」
を
「

」
に
作
る
。

〇�

「
其
初
只
識
其
面
目
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

〇�

「
知
其
姓
氏
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は

「
氏
」
を
「
字
」
に
作
る
。

〇
「
鄕
貫
」　

成
化
本
は
「
鄕
」
を
「
郷
」
に
、萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
郷
」
を
「
緯
」

に
作
る
。

〇�

「
博
學
之
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
博
」
を
「
愽
」

に
作
る
。

〇
「
方
言
慎
思
之
」　

諸
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」
に
作
る
。

〇
「
是
空
勞
心
耳
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
勞
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
は
お
尋
ね
し
た
。「
其
の
親
愛
、
哀
矜
、
畏
敬
す
る
と
こ
ろ
に
之
い
て

辟
る
」
と
は
、
君
子
が
心
を
用
い
て
厚
き
に
し
す
ぎ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
そ
れ
は
観
過
知
仁
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
っ
て
説
く

こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
こ
に
持
ち
込
ん
で
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
思
う
に
、（
こ

こ
で
は
）
厚
す
ぎ
、薄
す
ぎ
を
論
じ
る
必
要
は
な
い
。
だ
い
た
い
ど
ん
な
事
で
も
、

た
だ
少
し
で
も
し
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
観
過
知
仁
は
、
ま
さ
に
人
の
過
ち
に
よ

っ
て
心
を
用
い
る
厚
さ
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
の
仁
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。
し
か
し
、（
心
を
用
い
）
す
ぎ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
正
し
く
は
な
い
の
だ
。

　

お
よ
そ
読
書
す
る
際
に
、
ま
ず
本
文
が
何
を
言
っ
て
い
る
か
を
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
る
で
そ
れ
を
全
く
初
め
て
読
む
か
の
よ
う
に
、虚
心
に
理
解
し
、

（
意
味
を
）一
字
ず
つ
明
白
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
さ
ら
に（
本
文
を
）

数
回
読
め
ば
、
自
然
に
馴
染
ん
で
い
き
、
意
味
が
明
ら
か
な
よ
う
に
な
る
。
た
と

え
ば
、
人
と
始
め
て
出
会
う
場
合
、
最
初
は
そ
の
人
相
を
知
る
だ
け
だ
。
再
び
会

う
時
に
な
っ
て
、
そ
の
姓
氏
・
出
身
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
会
う
時
に
、

そ
の
性
格
と
行
為
と
は
如
何
な
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
、
時
間
が
経
っ
た
ら
一
見
す
れ
ば
そ
の
人
の
す
べ
て
が
分

か
っ
て
い
る
よ
う
に
な
る
。

　

今
、
学
ぶ
者
が
読
書
す
る
際
に
、
ま
ず
そ
の
内
容
か
ら
離
れ
て
考
え
よ
う
と
し

て
は
い
け
な
い
。『
中
庸
』
に
は
、「
之
れ
を
博
学
し
、
之
れ
を
審
問
す
」
と
言
っ

て
か
ら
、
は
じ
め
て
「
之
れ
を
慎
思
す
」
と
言
う
。
も
し
ま
だ
「
学
」
ん
で
い
な

く
「
問
」
う
て
も
い
な
い
ま
ま
、
そ
れ
を
「
思
」
っ
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
た
だ
心
を
無
駄
に
費
や
す
だ
け
な
の
だ
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
必
ず『
識
認
』の
二
字
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

潘
時
挙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
莫
是
～
否
」　
「
～
莫
き
や
」
と
読
み
、「
～
だ
ろ
う
か
」
を
意
味
す
る
。『
朱

子
語
類
訳
注
』
巻
十
四
、八
五
条
に
既
出
。

（
２
）�「
用
心
」　

心
を
用
い
て
専
念
す
る
。『
論
語
』
陽
貨
「
子
曰
。
飽
食
終
日
、

無
所
用
心
。
難
矣
哉
。
不
有
博
奕
者
乎
。
為
之
、
猶
賢
乎
已
」。

（
３
）�「
將
来
」　
「
把
来
」と
同
じ
。「
持
っ
て
い
っ
て
、持
っ
て
き
て
」を
意
味
す
る
。

『
語
類
』
巻
五
、三
四
条
、
廖
謙
録
（
Ⅰ86

）「
…
曰
能
擇
方
能
明
。
且
如
有

五
件
好
底
物
事
、
有
五
件
不
好
底
物
事
、
將
來
揀
擇
、
方
解
理
會
得
好
底
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

七
九



不
擇
如
何
解
明
。」
巻
十
四
、三
四
条
、胡
泳
録
（
Ⅰ254

）「
或
問
大
學
。
曰
。

大
概
是
如
此
。
只
是
恒
要
熟
讀
、
熟
時
滋
味
自
別
。
且
如
喫
果
子
、
生
時
將

來
喫
、
也
是
喫
這
果
子
。
熟
時
將
來
喫
、
也
是
喫
這
果
子
。
只
是
滋
味
別
。」

（
４
）�「
觀
過
知
仁
」　
『
論
語
』
里
仁
「
子
曰
、
人
之
過
也
、
各
於
其
黨
、
觀
過
斯

知
仁
矣
。」
朱
注
「
黨
類
也
。
程
子
曰
、
人
之
過
也
、
各
於
其
類
。
君
子
常

失
於
厚
、
小
人
常
失
於
薄
。
君
子
過
於
愛
、
小
人
過
於
忍
。
尹
氏
曰
、
於
此

觀
之
、
則
人
之
仁
不
仁
可
知
矣
。
呉
氏
曰
、
後
漢
呉
祐
謂
掾
以
親
故
、
受
汙

辱
之
名
、
所
謂
觀
過
知
仁
、
是
也
。
愚
按
、
此
亦
但
言
人
雖
有
過
、
猶
可
即

此
而
知
其
厚
薄
、
非
謂
必
俟
其
有
過
、
而
後
賢
否
可
知
也
。」『
朱
子
語
類
考

文
解
義
』
に
は
、「
謂
心
厚
之
説
可
説
於
觀
過
知
仁
處
、
不
可
説
於
此
章
也
。」

と
あ
る
。

（
５
）�「
識
認
」　
『
語
類
』
巻
六
、八
五
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅰ114

）「
或
曰
。
存

得
此
心
、
即
便
是
仁
。
曰
。
此
句
甚
好
、
但
下
面
說
合
於
心
者
為
之
、
不
合

於
心
者
勿
為
。
却
又
從
義
上
去
了
、
不
干
仁
事
。
今
且
只
以
孟
子
仁
、
人
心

也
、
義
、
人
路
也
、
便
見
得
仁
義
之
別
。
蓋
仁
是
此
心
之
德
、
才
存
得
此
心
、

即
無
不
仁
。
如
說
克
己
復
禮
、
亦
只
是
要
得
私
欲
去
後
此
心
常
存
耳
、
未
說

到
行
處
也
。
纔
說
合
於
心
者
行
之
、
便
侵
過
義
人
路
底
界
分
矣
。
然
義
之
所

以
能
行
、
却
是
仁
之
用
處
。
學
者
須
是
此
心
常
存
、
方
能
審
度
事
理
而
行
其

所
當
行
也
。
此
孔
門
之
學
、
所
以
必
以
求
仁
為
先
。
蓋
此
是
万
理
之
原
、
万

事
之
本
、
且
要
先
識
認
得
、
先
存
養
得
、
方
有
下
手
立
脚
處
耳
。」

（
６
）�「
郷
貫
」　

故
郷
、
出
身
の
こ
と
。『
朱
子
語
類
考
』
に
「
郷
貫　

古
郷
ノ
イ

帳
面
ニ
ツ
ク
カ
ラ
貫
ト
云
、
在
所
処
ノ
イ
」
と
あ
る
。
岡
島
冠
山
『
字
海
便

覧
』
に
「
郷
貫
ト
ハ
生
レ
処
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
７
）�「
性
行
」　

性
格
と
行
為
。『
語
類
』
巻
八
十
九
、一
一
条
、
陳
淳
録
（
Ⅵ

2273

）「
曰
。
古
人
三
月
而
後
見
。
曰
。
何
必
待
三
月
。
曰
。
未
知
得
婦
人

性
行
如
何
。
三
月
之
久
、
則
婦
儀
亦
熟
、
方
成
婦
矣
。」

（
８
）�「
虚
心
」　
『
荘
子
』
雑
篇
・
漁
父
「
客
曰
。
嘻
、
甚
矣
、
子
之
好
學
也
。
孔

子
再
拜
而
起
曰
。
丘
少
而
脩
學
、
以
至
于
今
、
六
十
九
歲
矣
、
無
所
得
聞
。

至
敎
、敢
不
虚
心
。」『
語
類
』
巻
八
、一
四
一
条
、黄
升
卿
録
（
Ⅰ145

）「
自

家
猶
不
能
怏
自
家
意
、
如
何
他
人
却
能
盡
怏
我
意
。
要
在
虚
心
以
從
善
。」

三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
一
三
一
頁
参
照
。

（
９
）�「
理
會
」　
「
知
る
」、「
分
か
る
」、「
理
解
す
る
」。『
朱
子
語
類
訳
注
』
巻

十
四
、二
条
に
既
出
。

（
10
）�「
亦
且
未
要
便
」　

や
は
り
す
ぐ
に
～
し
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。

（
11
）�「
懸
空
」　

事
物
を
離
れ
て
抽
象
的
に
考
え
る
こ
と
。『
語
類
』
巻

十
四
、四
十
四
条
に
既
出
。

（
12
）�「
中
庸
云
」　
『
中
庸
章
句
』
二
十
章
「
博
學
之
、審
問
之
、慎
思
之
、明
辨
之
、

篤
行
之
。」
朱
注
「
此
誠
之
之
目
也
。
學
、
問
、
思
、
辨
、
所
以
擇
善
而
為
知
、

學
而
知
也
。
篤
行
、
所
以
固
執
而
為
仁
、
利
而
行
也
。
程
子
曰
、
五
者
廢
其

一
、
非
學
也
。」

（
13
）�「
勞
心
」　
『
左
伝
』
襄
公
九
年
伝
「
大
勞
未
艾
、
君
子
勞
心
、
小
人
勞
力
、

先
王
之
制
也
。」『
孟
子
』
滕
文
公
上
「
故
曰
。
或
勞
心
、
或
勞
力
。
勞
心
者

治
人
、
勞
力
者
治
於
人
。」

186
条

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

八
〇



　

問
。
大
學
釋
修
身
齊
家
章
、
不
言
修
身
、
何
也
。
曰
。
好
而
不
知
其
惡
、
惡
而

不
知
其
美
、
是
以
好
爲
惡
、
以
曲
爲
直
、
可
謂
之
修
身
乎
。　

節

〔
校
勘
〕

〇�

「
大
學
釋
修
身
齊
家
章
不
言
修
身
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻

本
は
「
修
」
を
「
脩
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇�

「
節
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。（
成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
は

っ
き
り
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
八
章
一
六
九
条
の
「
但
一
節
説
闊
一
節
去
」

を
参
照
す
れ
ば
、「
節
」
に
作
る
可
能
性
が
高
い
。）

〔
訳
〕

　

質
問
。
大
学
は
「
修
身
斉
家
」
の
章
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
修
身
を
言
わ

な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。
好
ん
で
そ
の
悪
い
と
こ

ろ
を
知
ら
ず
、
嫌
っ
て
そ
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
美
点

を
短
所
に
し
て
不
正
を
公
正
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
修
身
と
言
え
よ
う
か
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
好
而
不
知
其
惡
、
惡
而
不
知
其
美
」　

前
出
の
巻
一
六
、一
七
四
条
「
如
愛

其
人
之
善
、
若
愛
之
過
、
則
不
知
其
悪
、
便
是
因
其
所
重
而
陷
於
所
偏
。
悪

悪
亦
然
」
の
注
を
参
照
。

（
２
）�「
以
曲
爲
直
」　
『
淮
南
鴻
烈
解
』
主
術
訓
「
是
故
聖
人
舉
事
也
、
豈
能
拂
道

理
之
數
、
詭
自
然
之
性
、
以
曲
爲
直
、
以
屈
爲
伸
哉
。
未
甞
不
因
其
資
而
用

之
也
。」『
語
類
』
巻
一
六
、四
七
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ322

）「
問
。
聽
訟
吾
猶

人
也
、
必
也
使
無
訟
乎
。
曰
。
固
是
以
修
身
為
本
、
只
是
公
別
底
言
語
多
走

作
。
如
云
凡
人
聽
訟
、
以
曲
為
直
、
以
直
為
曲
、
所
以
人
得
以
盡
其
無
實
之

辭
。
聖
人
理
無
不
明
、
明
無
不
燭
、
所
以
人
不
敢
。
如
此
却
是
聖
人
善
聽
訟
、

所
以
人
不
敢
盡
其
無
實
之
辭
、
正
與
經
意
相
反
。」

187
条

　

大
學
最
是
兩
章
相
接
處
好
看
。
如
所
謂
修
身
在
正
其
心
者
。
且
如
心
不
得
其
正
、

則
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。
若
視
而
見
、
聽
而
聞
、
食
而
知
味
、

則
心
得
其
正
矣
。

　

然
於
親
愛
、
敖
惰
五
者
有
所
僻
焉
、
則
身
亦
不
可
得
而
修
矣
。
嘗
謂
修
身
更
多

少
事
不
説
、
却
説
此
五
者
、
何
謂
。
子
細
看
來
、
身
之
所
以
不
修
者
、
無
不
是
被

這
四
五
箇
壞
。

　

又
云
、
意
有
不
誠
時
、
則
私
意
爲
主
、
是
主
人
自
爲
賊
了
。
到
引
惹
得
外
底
人

來
、
四
方
八
面
無
關
防
處
、
所
以
要
得
先
誠
其
意
。　

子
蒙

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
条
な
し
。

〇�

「
四
方
八
面
無
關
防
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
關
」
を
「
関
」
に
作
る
。

〇�

「
更
多
少
事
不
説
却
説
此
五
者
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
。

〇�

「
子
蒙
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蒙
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

八
一



〔
訳
〕

　

大
学
は
両
章
（
七
章
と
八
章
）
の
接
す
る
と
こ
ろ
が
最
も
よ
い
の
だ
。
例
え
ば
、

い
わ
ゆ
る
「
身
を
修
む
る
は　

其
の
心
を
正
す
に
在
り
」
の
場
合
は
、
も
し
心
の

正
を
得
て
い
な
け
れ
ば
、「
視
れ
ど
も
見
え
ず
し
て
、
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
食

ら
え
ど
も
其
の
味
わ
い
を
知
ら
ず
」
の
よ
う
に
な
る
。
も
し
視
れ
ば
見
え
、
聴
け

ば
聞
こ
え
、
食
べ
れ
ば
味
わ
い
を
知
る
と
す
れ
ば
、
心
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。

　

し
か
し
、
親
愛
・
敖
惰
な
ど
の
五
者
に
於
い
て
偏
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
身
を

修
め
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
以
前
、（
私
は
こ
の
よ
う
に
）言
っ
た
。

修
身
に
つ
い
て
い
か
に
多
く
の
こ
と
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
説
か
ず
、
却
っ
て

こ
の
五
者
を
説
く
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
詳
細
に
考
え
る
に
、
身
を
修
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
、
す
べ
て
こ
の
五
つ
の
も
の
に
よ
っ
て
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
言
わ
れ
た
。
意
に
不
誠
が
あ
れ
ば
、
私
意
が
主
に
な
り
、
こ
れ
は
ま
る
で
主

人
が
自
ら
泥
棒
に
な
る
よ
う
な
こ
と
だ
。
却
っ
て
外
の
人
を
引
き
入
れ
て
、
四
方

八
方
に
防
ぐ
と
こ
ろ
が
な
い
。
だ
か
ら
ま
ず
は
意
を
誠
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。　

林
子
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
好
看
」　

よ
い
、素
晴
ら
し
い
。『
語
類
』巻
二
十
一
、六
五
条
、鄭
南
升
録（
Ⅱ

494

）「
問
道
千
乘
之
國
章
。
曰
龜
山
說
此
處
極
好
看
。」

（
２
）�「
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
心

不
在
焉
、
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。」
朱
注
「
心
有
不
存

則
無
以
檢
其
身
。
是
以
君
子
必
察
乎
此
、
而
敬
以
直
之
、
然
後
此
心
常
存
、

而
身
無
不
脩
也
。」

（
３
）�「
有
所
僻
」　
「
僻
」
は
、
朱
子
は
「
偏
る
」
と
解
釈
す
る
。『
語
類
』
巻

一
六
、一
七
三
条
の
注
を
参
照
。

（
４
）�「
多
少
」　

多
く
。『
語
類
』
巻
十
五
、九
五
条
、
呉
稚
録
（
Ⅰ300

）「
又
如

官
名
、
在
孔
子
有
甚
緊
要
處
。
聖
人
一
聽
得
郯
子
會
、
便
要
去
學
。
蓋
聖
人

之
學
、
本
末
精
粗
、
無
一
不
備
、
但
不
可
輕
本
而
重
末
也
。
今
人
閒
坐
過
了

多
少
日
子
、
凡
事
都
不
肯
去
理
會
、
且
如
儀
禮
一
節
、
自
家
立
朝
不
曉
得
禮
、

臨
事
有
多
少
利
害
。」『「
朱
子
語
類
」
抄
』
二
〇
六
頁
、
二
六
五
頁
参
照
。

（
５
）�「
無
不
是
被
這
四
五
箇
壞
」　

四
五
は
五
の
意
。
数
字
を
二
つ
並
べ
て
、
そ

の
後
ろ
の
数
字
を
指
示
す
る
。
こ
こ
で
は
「
四
か
五
」
で
は
な
く
、「
五
」

と
言
う
に
同
じ
。
本
巻
一
一
九
条
、
一
六
四
条
を
参
照
。

（
６
）�「
引
惹
」　

引
き
起
こ
す
。『
語
類
』
巻
四
十
一
、四
一
条
、
周
明
作
録
（
Ⅲ

1052

）「
元
翰
問
。
非
禮
勿
視
聽
言
動
。
看
來
都
在
視
上
。
曰
。
不
專
在
視
上
、

然
聽
亦
自
不
好
、
只
縁
先
有
視
聽
、
便
引
惹
得
言
動
、
所
以
先
說
視
聽
、
後

說
言
動
。」

（
７
）�「
四
方
八
面
無
關
防
處
」　
「
四
面
八
方
」
と
も
書
き
、
四
方
八
方
を
意
味
す

る
。「
關
防
」
は
防
ぐ
の
意
。
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
注
』
五
九

頁
に
「
關
防　

防
止
す
る
」
と
あ
る
。『
字
海
便
覧
』
に
「
四
方
八
靣
無
關

防
處
ト
ハ
四
方
八
靣
フ
セ
グ
処
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
リ
」と
あ
る
。『
語
類
』

巻
四
十
二
、二
八
条
、
輔
廣
録
（
Ⅲ1077

）「
潛
夫
曰
、
舊
曾
聞
先
生
說
顏

冉
二
子
之
於
仁
、
譬
如
捉
賊
。
顏
子
便
赤
手
擒
那
賊
出
、
仲
弓
則
先
去
外
面

關
防
、
然
後
方
敢
下
手
去
捉
他
。」
閒

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

八
二



188
条

　

欲
修
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致

其
知
。
致
知
在
格
物
。
五
者
、其
實
則
相
串
、而
以
做
工
夫
言
之
、則
各
自
爲
一
事
。

故
物
格
、而
後
知
至
。
知
至
、而
後
意
誠
。
意
誠
、而
後
心
正
。
心
正
、而
後
身
修
。

　

著
而
字
、
則
是
先
爲
此
、
而
後
能
爲
彼
也
。
蓋
逐
一
節
自
有
一
節
功
夫
、
非
是

儱
侗
言
知
至
了
意
便
自
誠
、
意
誠
了
心
便
自
正
、
身
便
自
修
、
中
間
更
不
著
功
夫
。

然
但
只
是
上
面
一
截
功
夫
到
了
、
則
下
面
功
夫
亦
不
費
力
耳
。

　

先
生
曰
。
亦
有
天
資
高
底
人
、
只
頭
正
了
、
便
都
正
去
。
若
夾
雜
多
底
、
也
不

能
如
此
。　

端
蒙

〔
校
勘
〕

〇　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
条
な
し
。

〇�

「
正
身
便
自
修
中
間
更
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
双
行
小
字
。
成
化
本
は
「
正
身

便
自
」
の
四
字
な
し
。

〇
「
不
著
功
夫
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
と
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
其
の
身
を
修
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
心
を
正
す
。
其
の
心
を
正
さ

ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其
の
意
を
誠
に
す
。
其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者

は
、
先
ず
其
の
知
を
致
す
。
致
知
は
格
物
に
在
り
。」
五
者
は
、
実
は
互
い
に
相

繋
が
っ
て
い
る
が
、
実
践
工
夫
を
す
る
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
一
事
と
な
る
。
そ
れ
故
に
「
物
格
れ
ば
而
る
後
に
知
致
り
、
知
致
れ
ば
而
る

後
に
意
誠
に
し
、
意
誠
に
な
れ
ば
而
る
後
に
心
正
な
り
、
心
正
な
れ
ば
而
る
後
に

身
修
む
。」

　
「
而
」
の
字
を
著
す
の
は
、
先
ず
こ
れ
を
し
て
か
ら
、
後
に
そ
れ
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。（『
大
学
』
の
）
章
ご
と
に
於
い
て
は
そ
の
独
自

の
工
夫
が
説
か
れ
て
お
り
、
知
に
至
れ
ば
意
が
自
ら
誠
に
な
り
、
意
を
誠
に
す
れ

ば
心
が
自
ら
正
に
な
っ
て
身
が
自
ら
修
め
ら
れ
、途
中
で
さ
ら
に
工
夫
を
し
な
い
、

と
お
お
ま
か
に
言
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
上
の
段
階
の
工
夫
が
完
成
で
き
れ

ば
、
次
の
段
階
の
工
夫
は
力
を
（
そ
れ
ほ
ど
）
費
や
さ
な
い
だ
け
な
の
だ
。

　

先
生
は
言
わ
れ
た
。
資
質
の
い
い
人
も
お
り
、（
彼
ら
は
）
最
初
を
正
せ
ば
、

す
べ
て
正
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
気
稟
に
夾
雑
物
の
多
い
人
（
＝
資
質
の
低
い

人
）
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
（
簡
単
に
す
べ
て
を
正
す
こ
と
も
）
で
き
な
い
の

だ
。　

程
端
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）�「
欲
修
其
身
者
、
先
正
其
心
」
云
云　
『
語
類
』
巻
十
四
、二
三
条
、（
Ⅰ

252

）
魏
椿
録
「
問
。
大
學
一
書
皆
以
修
身
為
本
。
正
心
、誠
意
、致
知
、格
物
、

皆
是
修
身
內
事
。
曰
、
此
四
者
成
就
那
修
身
、
修
身
推
出
做
許
多
事
。」

（
２
）「
相
串
」　

互
い
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

（
３
）�「
儱
侗
」　
「
ぼ
ん
や
り
す
る
」、「
は
っ
き
り
し
な
い
」。「
儱
統
」、「
籠
統
」

と
も
。『
語
類
』
巻
十
八
、八
二
条
、沈
僩
録
（
Ⅱ411

）「
曰
。
恁
地
說
不
得
。

心
性
固
只
一
理
、
然
自
有
合
而
言
處
、
又
有
析
而
言
處
。
須
知
其
所
以
析
、

又
知
其
所
以
合
、
乃
可
。
然
謂
性
便
是
心
、
則
不
可
。
謂
心
便
是
性
、
亦
不

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

八
三



可
。
孟
子
曰
、
盡
其
心
知
其
性
。
又
曰
、
存
其
心
養
其
性
。
聖
賢
說
話
自
有

分
別
。
何
嘗
如
此
儱
侗
不
分
曉
。
固
有
儱
侗
一
統
說
時
、然
名
義
各
自
不
同
。」

『
字
海
便
覧
』
に
「
儱
侗
ト
ハ
ミ
ダ
リ
ノ
意
ア
リ
。
字
書
ニ
ハ
不
成
器
ト
モ
。

又
行
不
正
ト
モ
見
エ
タ
リ
。
然
レ
ト
モ
又
大
ザ
ン
バ
イ
ト
云
フ
意
モ
ア
リ
。」

と
あ
る
。
三
浦
国
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
二
一
一
頁
参
照
。

（
４
）�「
逐
一
節
自
有
一
節
功
夫
」
云
　々

朱
子
は
、
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、

修
身
と
い
う
次
序
に
従
っ
て
段
階
的
に
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
強

調
す
る
。『
語
類
』
巻
十
五
、一
四
六
条
、
徐

録
（
Ⅰ311

）「
問
。
知
至

了
意
便
誠
、
抑
是
方
可
做
誠
意
工
夫
。
曰
、
也
不
能
恁
地
説
得
。
這
箇
也
在

人
。
一
般
人
自
便
能
如
此
。
一
般
人
自
當
循
序
做
、
但
知
至
了
、
意
誠
便
易
。

且
如
這
一
件
事
、
知
得
不
當
如
此
做
、
末
梢
又
却
如
此
做
、
便
是
知
得
也
未

至
。
若
知
得
至
時
、
便
決
不
如
此
。
如
人
既
知
烏
喙
之
不
可
食
、
水
火
之
不

可
蹈
、豈
肯
更
試
去
食
烏
喙
、蹈
水
火
。若
是
知
得
未
至
時
、意
決
不
能
誠
。問
。

知
未
至
之
前
、
所
謂
慎
獨
、
亦
不
可
忽
否
。
曰
。
也
不
能
恁
地
説
得
。
規
模

合
下
皆
當
齊
做
。
然
這
裏
只
是
説
學
之
次
序
如
此
、
説
得
來
快
、
無
恁
地
勞

攘
。
且
當
循
此
次
序
、
初
間
欲
明
明
德
於
天
下
時
、
規
模
便
要
恁
地
了
。
既

有
恁
地
規
模
、
當
有
次
序
工
夫
、
既
有
次
序
工
夫
、
自
然
有
次
序
功
效
。
物

格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
意
誠
而
后
心
正
、
心
正
而
后
身
修
、
身
修

而
后
家
齊
、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治
而
后
天
下
平
。
只
是
就
這
規
模
恁
地
廣

開
去
、
如
破
竹
相
似
、
逐
節
恁
地
去
。」

（
５
）�「
天
資
高
底
」　

資
質
の
高
い
人
。『
語
類
』
巻
一
二
一
、八
六
条
、
黄

録

（
Ⅷ2942

）「
看
二
十
五
條
、
曰
。
此
正
與
前
段
相
反
、
却
有
上
截
無
下
截
。

天
資
高
底
、
固
有
能
不
為
富
貴
所
累
、
然
下
此
者
亦
必
思
所
以
處
之
。
貧
而

樂
者
、
固
勝
如
無
諂
。
富
而
好
禮
者
、
固
勝
如
無
驕
。
若
未
能
無
諂
無
驕
底
、

亦
須
且
於
此
做
工
夫
。」

（
６
）�「
夾
雜
多
底
」　

夾
雑
物
の
多
い
人
。『
語
類
』
巻
十
五
、一
一
〇
条
、
林
夔

孫
録
（
Ⅰ304

）「
問
。
實
其
心
之
所
發
、
欲
其
一
於
理
而
無
所
雜
。
曰
。

只
為
一
便
誠
、二
便
雜
。
如
惡
惡
臭
如
好
好
色
、一
故
也
。
小
人
閒
居
為
不
善
、

止
著
其
善
、
二
故
也
。
只
要
看
這
些
便
分
曉
。
二
者
為
是
真
底
物
事
、
却
著

些
假
攙
放
裏
、
便
成
詐
偽
。
如
這
一
盞
茶
、
一
味
是
茶
、
便
是
真
、
才
有
些

別
底
滋
味
、
便
是
有
物
夾
雜
了
、
便
是
二
。」

189
条

　

問
。
正
心
修
身
章
後
注
云
、
此
亦
當
通
上
章
推
之
、
蓋
意
或
不
誠
、
則
無
能
實

用
其
力
以
正
其
心
者
云
云
。
曰
。
大
學
所
以
有
許
多
節
次
、正
欲
學
者
逐
節
用
工
。

非
如
一
無
節
之
竹
、
使
人
才
能
格
物
、
則
便
到
平
天
下
也
。

　

夫
人
蓋
有
意
誠
而
心
未
正
者
、
蓋
於
忿
懥
、
恐
懼
等
事
、
誠
不
可
不
隨
事
而
排

遣
也
。
蓋
有
心
正
而
身
未
修
者
、
故
於
好
惡
之
間
、
誠
不
可
不
隨
人
而
節
制
也
。

至
於
齊
家
以
下
、
皆
是
教
人
節
節
省
察
用
功
。
故
經
序
但
言
心
正
者
必
自
誠
意
而

來
、
修
身
者
必
自
正
心
而
來
。
非
謂
意
既
誠
而
心
無
事
乎
正
、
心
既
正
而
身
無
事

乎
修
也
。

　

且
以
大
學
之
首
章
便
教
人
明
明
德
、
又
爲
格
物
以
下
事
目
、
皆
爲
明
明
德
之
事

也
。
而
平
天
下
、
方
且
言
先
謹
乎
德
等
事
、
亦
可
見
矣
。　

壯
祖

〔
校
勘
〕

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

八
四



〇�
「
蓋
意
或
不
誠
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇�

「
云
云
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
こ
の
二
字
が
單
行
小
字
。
朝
鮮
整
版

本
は
双
行
小
字
。
朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
二
字
が
な
く
、「
切
謂
人
之
心
所
以

膠
膠
擾
擾
失
其
虚
明
之
本
體
者
只
爲
念
慮
之
間
不
誠
於
爲
善
毎
毎
雜
得
私
邪
在

裏
故
心
爲
之
累
而
不
得
其
正
今
既
能
致
其
知
判
別
得
是
非
善
惡
分
明
一
念
之
發

誠
實
無
惡
則
心
之
本
體
豈
不
光
明
洞
達
渾
全
正
大
其
間
直
有
毫
芒
之
間
耳
然
則

意
既
能
誠
則
復
何
所
待
於
用
力
哉
」
の
百
十
字
が
あ
る
。

〇�

「
使
人
才
能
格
物
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」
を
「
纔
」

に
作
る
。

〇
「
蓋
於
忿
懥
恐
懼
等
事
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

〇
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「

謙
」（
李
壮
祖
の
字
）
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
正
心
修
身
」
の
章
の
後
の
注
に
云
う
、「
此
れ
も
亦
た
當
に
上
章
を
通

し
て
之
れ
を
推
す
べ
し
、
蓋
し
意　

或
い
は
誠
に
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
よ
く
実
に

其
の
力
を
用
い
て
以
っ
て
其
の
心
を
正
す
者
無
し
」云
云
。（
先
生
は
）言
わ
れ
た
。

『
大
学
』
に
多
く
の
章
節
が
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
学
ぶ
者
に
は
段
階
的
な
工
夫
を

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
一
本
の
節
の
な
い
竹
の
よ
う
に
、
格
物
が
で
き
た

ば
か
り
な
の
に
、直
ち
に
天
下
を
平
ら
げ
る
こ
と
に
進
む
こ
と
を
さ
せ
な
い
の
だ
。

　

思
う
に
、
人
の
中
に
意
が
誠
に
な
っ
て
も
心
を
ま
だ
正
し
て
い
な
い
も
の
が
い

る
が
、（
彼
ら
は
）
事
物
に
遭
遇
す
る
際
に
必
ず
忿
懥
・
恐
懼
な
ど
を
調
整
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ま
た
）
思
う
に
、
心
が
正
し
く
て
も
身
を
ま
だ
修
め
て
い

な
い
人
が
い
る
が
、（
彼
ら
は
）
人
に
接
す
る
際
に
必
ず
好
悪
を
節
制
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
斉
家
以
下
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
段
階
的
に
審
査
工
夫
し
て
い
く

こ
と
を
人
に
教
え
て
い
る
。
な
の
で
、
経
は
順
序
と
し
て
正
心
が
必
ず
誠
意
か
ら

来
て
、
修
身
が
必
ず
正
心
か
ら
来
る
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
誠

意
が
で
き
た
ら
正
心
に
努
め
な
く
て
も
い
い
、
正
心
が
で
き
た
ら
修
身
に
努
め
な

く
て
も
い
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
。

　

且
つ
、『
大
学
』
の
首
章
は
「
明
明
徳
」
を
教
え
て
い
る
が
、
ま
た
「
格
物
」

以
下
の
項
目
も
み
な
「
明
明
徳
」
の
こ
と
だ
。（
そ
れ
に
対
し
て
）「
平
天
下
」
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
徳
を
慎
む
な
ど
の
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
か
ら
も
、（
明
明
徳
が

す
べ
て
の
基
礎
だ
と
い
う
こ
と
が
）
分
か
る
の
だ
。　

李
壯
祖
録

〔
注
〕

（
１
）�「
正
心
修
身
章
後
注
」　

現
行
の『
大
学
章
句
』と
は
朱
注
に
異
同
が
あ
る
。『
大

学
章
句
』
伝
七
章
の
朱
注
「
此
亦
承
上
章
以
起
下
章
。
盖
意
誠
則
眞
無
惡
而

實
有
善
矣
、
所
以
能
存
是
心
以
檢
其
身
。
然
或
但
知
誠
意
而
不
能
密
察
此
心

之
存
否
、
則
又
無
以
直
内
而
脩
身
也
。」

（
２
）�「
一
無
節
之
竹
」　
『
語
類
』
巻
一
六
、一
二
五
条
、
輔
広
録
（
Ⅱ342

）「
或

問
正
心
誠
意
章
。
先
生
令
他
説
。
曰
。
意
誠
則
心
正
。
曰
。
不
然
。
這
幾
句

連
了
又
斷
、
斷
了
又
連
、
雖
若
不
相
粘
綴
、
中
間
又
自
相
貫
。
譬
如
一
竿
竹
、

雖
只
是
一
竿
、
然
其
間
又
自
有
許
多
節
。
意
未
誠
、
則
全
體
是
私
意
、
更
理

會
甚
正
心
。
然
意
雖
誠
了
、
又
不
可
不
正
其
心
。
意
之
誠
不
誠
、
直
是
有
公

私
之
辨
、
君
子
小
人
之
分
。
意
若
不
誠
、
則
雖
外
面
為
善
、
其
意
實
不
然
、

如
何
更
問
他
心
之
正
不
正
。
意
既
誠
了
、
而
其
心
或
有
所
偏
倚
、
則
不
得
其

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

八
五



正
、
故
方
可
做
那
正
心
底
工
夫
。」

（
３
）�「
經
序
但
言
心
正
者
必
自
誠
意
而
來
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
古
之
欲
明
明
德

於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊
其
家
。
欲
齊
其
家
者
、
先
脩

其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。
欲
誠
其
意

者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
意
誠

而
后
心
正
、
心
正
而
后
身
脩
、
身
脩
而
后
家
齊
、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治
而

后
天
下
平
。」

（
４
）�「
排
遣
」　

こ
こ
で
は
、
不
当
な
部
分
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
の
現

れ
が
適
切
な
よ
う
に
調
整
す
る
、と
い
う
意
味
。『
語
類
』
巻
十
八
、八
八
条
、

周
明
作
録（
Ⅱ412

）「
…
問
。
去
私
欲
氣
稟
之
累
。
曰
。
只
得
逐
旋
戰
退
去
。

若
要
合
下
便
做
一
次
排
遣
、
無
此
理
、
亦
不
濟
得
事
。
須
是
當
事
時
子
細
思

量
、
認
得
道
理
分
明
、
自
然
勝
得
他
。
次
第
這
邊
分
明
了
、
那
邊
自
然
容
著

他
不
得
。
如
今
只
窮
理
為
上
。」『
朱
子
語
類
考
』
に
「
排
ハ
按
排
ノ
排
ニ
テ

手
ニ
テ
ヲ
シ
ヤ
ル
コ
ト
。
遣
ハ
ヤ
ル
コ
ト
。
手
デ
ヲ
シ
ナ
ラ
シ
ヤ
ル
意
ナ
リ
」

と
あ
る
。『
字
海
便
覧
』
に
「
排
遣
ト
ハ
ト
リ
サ
バ
ク
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
５
）�「
無
事
乎
」　

～
に
努
め
な
い
。『
語
類
』巻
二
十
三
、一
〇
四
条
、楊
道
夫
録（
Ⅱ

557

）「
蜚
卿
問
十
五
志
于
學
一
段
。
曰
。
聖
人
也
略
有
箇
規
模
與
人
同
。
如

志
學
、
也
是
衆
人
知
學
時
。
及
其
立
與
不
惑
、
也
有
箇
跡
相
似
。
若
必
指
定

謂
聖
人
必
恁
地
、
固
不
得
。
若
説
聖
人
全
無
事
乎
學
、
只
脱
空
説
、
也
不
得
。

但
聖
人
便
自
有
聖
人
底
事
。」『
語
類
』
巻
二
十
四
、五
六
条
、万
人
傑
録
（
Ⅱ

580

）「
問
。
先
行
其
言
而
後
從
之
。
曰
。
此
為
子
貢
而
發
。
其
實
有
德
者
必

有
言
、
若
有
此
德
、
其
言
自
足
以
發
明
之
、
無
有
説
不
出
之
理
。
夫
子
只
云

欲
訥
於
言
而
敏
於
行
、
敏
於
事
而
慎
於
言
、
未
嘗
説
無
事
於
言
。」

（
６
）�「
大
學
之
首
章
便
教
人
明
明
德
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
大
學
之
道
、
在
明
明

徳
、
在
親
民
、
在
止
於
至
善
。
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
、
先
治
其
國
、
欲

治
其
國
者
、
先
齊
其
家
、
欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
、
欲
脩
其
身
者
、
先
正

其
心
、欲
正
其
心
者
、先
誠
其
意
、欲
誠
其
意
者
、先
致
其
知
、致
知
在
格
物
。」

朱
注
「
此
八
者
、
大
學
之
條
目
也
…
脩
身
以
上
、
明
明
徳
之
事
也
。
齊
家
以

下
、
新
民
之
事
也
。」

（
７
）�「
言
先
謹
乎
德
等
事
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
詩
云
、
節
彼
南
山
、
維
石

巖
巖
、
赫
赫
師
尹
、
民
具
爾
瞻
。
有
國
者
不
可
以
不
慎
、
辟
則
為
天
下
僇
矣

…
是
故
君
子
先
慎
乎
徳
。
有
徳
此
有
人
、
有
人
此
有
土
、
有
土
此
有
財
、
有

財
此
有
用
。」
朱
注
「
先
慎
乎
徳
、承
上
文
不
可
不
慎
而
言
。
徳
即
所
謂
明
徳
。

有
人
謂
得
衆
、
有
土
謂
得
國
、
有
國
則
不
患
無
財
用
矣
。」

190
条

　

大
學
如
正
心
章
、
已
説
盡
了
。
至
修
身
章
又
從
頭
説
起
、
至
齊
家
治
國
章
又
依

前
説
教
他
、
何
也
。
蓋
要
節
節
去
照
管
。
不
成
却
説
自
家
在
這
裏
心
正
身
修
了
、

便
都
只
聽
其
自
治
。　

虁
孫

〔
校
勘
〕

○
「
修
身
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
脩
身
」
に
作
る
。

○�

「
説
教
他
」　

朝
鮮
古
写
本
は
下
に「
池
本
有
治
它
是
三
字
」の
双
行
注
が
あ
る
。

○
「
蓋
要
」　

朝
鮮
古
写
本
は
下
に
「
池
本
作
蓋
是
要
得
」
の
双
行
注
が
あ
る
。

○
「
不
成
却
」　

朝
鮮
古
写
本
は
下
に
「
池
本
作
只
字
」
の
双
行
注
が
あ
る
。

京
都
府
立
大
学
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術
報
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○
「
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
這
裡
」
に
作
る
。

○
「
自
治
」　

朝
鮮
古
写
本
は
下
に
「
池
本
作
聴
它
自
治
了
」
の
双
行
注
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　

大
学
は
、
第
七
の
正
心
章
の
と
こ
ろ
で
既
に
語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
に
、
第

八
の
修
身
章
に
な
っ
て
ま
た
あ
ら
た
め
て
最
初
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
第

九
の
斉
家
治
国
章
に
な
る
と
ま
た
前
と
同
じ
よ
う
に
そ
れ
を
説
い
て
い
る
の
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
一
節
一
節
、
気
を
つ
け
て
す
べ
て
を
管
理
下

に
お
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。
ま
さ
か
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
自
身
が
こ
の
段
階
で
心

が
正
し
く
身
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
み
な
た
だ
そ
れ
ぞ
れ

が
自
ら
を
治
め
る
の
に
ま
か
せ
る
の
だ
と
言
え
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま

い
。　

林
虁
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
已
説
盡
了
云
々
」　

伝
七
章
に
お
い
て
修
身
の
こ
と
は
語
り
尽
く
さ
れ
て

い
る
の
に
、
伝
八
章
に
な
っ
て
、
再
び
修
身
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
す
。

（
２
）�「
從
頭
」　

も
う
一
度
。
は
じ
め
か
ら
。

（
３
）�「
依
前
説
云
々
」　

伝
八
章
に
お
い
て
既
に
斉
家
の
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
る

の
に
、
伝
九
章
に
お
い
て
再
度
「
孝
・
弟
・
慈
」
と
い
う
家
の
中
の
こ
と
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
な
お
衛
湜
『
禮
記
集
説
』
は
、
こ
の
前

後
を
引
用
し
て
「
至
齊
家
治
國
章
、又
依
前
説
教
他
節
節
去
照
顧
。」
に
作
る
。

（
４
）�「
不
成
」　

ま
さ
か
～
で
は
あ
る
ま
い
。

（
５
）�「
照
管
」　

管
理
す
る
。
管
理
下
に
置
く
。
制
御
す
る
。

（
６
）�「
聴
自
治
」　

自
治
は
み
ず
か
ら
を
修
め
る
こ
と
。
管
理
す
る
こ
と
。『
大
学

或
問
』「
故
又
推
本
言
之
、
欲
其
先
成
於
己
而
有
以
責
人
、
固
非
謂
其
專
務

修
己
、
都
不
治
人
而
拱
手
以
俟
其
自
化
、
亦
非
謂
其
矜
己
之
長
愧
人
之
短
而

脅
之
以
必
從
也
。･･･

至
即
此
章
而
論
之
、
則
欲
如
治
己
之
心
以
治
人
者
、

又
不
過
以
強
於
自
治
爲
本
。
蓋
能
強
於
自
治
、至
於
有
善
而
可
以
求
人
之
善
、

無
惡
而
可
以
非
人
之
惡
、
然
後
推
己
及
人
、
使
之
亦
如
我
之
所
以
自
治
而
自

治
焉
、
則
表
端
景
正
、
源
潔
流
清
、
而
治
己
治
人
、
無
不
盡
其
道
矣
。」

（
７
）�「
林
䕫
孫
録
」　

本
条
に
池
本
と
の
校
訂
が
記
さ
れ
る
の
は
、「
朱
子
語
録
姓

氏
」
に
、
林
䕫
孫
が
「
池
録
三
四
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
と
合
致
す
る
。

−
−

191
条

　

説
大
學
誠
意
章
、
曰
、
如
今
人
雖
欲
爲
善
、
又
被
一
箇
不
欲
爲
善
之
意
來
妨
了
。

雖
欲
去
惡
、
又
被
一
箇
尚
欲
爲
惡
之
意
來
妨
了
。
蓋
其
知
之
不
切
、
故
爲
善
不
是

他
心
肯
意
肯
、
去
惡
亦
不
是
他
心
肯
意
肯
。
這
箇
便
是
自
欺
、
便
是
不
誠
。
意
才

不
誠
、
則
心
下
便
有
許
多
忿
懥
、
恐
懼
、
憂
患
、
好
樂
而
心
便
不
正
。
心
既
不
正
、

則
凡
有
愛
惡
等
事
、
莫
不
倚
於
一
偏
。
如
此
、
如
何
要
家
齊
、
國
治
、
天
下
平
。

惟
是
知
得
切
、
則
好
善
必
如
好
好
色
、
惡
惡
必
如
惡
惡
臭
。
是
非
爲
人
而
然
、
蓋

胸
中
實
欲
如
此
、
而
後
心
滿
意
愜
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

八
七



○
「
一
箇
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
一
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
意
才
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」
を
「
纔
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
『
大
学
』
の
誠
意
章
を
解
説
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
い
ま
の
人
は
善
を
な
そ
う

と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
別
に
善
を
な
し
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
そ
れ

に
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
悪
を
と
り
さ
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
別
に
な
お
悪

を
な
そ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
そ
れ
に
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
思
う
に
そ
の

知
が
切
実
で
な
い
か
ら
、
善
を
な
そ
う
と
す
る
の
も
彼
は
心
か
ら
同
意
し
て
い
な

い
の
で
あ
り
、
悪
を
と
り
さ
ろ
う
と
す
る
の
も
や
は
り
彼
は
心
か
ら
そ
う
し
よ
う

と
は
し
て
い
な
い
の
だ
。
こ
れ
で
は
自
欺
で
あ
り
、
不
誠
で
あ
る
。
意
に
少
し
で

も
誠
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
心
の
な
か
に
忿
懥
、
恐
懼
、
憂
患
、
好
楽
な
ど

が
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
心
は
不
正
と
な
っ
て
し
ま
う
。
心
が
正
し
く

な
い
の
で
、
な
ん
に
つ
い
て
も
親
愛
し
た
り
賤
悪
し
た
り
す
る
と
き
に
、
な
に
か

に
偏
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。
こ
ん
な
こ
と
で
、
ど
う
や
っ
て
家
が
斉

い
、
国
が
治
ま
り
、
天
下
が
平
ら
か
な
る
状
態
に
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
た
だ
も

う
知
が
切
実
で
あ
れ
ば
、
善
を
好
む
こ
と
が
必
ず
色
を
好
む
が
如
く
に
な
る
し
、

悪
を
に
く
む
こ
と
が
必
ず
悪
臭
を
に
く
む
が
如
く
に
な
る
。
こ
れ
は
人
に
知
ら
れ

た
い
が
た
め
に
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、
思
う
に
心
の
中
で
ほ
ん
と
う
に
そ
う
あ

り
た
い
と
思
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
れ
ば
心
か
ら
満
足
す
る
の
だ
。」　

葉
賀
孫

録〔
注
〕

（
１
）�「
又
被
一
箇
不
欲
爲
善
之
意
來
妨
了
」　

も
う
一
人
の
自
分
が
い
て
善
を
な

そ
う
と
す
る
の
を
さ
ま
た
げ
る
、
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
は
、
本
巻
一
〇
八

条
参
照
。

（
２
）�「
知
之
不
切
」　
「
知
」
は
格
物
致
知
の
知
。
以
下
、
八
条
目
の
順
序
に
従
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
目
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
の
連
関
が
「
天
下
平
」
ま
で

説
か
れ
る
。
こ
の
「
知
之
不
切
」
は
、か
つ
て
伝
六
章
の
章
句
に
あ
っ
た
文
。

本
巻
一
〇
七
条
参
照
。

（
３
）�「
心
肯
意
肯
」　

心
の
底
か
ら
同
意
す
る
。心
か
ら
そ
う
し
よ
う
と
思
う
。『
語

類
』
巻
四
一
、五
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ1056

）「
這
裏
須
思
量
顔
子
如
何

心
肯
意
肯
要
克
己
復
禮
、
自
家
因
何
不
心
肯
意
肯
去
克
己
復
禮
。
這
處
須
有

病
根
、
先
要
理
會
這
路
頭
、
方
好
理
會
所
以
克
之
之
方
。」『
字
海
便
覧
』「
心

肯
意
肯
ト
ハ
心
ニ
承
允
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。」

（
４
）�「
便
是
自
欺
云
々
」　

冒
頭
部
の
爲
善
、
去
惡
の
議
論
で
こ
れ
を
自
欺
と
す

る
の
は
、
伝
七
章
の
章
句
「
自
欺
云
者
、
知
為
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有

未
實
也
。」
を
参
照
。

（
５
）�「
便
是
不
誠
云
々
」　

自
欺
が
不
誠
で
あ
る
の
は
伝
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、

毋
自
欺
也
。」に
よ
る
。
以
下
、伝
六
章
の「
誠
意
」が
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、

伝
七
章
の
「
忿
懥
、
恐
懼
」
な
ど
が
生
じ
、
そ
れ
が
心
の
不
正
を
も
た
ら
し
、

さ
ら
に
伝
八
章
の
「
伝
八
章
の
「
愛
悪
（
親
愛
・
賤
悪
）
な
ど
の
辟
」
を
生
む
。

（
６
）「
心
下
」　

心
の
な
か
。

（
７
）�「
非
爲
人
而
然
」　
『
論
語
』憲
問「
子
曰
、古
之
學
者
為
己
、今
之
學
者
為
人
。」

集
注
「
程
子
曰
、
為
己
欲
得
之
於
己
也
、
為
人
欲
見
知
於
人
也
。」
ま
た
『
文

集
』
巻
六
三
、
答
孫
敬
甫
第
六
書
「
蓋
自
欺
自
慊
兩
事
正
相
抵
背
、
纔
不
自

京
都
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術
報
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欺
、
即
其
好
惡
真
如
好
好
色
惡
惡
臭
。
只
為
求
以
自
快
自
足
、
如
寒
而
思
衣

以
自
温
、
饑
而
思
食
以
自
飽
、
非
有
牽
強
苟
且
、
姑
以
為
人
之
意
。
纔
不
如

此
、
即
其
好
惡
皆
是
為
人
而
然
、
非
有
自
求
快
足
之
意
也
。」
を
参
照
。

（
８
）�「
心
滿
意
愜
」　

伝
六
章
の「
自
謙
」を
言
い
か
え
た
も
の
。こ
の「
謙
」が「
足
」、

「
滿
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
、本
巻
八
三
章
参
照
。
ま
た
「
愜
」
に
つ
い
て
は
、

『
大
学
或
問
』
第
七
章
「
字
書
又
以
其
訓
快
與
足
者
、讀
與
愜
同
、則
義
愈
明
、

而
音
又
異
、
尤
不
患
於
無
別
也
。」
を
参
照
。

　
　
　

傳
九
章
釋
家
齊
國
治
▲　

〔
校
勘
〕

○
「
家
齊
國
治
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
齊
家
治
國
」
に
作
る
。

192
条

　

或
問
、
齊
家
一
段
、
是
推
將
去
時
較
切
近
否
。
曰
、
此
是
言
一
家
事
、
然
而
自

此
推
將
去
、
天
下
國
家
皆
只
如
此
。
又
問
、
所
畏
敬
在
家
中
、
則
如
何
。
曰
、
一

家
之
中
、
尊
者
可
畏
敬
、
但
是
有
不
當
處
、
亦
合
有
幾
諌
時
。
不
可
道
畏
敬
之
便

不
可
説
著
。
若
如
此
惟
知
畏
敬
、
却
是
辟
也
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

○
「
自
此
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
自
」
を
「
目
」
に
作
る
。

○
「
説
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
説
着
」
に
作
る
。

○
「
惟
知
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
惟
」
を
「
唯
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
質
問
し
た
。「
斉
家
の
一
段
は
、
外
へ
推
し
す
す
め
て
い
け
ば
、（
自

分
に
と
っ
て
）や
や
切
実
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。」先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ

こ
で
は
一
家
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
こ
こ
か
ら
外
へ
お
し
す
す

め
て
、
天
下
、
国
、
家
が
み
な
す
っ
か
り
こ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。」

ま
た
質
問
し
た
。「
畏
敬
す
る
対
象
が
家
の
中
に
あ
る
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。」

先
生
「
一
家
の
な
か
で
、
尊
者
は
畏
敬
す
べ
き
対
象
だ
。
し
か
し
ま
ち
が
っ
た
こ

と
を
し
て
い
れ
ば
、
や
は
り
控
え
目
な
が
ら
諫
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が

あ
る
。
そ
の
際
に
、
畏
敬
す
る
の
だ
か
ら
も
の
申
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
言
う
べ

き
で
は
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
に
家
の
中
で
は
尊
者
に
対
し
て
た
だ
畏
敬
す
る
こ

と
だ
け
を
知
る
の
み
な
ら
、
か
え
っ
て
偏
辟
だ
。」　

曽
祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）�「
推
将
去
」　

外
へ
お
し
す
す
め
る
。
伝
九
章
「
康
誥
曰
、
如
保
赤
子
。
心

誠
求
之
、
雖
不
中
不
遠
矣
。
未
有
學
養
子
而
后
嫁
者
也
。」
章
句
「
此
引
書

而
釋
之
、
又
明
立
教
之
本
、
不
假
強
為
、
在
識
其
端
而
推
廣
之
耳
。」
ま
た

伝
九
章
「
是
故
君
子
有
諸
己
而
后
求
諸
人
、
無
諸
己
而
后
非
諸
人
。」
章
句

「
皆
推
己
以
及
人
、
所
謂
恕
也
。」
言
う
ま
で
も
な
く
、「
推
」
は
、
朱
子
の

格
物
窮
理
を
考
え
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
八
、九
六

条
、
呉
必
大
録
（
Ⅱ416

）「
問
以
類
而
推
之
説
、
曰
、
是
從
已
理
會
得
處

推
將
去
。
如
此
便
不
隔
越
。
若
遠
去
尋
討
、
則
不
切
於
己
。」
ま
た
『
大
学
』

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

八
九



全
体
の
構
造
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
る
。『
語
類
』巻
一
四
、八
〇
条
、魏
椿
録（
Ⅰ

262
）「
人
本
來
皆
具
此
明
徳
、
徳
内
便
有
此
仁
義
禮
智
四
者
。
只
被
外
物
汨

沒
了
不
明
、
便
都
壊
了
。
所
以
大
學
之
道
、
必
先
明
此
明
徳
。
若
能
學
、
則

能
知
覺
此
明
徳
、
常
自
存
得
、
便
去
刮
剔
、
不
為
物
欲
所
蔽
。
推
而
事
父
孝

事
君
忠
、
推
而
齊
家
治
國
平
天
下
。
皆
只
此
理
。
大
學
一
書
、
若
理
會
得
這

一
句
、
便
可
迎
刃
而
解
。」

（
２
）�「
切
近
」　

身
近
で
切
実
な
。『
周
易
』
剥
六
四
象
伝
「
剥
牀
以
膚
、
切
近
災

也
。」『
論
語
』
顏
淵
「
子
張
問
明
。
子
曰
、
浸
潤
之
譖
、
膚
受
之
愬
、
不
行

焉
。
可
謂
明
也
已
矣
。」
集
注
「
膚
受
、
謂
肌
膚
所
受
利
害
切
身
。
如
易
所

謂
剥
牀
以
膚
切
近
災
者
也
。」『
語
類
』
巻
七
八
、一
九
八
条
、童
伯
羽
録
（
Ⅴ

2011

）「
喚
做
人
、
便
有
形
氣
、
人
心
較
切
近
於
人
。
道
心
雖
先
得
之
、
然

被
人
心
隔
了
一
重
、
故
難
見
。」

（
３
）�「
幾
諫
」　
『
論
語
』
里
仁
「
事
父
母
、
幾
諫
。」
集
注
「
幾
、
微
也
。
微
諫
、

所
謂
父
母
有
過
、
下
氣
怡
色
、
柔
聲
以
諫
也
。」「
父
母
有
過
」
以
下
は
『
禮

記
』
内
則
の
文
。

（
４
）�「
不
可
説
著
」　
「
説
著
」
は
、
言
う
。
こ
こ
で
は
諫
め
る
、
も
の
申
す
の
意
。

な
お
以
下
の
用
例
の
「
不
可
説
著
」
は
、
話
に
な
ら
な
い
の
意
。『
語
類
』

巻
一
〇
九
、一
四
条
、沈
僩
録
（
Ⅶ　

2696

）「
而
今
分
明
是
有
箇
天
下
國
家
、

無
一
人
肯
把
做
自
家
物
事
看
、
不
可
説
著
。
某
常
説
、
天
下
事
所
以
終
做
不

成
者
、
只
是
壊
於
懶
與
私
而
已
。」

（
５
）�「
却
是
辟
」　

同
様
の
主
旨
が
本
巻
一
六
三
条
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を

参
照
。

193
条

　

或
問
不
出
家
而
成
敎
於
國
。
曰
、
孝
以
事
親
、
而
使
一
家
之
人
皆
孝
。
弟
以
事

長
、
而
使
一
家
之
人
皆
弟
。
慈
以
使
衆
、
而
使
一
家
之
人
皆
慈
、
是
乃
成
敎
於
國

者
也
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
「
家
を
出
で
ず
し
て
教
え
を
国
に
成
す
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先

生
「
孝
に
よ
っ
て
親
に
つ
か
え
れ
ば
、
一
家
の
人
を
み
な
孝
に
す
る
。
弟
に
よ
っ

て
年
長
者
に
つ
か
え
れ
ば
、
一
家
の
人
を
み
な
弟
に
す
る
。
慈
に
よ
っ
て
人
々
を

使
え
ば
、
一
家
の
人
を
み
な
慈
に
す
る
。
こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
「
教
え
を
国

に
成
す
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
不
出
家
而
成
敎
於
國
」　

伝
九
章
の
本
文
。

（
２
）�「
孝
以
事
親
、弟
以
事
長
、慈
以
使
衆
」　

伝
九
章
の
本
文「
孝
者
所
以
事
君
也
、

弟
者
所
以
事
長
也
、
慈
者
所
以
使
衆
也
。」
に
も
と
づ
く
。

194
条

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

九
〇



　

李
德
之
問
、
不
出
家
而
成
敎
於
國
、
不
待
推
也
。
曰
、
不
必
言
不
待
推
。
玩
其

文
義
、
亦
未
嘗
有
此
意
。
只
是
身
修
於
家
、
雖
未
嘗
出
、
而
教
自
成
於
國
爾
。　

蓋
卿

〔
校
勘
〕

○�

「
身
修
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
身
脩
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

李
徳
之
が
質
問
し
た
。「「
家
を
出
で
ず
し
て
教
え
を
国
に
成
す
」
は
、
外
に
お

し
お
よ
ぼ
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
先
生
「
外
に
お
し
お
よ
ぼ
す
必
要
が
な
い
、

と
は
必
ず
し
も
言
わ
な
く
て
も
よ
い
。
本
文
の
意
味
を
玩
味
し
て
み
て
も
、
や
は

り
そ
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
。
こ
れ
は
た
だ
、
家
の
中
で
身
を
修
め
れ
ば
、
家
の

外
に
出
な
く
と
も
、
教
え
は
お
の
ず
と
国
中
で
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
だ
け
だ
。」　

襲
蓋
卿
録

〔
注
〕

（
１
）�「
李
徳
之
」　

諱
な
ど
事
績
は
不
明
。
長
沙
期
の
み
の
師
事
者
（『
朱
門
弟
子

師
事
年
攷
』（
著
作
集
二
六
一
頁
））。
な
お
『
朱
子
門
人
』
八
四
頁
参
照
。

（
２
）�「
教
自
成
於
國
」　

教
え
が
自
ず
と
成
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
子

は
李
徳
之
の
「
不
待
推
」
に
結
局
は
賛
同
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

195
条

　

孝
者
所
以
事
君
、
弟
者
所
以
事
長
、
慈
者
所
以
使
衆
、
此
道
理
皆
是
我
家
裏
做

成
了
、
天
下
人
看
著
自
能
如
此
、
不
是
我
推
之
於
國
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
家
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
家
裡
」
に
作
る
。

○
「
看
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
看
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
孝
な
る
者
は
君
に
事
え
る
所
以
、
弟
な
る
者
は
長
に
事
え
る
所
以
、
慈
な
る

者
は
衆
を
使
う
所
以
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
の
道
理
は
、
こ
の
三
つ
が
み
な
わ
た
し

の
家
の
中
で
成
し
と
げ
ら
れ
れ
ば
、
世
の
中
の
人
が
そ
れ
を
見
て
お
の
ず
と
お
な

じ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
わ
た
し
が
こ
れ
を
国
に
お
し
ひ

ろ
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）�「
不
是
我
推
之
於
國
」　

伝
九
章
に
お
い
て
「
推
」
が
語
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
朱
子
の
考
え
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
。
本
条
と
本
巻

一
九
四
条
、
一
九
八
条
で
は
、
伝
九
章
で
は
ま
だ
「
推
」
は
語
ら
れ
て
い

な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
巻
一
九
二
条
、
一
九
七
条
、

一
九
九
条
で
は
明
ら
か
に
「
推
」
が
説
か
れ
、
現
在
の
伝
九
章
の
章
句
で
も

二
度
に
わ
た
っ
て
「
推
」
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
条
記

録
者
湯
泳
な
ら
び
に
一
九
四
条
の
記
録
者
襲
蓋
卿
が
と
も
に
一
一
九
五
年
の

師
事
者
で
あ
る
こ
と
、
一
九
八
条
の
記
録
者
徐

も
や
は
り
一
一
九
五
年

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

九
一



ま
で
の
師
事
者
（
徐

は
朱
子
の
死
の
直
前
に
は
記
録
あ
り
。）
で
あ
る
こ

と
、さ
ら
に
「
推
」
を
説
く
一
九
二
条
の
記
録
者
曽
祖
道
は
一
一
九
七
年
の
、

一
九
七
条
と
一
九
九
条
の
記
録
者
甘
節
が
第
二
次
師
事
期
と
し
て
一
一
九
六

年
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
あ
る
い
は
参
考
に
な
る
。（
以
上
『
朱
子

弟
子
師
事
年
攷
』
に
よ
る
。）

196
条

　

劉
潛
夫
問
、
家
齊
章
並
言
孝
弟
慈
三
者
、
而
下
言
康
誥
、
以
釋
使
衆
一
句
、
不

及
孝
弟
、
何
也
。
曰
、
孝
弟
二
者
雖
人
所
固
有
、
然
守
而
不
失
者
亦
鮮
。
唯
有
保

赤
子
一
事
、
罕
有
失
之
者
。
故
聖
賢
於
此
、
特
發
明
夫
人
之
所
易
曉
者
以
示
訓
、

正
與
孟
子
言
見
赤
子
入
井
之
意
同
。　

壯
祖

〔
校
勘
〕

○�

「
家
齊
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
傳
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和

刻
本
は
「
齊
家
」
に
作
る
。

○
「
並
言
」　

朝
鮮
古
写
本
は
上
に
「
内
」
が
あ
る
。

○
「
而
下
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
而
其
下
則
」
に
作
る
。

○
「
不
及
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
更
不
及
」
に
作
る
。

○
「
罕
」　　

朝
鮮
古
写
本
は
「
う
か
ん
む
り
▲
」
に
作
る

○
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
處
謙
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

劉
潜
夫
が
質
問
し
た
。「
家
斉
の
章
に
は
孝
弟
慈
の
三
つ
が
並
べ
て
語
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
続
い
て
康
誥
を
引
用
す
る
部
分
で
は
、「
衆
を
使
う
」
と
い
う
一
句

の
慈
を
解
釈
す
る
だ
け
で
、
孝
や
弟
に
言
及
し
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。」

先
生
「
孝
と
弟
の
ふ
た
つ
は
、
人
が
も
と
も
と
も
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
を
堅
持
し
て
失
わ
ず
に
い
る
人
は
や
は
り
少
な
い
。
た
だ
、
赤
子
を

大
事
に
す
る
と
い
う
一
事
の
み
は
、
そ
の
気
持
ち
を
失
っ
て
し
ま
う
人
は
稀
で
あ

る
。
だ
か
ら
聖
賢
は
こ
の
部
分
で
、
人
が
理
解
し
や
す
い
こ
と
が
ら
を
特
に
と
り

あ
げ
て
説
明
し
て
教
え
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
孟
子
が
「
赤
子

が
井
戸
に
落
ち
る
の
を
見
る
と
」
と
説
明
し
た
時
の
意
図
と
同
じ
な
の
だ
。」　

李

荘
祖
録

〔
注
〕

（
１
）「
潜
夫
」　

劉
炎
の
字
。「
朱
子
語
録
姓
氏
」
所
載
。

（
２
）�「
康
誥
云
々
」　

伝
九
章
「
康
誥
曰
、如
保
赤
子
。」
章
句
「
此
引
書
而
釋
之
、

又
明
立
教
之
本
不
假
強
為
、
在
識
其
端
而
推
廣
之
耳
。」『
書
経
』
康
誥
「
若

保
赤
子
、
惟
民
其
康
乂
。」

（
３
）�「
守
而
不
失
」　
『
論
語
』
衞
靈
公
「
子
曰
、
知
及
之
、
仁
不
能
守
之
、
雖
得

之
、
必
失
之
。」『
孟
子
』
離
婁
上
「
孟
子
曰
、
事
孰
為
大
、
事
親
為
大
。
守

孰
為
大
、
守
身
為
大
。
不
失
其
身
而
能
事
其
親
者
、
吾
聞
之
矣
。
失
其
身
而

能
事
其
親
者
、
吾
未
之
聞
也
。」

（
４
）�「
赤
子
入
井
」　
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有
怵

惕
惻
隠
之
心
。」
こ
の
部
分
の
「
理
解
し
や
す
さ
」
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』

巻
五
三
、二
三
条
、
沈
僩
録
（
Ⅳ1282

）「
孟
子
論
乍
見
孺
子
将
入
於
井
怵

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

九
二



惕
惻
隠
一
段
、
如
何
説
得
如
此
好
。
只
是
平
平
地
説
去
、
自
是
好
。
而
今
人

做
作
説
一
片
、
只
是
不
如
他
。」

197
条

　

心
誠
求
之
者
、
求
赤
子
之
所
欲
也
。
於
民
、
亦
當
求
其
有
不
能
自
達
。
此
是
推

其
慈
幼
之
心
以
使
衆
也
。　

節

�〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　
「
心
誠
に
之
を
求
む
」
と
は
、
赤
子
の
欲
す
る
も
の
が
な
ん
だ
ろ
う
か
と
求
め

る
の
で
あ
る
。
民
に
お
い
て
も
、
や
は
り
ま
た
民
が
自
分
で
は
思
い
を
伝
え
ら
れ

な
い
も
の
を
求
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
幼
い
も
の
に
対
す

る
慈
し
み
の
心
を
推
し
広
げ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
衆
を
使
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
心
誠
求
之
」　

伝
九
章
の
本
文
。「
康
誥
曰
、
如
保
赤
子
、
心
誠
求
之
、
雖

不
中
不
遠
矣
」

（
２
）�「
求
赤
子
之
所
欲
」　
『
大
学
或
問
』
の
以
下
の
議
論
を
参
照
。「
或
問
、
如

保
赤
子
何
也
。
曰
、
程
子
有
言
、
赤
子
未
能
自
言
其
意
、
而
為
之
母
者
、
慈

愛
之
心
出
於
至
誠
、則
凡
所
以
求
其
意
者
、雖
或
不
中
、而
不
至
於
大
相
遠
矣
。

豈
待
學
而
後
能
哉
。
若
民
則
非
如
赤
子
之
不
能
自
言
矣
。
而
使
之
者
、
反
不

能
無
失
於
其
心
、
則
以
本
無
慈
愛
之
實
、
而
於
此
有
不
察
耳
。」

（
３
）�「
自
達
」　

思
い
を
伝
え
る
。『
欒
城
集
』巻
二
一「
上
皇
帝
書
」「
苟
創
前
事
、

不
復
以
聞
、
則
其
思
報
之
誠
、
没
世
而
不
能
自
達
。
是
以
輒
發
其
狂
言
、
而

不
知
止
。」

（
４
）�「
慈
幼
」　

幼
い
も
の
へ
の
い
つ
く
し
み
。『
周
禮
』
大
司
徒
「
以
保
息
六
養

萬
民
。
一
曰
慈
幼
。」
な
お
本
条
注
（
２
）
所
引
の
『
或
問
』
参
照
。

198
条

　

問
治
國
在
齊
其
家
。
曰
、
且
只
説
動
化
爲
功
、
未
説
到
推
上
。
後
章
方
全
是
説

推
。
如
保
赤
子
一
節
、
只
是
説
慈
者
所
以
使
衆
一
句
。
保
赤
子
、
慈
於
家
也
。
如

保
赤
子
、
慈
於
國
也
。
保
赤
子
是
慈
、
如
保
赤
子
是
使
衆
。

　

直
卿
云
、
這
箇
慈
、
是
人
人
自
然
有
底
。
慈
於
家
、
便
能
慈
於
國
、
故
言
、
一

家
仁
、
一
國
興
仁
。
一
家
讓
、
一
國
興
讓
。　

�〔
校
勘
〕

○
「
這
箇
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
這
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
国
を
治
む
る
は
其
の
家
を
斉
う
る
に
在
り
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
こ

こ
は
た
だ
人
や
物
を
感
化
さ
せ
る
の
に
つ
と
め
る
こ
と
を
い
う
だ
け
で
、
ま
だ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

九
三



「
推
」（
外
に
推
し
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
）
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
後
の

伝
十
章
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
全
体
が
「
推
」
を
説
い
た
部
分
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
赤
子
を
保
つ
が
如
し
」
の
一
節
は
、
た
だ
「
慈
な
る
者
は
衆
を
使
う
所
以
」

の
一
句
だ
け
を
解
説
し
て
い
る
。「
赤
子
を
保
つ
」と
は
、家
に
お
け
る
慈
で
あ
る
。

「
赤
子
を
保
つ
が
如
し
」
と
は
、
国
に
お
け
る
慈
で
あ
る
。「
赤
子
を
保
つ
」
の
は

慈
で
あ
る
だ
け
だ
が
、「
赤
子
を
保
つ
が
如
し
」
の
ほ
う
は
、
衆
を
使
う
話
だ
。」

　

直
卿
が
言
っ
た
。「
こ
の
慈
は
、
人
々
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

家
に
お
い
て
慈
で
あ
れ
ば
、
国
に
お
い
て
も
慈
で
い
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
「
一
家

仁
な
れ
ば
一
国
仁
に
興
り
、
一
家
譲
な
れ
ば
一
国
譲
に
興
る
」
と
言
う
の
で
す
。」

　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
治
國
在
齊
其
家
」　

伝
第
九
章
「
治
國
在
齊
其
家
。」
章
句
「
通
結
上
文
。」

（
２
）�「
動
化
」　

人
や
物
を
感
化
さ
せ
る
。『
中
庸
章
句
』
二
三
章
「
其
次
致
曲
、

曲
能
有
誠
、
誠
則
形
、
形
則
著
、
著
則
明
、
明
則
動
、
動
則
變
、
變
則
化
。

唯
天
下
至
誠
為
能
化
。」
章
句
「
動
者
誠
能
動
物
。
變
者
物
從
而
變
。
化
則

有
不
知
其
所
以
然
者
。
蓋
人
之
性
無
不
同
、
而
氣
則
有
異
。
故
惟
聖
人
能
舉

其
性
之
全
體
而
盡
之
。」『
大
学
或
問
』
第
九
章
「
如
保
赤
子
何
也･･･

此
章

本
言
上
行
下
效
、有
不
期
然
而
然
者
。」『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
動
化
為
功
、

謂
上
行
下
效
之
理
、
以
此
為
其
功
效
。」

（
３
）�「
後
章
云
々
」　

伝
十
章
を
指
す
。
伝
十
章
「
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
」

章
句
「
是
以
君
子
必
當
因
其
所
同
、
推
以
度
物
、
使
彼
我
之
間
各
得
分
願
、

則
上
下
四
旁
均
齊
方
正
、
而
天
下
平
矣
。」『
語
類
』
本
巻
二
一
九
条
「
問
、

絜
矩
一
條
此
是
上
下
四
方
度
量
、
而
知
民
之
好
惡
否
。
曰
、
知
在
前
面
。
這

處
是
推
。
老
老
而
民
興
孝
、
長
長
而
民
興
弟
、
恤
孤
而
民
不
倍
。
這
處
便
已

知
民
之
好
惡
與
己
之
好
惡
相
似
。
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
、
便
推
將
去
。
緊

要
在
毋
以
字
上
。」
な
お
一
九
五
条
の
注
を
参
照
。

（
４
）「
直
卿
」　

黄
榦
の
字
。「
朱
子
語
録
姓
氏
」
所
載
。

（
５
）�「
一
家
仁
云
々
」　

伝
九
章
「
一
家
仁
、
一
國
興
仁
、
一
家
讓
、
一
國
興
讓
、

一
人
貪
戾
、
一
國
作
亂
、
其
機
如
此
。
此
謂
一
言
僨
事
、
一
人
定
國
。」

199
条

　

一
家
仁
以
上
、
是
推
其
家
以
治
國
。
一
家
仁
以
下
、
是
人
自
化
之
也
。　

節

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　
「
一
家
仁
」
以
前
は
、
家
の
こ
と
を
推
し
す
す
め
て
国
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
。

「
一
家
仁
」
以
後
は
、
人
が
自
然
と
正
し
い
も
の
に
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）�「
一
家
仁
以
上
是
推
云
々
」　

第
九
章
は
、
第
一
節
で
、「
家
を
出
で
ず
し
て

教
え
を
国
に
成
す
」
と
し
て
、
家
に
お
い
て
孝
、
弟
、
慈
た
る
べ
き
こ
と
を

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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示
し
、
第
二
節
で
『
書
經
』
を
引
い
て
特
に
そ
の
中
の
「
慈
者
所
以
使
衆
」

を
説
明
し
、
朱
子
は
『
章
句
』
で
も
「
推
」
を
使
っ
て
解
説
す
る
。
そ
し
て

第
三
節
「
一
家
仁
」
に
至
っ
て
、
そ
の
教
え
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

示
す
か
が
語
ら
れ
る
。「
一
家
仁
」
の
部
分
の
『
章
句
』
の
「
此
言
教
成
於

國
之
效
。」
を
参
照
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
一
家
仁
以
上
」
は
、
第
一
節

と
第
二
節
を
、「
一
家
仁
以
下
」
は
第
三
節
（
及
び
そ
れ
以
降
）
を
指
す
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
第
一
節
が
「
推
」
を
言
う
と
す
る
の
は
本
巻

一
九
五
条
で
の
発
言
と
明
ら
か
に
か
み
あ
わ
な
い
。
一
九
五
条
の
注
（
１
）

を
参
照
。

（
２
）�「
人
自
化
」　

外
か
ら
教
化
し
な
く
て
も
人
々
が
自
然
と
正
し
い
行
い
を
す

る
こ
と
。『
中
庸
』三
三
章「
是
故
君
子
不
賞
而
民
勸
、不
怒
而
民
威
於
鈇
鉞
。」

章
句
「
無
有
言
説
而
人
自
化
之
也
。」

200
条

　

問
、
九
章
本
言
治
國
、
何
以
曰
堯
舜
率
天
下
以
仁
而
民
從
之
。
都
是
説
治
天
下

之
事
也
。
至
言
君
子
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
、
又
似
説
修
身
、

如
何
。

　

曰
、
聖
人
之
言
、
簡
暢
周
盡
。
修
身
是
齊
家
之
本
、
齊
家
是
治
國
之
本
。
如
言

一
家
仁
、
一
國
興
仁
、
一
家
讓
、
一
國
興
讓
之
類
、
自
是
相
關
、
豈
可
截
然
不
相

入
也
。　

謨　

去
僞
同

〔
校
勘
〕

○�

「
修
身
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
脩
身
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○�

「
是
治
国
」　

伝
経
堂
本
以
外
の
諸
本
は
す
べ
て
「
是
」
を
「
又
」
に
作
る
。
ま

た
賀
瑞
麟
「
朱
子
語
類
記
疑
」
に
「
是
治
國
原
作
又
、
據
周
本
改
」
と
あ
る
。

○�

「
去
偽
同
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
按
去
偽
同
、
而
畧
云
、
或
問
九
章
言
治
国
、
却

何
以
言
堯
舜
率
天
下
以
仁
而
民
從
之
。
又
其
説
治
天
下
、
其
間
言
君
子
有
諸
己

而
後
求
諸
人
、
又
似
説
脩
身
、
何
也
。
曰
、
聖
人
之
文
簡
暢
、
脩
身
是
齊
家
之

本
、
如
言
一
家
仁
、
一
國
興
仁
、
一
家
讓
、
一
國
興
讓
、
亦
此
類
也
。」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
九
章
は
も
と
も
と
治
国
の
こ
と
を
言
う
と
こ
ろ
な
の
に
、
ど
う

し
て
「
堯
舜
は
天
下
を
率
い
る
に
仁
を
以
て
し
て
民
之
に
従
う
」
な
ど
と
い
う
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
み
な
天
下
を
治
め
る
こ
と
に
つ
い
て
説
い
て
い
ま
す
。
ま
た

「
君
子
は
諸こ
れ

を
己
に
有
し
て
、
而
る
後
に
諸こ
れ

を
人
に
求
め
、
諸こ
れ

を
己
に
無
く
し
て
、

而
る
後
に
諸こ
れ

を
人
に
非そ
し

る
」
と
い
う
の
は
こ
れ
も
修
身
を
解
説
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
「
聖
人
の
言
葉
は
、
簡
約
で
流
暢
な
な
か
に
、
す
べ
て
を
言
い
尽
く
し
た

も
の
で
あ
る
。
修
身
は
斉
家
の
根
本
、
斉
家
は
治
国
の
根
本
だ
。「
一
家
仁
な
れ

ば
一
国
仁
に
興
り
、
一
家
譲
な
れ
ば
一
国
譲
に
興
る
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
も
、
当
然
斉
家
と
治
国
は
関
係
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
は
っ

き
り
切
り
離
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。」　

周
謨
録　

金
去
偽
録
も
同

じ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

九
五



〔
注
〕

（
１
）�「
堯
舜
率
天
下
云
々
」　

伝
九
章
「
堯
舜
帥
天
下
以
仁
、
而
民
從
之
。
桀
紂

帥
天
下
以
暴
、
而
民
從
之
。
其
所
令
反
其
所
好
、
而
民
不
從
。」
な
お
、「
堯

舜
帥
」
の
「
帥
」
字
を
『
大
学
章
句
』、『
禮
記
集
説
』
な
ど
新
注
系
は
、
宋

刊
本
以
来
み
な「
帥
」に
作
り
、旧
注
系
は
み
な「
率
」に
作
る
。
阮
元『
十
三

経
注
疏
校
勘
記
』（
卷
六
〇
）
は
「
唐
石
經
率
作
帥
、下
句
同
。」
と
す
る
が
、

『
開
成
石
經
』
は
「
率
」
に
作
り
、さ
ら
に
顧
炎
武
『
金
石
文
字
記
』
巻
五
「
國

子
學
石
經
」
は
「
大
学
堯
舜
帥
天
下
以
仁
、
二
帥
字
皆
作
率
。」
と
し
、
い

さ
さ
か
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

（
２
）�「
不
相
入
」　

以
下
の
用
例
の
よ
う
に
、
た
が
い
に
あ
い
い
れ
な
い
、
の
意

味
に
使
う
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
は
単
に
、「
お
互
い
に
は
い
り
こ
ま
ず
」

離
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
に
と
ど
ま
る
。『
欒
城
後
集
』
巻
二
二
「
亡
兄
子

瞻
端
明
墓
誌
銘
」「
公
舊
善
門
下
侍
郎
司
馬
君
實
及
知
樞
密
院
章
子
厚
。
二

人
冰
炭
不
相
入
。」『
二
程
遺
書
』
巻
一
八
「
問
老
子
書
若
何
。
曰
、老
子
書
、

其
言
自
不
相
入
處
如
氷
炭
。」

201
条

　

問
。
有
諸
己
而
後
求
諸
人
。
曰
。
只
從
頭
讀
來
、
便
見
得
分
曉
。
這
箇
只
是
躬

自
厚
而
薄
責
於
人
、
攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
。　

卓

〔
校
勘
〕

○
「
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
先
生
云
」
に
作
る
。

○
「
只
從
頭
讀
來
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

○
「
這
箇
只
是
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「
賽
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
諸こ
れ

を
己
に
有
し
て
而
る
後
に
諸
を
人
に
求
む
。」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先

生
「
た
だ
（
伝
九
章
の
）
冒
頭
か
ら
読
ん
で
い
き
さ
え
す
れ
ば
、
自
ず
と
明
瞭
に

わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
つ
ま
り
「
自
ら
を
責
め
る
際
に
は
厚
く
し
、
人
を
責
め

る
際
に
は
薄
く
す
る
」「
自
身
の
惡
は
攻お
さ

め
（
＝
追
及
し
）、
他
者
の
惡
は
攻
め
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）�「
有
諸
己
而
後
求
諸
人
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
堯
舜
帥
天
下
以
仁
而
民

從
之
。
桀
紂
帥
天
下
以
暴
而
民
從
之
。
其
所
令
反
其
所
好
、
而
民
不
從
。
是

故
君
子
有
諸
己
而
后
求
諸
人
、
無
諸
己
而
后
非
諸
人
。
所
藏
乎
身
不
恕
、
而

能
喩
諸
人
者
、
未
之
有
也
。」

（
２
）�「
只
從
頭
讀
來
」　
「
從
頭
」
は
、
最
初
か
ら
。
こ
こ
で
は
『
大
学
章
句
』
伝

九
章
の
冒
頭
か
ら
。
伝
九
章
は
「
所
謂
治
國
必
先
齊
其
家
者
、
其
家
不
可
教

而
能
教
人
者
、
無
之
。
故
君
子
不
出
家
而
成
教
於
國
。」
と
い
う
文
章
で
説

き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
節
に
至
る
ま
で
、
為
政
者
が
率
先
垂
範
し
て
斉

家
を
実
践
す
れ
ば
、
そ
の
感
化
が
自
ず
と
治
国
を
も
た
ら
す
こ
と
を
説
い
て

い
る
。
当
該
の
語
も
そ
の
よ
う
な
率
先
垂
範
の
分
脈
で
理
解
せ
よ
と
の
意
。
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（
３
）�「
躬
自
厚
而
薄
責
於
人
」　
『
論
語
』「
衛
霊
公
」「
子
曰
。躬
自
厚
而
薄
責
於
人
、

則
遠
怨
矣
。」
朱
注
「
責
己
厚
、
故
身
益
修
。
責
人
薄
、
故
人
易
従
、
所
以

人
不
得
而
怨
之
。」

（
４
）�「
攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
」　
『
論
語
』「
顏
淵
」「
樊
遲
從
遊
於
舞
雩
之
下
、

曰
。
敢
問
崇
德
・
修
慝
・
辨
惑
。
子
曰
。
善
哉
問
。
先
事
後
得
、
非
崇
德
與
。

攻
其
惡
、
無
攻
人
之
惡
、
非
修
慝
與
。
一
朝
之
忿
、
忘
其
身
以
及
其
親
、
非

惑
與
。」
皇
侃
義
疏
「
攻
、
治
也
。」
朱
注
「
胡
氏
曰
。
慝
之
字
、
從
心
從
匿
。

蓋
惡
之
匿
於
心
者
。
修
者
、
治
而
去
之
。
…
專
於
治
己
而
不
責
人
、
則
己
之

惡
無
所
匿
矣
。
知
一
朝
之
忿
為
甚
微
而
禍
及
其
親
為
甚
大
、
則
有
以
辨
惑
而

懲
其
忿
矣
。」

202
条

　

問
。
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
雖
曰
推
己
以
及
人
、
是
亦
示
人
以
反
己
之
道
。
曰
。

這
是
言
己
之
為
法
於
人
處
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○�

「
這
是
言
己
之
為
法
於
人
處
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を

「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「「
諸こ
れ

を
己
に
有
し
て
而
る
後
に
諸
を
人
に
求
む
」
と
い
う
の
は
、
己
の

心
か
ら
推
し
は
か
っ
て
他
者
に
及
ぼ
す
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
ま
た
人
に
対
し
て
反
己
（
我
が
身
を
省
み
る
）
の
道
を
示
す
こ
と
で
も
あ
り

ま
し
ょ
う
。」
先
生
「
こ
れ
は
自
分
が
人
に
手
本
を
示
す
場
合
の
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
有
諸
己
而
後
求
諸
人
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
の
文
。

（
２
）�「
雖
曰
推
己
以
及
人
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
、
朱
注
「
有
善
於
己
、
然
後

可
以
責
人
之
善
。
無
惡
於
己
、
然
後
可
以
正
人
之
惡
。
皆
推
己
以
及
人
、
所

謂
恕
也
、」

（
３
）�「
反
己
」　

自
ら
に
た
ち
反
る
、自
ら
を
顧
み
る
。「
反
己
」の
用
例
は『
史
記
』

「
楽
書
」や『
荘
子
』雑
編「
徐
無
鬼
」に
見
え
る
が
、同
趣
旨
を
表
す「
反
躬
」「
反

求
諸
己
」は
経
書
に
散
見
す
る
。『
史
記
』巻
二
四「
楽
書
」「
好
惡
無
節
於
内
、

知
誘
於
外
、
不
能
反
己
、
天
理
滅
矣
。」『
礼
記
』「
楽
記
」「
好
惡
無
節
於
内
、

知
誘
於
外
、
不
能
反
躬
、
天
理
滅
矣
。」『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
孟
子
曰
。

…
仁
者
如
射
。
射
者
正
己
而
後
發
。
發
而
不
中
、
不
怨
勝
己
者
、
反
求
諸
己

而
已
矣
。」『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
孟
子
曰
。
…
行
有
不
得
者
、皆
反
求
諸
己
。

其
身
正
而
天
下
歸
之
。」『
礼
記
』「
射
義
」「
射
者
、
仁
之
道
也
。
射
、
求
正

諸
己
、
己
正
然
後
發
、
發
而
不
中
、
則
不
怨
勝
己
者
、
反
求
諸
己
而
已
矣
。」

（
４
）�「
這
是
言
己
之
為
法
於
人
處
」　

斉
家
の
実
践
に
よ
っ
て
他
者
に
模
範（「
法
」）

を
示
す
こ
と
が
治
国
を
も
た
ら
す
、と
の
意
。『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
詩
云
。

其
儀
不
忒
、
正
是
四
國
。
其
為
父
子
兄
弟
足
法
、
而
后
民
法
之
也
。」『
大
学

或
問
』「
其
家
已
齊
、
事
皆
可
法
、
然
後
有
以
立
標
準
、
胥
敎
誨
而
治
其
國
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

九
七



203
条

　

呉
仁
甫
問
。
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
。

　

曰
。
此
是
退
一
歩
説
。
猶
言
温
故
知
新
而
可
以
為
人
師
、
以
明
未
能
如
此
、
則

不
可
如
此
。
非
謂
温
故
知
新
、
便
要
求
為
人
師
也
。

　
（
原
注
「
池
本
、
不
可
下
云
。
為
人
師
耳
。
若
曰
有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
以
明

無
諸
己
不
可
求
諸
人
也
。
無
諸
己
而
後
非
諸
人
、
以
明
有
諸
己
卽
不
可
非
諸
人

也
。」）

　

然
此
意
正
為
治
國
者
言
。
大
凡
治
國
、
禁
人
為
惡
而
欲
人
為
善
、
便
求
諸
人
、

非
諸
人
。
然
須
是
在
己
有
善
無
惡
、
方
可
求
人
非
人
也
。

　

或
問
。
范
忠
宣
以
恕
己
之
心
恕
人
、
此
語
固
有
病
。
但
上
文
先
言
以
責
人
之
心

責
己
、
則
連
下
句
亦
未
害
。

　

曰
。
上
句
自
好
、
下
句
自
不
好
。
蓋
才
説
恕
己
、
便
已
不
是
。
若
横
渠
云
。
以

愛
己
之
心
愛
人
、
則
盡
仁
。
以
責
人
之
心
責
己
、
則
盡
道
。
語
便
不
同
。
蓋
恕
己

與
愛
己
、
字
不
同
。
大
凡
知
道
者
、
出
言
自
別
。
近
觀
聖
賢
言
語
與
後
世
人
言
語

自
不
同
、
此
學
者
所
以
貴
於
知
道
也
。　

銖

〔
校
勘
〕

○�

「
呉
仁
甫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
或
」
に
作
り
、
そ
の
下
に
「
池
本
作
呉
仁
甫
」

の
双
行
小
注
有
り
。

○�

「
曰
此
是
退
一
歩
説
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
先
生
曰
」
に
作
り
、ま
た

「
退
一
歩
説
」
の
下
に
「
池
本
有
語
意
二
字
」
の
双
行
小
注
有
り
。

○�

「
以
明
未
能
如
此
、則
不
可
如
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
未
能
」
の
下
に
「
池
本

無
能
字
」
の
双
行
小
注
有
り
。

○�

「
便
要
求
為
人
師
也
」　

諸
本
は
こ
の
下
に
「
池
本
」
に
関
す
る
双
行
小
注
を
附

す
が
、
＋
朝
鮮
古
写
本
は
「
便
要
求
為
人
師
也
然
」
の
下
に
当
該
の
双
行
小
注

を
附
す
。

○�

原
注
の
「
卽
不
可
非
諸
人
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
れ
に
続
け
て
「
却
無
如

此
以
下
十
六
字
」
の
双
行
小
注
有
り
。

○�

「
此
意
正
為
治
國
者
言
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
此
意
」
の
下
に
「
池
本
無
意
字
」

の
双
行
小
注
有
り
。

○�

「
禁
人
為
惡
而
欲
人
為
善
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「
賽
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。
朝
鮮
古
写
本
は「
欲
」の
下
に「
池
本
作
勸
字
」の
双
行
小
注
有
り
。

○�

「
便
求
諸
人
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
便
」の
下
に「
池
本
有
是
」の
双
行
小
注
有
り
。

○
「
然
須
是
在
己
有
善
無
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
曰
上
句
自
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

○�

「
蓋
才
説
恕
己
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作

る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
大
凡
知
道
者
出
言
自
別
」�

朝
鮮
古
写
本
は
「
知
道
者
出
言
」
を
「
知
道
君
子

發
言
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

呉
仁
甫
が
「
諸こ
れ

を
己
に
有
し
て
而
る
後
に
諸
を
人
に
求
む
、
諸
を
己
に
無
く
し

て
而
る
後
に
諸
を
人
に
そ
し
非
る
。」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
こ
れ
は
、
一
歩
退
い
て
説
い
た
も
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
、
故ふ
る

き
を
温た
ず

ね
て

新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て
人
の
師
と
為
る
可
し
、
と
い
う
場
合
と
同
じ
で
あ
っ
て
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号
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ま
だ
こ
れ
こ
れ
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
こ
れ
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
。
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
も
う
そ

れ
で
人
の
師
と
な
ろ
う
と
す
る
、
な
ど
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
だ
。

　
（
原
注「
池
本
は「
不
可
」よ
り
下
を
、次
の
よ
う
に
作
る
。「
人
の
師
と
な
る（
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
）。「
諸
を
己
に
有
し
て
而

る
後
に
諸
を
人
に
求
む
」
と
い
う
の
は
、
自
分
に
（
善
が
）
な
け
れ
ば
人
に
対
し

て
も（
善
を
）求
め
て
は
な
ら
な
い
、と
の
意
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
諸
を
己
に
無
く
し
て
而
る
後
に
諸
を
人
に
非
る
。」
は
、
自
分
に
（
悪
が
）
有
れ

ば
人
に
対
し
て
も
（
悪
を
）
責
め
て
は
成
ら
な
い
、
の
意
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。」）

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
趣
旨
は
、ま
さ
に
国
を
治
め
る
者
の
為
に
説
い
た
も
の
だ
。

そ
も
そ
も
国
を
治
め
る
場
合
に
は
、
人
が
悪
を
為
す
こ
と
を
禁
じ
、
人
が
善
を
為

す
こ
と
を
要
求
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
諸
を
人
に
求
め
」「
諸
を
人

に
非
る
」
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
、
自
分
自
身
に
善
が
有

っ
て
悪
が
無
い
状
態
で
あ
っ
て
こ
そ
、
人
に
対
し
て
も
善
を
求
め
悪
を
非
る
こ
と

も
で
き
る
の
だ
。、」

　

あ
る
者
が
お
尋
ね
し
た
。「
范
忠
宣
の「
己
に
恕
す
る
の
心
を
以
て
人
に
恕
す
」、

こ
の
語
に
は
も
ち
ろ
ん
病
弊
が
有
り
ま
す
。
た
だ
そ
の
前
の
文
で
は
こ
れ
に
先
だ

っ
て
「
人
を
責
む
る
の
心
を
以
て
己
を
責
む
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

こ
の
句
を
下
の
句
に
連
ね
た
文
脈
で
読
む
限
り
、（
下
の
句
に
も
）
問
題
は
な
さ

そ
う
で
す
。」

　

先
生「
上
の
句
は
も
ち
ろ
ん
よ
い
が
、下
の
句
は
も
ち
ろ
ん
だ
め
だ
。思
う
に「
恕

己
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
自
体
、
既
に
し
て
間
違
っ
て
い
る
の
だ
。
横
渠

の
云
う
「
己
を
愛
す
る
の
心
を
以
て
人
を
愛
す
れ
ば
、
則
ち
仁
を
尽
く
す
。
人
を

責
む
る
の
心
を
以
て
己
を
責
む
れ
ば
、
則
ち
道
を
尽
く
す
。」
な
ど
は
、（
范
忠
宣

の
語
と
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
）そ
も
そ
も
別
物
の
言
葉
だ
。思
う
に「
恕
己
」

と
「
愛
己
」
と
で
は
、表
現
が
異
な
る
の
だ
。
お
よ
そ
道
を
知
る
者
と
い
う
の
は
、

そ
の
発
言
に
も
自
ず
と
違
い
が
あ
る
も
の
だ
。
近
ご
ろ
、
聖
賢
の
言
語
と
後
世
の

人
の
言
語
と
を
見
比
べ
て
み
た
が
、
や
は
り
違
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

こ
そ
、
学
ぶ
者
が
道
を
知
る
こ
と
を
重
ん
ず
べ
き
理
由
が
あ
る
の
だ
。」　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）�「
呉
仁
甫
」　
『
考
亭
淵
源
録
』
巻
二
三
、
考
亭
門
人
無
記
述
文
字
者
は
、

「
呉
仁
父
」
の
名
前
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
。『
朱
子
門
人
』
八
九
頁
「
呉
仁

父
」
参
照
。
田
中
謙
二
氏
は
、
名
を
孟
と
す
る
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』

一
九
九
～
二
〇
〇
頁
。

（
２
）�「
有
諸
己
而
後
求
諸
人
」
云
　々
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
の
文
。

（
３
）�「
此
是
退
一
歩
説
」　
「
退
一
歩
説
」
は
、
一
歩
退
い
て
説
く
。
一
歩
後
退
し

て
説
く
。「
退
一
歩
」
は
謙
虚
・
謙
譲
・
譲
歩
の
態
度
を
示
す
。『
宋
史
』
巻

四
三
〇
、
道
學
伝
「
李
燔
」「
因
誦
古
語
曰
。
分
之
所
在
、
一
毫
躋
攀
不
上
、

善
處
者
退
一
步
耳
。」
な
お
朱
熹
は
孔
子
が
自
ら
を
語
っ
た
語
（『
論
語
』「
憲

問
」「
子
曰
。
莫
我
知
也
夫
。
子
貢
曰
。
何
為
其
莫
知
子
也
。
子
曰
。
不
怨
天
、

不
尤
人
、
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
。」
及
び
『
論
語
』「
述
而
」「
葉

公
問
孔
子
於
子
路
。
子
路
不
對
。
子
曰
。
女
奚
不
曰
。
其
為
人
也
、
發
憤
忘

食
、
樂
以
忘
憂
、
不
知
老
之
將
至
云
爾
。」）
に
関
し
て
「
夫
子
於
是
說
出
三

句
、
大
抵
都
是
退
後
底
說
話
。
…
此
與
對
棄
公
之
語
略
相
似
、
都
是
放
退
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

九
九



步
說
。」
＋
（『
語
類
』
巻
四
四
、八
六
条
、
林
夔
孫
録
）「
這
三
句
、
便
似
葉

公
問
孔
子
於
子
路
處
樣
、
皆
是
退
後
一
步
說
。」（
同
上
、
黄
義
剛
録
）
と
述

べ
て
い
る
（
Ⅲ1137

～1138

）。

（
４
）�「
温
故
知
新
而
可
以
為
人
師
」　
『
論
語
』「
為
政
」「
子
曰
。
溫
故
而
知
新
、

可
以
為
師
矣
。」

（
５
）�「
以
明
未
能
如
此
、
則
不
可
如
此
」　
「
未
能
溫
故
而
知
新
、
則
不
可
為
師
。」

が
孔
子
の
真
意
で
あ
る
、
と
の
意
。『
礼
記
』「
学
記
」
の
「
記
問
之
學
、
不

足
以
為
人
師
。」
が
こ
れ
に
当
た
る
。「
為
政
」
の
朱
注
に
も
以
下
の
言
及
が

有
る
。「
若
夫
記
問
之
學
、
則
無
得
於
心
而
所
知
有
限
。
故
學
記
譏
其
不
足

以
為
人
師
。
正
與
此
意
互
相
發
也
。」

（
６
）�「
非
謂
温
故
知
新
、
便
要
求
為
人
師
也
」　
『
論
語
或
問
』「
為
政
」「
學
記
所

謂
記
誦
之
學
、
不
足
以
為
人
師
者
、
正
謂
此
耳
。
…
夫
子
之
言
所
謂
可
云
者
、

正
所
以
明
夫
未
至
此
者
不
足
以
為
師
、
非
以
為
能
如
是
而
為
師
有
餘
也
。」

（
７
）�「
池
本
」　

池
州
刊
朱
子
語
録
、い
わ
ゆ
る
池
録
（
一
二
一
五
年
刊
）
を
指
す
。

『
語
類
』
編
纂
に
先
立
っ
て
存
在
し
た
『
語
録
』、
即
ち
池
録
、
饒
録
、
饒
後

録
、
建
別
録
の
う
ち
最
古
の
も
の
で
、
記
録
者
別
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
因

み
に
本
条
記
録
者
で
あ
る
董
銖
の
所
録
は
池
録
十
三
、
饒
録
四
十
六
所
収
で

あ
る
（『
朱
子
語
録
姓
氏
』）。

（
８
）�「
以
明
無
諸
己
不
可
求
諸
人
也
。」「
以
明
有
諸
己
卽
不
可
非
諸
人
也
」　
『
大

学
或
問
』「
故
又
推
本
言
之
、
欲
其
先
成
於
己
而
有
以
責
人
。
固
非
謂
其
專

務
修
己
、
都
不
治
人
而
拱
手
以
俟
其
自
化
、
亦
非
謂
其
矜
己
之
長
、
愧
人
之

短
而
脅
之
以
必
從
也
。
故
先
君
子
之
言
曰
。
有
諸
己
、
不
必
求
諸
人
、
以
為

求
諸
人
而
無
諸
己
則
不
可
也
。
無
諸
己
、
不
必
非
諸
人
、
以
為
非
諸
人
而
有

諸
己
則
不
可
也
。
正
此
意
也
。」『
大
学
或
問
大
全
』
は
「
先
君
子
之
言
曰
」

の
下
に
「
文
公
父
、
名
松
、
字
喬
年
、
號
韋
齊
先
生
。」
の
小
注
を
付
す
。

（
９
）�「
此
意
正
為
治
國
者
言
」　
『
大
学
或
問
』「
曰
。
此
為
治
其
國
者
言
之
、
則

推
吾
所
有
與
民
共
由
。」

（
10
）�「
范
忠
宣
」��

范
純
仁
、
字
堯
夫
、
諡
忠
宣
（
一
〇
二
七
～
一
一
〇
一
）。『
宋

史
』
巻
三
一
四
「
范
純
仁
」

（
11
）�「
恕
己
」　

以
下
で
は
范
純
仁
に
お
け
る
「
恕
己
」
の
語
が
批
判
さ
れ
て
い

る
が
、「
恕
己
」
と
い
う
表
現
自
体
は
范
純
仁
に
限
ら
ず
、
一
般
的
に
広
く

用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
礼
記
』「
祭
統
」「
是
故
君
子
之
事
君

也
、
必
身
行
之
。
所
不
安
於
上
、
則
不
以
使
下
。
所
惡
於
下
、
則
不
以
事
上
。

非
諸
人
行
諸
己
、
非
教
之
道
也
。」
鄭
注
「
必
身
行
之
、
言
恕
己
乃
行
之
。」

『
抱
朴
子
外
篇
』「
行
品
」「
垂
惻
隱
於
有
生
、
恒
恕
己
以
接
物
者
、
仁
人
也
。」

李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』
繫
辞
下
伝
「
君
子
…
易
其
心
而
後
語
。」
注
「
崔
憬
曰
。

君
子
恕
己
及
物
。」
白
居
易
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
六
十
二
、
策
林
、
十
「
王

澤
流
人
心
感
在
恕
已
及
物
」「
夫
欲
使
王
澤
旁
流
、
人
心
大
感
、
則
在
陛
下

恕
己
及
物
而
已
。
夫
恕
己
及
物
者
、
無
他
。
以
心
度
心
、
以
身
觀
身
、
推
其

所
為
以
及
天
下
者
也
。」『
伊
川
易
伝
』「
比
」
九
五
、
注
「
如
誠
意
以
待
物
、

恕
己
以
及
人
、發
政
施
仁
、使
天
下
蒙
其
惠
澤
、是
人
君
親
比
天
下
之
道
也
。」

（
12
）�「
以
恕
己
之
心
恕
人
」
云
々
。　
『
范
忠
宣
集
補
編
』
付
録
「
宋
觀
文
殿
大

學
士
尚
書
右
僕
射
兼
中
書
侍
郎
上
柱
國
髙
平
郡
公
贈
太
師
許
國
公
諡
忠
宣
堯

夫
公
傳
」「
毎
戒
子
弟
曰
。
人
雖
至
愚
、責
人
則
明
。
雖
有
聰
明
、恕
己
則
昏
。

苟
能
以
責
人
之
心
責
己
、
恕
己
之
心
恕
人
、
不
患
不
至
聖
賢
地
位
也
。」
ま

た
朱
熹
『
三
朝
名
臣
言
行
録
』
巻
一
一
之
一
「
丞
相
范
忠
宣
公
純
仁
」
所
収
。
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（
13
）�「
連
下
句
亦
未
害
」　
「（
上
の
句
を
）
下
の
句
に
連
ね
た
文
脈
で
読
む
限
り
、

（
下
の
句
に
も
）
問
題
は
な
い
。」
こ
こ
で
は
「
連
」
を
「
連
ね
る
」
の
意
の

動
詞
と
し
て
解
釈
し
て
お
い
た
。
別
解
と
し
て
「
連
」
を
助
字
と
見
て
、「
連

～
亦
～
」
で
「
～
も
ま
た
」
の
意
に
解
釈
す
る
可
能
性
も
あ
る
。「
下
の
句

も
ま
た
問
題
は
な
い
」「「
連
」
が
包
括
を
あ
ら
わ
す
介
詞
と
し
て
つ
か
わ
れ

た
例
は
唐
代
か
ら
あ
る
」（
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』266

頁
）。

（
14
）�「
蓋
才
説
恕
己
、
便
已
不
是
」　

范
純
仁
の
語
に
対
す
る
批
判
は
以
下
に
も

見
ら
れ
る
。『
大
学
或
問
』「
近
世
名
卿
之
言
有
曰
。
人
雖
至
愚
、責
人
則
明
。

雖
有
聰
明
、
恕
己
則
昏
。

能
以
責
人
之
心
責
己
、
恕
己
之
心
恕
人
、
則
不

患
不
至
於
聖
賢
矣
。
此
言
近
厚
、
世
亦
多
稱
之
者
。
但
恕
字
之
義
、
本
以
如

心
而
得
、
故
可
以
施
之
於
人
、
而
不
可
以
施
之
於
己
。
今
曰
恕
己
則
昏
、
則

是
已
知
其
如
此
矣
、
而
又
曰
以
恕
己
之
心
恕
人
、
則
是
既
不
知
自
治
其
昏
、

而
遂
推
以
及
人
、
使
其
亦
將
如
我
之
昏
而
後
已
也
。
乃
欲
由
此
以
入
聖
賢
之

域
、
豈
不
誤
哉
。」

（
15
）�「
横
渠
云
」　

張
載
『
正
蒙
』「
中
正
篇
」「
以
責
人
之
心
責
己
、
則
盡
道
。

所
謂
君
子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
者
也
。
以
愛
己
之
心
愛
人
、
則
盡
仁
。
所

謂
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
者
也
。」『
中
庸
章
句
』
一
三
章
「
忠
恕
違

道
不
遠
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
。
君
子
之
道
四
、
丘
未
能
一
焉
。

所
求
乎
子
以
事
父
、
未
能
也
。
所
求
乎
臣
以
事
君
、
未
能
也
。
所
求
乎
弟
以

事
兄
、
未
能
也
。
所
求
乎
朋
友
先
施
之
、
未
能
也
。」
朱
注
「
張
子
所
謂
以

愛
己
之
心
愛
人
則
盡
仁
、
是
也
。」

（
16
）�「
貴
於
知
道
」　

胡
宏『
知
言
』巻
四「
知
道
者
可
與
論
政
、知
理
者
可
以
謀
事
、

知
法
者
可
與
取
人
。
知
道
者
理
得
、
知
理
者
法
得
。
是
以
君
子
貴
知
道
也
。」

204
条

　

有
諸
己
而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
、
是
責
人
之
恕
、
絜
矩
與
己
所
不

欲
勿
施
於
人
、
是
愛
人
之
恕
。

　

又
曰
。
推
己
及
物
之
謂
恕
。
聖
人
則
不
待
推
、
而
發
用
於
外
者
皆
恕
也
。
己
所

不
欲
勿
施
於
人
、
則
就
愛
人
上
説
。
聖
人
之
恕
、
則
不
專
在
愛
人
上
見
、
如
絜
矩

之
類
、
是
也
。　

高

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　
「
諸こ
れ

を
己
に
有
し
て
而
る
後
に
諸
を
人
に
求
む
、
諸
を
己
に
無
く
し
て
而
る
後

に
諸
を
人
に
非
る
。」
こ
れ
は
人
を
責
め
る
に
際
し
て
の
恕
で
あ
る
。「
絜
矩
」
と

「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」、
こ
れ
は
人
を
愛
す
る
に
際
し
て

の
恕
で
あ
る
。

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
己
を
推
し
て
物
に
及
ぼ
す
こ
と
を
、
恕
と
い
う
。
聖
人
は
、

推
し
は
か
る
こ
と
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
外
に
た
ち
現
れ
た
行
為
の
全
て
が
恕
と

な
る
。「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」
と
い
う
の
は
、
人
を
愛

す
る
場
合
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
だ
。
聖
人
の
恕
は
、
人
を
愛
す
る
場
合
に
の
み

専
ら
現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
絜
矩
」
の
類
は
そ
れ
に
当
た
る
。」　

舒
高
録

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

一
〇
一



〔
注
〕

（
１
）�「
責
人
之
恕
」「
愛
人
之
恕
」　

二
〇
六
条
に
も
「
治
國
章
乃
責
人
之
恕
、
平

天
下
章
乃
愛
人
之
恕
。」
と
あ
る
。

（
２
）�「
絜
矩
」　
『
大
学
章
句
』
伝
十
章
「
是
以
君
子
有
絜
矩
之
道
也
。
所
惡
於
上
、

毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、
毋
以
事
上
。
所
惡
於
前
、
毋
以
先
後
。
所
惡
於
後
、

毋
以
從
前
。
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
。
所
惡
於
左
、
毋
以
交
於
右
、
此
之

謂
絜
矩
之
道
。」
朱
注
「
絜
、
度
也
。
矩
、
所
以
為
方
也
。
…
是
以
君
子
必

當
因
其
所
同
、
推
以
度
物
、
使
彼
我
之
間
各
得
分
願
、
則
上
下
四
旁
均
齊
方

正
、
而
天
下
平
矣
。」

（
３
）�「
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」　
『
論
語
』「
顏
淵
」「
仲
弓
問
仁
。
子
曰
。
出
門

如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、
在
家

無
怨
。
仲
弓
曰
。
雍
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。」『
論
語
』「
衛
靈
公
」「
子
貢

問
曰
。
有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
。
子
曰
。
其
恕
乎
。
己
所
不
欲
、
勿

施
於
人
。」『
中
庸
章
句
』
一
三
章
「
子
曰
。
道
不
遠
人
。
人
之
為
道
而
遠
人
、

不
可
以
為
道
。
…
忠
恕
違
道
不
遠
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
。」

（
４
）�「
推
己
及
物
之
謂
恕
」　
『
二
程
遺
書
』巻
一
一（
明
道
先
生
語
）「
以
己
及
物
、

仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。（
原
注
）
違
道
不
遠
、
是
也
。」『
論
語
』「
里
仁
」

「
曾
子
曰
。
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。」
朱
注
「
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂

恕
。
…
或
曰
。
中
心
為
忠
、
如
心
為
恕
、
於
義
亦
通
。
程
子
曰
。
以
己
及
物
、

仁
也
。
推
己
及
物
、恕
也
。
違
道
不
遠
、是
也
。」『
中
庸
章
句
』
一
三
章
「
忠

恕
違
道
不
遠
。」

（
５
）�「
聖
人
則
不
待
推
」　
『
論
語
或
問
』「
里
仁
」「
曰
。
程
伯
子
以
推
己
為
恕
為

違
道
不
遠
之
事
、
而
叔
子
以
釋
曽
子
之
言
、
何
也
。
曰
。
恕
之
所
以
得
名
、

本
以
其
推
己
而
言
也
。
伯
子
特
以
聖
人
之
恕
為
無
待
乎
推
、
是
以
屬
之
學
者

之
事
。
叔
子
則
以
為
聖
人
之
恕
亦
不
過
此
、
但
其
所
以
推
之
、
自
有
不
同
耳
。

二
説
雖
異
、葢
不
害
其
為
同
也
。」『
語
類
』
巻
二
七
、二
五
条
、李
閎
祖
録
（
Ⅱ

672

）「
聖
人
是
不
犯
手
脚
底
忠
恕
。
學
者
是
著
工
夫
底
忠
恕
。
不
可
謂
聖
人

非
忠
恕
也
。」
二
六
条
、
沈
僩
録
（
同
上
）「
天
地
是
無
心
底
忠
恕
。
聖
人
是

無
為
底
忠
恕
。
學
者
是
求
做
底
忠
恕
。」
二
七
条
、
程
端
蒙
録
（
同
上
）「
聖

人
之
恕
、
與
學
者
異
者
、
只
争
自
然
與
勉
强
。
聖
人
却
是
自
然
擴
充
得
去
、

不
費
力
。
學
者
須
要
勉
强
擴
充
。
其
至
則
一
也
。」『
北
渓
字
義
』巻
上「
忠
恕
」

「
聖
人
之
忠
、
便
是
誠
、
更
不
待
盡
。
聖
人
之
恕
、
便
只
是
仁
、
更
不
待
推
。」

205
条

��������

　

問
。
所
藏
乎
身
不
恕
處
、
恕
字
還
只
就
接
物
上
説
、
如
何
。

　

曰
。
是
就
接
物
上
見
得
。
忠
只
是
實
心
、
直
是
真
實
不
偽
。
到
應
接
事
物
、
也

只
是
推
這
箇
心
去
。
直
是
忠
、
方
能
恕
。
若
不
忠
、
便
無
本
領
了
、
更
把
甚
麼
去

及
物
。

　

程
子
説
。
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
忠
也
。
便
是
實
理
流
行
。
乾
道
變
化
、
各

正
性
命
、
恕
也
。
便
是
實
理
及
物
。

　

守
約
問
。
恁
地
説
、
又
與
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
之
忠
恕
相
似
。

　

曰
。
只
是
一
箇
忠
恕
、
豈
有
二
分
。
聖
人
與
常
人
忠
恕
也
不
甚
相
遠
。

　

又
曰
。
盡
己
、
不
是
説
盡
吾
身
之
實
理
、
自
盡
便
是
實
理
（
原
注
「
此
處
切
恐

有
脱
誤
」）。
若
有
些
子
未
盡
處
、
便
是
不
實
。
如
欲
為
孝
、
雖
有
七
分
孝
、
只
中
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間
有
三
分
未
盡
、
固
是
不
實
。
雖
有
九
分
孝
（
原
注
「「
一
作
弟
」）、
只
略
略
有

一
分
未
盡
、
亦
是
不
實
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
所
藏
乎
身
不
恕
處
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
處
」を「

」に
作
る
。以
下
同
じ
。

○�

「
也
只
是
推
這
箇
心
去
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
程
子
説
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
程
子
」
を
「
伊
川
」
に
作
る
。

○
「
便
是
實
理
流
行
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
六
字
を
双
行
小
注
に
作
る
。

○
「
便
是
實
理
及
物
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
六
字
を
双
行
小
注
に
作
る
。

○�

「
豈
有
二
分
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
分
」
を
「
樣
」
に

作
る
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
二
樣　

樣
一
作
分
」

○�

「
此
處
切
恐
有
脱
誤
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
、こ
の
七
字
な
し
。
朝
鮮
整
版
本
は

「
切
」
を
「
竊
」
に
作
る
。

○�

「
如
欲
為
孝
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、こ
の
下
か
ら
末
尾
ま
で
を
「
只
略
略
有
兩
三

分
孝
、
更
有
七
分
未
盡
、
便
是
不
實
。
略
略
有
一
分
弟
、
更
九
分
以
上
未
盡
、

亦
是
不
實
。」
に
作
る
。

（
）�「
只
略
略
有
一
分
未
盡
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
略
略
」
を
「
畧
畧
」
に
作
る
。

（
）�「
賀
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
下
に
以
下
の
双
行
小
注
が
有
る
。「
池
本
為

孝
下
作
「
雖
有
七
分
孝
、
只
中
間
有
三
分
未
盡
、
固
是
不
實
。
雖
有
九
分
孝
、

只
略
略
有
一
分
未
盡
、
亦
是
不
實
。」」

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「「
身
に
蔵
す
る
所
、
恕
な
ら
ず
」
と
い
う
場
合
の
「
恕
」
字

は
、
や
は
り
他
者
と
接
す
る
場
に
即
し
て
説
い
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生「
そ
れ
は
他
者
と
接
す
る
場
に
即
し
て
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
。

忠
と
は
実ま
こ
との

心
に
他
な
ら
ず
、
つ
ま
り
は
真
実
に
し
て
偽
り
な
し
、
と
い
う
こ
と

だ
。
事
柄
に
対
処
し
た
り
他
者
と
関
わ
っ
た
り
す
る
場
面
に
な
っ
て
も
、
や
は
り

た
だ
こ
の
心
を
推
し
及
ぼ
し
て
い
く
だ
け
の
こ
と
だ
。
た
だ
忠
で
あ
っ
て
こ
そ
、

恕
た
り
得
る
。
も
し
忠
で
な
け
れ
ば
、
本
領
（
根
本
）
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
、
い
っ
た
い
何
に
よ
っ
て
他
者
に
推
し
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。

　

程
子
も
言
っ
て
い
る
。「
維こ
れ

天
の
命
、於あ
あ

穆
と
し
て
已
ま
ず
、は
忠
で
あ
る
。」と
。

こ
れ
は
実
理
が
流
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
乾
道
変
化
し
、各
お
の
性
命
を
正
す
、

は
恕
で
あ
る
、」
と
。
こ
れ
は
実
理
が
他
者
に
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。」

　

守
約
が
お
尋
ね
し
た
。
そ
の
よ
う
に
説
く
の
で
あ
れ
ば
、「
夫
子
の
道
は
、
忠

恕
の
み
」
と
い
う
場
合
の
忠
恕
と
も
、
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
ね
。」

　

先
生
「
た
だ
一
つ
の
忠
恕
に
他
な
ら
な
い
、
ど
う
し
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
よ
う

か
。
聖
人
と
常
人
の
忠
恕
と
に
、
そ
ん
な
に
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
己
を
尽
く
す
と
い
う
の
は
、
吾
が
身
に
備
わ
っ
た
実

理
を
尽
く
す
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
を
尽
く
せ
ば
、
そ

れ
が
取
り
も
直
さ
ず
実
理
な
の
だ
（
原
注
「
こ
の
箇
所
に
は
誤
脱
が
有
る
か
も
知

れ
な
い
」）。
も
し
些
か
た
り
と
も
尽
く
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
が
有
れ
ば
、
そ
れ

は
不
実
に
他
な
ら
な
い
。
例
え
ば
孝
を
為
そ
う
と
し
て
、
七
分
の
孝
心
が
有
っ
た

と
し
て
も
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
三
分
の
尽
く
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
が
有
れ
ば
、
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そ
れ
は
も
と
よ
り
不
実
だ
。
九
分
の
孝
（
原
注
「
あ
る
本
は
「
弟
」
に
作
る
」）

心
が
有
っ
た
と
し
て
も
、
た
だ
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
一
分
の
尽
く
し
切
れ
て
い
な
い

部
分
が
有
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
不
実
な
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
所
藏
乎
身
不
恕
」　

我
が
身
に
備
え
て
い
る
も
の
を
他
者
に
推
し
及
ぼ
す

こ
と
が
で
き
な
い
。『
大
学
章
句
』「
伝
九
章
」「
是
故
君
子
有
諸
己
而
后
求

諸
人
、
無
諸
己
而
后
非
諸
人
。
所
藏
乎
身
不
恕
、
而
能
喩
諸
人
者
、
未
之
有

也
。」
朱
注
「
喩
、
曉
也
。」『
大
学
章
句
大
全
』
伝
九
章
小
注
「
蔵
乎
身
者
、

自
其
盡
己
處
言
之
。
恕
者
、
自
其
推
己
處
言
之
。
所
蔵
是
指
有
諸
己
無
諸
己

者
也
。
恕
是
指
求
諸
人
非
諸
人
者
也
。
所
蔵
乎
身
不
恕
、
謂
所
蔵
於
己
者
未

有
可
推
以
及
人
、
如
何
能
喩
諸
人
。」

（
２
）�「
就
接
物
上
説
」　
「
接
物
」
は
、
他
者
と
接
す
る
、
他
者
と
関
わ
る
。「
恕
」

を
「
接
物
」
と
関
連
づ
け
た
言
及
と
し
て
以
下
の
例
が
あ
る
。『
抱
朴
子
外

篇
』「
行
品
」「
垂
惻
隱
於
有
生
、
恒
恕
己
以
接
物
者
、
仁
人
也
。」『
北
渓
字

義
』
巻
上
「
忠
恕
」「
伊
川
謂
、盡
己
之
謂
忠
、推
己
之
謂
恕
。
忠
是
就
心
説
、

是
盡
己
之
心
無
不
真
實
者
。
恕
是
就
待
人
接
物
處
説
、
只
是
推
己
心
之
所
真

實
者
以
及
人
物
而
已
。」

（
３
）�「
忠
只
是
實
心
」　
『
語
類
』巻
一
三
、七
一
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅰ233

）「
用
之
問
。

忠
只
是
實
心
、人
倫
日
用
皆
當
用
之
。
何
獨
只
於
事
君
上
説
忠
字
。
曰
。
…
」

巻
二
二
、三
五
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅱ488

）「
問
。
盡
己
之
謂
忠
。
以
實
之
謂
信
。

信
既
是
實
。
先
生
前
又
說
道
忠
是
實
心
。
不
知
如
何
分
别
。
曰
。
忠
是
就
心

上
說
。
信
是
指
事
上
說
。」

（
４
）�「
直
是
真
實
不
偽
」　
『
二
程
遺
書
』
巻
一
一
（
明
道
先
生
語
）「
忠
者
無
妄
。」

『
北
渓
字
義
』
巻
上
「
忠
恕
」「
忠
是
就
心
説
、是
盡
己
之
心
、無
不
真
實
者
。」

「
直
是
」
は
「
只
是
」
に
同
じ
。
取
り
も
直
さ
ず
。
～
に
他
な
ら
な
い
。

（
５
）�「
到
應
接
事
物
」　
「
應
接
事
物
」
は
「
應
事
接
物
」
と
同
じ
。
事
柄
に
対
処

し
他
者
と
関
わ
る
。

（
６
）�「
直
是
忠
、
方
能
恕
」　
『
二
程
遺
書
』
巻
一
一
（
明
道
先
生
語
）「
恕
者
所

以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、恕
者
用
、大
本
達
道
也
。」「
直
是
～
方
～
」
は
、「
た

だ
～
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
～
だ
。」

（
７
）�「
便
無
本
領
了
」　
「
本
領
」
は
根
本
。『
語
類
』
巻
一
四
、三
七
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅰ255

）「
身
之
所
以
修
、却
先
須
正
心
。
心
之
所
以
正
、却
先
須
誠
意
。

意
之
所
以
誠
、
却
先
須
致
知
。
知
之
所
以
至
、
却
先
須
格
物
。
本
領
全
只
在

這
兩
字
上
。」

（
８
）�「
更
把
甚
麼
去
及
物
」　
「
把
甚
麼
」
は
「
何
以
」
と
同
じ
。
何
に
よ
っ
て
。

ど
う
や
っ
て
。

（
９
）�「
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
」　
『
中
庸
章
句
』
二
六
章
「
故
至
誠
無
息
。
…
詩

云
。
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
。
盖
曰
天
之
所
以
為
天
也
。」
朱
注
「
詩
、
周

頌
維
天
之
命
篇
。
於
、歎
辭
。
穆
、深
遠
也
。
…
引
此
以
明
至
誠
無
息
之
意
。」

（
10
）�「
維
天
之
命
、於
穆
不
已
、忠
也
」　
『
二
程
外
書
』巻
七「
明
道
曰
。維
天
之
命
、

於
穆
不
已
、不
其
忠
乎
。
天
地
變
化
、草
木
蕃
、不
其
恕
乎
。」
同
上
「
伊
川
曰
。

維
天
之
命
、於
穆
不
已
、忠
也
。
乾
道
變
化
、各
正
性
命
、恕
也
。」
ま
た
『
論

語
』「
里
仁
」「
曾
子
曰
。
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。」
朱
注
所
引
。

（
11
）�「
乾
道
變
化
、各
正
性
命
」　
『
周
易
』「
乾
」
彖
伝
「
乾
道
變
化
、各
正
性
命
、

保
合
太
和
、
乃
利
貞
。」
本
義
「
此
言
乾
道
變
化
、
无
所
不
利
、
而
萬
物
各
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得
其
性
命
以
自
全
、
以
釋
利
貞
之
義
也
。」

（
12
）�「
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
恕
也
」　

前
々
注
参
照
。

（
13
）�「
守
約
問
」　

李
閎
祖
、
字
守
約
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。　

（
14
）�「
恁
地
説
」　
「
恁
地
」
は
「
如
此
」
に
同
じ
。
こ
の
よ
う
に
。
そ
の
よ
う
に
。

（
15
）�「
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
曾
子
曰
。
夫
子
之
道
、

忠
恕
而
已
矣
。」

（
16
）�「
聖
人
與
常
人
忠
恕
也
不
甚
相
遠
」　

前
条
参
照
。　

（
17
）�「
盡
己
、
不
是
説
盡
吾
身
之
實
理
」　
「
盡
己
」
は
、
己
の
真
心
を
尽
く
す
こ

と
。
自
己
の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
。『
二
程
遺
書
』
巻
一
一
（
明
道
先
生
語
）

「
盡
己
之
謂
忠
。
以
實
之
謂
信
。」『
二
程
遺
書
』
巻
二
四
（
伊
川
先
生
語
）「
盡

己
為
忠
。
盡
物
為
信
。
極
言
之
、
則
盡
己
者
、
盡
己
之
性
也
。
盡
物
者
、
盡

物
之
性
也
。」

（
18
）�「
自
盡
便
是
實
理
」　
「
自
盡
」
は
「
盡
己
」
と
ほ
ぼ
同
義
。『
語
類
』
巻

二
一
、三
二
条
、
林
恪
録
（
Ⅱ487

）「
又
文
振
說
。
發
己
自
盡
為
忠
。
循
物

無
違
謂
信
。
發
己
自
盡
、
便
是
盡
己
。」

（
19
）�「
只
中
間
有
三
分
未
盡
」　
「
中
間
」
は
、そ
こ
、そ
こ
に
。『
宋
元
語
言
詞
典
』

「
中
間　

其
中
。」

（
20
）�「
只
略
略
有
一
分
未
盡
」��「
略
略
」
は
、
い
さ
さ
か
、
少
し
。

206
条

　

李
德
之
問
。
齊
家
・
治
國
・
平
天
下
三
章
、
看
來
似
皆
是
恕
之
功
用
。

　

曰
。
如
治
國
・
平
天
下
兩
章
是
此
意
。
治
國
章
乃
責
人
之
恕
、
平
天
下
章
乃
愛

人
之
恕
。
齊
家
一
章
、
但
説
人
之
偏
處
。　

蓋
卿

〔
校
勘
〕

○
「
看
來
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

○
「
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

○
「
但
説
人
之
偏
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
蓋
卿
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

李
德
之
が
お
尋
ね
し
た
。「
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
の
三
章
は
、
思
う
に
全
て

が
恕
の
効
用
を
説
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
が
。」

　

先
生
「
治
国
・
平
天
下
の
両
章
な
ど
は
、
そ
の
趣
旨
だ
。
治
国
章
は
即
ち
人
を

責
め
る
に
際
し
て
の
恕
で
あ
り
、
平
天
下
章
は
即
ち
人
を
愛
す
る
に
際
し
て
の
恕

で
あ
る
。
斉
家
の
一
章
は
、
単
に
人
の
（
身
の
振
る
舞
い
に
お
け
る
）
偏
っ
た
と

こ
ろ
を
説
い
た
も
の
だ
。　

襲
蓋
卿
録

〔
注
〕

（
１
）「
李
德
之
」　

本
巻
一
九
四
条
に
既
出
。

（
２
）�「
看
來
似
皆
是
恕
之
功
用
」　
「
看
來
」
は
、
思
う
に
。「
功
用
」
は
、
効
用
、

は
た
ら
き
。『
語
類
』
巻
一
四
、三
七
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ255

）「
若
大
學
、

却
只
統
説
。
論
其
功
用
之
極
、
至
於
平
天
下
」

（
３
）�「
治
國
章
乃
責
人
之
恕
、
平
天
下
章
乃
愛
人
之
恕
」　

二
〇
四
条
「
有
諸
己

而
後
求
諸
人
、
無
諸
己
而
後
非
諸
人
、
是
責
人
之
恕
。
絜
矩
與
己
所
不
欲
勿
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八
訳
注
（
七
）

一
〇
五



施
於
人
、
是
愛
人
之
恕
。」

（
４
）�「
齊
家
一
章
、
但
説
人
之
偏
處
」　
『
大
学
章
句
』
伝
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在

脩
其
身
者
、
人
之
其
所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬

而
辟
焉
、
之
其
所
哀
矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。
故
好
而
知
其
惡
、

惡
而
知
其
美
者
、
天
下
鮮
矣
。」

207
条

　

仁
甫
問
治
國
在
齊
其
家
。
曰
。
這
箇
道
理
、却
急
迫
不
得
。
待
到
他
日
數
足
處
、

自
然
通
透
。
這
箇
物
事
、
只
是
看
得
熟
、
自
然
有
條
理
。
上
面
説
不
出
家
而
成
教

於
國
。
此
下
便
説
其
所
以
教
者
如
此
。
這
三
者
、
便
是
教
之
目
。
後
面
却
是
説
、

須
是
躬
行
、
方
會
化
得
人
。
此
一
段
、
只
此
兩
截
如
此
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○�

「
仁
甫
問
治
國
在
齊
其
家
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
國
」
を
「
国
」
に
作
る
。

な
お
後
出
の
「
成
教
於
國
」
は
両
本
と
も
「
國
」
に
作
る
。

○�

「
這
箇
道
理
、却
急
迫
不
得
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
り
、

「
却
」
を
「
彖
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
日
數
足
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
數
」
を
「
数
」
に
作
り
、「
處
」
を

「

」
に
作
る
。

○
「
只
是
看
得
熟
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
熟
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
須
是
躬
行
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○�

「
賀
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
下
に
双
行
小
字
で
以
下
の
校
記
有
り
。「
○

道
夫
録
同
而
畧
云
。
仁
甫
問
治
國
在
齊
其
家
一
章
。
曰
。
上
面
説
不
出
家
而
成

教
於
國
。
此
下
便
説
其
所
以
教
者
如
此
。
這
三
事
是
教
之
目
。
後
面
却
是
説
、

須
是
躬
行
、
方
會
化
得
人
。」

〔
訳
〕

　

仁
甫
が
「
国
を
治
む
る
は
、
そ
の
家
を
斉
う
る
に
在
り
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

た
。
先
生
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
道
理
に
関
し
て
は
、
性
急
で
あ
っ
て
は
駄
目
だ
。

斉
家
に
取
り
組
む
日
数
が
十
分
に
な
る
の
を
待
て
ば
、
自
ず
と
（
治
国
へ
と
）
開

け
て
い
く
も
の
だ
。
こ
の
手
の
事
柄
は
、
じ
っ
く
り
考
え
さ
え
す
れ
ば
、
自
ず
と

道
筋
が
つ
く
も
の
だ
。
前
の
箇
所
で
は
、「
家
を
出
で
ず
し
て
教
え
を
国
に
成
す
」

と
説
く
。
そ
の
す
ぐ
下
の
箇
所
で
は
、
そ
の
教
え
を
成
す
方
法
は
具
体
的
に
は
こ

れ
こ
れ
だ
、
と
説
く
。
そ
こ
に
い
う
（
孝
弟
慈
の
）
三
つ
は
、
教
え
の
具
体
的
項

目
だ
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
箇
所
で
は
、
是
非
と
も
自
ら
実
践
し
て
こ
そ
、
他
者

を
も
感
化
し
得
る
の
だ
、
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
一
段
（
伝
九
章
）
で
は
、
た
だ

こ
の
二
節
が
こ
の
よ
う
に
（
斉
家
か
ら
治
国
に
至
る
道
筋
を
）
述
べ
て
い
る
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
仁
甫
問
」�　

朱
子
門
人
中
に
仁
甫
（
仁
父
）
は
呉
仁
甫
と
徐
容
（
字
仁
甫
・

仁
父
）
の
二
名
が
い
る
（
呉
仁
甫
は
二
〇
三
条
に
既
出
）。
巻
一
六
、二
二
条

に
「
徐
仁
父
問
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
同
条
は
本
条
と
同
じ
く
葉
賀
孫

録
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
条
の
仁
甫
は
徐
容
と
見
な
し
て
お
く
。
徐
容
は
徐

の
弟
、『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。
な
お
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
九
九

京
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頁
参
照
。

（
２
）�「
却
急
迫
不
得　
「
却
」
は
、
主
語
に
関
し
て
他
と
対
比
対
照
し
て
述
べ
る

語
気
を
示
す
。
～
は
と
言
え
ば
。
～
に
関
し
て
言
え
ば
。「
急
迫
」
は
性
急

で
あ
る
、性
急
に
す
る
。『
語
類
』巻
一
〇
、二
三
条
、萬
人
傑
録（
Ⅰ163

）「
人

言
讀
書
當
從
容
玩
味
、
此
乃
自
怠
之
一
說
。
若
是
讀
此
書
未
曉
道
理
、
雖
不

可
急
迫
、亦
不
放
下
、猶
可
也
。」
巻
一
一
、七
一
条
、輔
廣
録
（
Ⅰ185

）「
大

凡
看
文
字
要
急
迫
不
得
。
有
疑
處
、
且
漸
漸
思
量
。
若
一
下
便
要
理
會
得
、

也
無
此
理
。」「
不
得
」
は
現
代
語
の
「
不
行
」
と
同
じ
で
、
い
け
な
い
、
駄

目
だ
。
本
巻
一
七
五
条
「
若
一
向
僻
將
去
、
便
賤
惡
他
、
也
不
得
。」

（
３
）�「
待
到
他
日
數
足
處
」　
「
斉
家
に
取
り
組
む
日
数
が
十
分
に
な
る
の
を
待
て

ば
」こ
こ
で
の「
他
」は「
齊
其
家
」を
指
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
。「
日
數
足
」

は
、
十
分
な
日
数
を
か
け
る
。
十
分
な
日
数
を
経
る
。『
抱
朴
子
内
篇
』「
金

丹
」「
合
金
液
、唯
金
為
難
得
耳
。
…
又
不
起
火
、但
以
置
華
池
中
、日
數
足
、

便
成
矣
。」
別
解
と
し
て
、「
他
日
、
數
足
る
の
處
に
到
る
を
待
ち
て
」
と
読

む
可
能
性
も
あ
る
。
他
日
、
機
が
熟
す
る
に
至
る
を
待
っ
て
。「
數
足
」
は
、

程
度
が
十
分
で
あ
る
の
意
。
以
下
の
条
で
は
「
分
數
足
」
が
「
十
分
」「
熟
」

と
ほ
ぼ
同
趣
旨
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
語
類
』
巻
一
二
〇
、五
条
、
黄
義
剛

録（
Ⅶ2883

）「
又
問
。
事
有
至
理
、理
有
至
當
十
分
處
。
今
已
看
得
七
八
分
、

待
窮
來
窮
去
、
熟
後
自
解
到
那
分
數
足
處
。
曰
。
雖
未
能
從
容
、
只
是
熟
後

便
自
會
、
只
是
熟
、
只
是
熟
。」

（
４
）�「
自
然
有
條
理
」　
「
條
理
」は
、筋
道
、道
筋
、脈
絡
。『
孟
子
』「
萬
章
」下「
孟

子
曰
。
伯
夷
、
聖
之
清
者
也
。
伊
尹
、
聖
之
任
者
也
。
柳
下
惠
、
聖
之
和
者

也
。
孔
子
、
聖
之
時
者
也
。
孔
子
之
謂
集
大
成
。
集
大
成
也
者
、
金
聲
而
玉

振
之
也
。
金
聲
也
者
、
始
條
理
也
。
玉
振
之
也
者
、
終
條
理
也
。
始
條
理
者
、

智
之
事
也
。
終
條
理
者
、
聖
之
事
也
。」
朱
注
「
條
理
猶
言
脈
絡
。」

（
５
）�「
上
面
説
不
出
家
而
成
教
於
國
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
故
君
子
不
出
家

而
成
教
於
國
。
孝
者
、
所
以
事
君
也
。
弟
者
、
所
以
事
長
也
。
慈
者
、
所
以

使
衆
也
。」

（
６
）�「
此
下
便
説
其
所
以
教
者
如
此
」　

前
注
所
引
に
お
け
る
「
孝
者
」
以
下
を

指
す
。

（
７
）�「
這
三
者
、便
是
教
之
目
」　
「
三
者
」
は
孝
弟
慈
を
指
す
。「
目
」
は
、条
目
、

項
目
。

（
８
）�「
後
面
却
是
説
須
是
躬
行
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
是
故
君
子
有
諸
己
而

后
求
諸
人
、
無
諸
己
而
后
非
諸
人
。
所
藏
乎
身
不
恕
、
而
能
喩
諸
人
者
、
未

之
有
也
。」「
躬
行
」
は
、
自
ら
実
践
す
る
。
身
を
以
て
行
う
。『
論
語
』「
述

而
」「
子
曰
。
文
、
莫
吾
猶
人
也
。
躬
行
君
子
、
則
吾
未
之
有
得
。」

（
９
）�「
只
此
兩
截
」　
「
兩
截
」
は
二
つ
に
分
か
れ
る
箇
所
。
両
節
。
本
文
に
言
う

「
上
面
」
と
「
後
面
」
を
指
す
。
具
体
的
に
は
伝
九
章
の
う
ち
注
（
５
）（
８
）

に
引
い
た
箇
所
。

208
条

　

因
講
禮
讓
為
國
、
曰
。
一
家
仁
、
一
國
興
仁
。
一
家
讓
、
一
國
興
讓
。
自
家
禮

讓
有
以
感
之
、故
民
亦
如
此
興
起
。
自
家
好
争
利
、却
責
民
間
禮
讓
、如
何
得
他
應
。

　

東
坡
策
制
敦
教
化
中
一
段
、説
得
也
好
、雖
説
得
粗
、道
理
却
是
如
此
。（
原
注「
敦

教
化
云
。
欲
民
之
知
信
、莫
若
務
實
其
言
。
欲
民
之
知
義
、莫
若
務
去
其
貪
云
云
。」）

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

一
〇
七



看
道
理
、
不
要
玄
妙
、
只
就
粗
處
説
得
出
、
便
是
。

　

如
今
官
司
不
會
制
民
之
産
、
民
自
去
買
田
、
又
取
他
牙
稅
錢
。
古
者
羣
飲
者
殺
。

今
置
官
誘
民
飲
酒
、
惟
恐
其
不
來
、
如
何
得
民
興
於
善
。　

淳

〔
校
勘
〕

○�

「
因
講
禮
讓
為
國
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
禮
」
を
「
礼
」
に

作
る
。
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
以
下
同
じ
。
朝
鮮
古
写
本
は
後
出
の
「
禮
」
は
全

て
「
杣
」
に
作
る
。

○�

「
東
坡
策
制
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は

「
策
制
」
を
「
策
別
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
底
本
に
同
じ
。

○�

「
雖
説
得
粗
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は「
粗
」を「
麄
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
只
就
粗
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
牙
稅
錢
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
錢
」
を
「
銭
」
に
作
る
。

○
「
惟
恐
其
不
來
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
礼
譲
も
て
国
を
為お
さ

む
」
を
講
じ
ら
れ
た
つ
い
で
に
、
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「「
一
家
仁
な
れ
ば
、
一
国
仁
に
興
る
。
一
家
譲
な
れ
ば
、
一
国
譲
に
興
る
。」
自

身
が
礼
譲
を
実
践
す
る
こ
と
で
感
化
を
及
ぼ
す
か
ら
こ
そ
、
民
も
ま
た
こ
の
よ
う

に
興
起
す
る
の
だ
。
自
身
が
好
ん
で
利
益
を
争
っ
て
い
な
が
ら
、
民
に
対
し
て
は

礼
譲
を
要
求
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
民
が
そ
れ
に
呼
応
す
る
こ
と
を
望
め
よ
う

か
。

　

東
坡
の
策
制
「
敦
教
化
」
中
の
一
段
は
、
ま
あ
う
ま
く
説
い
て
い
る
。
説
き
方

は
大
ま
か
だ
が
、
道
理
と
し
て
は
そ
の
通
り
だ
。（
原
注
「
敦
教
化
に
云
う
。
民

に
信
を
知
っ
て
欲
し
い
と
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
が
そ
の
言
葉
を
実
行
に
移
す

こ
と
に
務
め
る
の
が
一
番
で
あ
る
。
民
に
義
を
知
っ
て
欲
し
い
と
望
む
の
で
あ
れ

ば
、
自
ら
が
そ
の
貪
欲
を
去
る
こ
と
に
務
め
る
の
が
一
番
で
あ
る
云
々
。」）
道
理

を
考
え
る
際
に
は
、
玄
妙
（
奥
深
く
神
妙
）
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ

お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
に
即
し
て
き
ち
ん
と
説
明
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い

の
だ
。

　

今
、
官
司
は
民
の
財
産
を
制
御
す
る
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
な
が
ら
、
民
が

勝
手
に
自
分
で
田
を
買
う
と
、
そ
の
不
動
産
売
買
に
課
税
し
て
民
か
ら
牙
稅
銭
を

取
り
立
て
る
。
昔
は
、群
飲
す
る
（
＝
集
団
で
飲
酒
す
る
）
者
は
死
罪
に
な
っ
た
。

今
は
官
を
配
置
し
て
（
酒
を
官
売
し
）、
民
に
飲
酒
を
勧
め
、
ひ
た
す
ら
客
の
来

な
い
こ
と
を
恐
れ
る
始
末
だ
か
ら
、
民
が
善
に
興
起
す
る
こ
と
な
ど
、
ど
う
し
て

望
め
よ
う
か
。　

陳
淳

〔
注
〕

（
１
）�「
禮
讓
為
國
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
子
曰
。
−
能
以
禮
讓
為
國
乎
、
何
有
。

不
能
以
禮
讓
為
國
、如
禮
何
。」
朱
注
「
讓
者
禮
之
實
也
。
何
有
、言
不
難
也
。

言
有
禮
之
實
以
為
國
、
則
何
難
之
有
。
不
然
、
則
其
禮
文
雖
具
、
亦
且
無
如

之
何
矣
。
而
况
於
為
國
乎
。」　

（
２
）�「
一
家
仁
、一
國
興
仁
。
一
家
讓
、一
國
興
讓
。」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
一

家
仁
、
一
國
興
仁
。
一
家
讓
、
一
國
興
讓
。
一
人
貪
戾
、
一
國
作
亂
。
其
機

如
此
。」
朱
注
「
一
人
、
謂
君
也
。
機
、
發
動
所
由
也
。」

（
３
）�「
自
家
禮
讓
有
以
感
之
」　
「
感
」
は
、
感
化
。
他
者
に
対
す
る
（
ま
た
は
他
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者
か
ら
の
）
働
き
か
け
。

（
４
）�「
自
家
好
争
利
」　
「
争
利
」
は
、利
を
求
め
て
争
う
。『
礼
記
』「
坊
記
」「
詩

云
、既
醉
以
酒
、既
飽
以
德
。
以
此
示
民
、民
猶
爭
利
而
忘
義
。」（
詩
は
『
詩

経
』
大
雅
「
既
醉
」）

（
５
）�「
如
何
得
他
應
」　
「
應
」は
呼
応
。
前
出
の「
感
」と「
應
」は
対
概
念
で
あ
り
、

「
感
」（
は
た
ら
き
か
け
）に
対
す
る
呼
応
が「
應
」で
あ
る
。『
大
学
或
問
』「
心

之
為
物
、
實
主
於
身
。
其
體
則
有
仁
義
禮
智
之
性
、
其
用
則
有
惻
隱
羞
惡
恭

敬
是
非
之
情
。
渾
然
在
中
、
隨
感
而
應
、
各
有
攸
主
而
不
可
亂
也
。」

（
６
）�「
東
坡
策
制
敦
教
化
中
一
段
」　

蘇
軾
、
字
子
瞻　

号
東
坡
（
一
〇
三
六
～

一
一
〇
一
）。『
経
進
東
坡
文
集
事
略
』
巻
一
七
「
進
策
別
」
中
「
安
萬
民
」

六
篇
「
崇
教
化
」
第
七
「
今
夫
民
不
知
信
、
則
不
可
與
久
居
於
安
。
民
不
知

義
、則
不
可
與
同
處
於
危
。平
居
則
欺
其
吏
而
有
急
則
叛
其
君
。此
教
化
之
實
、

不
至
天
下
之
所
以
無
變
者
、
幸
也
。
欲
民
之
知
信
、
則
莫
若
務
實
其
言
。
欲

民
之
知
義
、
則
莫
若
務
去
其
貪
。」
同
書
巻
一
六
「
進
策
別
一
十
七
篇
」
の

冒
頭
に
附
さ
れ
た
「
策
別
叙
例
」
に
「
蓋
其
總
四
、
其
别
十
七
」
と
あ
る
よ

う
に
、
全
十
七
篇
は
一
曰
「
課
百
官
」（「
厲
法
禁
」
第
一
～
「
無
沮
善
」
第

六
）、二
曰
「
安
萬
民
」（「
崇
教
化
」
第
七
～
「
去
姦
民
」
第
十
二
）、三
曰
「
厚

貨
財
」（「
省
費
用
」
第
十
三
～
「
定
軍
制
」
第
十
四
）、四
曰
「
訓
兵
旅
」（「
蓄

材
用
」
第
十
五
～
「
倡
勇
敢
」
第
十
七
）
と
い
う
構
成
で
あ
る
。「
策
別
叙
例
」

の
末
尾
に
は
「
別
而
言
之
、
十
有
七
焉
、
故
謂
之
策
別
。」
と
あ
る
。
校
勘

で
も
触
れ
た
よ
う
に
呂
留
良
本
と
伝
経
堂
本
以
外
の
諸
本
は「
策
制
」を「
策

別
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
こ
は
諸
本
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
敦
教

化
」
を
「
崇
教
化
」
に
作
る
の
は
、南
宋
光
宗
の
諱
「
惇
」
に
対
す
る
忌
避
。

（
７
）�「
只
就
粗
處
説
得
出
便
是
」　
「
粗
」
は
、
お
お
ま
か
、
大
綱
。『
語
類
』
巻

一
五
、一
三
八
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ
）「
又
問
。
大
學
表
裏
精
粗
如
何
。
曰
。

自
是
如
此
。
粗
是
大
綱
、
精
是
裏
面
曲
折
處
。」「
説
得
出
」
は
、
的
確
に
説

明
す
る
、
う
ま
く
説
明
で
き
る
。『
語
類
』
巻
五
、五
五
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅰ

89

）「
說
得
出
、
又
名
得
出
、
方
是
見
得
分
明
。
如
心
・
性
、
亦
難
說
。
嘗
曰
。

性
者
心
之
理
、情
者
性
之
動
、心
者
性
情
之
主
。」「
便
是
」
は
、そ
れ
で
よ
い
。

（
８
）�「
又
取
他
牙
稅
錢
」　
「
牙
稅
錢
」
の
「
牙
稅
」
は
、「
牙
行
に
課
す
る
一
種

の
営
業
税
。
多
く
の
業
種
ご
と
に
存
し
た
牙
行
は
地
方
政
府
の
認
可
を
要
す

る
特
許
商
で
、
所
定
の
税
を
納
め
、
牙
帖
（
牙
行
の
営
業
免
許
証
）
を
得
る

こ
と
で
営
業
が
許
さ
れ
る
。」（
斯
波
義
信
編『
中
国
社
会
経
済
史
用
語
解
』「
牙

稅
」
東
方
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。「
牙
は
も
と
粮
に
作
り
、
互
と
通
じ
て
用

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
広
韻
』
に
「
互
、
俗
作
粮
。」
と
あ
る
。
牙
人
は

も
と
互
郎
と
称
し
た
が
、
唐
人
が
粮
が
牙
に
似
て
い
る
の
で
牙
郎
と
書
く
に

至
っ
た
と
い
う
。
牙
は
互
市
の
意
で
あ
る
。」（
星
斌
夫
編
『
中
国
社
会
経
済

史
語
彙
（
正
編
）』「
牙
行
」
光
文
堂
書
店
、
一
九
八
一
年
）。『
宋
史
』「
食

貨
志
」
に
は
、
南
宋
の
建
炎
二
年
（
一
一
二
八
）
に
お
け
る
戸
部
尚
書
呂
頤

浩
・
翰
林
学
士
葉
夢
得
等
の
建
言
に
よ
り
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
経
総
制
銭

の
税
目
と
し
て
「
添
酒
銭
」「
添
売
糟
銭
」「
典
売
田
宅
増
牙
税
銭
」「
官
員

等
請
給
頭
子
銭
」「
楼
店
務
増
三
分
房
銭
」
を
挙
げ
て
い
る
（『
建
炎
以
来
繫

年
要
録
』
に
拠
れ
ば
、
同
税
の
制
定
は
建
炎
三
年
一
一
二
九
）。
う
ち
「
典

売
田
宅
増
牙
税
銭
」
は
「
不
動
産
売
買
・
質
入
れ
等
の
牙
税
。
売
買
文
書
を

官
府
に
届
け
出
て
収
め
る
税
を
い
う
。
本
銭
も
経
総
制
銭
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
中
央
に
上
供
さ
れ
た
。」（
中
嶋
敏
『
宋
史
食
貨
志
訳
注
』（
四
）
一
三
二

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

一
〇
九



頁
、
注
四
五
四
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）。
ま
た
「
普
通
動

産
は
別
と
し
て
、
不
動
産
や
主
要
動
産
（
田
・
宅
・
奴
隷
・
牛
・
馬
等
）
の

取
引
は
、
牙
人
の
仲
介
、
お
よ
び
紅
印
（
官
印
）
を
押
さ
れ
た
契
約
書
の
締

結
を
要
し
、
そ
の
際
に
牙
契
税
（
印
税
・
契
税
と
も
い
う
）
を
課
さ
れ
た
。」

（
中
嶋
敏
『
宋
史
食
貨
志
訳
注
』（
六
）
二
一
八
頁
、
注
一
一
、
財
団
法
人
東

洋
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）。『
宋
史
』
巻
一
七
九
「
食
貨
志
」
下
一
「
所
謂
經

總
制
錢
者
、
宣
和
末
、
陳
亨
伯
以
發
運
兼
經
制
使
、
因
以
為
名
。
建
炎
二
年
、

高
宗
在
揚
州
、
四
方
貢
賦
不
以
期
至
、
戶
部
尚
書
呂
頤
浩
・
翰
林
學
士
葉
夢

得
等
言
。「
亨
伯
以
東
南
用
兵
、嘗
設
經
制
司
、取
量
添
酒
錢
及
增
一
分
稅
錢
、

頭
子
・
賣
契
等
錢
、
斂
之
於
細
、
而
積
之
甚
眾
。
及
為
河
北
轉
運
使
、
又
行

於
京
東
西
・
河
北
路
、
一
歲
得
錢
近
二
百
萬
緡
、
所
補
不
細
。
今
若
行
於
諸

路
州
軍
、
歲
入
無
慮
數
百
萬
計
、
邊
事
未
寧
、
苟
不
出
此
、
緩
急
必
致
暴
斂
。

與
其
斂
於
倉
卒
、
曷
若
積
於
細
微
。」
於
是
以
添
酒
錢
・
添
賣
糟
錢
・
典
賣

田
宅
增
牙
稅
錢
・
官
員
等
請
給
頭
子
錢
・
樓
店
務
增
三
分
房
錢
、
令
兩
浙
・

江
東
西
・
荊
湖
南
北
・
福
建
・
二
廣
收
充
經
制
錢
、
以
憲
臣
領
之
、
通
判
斂

之
、季
終
輸
送
。
紹
興
五
年
、參
政
孟
庾
提
領
措
置
財
用
、請
以
總
制
司
為
名
、

又
因
經
制
之
額
增
析
而
為
總
制
錢
、
而
總
制
錢
自
此
始
矣
。」『
建
炎
以
来
繫

年
要
録
』
巻
二
八
、
建
炎
三
年
十
月
「
戊
戌
、
令
東
南
八
路
提
刑
司
歳
収
諸

色
經
制
錢
、
赴
行
在
。
一
曰
權
添
酒
錢
。
二
曰
量
添
賣
糟
錢
。
三
曰
増
添
田

宅
牙
稅
錢
。
四
曰
官
員
等
請
給
頭
子
錢
。
五
曰
樓
店
務
添
三
分
房
錢
。
其
後

歳
収
凡
六
百
六
十
餘
萬
緡
、
而
四
川
不
與
焉
。」

（
９
）�「
古
者
羣
飲
者
殺
」　
『
書
経
』
周
書
「
酒
誥
」「
厥
或
誥
曰
。
群
飲
、汝
勿
佚
、

盡
執
拘
以
歸
于
周
、予
其
殺
。」（
孔
安
国
伝
）「
其
有
誥
汝
曰
。
民
羣
聚
飲
酒
、

不
用
上
命
、
則
汝
收
捕
之
、
勿
令
失
也
。
盡
執
拘
羣
飲
酒
者
、
以
歸
於
京
師
、

我
其
擇
罪
重
者
而
殺
之
。」

（
10
）�「
今
置
官
誘
民
飲
酒
」　
「
置
官
」
は
官
員
を
配
置
す
る
こ
と
（
黄
義
剛
録
は

「
張
官
置
吏
」
に
作
る
、〔
参
考
〕
参
照
。）
こ
こ
で
の
官
は
、
中
央
か
ら
地

方
に
派
遣
さ
れ
る
「
監
当
官
」
を
指
す
。「
榷
酤
」
即
ち
酒
の
専
売
に
は
官

醸
官
売
と
民
醸
民
売
（
民
営
を
許
可
し
て
税
を
徴
収
）
が
有
っ
た
。
う
ち
官

醸
官
売
の
法
と
は
、
官
自
ら
が
諸
府
州
県
鎮
城
内
に
酒
務
（
榷
酤
担
当
の
小

官
司
）
を
設
置
し
、
自
ら
醸
酒
・
販
売
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
中
央
か
ら
は

監
当
官
が
派
遣
さ
れ
、
醸
造
販
売
あ
る
い
は
酒
税
の
実
態
を
監
督
す
る
。
以

上
、斯
波
義
信
編
前
掲
『
中
国
社
会
経
済
史
用
語
解
』「
榷
酤
」
参
照
。「「
宋

史
」
食
貨
志
下
七
酒
は
、ま
ず
「
宋
の
榷
酤
の
法
」
の
書
き
出
し
に
始
ま
り
、

宋
朝
の
「
榷
酤
」（
酒
の
専
売
）
の
概
要
を
示
す
。
即
ち
、
諸
州
城
内
に
酒

務
（
酒
専
売
の
政
府
機
関
）
を
置
き
、
官
酤
（
酒
務
に
よ
る
官
醸
官
売
法
）

と
民
醸
（
民
間
請
負
の
民
醸
民
売
法
）
の
二
つ
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
す
。」

（
中
嶋
敏
『
宋
史
食
貨
志
訳
注
』（
六
）
三
頁
、注
一
一
、財
団
法
人
東
洋
文
庫
、

二
〇
〇
六
年
）。『
宋
史
』
巻
一
八
五
「
食
貨
志
」
下
七
「
酒
」「
宋
榷
酤
之
法
、

諸
州
城
內
皆
置
務
釀
酒
、
縣
鎮
鄕
閭
、
或
許
民
釀
而
定
其
歲
課
。
若
有
遺
利
、

所
在
多
請
官
酤
。」（「
榷
」
は
専
売
、「
酤
」
は
酒
の
売
り
買
い
）。
な
お
時

期
は
前
後
す
る
が
、
酒
の
官
売
に
関
わ
る
文
脈
で
「
置
官
」
の
語
を
用
い
た

例
を
二
つ
挙
げ
て
お
く
。『
羣
書
考
索
』後
集
、巻
五
八
、財
用
門「
酒
類
」「
武

帝
費
用
無
度
、
凡
遺
利
在
民
間
者
、
網
羅
悉
盡
。
獨
於
酒
酤
之
利
、
若
姑
徐

而
未
榷
。
至
天
漢
三
年
、
始
置
官
自
賣
、
榷
取
其
利
、
以
供
國
用
。
行
之
纔

十
四
年
、迨
昭
帝
因
賢
良
文
學
議
而
罷
之
、乃
令
民
自
賣
、以
所
利
而
輸
租
。」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

一
一
〇



『
大
學
衍
義
補
』
巻
三
十
、
治
國
平
天
下
之
要
、
制
國
用
「
征
榷
之
課
」「
元

太
宗
立
酒
醋
務
坊
場
官
榷
酤
辦
課
」
の
条
「
臣
按
…
夫
天
生
五
榖
以
為
民
食
。

民
無
食
則
死
、
少
食
則
不
飽
。
民
不
可
以
一
日
而
不
飽
、
而
可
以
終
身
而
不

醉
。
上
之
人
、
何
苦
而
必
欲
民
之
醉
哉
。
乃
至
設
務
置
官
以
司
酒
、
至
于
所

用
為
酒
之
麴
、
亦
司
之
焉
。
殊
不
思
所
以
為
醉
之
具
、
即
所
以
為
飽
之
物
也
。

去
此
以
為
彼
、
彼
多
則
此
少
、
必
然
之
理
也
。」

〔
参
考
〕

　

陳
淳
録
の
本
条
と
以
下
の
黄
義
剛
録
は
内
容
が
類
似
す
る
。
陳
淳
は
庚
戌

（
一
一
九
〇
）、
己
未
（
一
一
九
九
）
所
聞
、
黄
義
剛
は
癸
丑
（
一
一
九
三
）
以
後

所
聞
で
あ
り
、
陳
淳
の
第
二
次
師
事
期
に
黄
義
剛
が
朱
門
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
既
に
指
摘
が
有
る
。『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
二
三
八
頁
。
こ
の
両
条
も
、

朱
熹
の
同
じ
語
を
そ
れ
ぞ
れ
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。『
語
類
』

巻
二
六
、一
一
五
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ667

）「
義
剛
說
。
禮
讓
為
國
一
章
、
添
不

信
仁
賢
、
咈
百
姓
從
己
之
欲
等
語
。
曰
。
此
於
聖
賢
本
意
不
親
切
。
一
家
讓
、
一

國
興
讓
。
此
只
是
說
我
能
如
此
禮
遜
、
則
下
面
人
自
是
興
起
、
更
相
遜
讓
。
如
此
、

則
為
國
何
難
之
有
。
未
說
到
那
一
人
貪
戾
、
一
國
作
亂
處
在
。
如
東
坡
說
敦
教
化

中
一
段
、
亦
自
好
。
其
說
雖
粗
、
道
理
却
是
恁
地
。
而
今
人
好
玄
妙
、
剗
地
說
得

無
形
無
影
、
却
不
如
只
粗
說
、
較
強
。
良
久
、
歎
息
言
。
今
日
不
能
制
民
之
產
、

已
自
不
是
。
民
自
去
買
田
、
又
更
收
牙
稅
、
是
甚
說
話
。
古
人
禁
人
聚
飲
、
今
却

張
官
置
吏
、惟
恐
人
不
來
飲
。
如
此
、却
何
以
責
人
謙
遜
。」（「
不
信
仁
賢
」
は
『
孟

子
』「
尽
心
」
下
、「
咈
百
姓
從
己
之
欲
」
は
『
書
経
』「
大
禹
謨
」「
罔
咈
百
姓
以

從
己
之
欲
」）。

209
条

　

問
。
齊
家
治
國
之
道
、
斷
然
是
父
子
兄
弟
足
法
、
而
後
人
法
之
。
然
堯
舜
不
能

化
其
子
、
而
周
公
則
上
見
疑
於
君
、
下
不
能
和
其
兄
弟
、
是
如
何
。

　

曰
。
聖
人
是
論
其
常
、
堯
舜
是
處
其
變
。
看
他
烝
烝
乂
、
不
格
姦
、
至
於
瞽
瞍

底
豫
、
便
是
他
有
以
處
那
變
處
。

　

且
如
他
當
時
被
那
兒
子
恁
地
、
他
處
得
好
。
不
將
天
下
與
兒
子
、
却
傳
與
賢
、

便
是
他
處
得
那
兒
子
好
。

　

若
堯
當
時
把
天
下
與
丹
朱
、
舜
把
天
下
與
商
均
、
則
天
下
如
何
解
安
。
他
那
兒

子
如
何
解
寧
貼
。

　

如
周
公
被
管
蔡
恁
地
、
他
若
不
去
致
辟
于
商
、
則
周
如
何
不
擾
亂
。
他
後
來
盡

死
做
這
一
著
時
、
也
是
不
得
已
著
恁
地
。

　

但
是
而
今
且
去
理
會
常
倫
。
而
今
如
何
便
解
有
箇
父
如
瞽
瞍
、
有
箇
兄
弟
如
管

蔡
。
未
論
到
那
變
處
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
斷
然
是
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。

○�
「
堯
舜
是
處
其
變
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
處
」を「

」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
且
如
他
當
時
被
那
兒
子
恁
地
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
被
」
を
「
彼
」
に
作
る
。

○
「
他
處
得
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
他
却
處
得
那
兒
子
好
」
に
作
る
。

○�

「
不
將
天
下
與
兒
子
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
他
不
將
那
天
下
與
那
兒
子
」に
作
る
。

○
「
却
傳
與
賢
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
後
却
傳
與
那
賢
」
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）
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一
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○�
「
若
堯
當
時
把
天
下
與
丹
朱
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
若
使
堯
□
當
時
把
个
天
下
與

丹
朱
」
に
作
る
（「
堯
」
と
「
當
」
の
間
に
一
字
分
の
空
格
有
り
）。

○
「
舜
把
天
下
與
商
均
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
把
」
の
下
に
「
个
」
字
有
り
。

○�

「
天
下
如
何
解
安
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
解
」を「
觧
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
他
後
來
盡
死
做
這
一
著
時
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○�

「
而
今
如
何
便
解
有
箇
父
如
瞽
瞍
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
有
箇
兄
弟
如
管
蔡
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
弟
」
を
「
第
」
に
作
る
。

○
「
未
論
到
那
變
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
到
」
字
な
し
。

○
「
賀
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
義
剛
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
「
斉
家
治
国
の
道
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
そ
の
父
子
兄
弟
が
法
る
に
足
る

存
在
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
他
者
も
こ
れ
に
法
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
し

ょ
う
。
に
も
関
わ
ら
ず
堯
や
舜
は
自
身
の
子
を
感
化
し
得
ず
、周
公
は
と
言
え
ば
、

上
は
主
君
（
成
王
）
に
嫌
疑
を
受
け
、
下
は
自
身
の
兄
弟
（
管
叔
・
蔡
叔
）
を
和

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
「
聖
人
は
斉
家
治
国
の
「
常
」（
通
常
の
場
合
）
に
つ
い
て
説
い
た
の
に

対
し
て
、
堯
や
舜
は
斉
家
治
国
の
「
変
」（
変
則
的
な
場
合
）
に
対
処
し
た
の
だ
。

舜
が
「
乂が
い

に
烝す
す

み
烝す
す

ま
し
め
（
善
へ
と
導
き
）」、「
姦
に
格い
た

ら
し
め
ず
（
悪
事
に

至
ら
し
め
め
ず
）」、「
瞽こ

瞍そ
う

、
豫
よ
ろ
こ
びを
底い
た

す
（
瞽
瞍
を
喜
ば
せ
る
）」
に
至
っ
た
の
は
、

彼
が
そ
の
「
変
」
の
場
に
対
処
し
た
事
例
で
あ
る
。

　

例
え
ば
舜
は
当
時
、
自
分
の
あ
あ
い
う
子
に
よ
っ
て
あ
の
よ
う
な
目
に
遭
っ
た

が
、
彼
は
そ
れ
に
う
ま
く
対
処
し
た
。
つ
ま
り
天
下
を
自
分
の
子
に
は
与
え
ず
、

賢
者
に
伝
与
し
た
の
は
、
ま
さ
に
彼
が
あ
あ
い
う
子
に
う
ま
く
対
処
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

も
し
も
堯
が
当
時
、
天
下
を
丹
朱
に
与
え
、
舜
が
天
下
を
商
均
に
与
え
て
い
た

と
し
た
ら
、
天
下
は
ど
う
し
て
安
泰
で
あ
り
得
た
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
あ
あ
い
う

子
供
た
ち
も
、
ど
う
し
て
安
寧
で
あ
り
得
た
だ
ろ
う
か
。

　

周
公
な
ん
か
も
管
叔
・
蔡
叔
に
よ
っ
て
あ
ん
な
目
に
遭
っ
た
が
、
彼
が
も
し
も

こ
れ
を
商
の
地
で
処
刑
に
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
周
は
ど
う
し
て
擾
乱
せ
ず

に
済
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
彼
が
後
に
命
が
け
で
こ
の
一
手
に
打
っ
て
出
た
時
も
、
や

は
り
彼
は
や
む
を
得
ず
に
そ
う
し
た
の
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
は
、ま
ず
は
「
常つ

倫ね

」
の
場
合
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
だ
。

今
、
瞽
瞍
の
よ
う
な
父
を
持
ち
、
管
叔
・
蔡
叔
の
よ
う
な
兄
弟
を
持
つ
こ
と
な
ど
、

ど
う
し
て
有
り
得
よ
う
か
。
そ
ん
な
「
変
」
の
場
合
な
ど
に
、
わ
ざ
わ
ざ
論
及
す

る
こ
と
は
な
い
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）�「
父
子
兄
弟
足
法
」　
『
大
学
章
句
』伝
九
章「
詩
云
。
其
儀
不
忒
、正
是
四
國
。

其
為
父
子
兄
弟
足
法
、
而
后
民
法
之
也
。」
朱
注
「
詩
、
曹
風
鳲
鳩
篇
。
忒
、

差
也
。
此
謂
治
國
在
齊
其
家
。」『
大
学
章
句
大
全
』「
新
安
陳
氏
曰
。
足
法
、

家
齊
而
可
以
示
法
於
人
也
。
民
法
之
、
國
人
取
法
於
己
也
。」

（
２
）�「
堯
舜
不
能
化
其
子
」　

堯
の
子
の
丹
朱
、
舜
の
子
の
商
均
は
と
も
に
不
肖

の
故
に
父
か
ら
帝
位
を
譲
ら
れ
な
か
っ
た
。『
孟
子
』「
萬
章
」
上
「
昔
者
舜

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

一
一
二



薦
禹
於
天
、
十
有
七
年
、
舜
崩
、
三
年
之
喪
畢
、
禹
避
舜
之
子
於
陽
城
、
天

下
之
民
從
之
、
若
堯
崩
之
後
不
從
堯
之
子
而
從
舜
也
。
…
丹
朱
之
不
肖
、
舜

之
子
亦
不
肖
。」『
史
記
』
巻
一
「
五
帝
本
紀
」「
堯
知
子
丹
朱
之
不
肖
、
不

足
授
天
下
、
於
是
乃
權
授
舜
。
授
舜
、
則
天
下
得
其
利
而
丹
朱
病
。
授
丹
朱
、

則
天
下
病
而
丹
朱
得
其
利
。
堯
曰
。
終
不
以
天
下
之
病
而
利
一
人
、
而
卒
授

舜
以
天
下
。
堯
崩
、
三
年
之
喪
畢
、
舜
讓
辟
丹
朱
於
南
河
之
南
。
諸
侯
朝
覲

者
不
之
丹
朱
而
之
舜
、
獄
訟
者
不
之
丹
朱
而
之
舜
、
謳
歌
者
不
謳
歌
丹
朱
而

謳
歌
舜
。
舜
曰
。
天
也
。
夫
而
後
之
中
國
踐
天
子
位
焉
、是
為
帝
舜
。」『
史
記
』

巻
二
「
夏
本
紀
」「
帝
舜
薦
禹
於
天
為
嗣
。
十
七
年
而
帝
舜
崩
。
三
年
喪
畢
、

禹
辭
辟
舜
之
子
商
均
於
陽
城
。
天
下
諸
侯
皆
去
商
均
而
朝
禹
。
禹
於
是
遂
即

天
子
位
、
南
面
朝
天
下
、
國
號
曰
夏
后
、
姓
姒
氏
。」『
漢
書
』
巻
三
六
、
楚

元
王
伝
「
劉
向
」「
雖
有
堯
舜
之
聖
、
不
能
化
丹
朱
之
子
。
雖
有
禹
湯
之
德
、

不
能
訓
末
孫
之
桀
紂
。」�

（
３
）�「
周
公
則
上
見
疑
於
君
、
下
不
能
和
其
兄
弟
」　

武
王
の
死
後
、
周
公
が
成

王
の
摂
政
と
な
っ
た
際
、
管
叔
と
蔡
叔
は
周
公
に
二
心
有
り
と
の
流
言
を
広

め
、
周
公
に
討
伐
さ
れ
た
。
管
叔
は
周
公
の
兄
、
蔡
叔
は
弟
。『
書
経
』
周

書
「
金
縢
」「
武
王
既
喪
、
管
叔
及
其
群
弟
乃
流
言
於
國
、
曰
。
公
（
周
公
）

將
不
利
於
孺
子
。
周
公
乃
告
二
公
（
召
公
、
太
公
）
曰
。
我
之
弗
辟
、
我
無

以
告
我
先
王
。
周
公
居
東
二
年
、
則
罪
人
斯
得
。」（
孔
安
国
伝
）「
武
王
死
、

周
公
攝
政
。
其
弟
管
叔
及
蔡
叔
・
霍
叔
、
乃
放
言
於
國
、
以
誣
周
公
、
以
惑

成
王
。
…
孺
、
稚
也
。
稚
子
、
成
王
。
辟
、
法
也
。
告
召
公
太
公
言
、
我
不

以
法
、法
三
叔
、則
我
無
以
成
周
道
告
我
先
王
。」（
蔡
沈
集
伝
）「
辟
讀
為
避
。

鄭
氏
詩
傳
言
、
周
公
以
管
蔡
流
言
、
辟
居
東
都
、
是
也
。
漢
孔
氏
以
為
致
辟

於
管
叔
之
辟
、
謂
誅
殺
之
也
。」『
史
記
』
巻
三
五
「
管
蔡
世
家
」「
管
叔
鮮
・

蔡
叔
度
者
、
周
文
王
子
而
武
王
弟
也
。
武
王
同
母
兄
弟
十
人
。
母
曰
太
姒
、

文
王
正
妃
也
。
其
長
子
曰
伯
邑
考
、
次
曰
武
王
發
、
次
曰
管
叔
鮮
、
次
曰
周

公
旦
、
次
曰
蔡
叔
度
、
次
曰
曹
叔
振
鐸
、
次
曰
成
叔
武
、
次
曰
霍
叔
處
、
次

曰
康
叔
封
、
次
曰
冄
季
載
。」

（
４
）�「
聖
人
是
論
其
常
、堯
舜
是
處
其
變
」　
「
常
」は
通
常
、一
般
的
な
場
合
。「
変
」

は
変
則
、
特
殊
な
場
合
。「
常
」
と
「
変
」
は
ほ
ぼ
「
経
」
と
「
権
」
に
対

応
す
る
概
念
。『
語
類
』
巻
三
七
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅲ991

～992

）「
因
論
經

權
二
字
、
曰
。
…
文
蔚
曰
。
經
是
常
行
之
理
、
權
是
適
變
處
。
曰
。
大
綱
說
、

固
是
如
此
。」

（
５
）�「
烝
烝
乂
、
不
格
姦
」　
『
書
経
』
虞
書
「
堯
典
」「
帝
曰
。
咨
、
四
岳
。
朕

在
位
七
十
載
、
汝
能
庸
命
、
巽
朕
位
。
岳
曰
。
否
德
忝
帝
位
。
曰
。
明
明
揚

側
陋
。
師
錫
帝
曰
。
有
鰥
在
下
、
曰
虞
舜
。
帝
曰
。
俞
、
予
聞
。
如
何
。
岳

曰
。
瞽
子
。
父
頑
、
母
嚚
、
象
傲
、
克
諧
以
孝
、
烝
烝
乂
、
不
格
姦
。
帝
曰
。

我
其
試
哉
。」（
孔
安
国
伝
）「
巽
、
順
也
。
言
四
岳
能
用
帝
命
、
故
欲
使
順

行
帝
位
之
事
。
否
不
、
忝
辱
也
。
辭
不
堪
。
堯
知
子
不
肖
、
有
禪
位
之
志
、

故
明
舉
明
人
在
側
陋
者
、
廣
求
賢
也
。
師
衆
、
錫
與
也
。
…
諧
和
、
烝
進
也
。

言
能
以
至
孝
和
諧
頑
嚚
昬
傲
、
使
進
進
以
善
、
自
治
不
至
於
姦
惡
。」��

な
お

王
引
之
は
「
克
諧
以
孝
、
烝
烝
乂
、
不
格
姦
」
を
「
克
諧
、
以
孝
烝
烝
、
乂

不
格
姦
」
と
句
読
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。『
敬
義
述
聞
』
三
、尚
書
「
以

孝
烝
烝
」

（
６
）�「
至
於
瞽
瞍
底
豫
」　

瞽
瞍
は
、
舜
の
父
。『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
舜
盡
事

親
之
道
、
而
瞽
瞍
厎
豫
。
瞽
瞍
厎
豫
而
天
下
化
。
瞽
瞍
厎
豫
而
天
下
之
為
父

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）
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子
者
定
。
此
之
謂
大
孝
。」
朱
注
「
瞽
瞍
、
舜
父
名
。
底
、
致
也
。
豫
、
恱

樂
也
。
瞽
瞍
至
頑
、
嘗
欲
殺
舜
。
至
是
而
底
豫
焉
。」

（
７
）�「
且
如
他
當
時
被
那
兒
子
恁
地
」　
「
例
え
ば
舜
は
当
時
、
自
分
の
あ
あ
い
う

子
に
よ
っ
て
、こ
の
よ
う
に
さ
れ
た（
＝
こ
ん
な
目
に
遭
っ
た
）。「
且
如
」は
、

例
え
ば
。「
被
」は
、受
動
態
の
文
章
に
お
い
て
行
為
者
を
導
く
介
詞
。
～
に
、

～
か
ら
（
～
さ
れ
る
）。
行
為
者
を
示
す
語
（
こ
の
場
合
は
「
那
兒
子
」）
の

後
ろ
に
は
、そ
の
行
為
者
の
行
為
を
表
す
動
詞
が
続
く
。こ
の
場
合
は「
恁
地
」

（
＝
「
如
此
」）
を
「
恁
地
做
」（
此か
く

の
如
く
す
）
の
意
の
動
詞
と
し
て
解
釈

し
た
。
後
出
の「
如
周
公
被
管
蔡
恁
地
」も
同
様
に
解
釈
し
た
。
た
だ
し「
被
」

を
、
こ
う
む
る
、
～
さ
れ
る
の
意
の
動
詞
と
し
て
解
釈
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
場
合
は
「
那か

の
兒
子
の
恁
か
く
の

地ご
と
きを

被
る
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
（
訳
は
同

じ
）。
被
動
を
示
す
「
被
」
は
も
と
は
動
詞
で
、
そ
れ
が
補
助
詞
に
転
じ
た

も
の
で
あ
る
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
二
四
四
～
二
四
五
頁
。

（
８
）「
不
將
天
下
與
兒
子
」　
「
將
」
は
、
～
を
。

（
９
）�「
若
堯
當
時
把
天
下
與
丹
朱
」　
「
把
」は
、～
を
。
丹
朱
は
堯
の
子
。
注（
２
）

参
照
。

（
10
）「
舜
把
天
下
與
商
均
」�

商
均
は
、
舜
の
子
。
注
（
２
）
参
照
。

（
11
）「
則
天
下
如
何
解
安
」　
「
解
」
は
、
～
で
き
る
。

（
12
）�「
如
何
解
寧
貼
」　
「
寧
貼
」
は
「
寧
帖
」
と
も
表
記
し
、
安
寧
、
平
静
の
意
。

『
字
海
便
覧
』「
寧
貼
ト
ハ
、ヤ
ス
ン
ズ
ル
コ
ト
ナ
リ
。」『
貞
觀
政
要
』「
慎
終
」

「
脫
因
水
旱
、
榖
麥
不
收
、
恐
百
姓
之
心
、
不
能
如
前
日
之
寧
帖
。」

（
13
）�「
如
周
公
被
管
蔡
恁
地
」　

管
蔡
は
管
叔
と
蔡
叔
。
管
叔
は
周
公
の
兄
、
蔡

叔
は
周
公
の
弟
。
注
（
３
）
参
照
。

（
14
）�「
若
不
去
致
辟
于
商
」　
「
も
し
（
管
叔
を
）
商
の
地
で
処
刑
し
な
か
っ
た
な

ら
ば
」「
致
辟
」
は
、
殺
戮
す
る
、
誅
殺
す
る
、
処
刑
す
る
。『
書
経
』
周
書

「
蔡
仲
之
命
」「
惟
周
公
位
冢
宰
、
正
百
工
。
群
叔
流
言
、
乃
致
辟
管
叔
于
商
、

囚
蔡
叔
于
郭
鄰
、以
車
七
乗
、降
霍
叔
于
庶
人
、三
年
不
齒
。」
孔
安
国
伝
「
致

辟
、
謂
誅
殺
。
囚
謂
制
其
出
入
。
郭
鄰
、
中
國
之
外
地
名
。
…
罪
輕
、
故
退

爲
庶
人
、
三
年
之
後
、
乃
齒
錄
、
封
爲
霍
侯
。」
蔡
沈
伝
「
致
辟
云
者
、
誅

戮
之
也
。
…
囚
蔡
叔
于
郭
鄰
、
以
車
七
乘
、
囚
云
者
、
制
其
出
入
、
而
猶
從

以
七
乘
之
車
也
。」

（
15
）�「
他
後
來
盡
死
做
這
一
著
時
」　
「
盡
死
」
は
、
死
を
賭
し
て
、
命
が
け
で
。

『
語
類
』
一
〇
一
、一
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2558

）「
某
看
来
、
這
道
理
、

若
不
是

生
盡
死
去
理
會
、
終
不
解
得
。」「
一
著
」
は
、
戦
略
・
戦
法
な
ど

に
お
け
る
一
手
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
七
条
、
董
銖
録
（
Ⅰ284

）「
格
物
、

是
窮
得
這
事
當
如
此
、
那
事
當
如
彼
。
如
爲
人
君
、
便
當
止
於
仁
、
爲
人
臣
、

便
當
止
於
敬
。
又
更
上
一
著
、
便
要
窮
究
得
爲
人
君
如
何
要
止
於
仁
、
爲
人

臣
如
何
要
止
於
敬
、
乃
是
。」

（
16
）�「
也
是
不
得
已
著
恁
地
」　
「
著
」
は
、
用
い
る
。「
著
恁
地
」
は
、
あ
の
よ

う
な
手
段
を
用
い
た
、
あ
の
よ
う
に
打
っ
て
出
た
。　

（
17
）�「
但
是
而
今
且
去
理

會
常
倫
」　
「
常
倫
」は
、「
常
」も「
倫
」も
同
義
で「
常
」

の
意
。

〔
参
考
〕

　

葉
賀
孫
録
の
本
条
と
陳
淳
録
の
以
下
の
条
は
、
内
容
的
に
類
似
す
る
。
葉
賀
孫

は
辛
亥
（
一
一
九
一
）
以
後
所
聞
、陳
淳
は
庚
戌
（
一
一
九
〇
）、己
未
（
一
一
九
九
）

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
七
号

一
一
四



所
聞
で
あ
り
、
陳
淳
の
第
二
次
師
事
期
に
葉
賀
孫
と
の
同
席
例
が
あ
る
こ
と

は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
九
八
頁
）。
こ
の
両
条

も
、
朱
熹
の
同
じ
語
を
そ
れ
ぞ
れ
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
巻

一
五
、一
三
三
条
、
陳
淳
録
（
Ⅰ307

）「
毅
然
問
。
家
齊
而
后
國
治
、
天
下
平
。

如
堯
有
丹
朱
、
舜
有
瞽
瞍
、
周
公
有
管
蔡
、
却
能
平
治
、
何
也
。
曰
。
堯
不
以
天

下
與
丹
朱
而
與
舜
、
舜
能
使
瞽
瞍
不
格
姦
、
周
公
能
致
辟
于
管
蔡
、
使
不
爲
亂
、

便
是
措
置
得
好
了
。
然
此
皆
聖
人
之
變
處
。
想
今
人
家
不
解
有
那
瞽
瞍
之
父
、
丹

朱
之
子
、
管
蔡
之
兄
、
都
不
須
如
此
思
量
、
且
去
理
會
那
常
處
。」

����������　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
（
132
～
209
条
）、
訳
注
担
当
者

�

132
～
142
条　
　
　
　
　
　

小
笠　

智
章

�

143
～
147
条　
　
　
　
　
　

福　

谷　

彬

�

148
～
156
条　
　
　
　
　
　

松
葉
久
美
子

�

157
～
168
条　
　
　
　
　
　

陳　

佑　

真

�

169
～
179
条　
　
　
　
　
　

廖　

明　

飛

�

180
～
189
条　
　
　
　
　
　

田　
　
　

訪

�

190
～
200
条　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

�

201
～
209
条　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

�

（
二
〇
一
五
年
十
月
一
日
受
理
）

　
　
　
（
う
さ
み　

ぶ
ん
り　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
（
お
が
さ　

と
も
あ
き　

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
（
ち
ん�

ゆ
う
ま　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
（
で
ん　

ほ
う　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
（
ま
つ
ば�

く
み
こ　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
（
り
ょ
う�

め
い
ひ　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）

一
一
五


